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北関東自動車道は，北関東3県の主要都市と常陸那珂港，さらには，

日本海側と太平洋側を結ぶ高速道路です。また，東京から放射状に延

びる3本の高速道路を横断的に結ぶことにより，均衡のとれた交通体

系の整備を図り，北関東地域の総合的な発展を推進する基盤施設であ

ります。

北関東自動車道（友部～水戸）建設予定地内には，埋蔵文化財の包
．

蔵地が10か所確認されました。

財団法人茨城県教育財団は，日本道路公団から埋蔵文化財の発掘調

査事業について委託を受け，平成7年10月から平成10年3月にかけて，

これらの遺跡の調査を実施してまいりました。その内，矢倉遺跡，後

口原遺跡，大作遺跡，大畑遺跡については，すでに『北関東自動車道

（友部～水戸）建設工事地内埋蔵文化財調査報告書I・Ⅱ』として報

告したところであります。

本書は，平成9年1月から平成9年12月にかけて調査した寺山遺跡，

東平遺跡及び坂ノ上塚群の調査成果を収録したものであります。本書

が，研究の資料としてはもとより，郷土の歴史の理解を深めると共に，

教育，文化の向上の一助として広く活用されることを希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である日本道路

公団からいただきました多大な御協力に対し，心から御礼申し上げま

す。

また，茨城県教育委員会，友部町教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導，御協力をいただきましたことに対し，衷心

より感謝の意を表します。

平成11年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　昌



1本書は，日本道路公団東京第一建設局の委託により財団法人茨城県教育財団が平成9年1月から平成10年
てらやま　　ひがしだいら　　さかのうえ　　　ふるみね　　　　ふるみね　　　　こうどだい

3月まで発掘調査を実施した寺山遺跡，東平遺跡，坂ノ上塚群，古峯A遺跡，古峯B遺跡，高土台塚群の
てらやま　　　ひがしだいら　　　さかのうえ

うちの，寺山遺跡，東平遺跡，坂ノ上塚群の発掘調査報告書である。遺跡の所在地は，次のとおりである。

寺山遺跡　　　茨城県西茨城郡友部町大字住吉字寺ノ内1，187番地の25ほか

東平遺跡　　　茨城県西茨城郡友部町大字下加賀田字東平372番地ほか

坂ノ上塚群　　茨城県西茨城郡友部町大字下加賀田字坂上414番地の2ほか

2　寺山遺跡，東平遺跡，坂ノ上塚群の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 橋 本　　　 昌 平成 7年4 月～

副　　 理　 事　　 長 中 島　 弘．光 平成 7年4 月～

副　　 理　 事　 長 斎藤　 佳 郎 平成 8年4 月～平成10年 3月

副　　 理　 事　 長 川俣　 勝 慶 平成10年4 月～

常　 務　 理　 事 梅 津　 秀 夫 平成 8年4 月～平成9年 3月－

常　 務　 理　 事 斎 藤　 紀 彦 平成 9年4 月～

事　 務　　 局　　 長 小 林　 隆郎 平成 8年4月～平成9年3 月

事　 務　　 局　　 長 西 村　 敏 一 平成 9年4月～

埋 蔵 文 化 財 部 長 沼 田． 文 夫 平成 8年4月～

埋蔵文化財部長代理 河 野　 佑 司 平成 6年4月～

企

画

課　　　　　 長 小 幡　 弘 明 平成 8年4月～平成9年3 月

課・　　　　 長 河 崎　 孝 典 平成 9年4月～平成10年3 月

課　　　　　 長 鈴 木　 三 郎 平成10年4月～

管
課　 長　 代　 理 根 本　 達 夫 平成 7年4月～

課　 長　 代　 理 清 水　　　 薫 平成 9年4月～ （平成8年4 月～平成 9年3月係長）

理

課

主 任 調 査 員 小 高 五 十 二 平成 8年4月～平成10年3月

主 任 調 査 員 池 田　 晃 一 平成10年4月～

主　　　　　 任 川 崎　 敦 司 平成10年10月～ （平成10年4 月～9月主事）

経

理

課

課　　　　　 長r 河 崎　 孝 典 平成8年 4月～平成 9年3月

課　　　　　 長 鈴 木　 三 郎 平成 9年 4月～平成10年3月

課　　　　　 長 佐 藤　　　 健 平成10年 4月～

主　　　　　　 査 田所 多 佳 男 平成8年 4月～

課　 長　 代　 理 大 高　 春 夫 平成7年 4月～平成 9年3月

課　 長　 代　 理 清 水　　　 薫 平成10年 4月～

主　　　　　 任 小 池　　　 孝 平成7年 4月～平成10年 3月

主　　　　　 任 木 下　 光保 平成10年 4月～

主　　　　　 任 宮 本　　 勉 平成8年4 月～

主　　　　　 事 柳 澤　 松 雄 平成8年4 月～平成 9年 3月

主　　　　　 事 小 西　 孝 典 平成9年4 月～平成10年 3月

調

査

第

課長 （部長兼務） 沼 田　 文 夫 平成8年4 月～

調 査 第二 班 長 根 本　 康 弘 平成8年4 月～平成9年 3月

調 査 第 四班 長 萩 野谷　 悟 平成9年4 月～平成10年 3月

主 任 調 査 員 池 田　 晃 一 平成9年 1月～平成9年 3月　　 調査

主 任 調 査 員 樫 村　 宣行 平成9年4 月～平成10年 3月　　 調査

主 任 調 査 員 平 松　 孝 志 平成9年4 月～平成10年 3月　　 調査

主 任 調 査 員 柴 田　 博 行 平成9年7 月～平成9年 9月　　 調査

課
主 任 調 査 員 飯 島　 一 生 平成9年4 月～平成9年 6月　　 調査

副 主任 調査 員 長谷 川　 聡 － 平成 9年 1月～平成9年3 月　　 調査

整 課　　　　　 長 川 井　 正 一 平成10年4月～

理 首 席 調 査 員 萩 密 谷　 悟 平成10年4月～
課 主 任 調 査 員 平 松　 孝 志 平成10年4月～平成11年3 月　　 整理 ・執筆 ・編集



3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，墨書土器については国立歴史民俗博物館の平川南教授，近代の窯跡については窯業

史博物館の大川清館長，古墳時代の土師器については，北茨城市立中妻小学校の樫村宣行教諭に御指導を戴

いた。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

6　遺跡の概略

ふ　り　が　な きたかんとうじどうしゃどう（ともべ～みと）けんせつこうじちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　　名 北関東自動車道（友部～水戸）建設工事地内埋蔵文化財調査報告書

副　　書　　名 寺山遺跡　東平遺跡　坂ノ上塚群

巻　　　　　次

シリ　ー　ズ　名 茨城県教育財団文化財調査報告

第150集
編　著　者　名 平　松　孝　志

財団法人　茨城県教育財団
〒310－0911　茨城県水戸市見和1丁目356番地の2　TELO29（225）6587

発　行　機　関 財団法人　茨城県教育財団

所　　在　　地 〒310－0911　茨城県水戸市見和1丁目356番地の2　TELO29（225）＿6587

発行年　月　日 1999（平成11）年3月19日

ふ　り　が　な

所　収　遺　跡

ふ　　り　　が　　な

所　　　在　　　地
標　　高 調査期間 調査面積 調　査　原　因

てら　やま　い　せき

寺　山　遺　跡
いばらきけんにしいばらきぐんともぺまち

茨城県西茨城郡友部町
おおあざすみよしあざてらのうち

大字住吉字寺ノ内

1，187番地の25ほか

19970101～

19980331

12，046d

ひがしだいら　い　せき

東　平　遺　跡
いばらきけんにしいばらきぐんともべまち

茨城県西茨城郡友部町
おおあざしもかがだあざひがしだいら

大字下加賀田字東平
372番地ほか

19970401～

19980331

さかの　うえつかぐん

坂　ノ　上塚群
いばらきけんにしいばらきぐんともべまち

茨城県西茨城郡友部町
おおあざしもかがだあざさかうえ

大字下加賀田字坂上
414番地の2ほか

19970818－

19980331

北関東自動車道建
設工事に伴う事前
調査

所収遺跡名 種　　別 主　な　時　代 主　　な　　遺　　構 主　　　　な　　　　遺　　　　物 特　記　事　項

寺　山　遺　跡 集落跡 旧　l石　　器
縄　　　　　文
（早期～後期）

古　　　　　墳
（中期～後期）
奈　　　　　良

近　　　　　世

近　代（明治）

時　期　不　明

集石遺構　　　7か所
不明遺構　　　　2基
土坑　　　　　　6基

竪穴住居跡　　　4軒

竪穴住居跡　　1軒

ナイフ形石器，剥片
縄文土器（早期～後期）
土製晶（決状耳飾）

土師器（杯，椀，壷，嚢，甑）
須恵器（薗）
土師器（嚢），須恵器（杯），
土製支脚，刀子
陶器（碗）
陶器（壷，徳利，措鉢）
磁器（碗）
窯道具（焼台，粕柄杓）
縄文土器片，土師器片，須恵器片，
陶器片

窯は明治前半に陶器の素
焼きのために短期に使用
されたと考えられる。

東　平　遺　跡 集落跡

その他

縄文（中期）

古　　　　　墳
（前期・後期）
平　　　　　安

弥生（後期′）

近　　　　　世

時　期　不　明

竪穴住居跡
炉穴
陥し穴
不明遺構

1軒
6基
1基
1基

竪穴住居跡　　　2軒
土坑　　　　　1基

竪穴住居跡　　37軒
土坑　　　　　1基
溝’　　　　2条

不明遺構　　　1基
溝　　　　　　1条

土坑　　　　　86基
溝　　　　　　　7条
不明遺構　　　　4基

縄文土器片

土師器（杯，椀，器，台，台付嚢，
嚢，甑）
土師器（杯，高台付杯，椀，小皿，
嚢，甑），須恵器（杯，甑）
鉄製品（刀子，餃具，紡錘車）
弥生土器（広口壷，小形壷）
寛永通賓

縄文土器片，土師器片，弥生土器
片，陶器片

鉄製紡錘車には竹製の
筒が装着されており便
用方法が復元できる。

坂ノ　上境群 集落跡
塚　　群

古墳（後期）
近　　　　　世

竪穴住居跡　　1軒
塚　　　　　　　2基

土師器（杯，椀，相，甑，壷，嚢）須恵器片
寛永通賓



凡　　　例

1遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，寺山遺跡はⅩ＝＋34，880m，Y＝＋43，520m

の交点を，東平はⅩ＝＋37，080m，Y＝＋40，680mの交点を，坂ノ上塚群はⅩ＝＋36，720m，Y＝＋40，980m

の交点をそれぞれ基準点とした。

調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40

m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東西，

南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した。大調

査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，基準点か

ら南へA，B，C…，東へ1，2，3…とし，「Al区」，

「B2区」のように呼称した。小調査区は，北から南へa，

b，C…j，西から東へ1，2，3…0とし，大調査区の名

称を冠して「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。

2　遺構・遺物及び土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡－SI　土坑－SK　井戸－SE　清一SD

道路跡－SF　不明遺構－SX　窯跡－SY

1 2　　　　　　　　　　 3

al 2 3 4 5 6 7 8 9 0
b ⑥

C
d
e
t
g
h

l
l

0　　　　　　　　 4
l

O m

第1図　調査区呼称方法概念図

遺物　土器・陶器－P　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K　鹿沼パミスーKP　ロームブロックーRB　粘土ブロックーCB

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

炉・黒色処理 焼土・繊維土器　一一一　硬化面

●　土器　　　　■　石器・石製品　　　　▲　土製品　　　　△　金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は200分の1，250分の1，遺構は原則的に60分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は長軸方向あるいは炉やカマドを通る軸線を主軸とし，その主軸が座標北からみて，どの方

向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　N－100－E，N－100－W）。

なお，現存値は（），推定値は［］を付して示した。

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　Dr高台径　E－高台高　F－つまみ径　G－つまみ

高とし，単位はcmである。

なお，現存値は（），推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測番号（P・DPなど），出土位置及びその他必要と思わ

れる事項を記した。

6　遺構番号については，調査の過程において遺構の種類ごとに調査順に付したが，その後遺構でないと判断

したものは欠番とした。
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PL39　第28号住居跡完掘・遺物出土，第52号土坑

PL40　第29・30号住居跡完掘状況

PL41第32・33号住居跡完掘・竃遺物出土状況

PL42　第34・35・36号住居跡・第93号土坑完掘状況

PL43　第38・39号住居跡・第77号土坑完掘・遺物出土

PL44　第40号住居跡・第5号不明遺構完掘・遺物出土

PL45　第41号住居跡完掘・遺物出土状況

PL46　第9・24・52・62・69・71・76・77・80号土坑

PL47　第78号土坑，第1・3・6～10号溝

PL48　第1・3・4～7号不明遺構

PL49　坂ノ上塚群近景，第2号壌土層断面（A～E）

PL50　第2号壌土層断面（E～A′，E～E′）

PL51第1号壌土層断面（B～B′，C～C′，D～D’）

PL52　第1号住居跡完掘・遺物出土状況

寺山遺跡

PL53　第1～4号住居跡出土遺物

PL54　第3～5号住居跡出土遺物

PL55　第4・5号住居跡，第224・226号土坑出土遺物

PL56　第5号住居跡，第1・2号土坑，遺構外出土遺物

PL57　住居跡，土坑出土遺物

PL58　井戸，土坑，溝出土遺物

PL59　不明遺構，集石遺構，．遺構外出土遺物

PL60　遺構外出土遺物（1）

PL61遺構外出土遺物（2）

PL62　遺構外出土遺物（3）

PL63　住居跡，土坑，集石遺構，遺構外出土遺物

PL64　土坑，道路跡，窯跡，遺構外出土遺物

PL65　第1号窯跡，第224号土坑出土遺物

PL66　第224号土坑出土遺物

PL67　住居跡，土坑，窯跡，遺構外出土遺物

東平遺跡

PL68　第1・2号住居跡出土遺物

PL69　第2－7号住居跡出土遺物

PL70　第7～10・13号住居跡出土遺物

PL71第8・10・14～18号住居跡出土遺物

PL72　第18・20～22号住居跡出土遺物

PL73　第22～26号住居跡出土遺物

PL74　第26・27・29～33号住居跡出土遺物

PL75　第33～35・39・40号住居跡，第24号土坑出土遺物

PL76　土坑，溝，不明遺構出土遺物

PL77　住居跡，土坑，不明遺構，遺構外出土遺物

PL78　第2～4・6・10・18・25号住居跡出土遺物

PL79　住居跡，溝，遺構外出土遺物

坂ノ上場群

PL80　第1号住居跡出土遺物（1）

PL81第1号住居跡出土遺物（2）

PL82　第1号住居跡，遺構外出土遺物



第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

茨城県中央部と近隣都県を結ぶ主要幹線道路は，現在，国道6号線と常磐自動車道である。建設省と日本道

路公団は，近年の物流の増加や常陸那珂港開発に伴い，首都圏の均衡ある高速交通ネットワークを形成するた

め，北関東3県を結ぶ北関東自動車道の建設事業を進めている○

工事に先立ち，平成6年2月10日，日本道路公団東京第一建設局は，茨城県教育委員会に工事予定地内にお

ける埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。茨城県教育委貞会は，平成8年2月28日よ

り，住吉・下加賀田地区の試掘調査を実施し，工事予定地内に寺山遺跡，東平遺跡が所在する旨を日本道路公
／

団東京第一建設局に回答した。日本道路公団東京第一建設局は，平成8年10月21日，茨城県教育委員会にその

取り扱いについて協議を求めた。茨城県教育委員会は，日本道路公団東京第一建設局と遺跡の取り扱いについ

て協議を重ね，現状保存が困難であることから，日本道路公団東京第一建設局に対し，平成8年11月18日に寺

山遺跡の一部を，平成9年3月17日に寺山遺跡の残部と東平遺跡を記録保存とする旨の回答を行い，調査機関

として財団法人茨城県教育財団を紹介した。茨城県教育委員会は，平成9年4月9日，財団法人茨城県教育財

団の報告に基づき，下加賀田地区を再踏査し塚2基を確認し，平成9年5月2日，工事予定地内に坂ノ上塚群

が所在する旨を日本道路公団東京第一建設局に回答した。日本道路公団東京第一建設局は，平成9年5月26日，

茨城県教育委員会にその取り扱いについて協議を求めた。茨城県教育委員会は，日本道路公団東京第一建設局

と遺跡の取り扱いについて協議を重ね，現状保存が困難であることから，日本道路公団東京第一建設局に対し，

平成9年7月20日に坂ノ上塚群を記録保存とする旨の回答を行い，調査機関として財団法人茨城県教育財団を

紹介した。

日本道路公団東京第一建設局と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平

成9年1月1日から同年12月17日にかけて，寺山遺跡，東平遺跡の発掘調査を，平成9年8月19日から同年9

月18日にかけて，坂ノ上塚群の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

寺山遺跡の発掘調査は平成9年1月から6月まで，東平遺跡の発掘調査は平成9年7月から平成9年12月ま

で，坂ノ上塚群の発掘調査は平成9年8月から9月まで実施した。以下，寺山遺跡，東平遺跡，坂ノ上塚群の

調査の経過について月ごとに略述する。

1　月　寺山遺跡の発掘調査開始にあたっての諸準備を行った。10日から補助員を雇用し，平成8年度分詞

査区の抜開作業を開始した。20日から試掘調査を開始し，住居跡1軒を確認した。

月　3日から，重機による表土除去を開始し，これに伴う遺構確認作業を開始した。5日から遺構調査

を開始した。27日に住居跡と炉穴1基，土坑65基の調査を終了した。

月　4日から，旧石器の調査を開始した。12日に航空写真撮影を行い，遺構調査が完了した。19日には

旧石器の調査を終了し，寺山遺跡の平成8年度分の調査を完了した。

月　平成9年度分の発掘調査開始にあたっての諸準備を行った。10日から補助員を雇用し，寺山遺跡の
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試掘調査を開始した。21日から部分的に人力による表土除去を行い，24日から住居跡2軒，窯跡1基

の遺構調査に着手した。

月　1日から，重機による表土除去を開始し，これに伴う遺構確認作業を開始した。19日から，新たに

確認された住居跡，溝の調査を開始した。下旬までには，住居跡の調査をほぼ完了した。

6　　月　1日から，6か所の集石遺構，かけら場の調査に着手した。16日から旧石器の調査を開始した。24

日に航空写真撮影を行い，遺構調査が完了した。27日には旧石器の調査を終了し，寺山遺跡の調査を

完了した。月末には，事務所を古峯B遺跡に隣接した場所に移転した。

7　　月　2日から，東平遺跡における工事用道路取付部分の重機による表土除去を開始した。8日から遺構

調査を開始した。25日から，東平遺跡全域への重機による表土除去と遺構確認作業を開始した。

8　　月　6日に重機による表土除去が完了した。12日に坂ノ上塚群の地形測量を行い，19日から，東平遺跡

の調査と並行して，坂ノ上塚群の発掘調査を開始した。

9　　月　2日から3日にかけて坂ノ上塚群での重機による表土除去を行った。8日に坂ノ上塚群第1号・第

2号塚の調査が完了した。10日に第1号塚の下層から第1号住居跡を確認した。18日に坂ノ上塚群の

重機による埋め戻しを行い，坂ノ上塚群の調査が完了した。東平遺跡については，遺構調査を継続し

て実施した。

10　　月　8日に東平遺跡の航空写真撮影を行った。14日には，110d程の調査に入れない部分を除いて，東

平遺跡の調査が完了した。

12　　月10月からは古峯A遺跡の調査を実施していたが，12月に入り東平遺跡の未調査部分について調査が

できることになり，9日から発掘調査を開始した。17日には遺構調査が終了し，東平遺跡のすべての

調査が完了した。
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

寺山遺跡は茨城県西茨城郡友部町大字住吉字寺ノ内1187番地の25ほかに，東平遺跡は西茨城郡友部町大字下

加賀田字東平372番地ほかに，坂ノ上塚群は西茨城郡友部町大字下加賀田字坂上414番地の2ほかに，それぞれ
′

所在している。

友部町は茨城県のほぼ中央部に位置し，東部は東茨城郡内原町，同茨城町に，南部は洞沼川を隔てて西茨城

郡岩間町に，西部は笠間市に隣接している。町域は，東西約11km，南北約13km，面積は約59kdで，人口は

34，989人で，世帯数は10，857戸（平成10年3月現在）である。町の北部を国道50号線，西部を国道355号線が走

っており，JR常磐線と水戸線が友部駅で分岐している。また，常磐自動車道が町の南端部を通過している。

北関東自動車道は，これとジャンクションで結ばれ，北関東圏における東西交通の幹線として機能することを

期待され，建設が進められている。

友部町の地形は，山地及び丘陵地，台地，沖積低地の三つの地域に分けられる。北部・西部は鶏足山塊から

南西へ延びる丘陵地（友部丘陵）で，標高50～90mで広い平坦面を残している。丘陵を構成する層は友部層と

呼ばれている更新世の海成砂礫層で，上層には関東ローム層をのせている。中央部から南東部の台地は，東茨

城台地の一部をなしている。基盤となる第三紀層は見和層上層部と呼ばれ，砂・礫・粘土層によって構成され

ており，上層には関東ローム層をのせている○南西部の山地は金比羅山を中心に構成され，山地東側は洞沼川

によって開析されている。中央部の台地北側には，北部丘陵を水源とする渦沼前川が北西から南東に流れ，流

域には水田が拓かれている。南西部の山地と友部丘陵とのあいだには，渦沼川が東へ流れ，その沖積低地は水

田となっている。

寺山遺跡は，洞沼川左岸の標高30～40mの東茨城台地縁辺部に立地し，現況は畑地である。東平遺跡と坂ノ

上塚群は洞沼川右岸の，南西部山地を東側に下った標高40～55mの丘陵地に立地し，現況はともに山林である。

参考文献

・友部町史編さん委員会　『友部町史』　1990年3月

第2節　歴史的環境

友部町は，地形の9割がゆるやかな丘陵地と平地で構成されており，洞沼川，洞沼前川など中小河川にも恵

まれている。こうしたすばらしい自然環境のもとに，町域には古代からの多くの遺跡が確認されている。ここ

では，寺山遺跡，東平遺跡，坂ノ上塚群周辺の主な遺跡について時代を追って述べることにする。
いしやまがみ

旧石器時代の遺跡は，石山神遺跡〈38〉があり，ナイフ形石器や尖頭器が出土している。

縄文時代の遺跡は，町内で42か所が確認されている。遺跡は，洞沼川流域をはじめ洞沼前川，枝折川の沿岸

及び周辺の小河川の洪積台地に多く分布している。早・前期の遺跡は，沈線文土器（三戸式など）や羽状縄文，

菱形状縄文土器（黒浜式）が出土している前出の石山神遺跡がある。中期の遺跡には，阿玉台式土器，加曽利
かしわい　　　　　にこだ　　　　　　　　すみよし

EⅡ式土器が出土している柏井遺跡〈4〉，仁古田遺跡〈14〉がある。住吉遺跡〈17〉からは，加曽利EI式，
ながとろ　　　　　　しもじゅく

阿玉台式，勝坂式等の土器片が採集されている。長兎路遺跡〈12〉，下宿遺跡〈9〉も中期の遺跡として確認
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ぜんくろう　　　　　　　　　かみごう

されている。後期の遺跡には，堀之内式土器片が採集されている善九郎遺跡〈13〉がある。上郷遺跡〈35〉か
さかば

らは，安行Ⅱ式土器が出土している。中期から後期へかけての遺跡として確認されているものとして，坂場遺
しもかがた　　　　　みなみこいずみ　　　　　うちだ　　　　　かんぜんじうら　　　　　はなさか　　　　　はしづめ

跡〈27〉，下加賀田遺跡〈36〉，南小泉遺跡〈15〉，内田遺跡〈6〉，完全寺裏遺跡〈37〉，花咲遺跡〈33〉，橋爪

遺跡〈7〉がある。晩期の遺跡では，安行Ⅲa式土器片が採集されている前述の相井遺跡がある。
やまのうちかねやま　　　　　　なむさんづけ

弥生時代の遺跡は，山之内金山遺跡〈8〉，随分附遺跡〈16〉，完全寺裏遺跡の3遺跡があり，その他町内で

は，8地区（仁古田，湯崎，大古山，橋爪，大田町，鴻巣，小原，上市原）で弥生土器片の出土が確認されて

いる。土器片は弥生時代後期後半の十王台式のものが中心である。
たかでら

古墳時代の遺跡では，26の古墳または古墳群が確認されている。これまでに発掘調査が行われたのは，高寺
すわやま　　　　　　じきゅうどう

2号墳・4号墳〈18〉，諏訪山古墳〈24〉，慈救堂古墳〈5〉，である。高寺2号境は，直径18m，高さ5．6mの

円墳で，埋葬施設は花崗岩の割石を用いた片袖式の横穴式石室である。高寺4号境は，円墳であるが，墳丘の

規模などは不明である。諏訪山古墳は，直径20m，高さ3．2mの上円下方墳である。埋葬施設は粘土榔で鉄剣

一振が出土している。慈救堂古墳では，箱式石棺が確認されている＿。仁古田の釈迦堂，南小泉の善九郎，大古

山の本内など町域の各所から，この時代の土器片が発見されており，この時代の集落跡が存在する可能性があ

る。寺山遺跡南側の渦沼川を挟んだ対岸は，岩間町土師地区である。土師器などの製作にかかわったとされる，
はじ　　　　　　　しまやしき

土師部一族が居住した地と考えられている。この地域の台地上にも遺跡が点在する。土師遺跡〈42〉，島屋敷

遺跡〈43〉　は古墳，奈良・平安時代の複合遺跡である。
はしがみ

奈良・平安時代の友部地方は，茨城と那珂の両郡にまたがっていた。この時代の遺跡には，端上遺跡〈26〉，
ごまんぼり　　　　　おおごやま　　　　　おおごやまほんない　　　　　きただいら

五万掘遺跡〈32〉，大古山遺跡〈10〉，大古山本内遺跡〈29〉，北平遺跡〈28〉，がある。仁古田に所存する五万堀

遺跡の古道は，古代の東海道につながる官道と推定されている。『日本後紀』や『延喜式』の中で記されている

安侯駅家は，岩間町安居に比定されている・。安居は，仁古田とは渦沼川を挟んだ対岸の位置にある。町域北西

部の笠間市との境界近くに位置する端上遺跡で，須恵器窯跡が発見されている。この窯跡の北側の台地斜面に
おおぶち

は，笠間市大淵窯跡群〈45〉が4地点にわたって確認されている。8世紀後期から，9世紀初頭の時期にかけて

操業されたと思われる須恵器の窯跡である。端上遺跡を含めて，この一帯には須恵器生産が行われた一大窯跡

群が想定される。
ながとろ　　　　　　ゆざきすみよし　　　　　　すみよし　　　　　　ししど

中世以降の遺跡は，城館跡として長兎路城跡〈20〉，湯崎住吉城跡〈19〉，住吉城跡〈21〉，宍戸城跡〈22〉，
ふるだて

古館〈23〉　などがある。平安時代末期，洞沼川流域一帯は桓武系常陸平氏が支配権をもっていた。建久4年

（1193）に下野武士八田知家がこの地へ進出してきた。やがて八田氏流の家周が常陸国守護職に補任され，常陸

武家の総指揮官となり常陸宍戸氏が成立する。しかし，戦国時代末期に佐竹氏の南進策の中で，宍戸領の佐竹

領化が進み，宍戸氏は佐竹氏配下の将となっていく。これらの城館は，こうした武士の拠点となったものであ
こうしょういん　　　　　しんぜんこう　　　　　　　　　まんべ　　　　　せんべ　　　　ひがしはら

る。この時代の寺跡には，光照院寺跡〈11〉，新善光寺画〈34〉がある。万部塚〈30〉，千部塚〈31〉，東原製
はじじゅうさんづか

鉄跡〈25〉，岩間町の土師十三塚遺跡〈44〉　もこの時期の遺跡である。

近世の友部地方は，佐竹氏の秋田移封のあとに，秋田氏が宍戸城に拠って5万石を領した。秋田氏が去った

あと幕府の直轄地に編入されるが，天和2年（1682）からは，徳川頼房の七男頼雄が松平氏を名乗り1万石の宍

戸藩主となった。これ以降の友部地方は，宍戸藩領のほかに笠間藩領，旗本領，天領の村々が入り組んで存在

していた。当時の江戸街道として，宍戸城から渦沼川を跨いで南西方向にのびる古道がある。坂ノ上塚群は，

渦沼川を過ぎ下加賀田へ入った街道筋の丘陵地に立地している。今回調査した高土台塚群は，渦沼川左岸の丘

陵地に立地している。いずれも宍戸の集落の西側から南側の丘陵地に所在しており，この地区が当時の信仰と

関係していた可能性もある。
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宍戸の地では江戸時代から陶器が生産され，宍戸焼として現在も操業している。宍戸焼のおこりは，江戸時

代後期，宍戸の山口勘兵衛が平町中大町に窯を築き，パケ目の土瓶などを作ったこととされる。山口の窯は，

明治の中頃に磯部秋次郎が譲り受け，磯部窯として現在に至っている。寺山遺跡では，明治期の陶器窯跡を確

認しており，宍戸焼や笠間焼との関連も考えられる。

※本文中の〈　〉内の番号は表1・第2図中の該当番号と同じである。
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表1寺山・東平遺跡，坂ノ上塚群周辺遺跡一覧表

番

号

遺　　　 跡　　　 名
県 遺 跡

番　 号

時　　　　　 代
番

号

遺　　　 跡　　　 名

県 遺 跡

番　 号

時　　　　　 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

°
近

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

°
近

① ‘寺　　 山　　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 24 諏　 訪　 山　 古　 墳 4590 ○

② 東　 平　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 25 東　 原　 製　 鉄　 跡 ．4595 ○

③ 坂　 ノ　 上　 塚　 群 ○ ○ 26 端　　 上　 遺　 跡 4596 ○ ○

4 橋　 井　 遺　 跡 359 ○ 27 ・坂　 場　 遺　 跡 4598 ○

5 慈　 救　 堂　 古　 墳 360 ○ 28 北　 平　 遺　 跡 4599 ○ ○

6 内　　 田　　 遺　 跡 368 ○ 29 大 古 山 本 内 遺 跡 460 1 ○ ○

7 橋　 爪　 遺　 跡 372 ○ 30 万　　　 部　　　 塚 4602 0 ．

8 山 之 内 金 山 遺 跡 374 ○ ○ 31 千　　 ・部　　　 塚 4603 ○

9 下　 宿　　 遺　 跡 375 ○ 32 五　 万　 掘　 遺　 跡 4605 b

10 大　 古　 山　 遺　 跡 376 ○ ○ ○ 33 花　 咲　 遺　 跡 4606 ○

11 光　 照　 院　 寺　 跡 377 ○ 34 新　 善　 光　 寺　 跡 46 10 ○

12 長　 兎　 路　 遺　 跡 379 ○ 35 上　　 郷　　 遺　　 跡 ○ O r

13 善　 久　 郎　 遺　 跡 38 1 ○ 36 下 ，加 賀　 田　 遺 跡 ○ ○

14 仁　 古　 田　 遺　 跡 382 ○ 37 完　 全 寺　 裏 遺　 跡 ○ ○

15 南　 小　 泉　 遺　 跡 2672 ○ 38 石　 山　 神 ．遺　 跡 ○ ○

16 随　 分 ・．附　 遺　 跡 2673 ○ ○ 39 高　 土　 台　 塚　 群 ○

17 住　 吉　 遺　 跡 ・3160 ○ 40 古　 峯　 A　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○

18 高 ‘寺　 古　 墳　 群 365 1 ○ 4 1 古　 峯　 B　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○

19 湯　 崎　 住　 吉　 城　 跡 3652 ○ 42 土　　 師　　 遺　　 跡 2674 ○ ○ ○

20 長　 兎　 路　 城　 跡 4122 ○ 43 島　 屋　 敷　 遺　 跡 3 165 ○ ○ ○

2 1 住　 吉　 城　 跡 4589 ○ 44 土 師 十 三 塚 遺 跡 385 ＿○

22 宍　 戸　 城　 跡 4 12 1 ○ 45 大　 淵　 窯　 跡　 群 4 144 ○

23 古　　　　　　　 館 4 123 ○
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第2図　寺山・東平遺跡，坂ノ上場群周辺遺跡分布図
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第3章　寺　山　遺　跡

第1節　遺跡の概要

寺山遺跡は，友部町の南東部，渦沼川左岸の標高26mほどの台地の縁辺部に所在している。調査区域は，東

西約230m，南北約55m，面積12，046Idであり，現況は畑地である。

今回の調査によって，住居跡5軒（古墳時代中期2軒，後期2軒，奈良時代1軒），井戸状遺構2基，土坑

197基（縄文時代6基），溝5条，道路跡2条，集石遺構7か所（縄文時代），窯跡1基（近代），不明遺構2

基（縄文時代）を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に65箱出土した。古墳時代中・後期の住居跡からは，土師器・

須恵器，奈良時代の住居跡からは須恵器・刀子が出土している。土坑の一つからは決状耳飾りが出土している。

窯跡からは焼台，窯跡に伴う土坑からは，笠間焼の陶器，銅製粕柄杓が出土している。遺構外からは，旧石器

時代のナイフ形石器と剥片，縄文土器（浮島式等）が出土している。

第2節　基本層序

調査区内（C7b6区）にテストピットを掘り，

基本土層の観察を行った。（第3図）

第1層は，20～40cmの厚さの黒褐色をした耕作

土層である。

第2層は，13～35cmの厚さで，暗褐色をした腐

植土層とローム層との漸移層である。

第3層は，10～30cmの厚さで，暗褐色をしたソ

フトローム層である。

第4層は，30～50cmの厚さで，褐色をしたハー

ドローム層である。 第3回　寺山遺跡基本土層図

第5層は，10～30cmの厚さで，褐色をしたハー

ドローム層である。スコリア少量と鹿沼パミス粒子微量を含んでいる。

第6層は，5～10cmの厚さで，黄褐色をしたハードロームと鹿沼パミスの混合土層である。鹿沼パミス粒子

を多量に含んでいる。

第7層は，35～50cmの厚さで，明黄褐色をした鹿沼パミスの純粋層である。

第8層は，10～15cmの厚さで，褐色のハードローム層である。スコリア微量を含んでいる。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。
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第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

当遺跡からは，古墳時代の竪穴住居跡4軒（第2～5号住居跡），奈良時代の竪穴住居跡1軒（第1号住居

跡）が確認されている。

第1号住居跡（第4図）

位置　調査区東部，B6g8区。

重複関係　第38号土坑に南東部壁面を掘り込まれており，本跡の方が古い。
1

規模と平面形　一辺3．90mの隅丸方形をしている。

主軸方向　N－80－W

壁　壁高は70cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　壁下を全周している。上幅20C血前後，下幅10cm前後，深さ3～8cmで，断面形は嬢やかなU字状であるこ

床　中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4の4か所は，長径50～80cm，短径40～55cmの円形及び楕円形で，深さ

38～65cmである。いずれも，各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられるo

P5は，長径55cm，短径45cmの楕円形で，深さ40cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。長径85cm，短径65cmの楕円形で，深さ20cmである。断面形は逆台

形を呈している。

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色．しローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒

子・粘土小ブロック中量，ロームサブロック・小

ブロック・粘土中ブロック少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム中ブロック・

ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・

粘土粒子少量，ローム大ブロック・粘土中ブロッ

ク微量

3　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子多量，ローム小ブロック・焼

土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック中量，ローム

中ブロック・粘土中ブロック少量，粘土大ブロッ

ク・KP大ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム中

ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒

子多量

竃　北壁中央部を壁外に60cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ140cm，幅110cmである。

袖部は，床面上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，一辺30cmの円形で，深さ7cmである0

煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。煙出し部は，硬化したブロック状の粘土でつく

られており，円形に遺存している。

竜土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼　5　褐

土粒子中量，ローム小ブロック・焼土大ブロッ

ク・炭化粒子・粘土小ブロック少量

2　褐　　色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブ　6　褐

ロック中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中プロツ　7　褐

ク・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，

ローム中ブロック・炭化物・粘土中ブロック少

量，礫微量

4　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭

化粒子，粘土粒子少量

－8－

8　褐

色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック

中量，ローム粒子・焼土大ブロック・粘土粒子少

量，炭化粒子微量

色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・粘土粒子中量，

ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・

焼土小ブロック・粘土粒子少量，ローム大ブロッ

ク・炭化粒子微量

色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブ

ロック・粘土小ブロック中量，ローム中ブロッ

ク・ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム大

ブロック微量



9　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒　10　極暗褐色　ローム粒子少量

子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少11褐　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒

量，焼土中ブロック・粘土小ブロック微量　　　　　　　　　　　子多量

覆土10層からなる自然堆積である。中・下層に竃からの流れ込みの焼土等が堆積し，上層にローム・焼土を

含む黒褐色土がレンズ状に堆積している。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物・炭化粒

子・白色粒子少量，焼土粒子・スコリア微量

2　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土粒子・スコ

リア・白色粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック・炭化物・炭化粒子・焼土粒子・灰白色粘

土粒子・スコリア・白色粒子少量，焼土小ブロッ

ク微量

4　にぷい黄褐色　灰白色粘土粒子多量，ローム小ブロック・ローム

粒子・灰白色粘土小ブロック中量，ローム大ブロ

ック・ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子・焼

土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化粒子・焼土中

ブロック・灰白色粘土粒子中量，炭化物・焼土中

ブロック・焼土粒子少量

6　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・

焼土中ブロック・焼土粒子・灰白色粘土粒子・白

色粒子少量，炭化物・スコリア微量

7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック・炭化粒子・灰白色粘土ローム小ブロック

少量，焼土粒子・スコリア微量

8　暗　褐　色　焼土中ブロック・小ブロック中量，ローム粒子・

焼土粒子・灰白色粘土粒子少量，炭化物・炭化粒

子微量

9　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・灰白

色粘土粒子少量

10　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム

中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼

土粒子・スコリア微量

遺物　土師器片1010点，須恵器片83点，土製支脚片45点，刀子1点が出土している。第5図1の土師器嚢は，

竃の覆土下層から出土している。2の土師器嚢は南西コーナー部の覆土下層から出土している。3の土師器

嚢は，北東コーナー部の覆土上層から下層にかけて出土している。4の土師器嚢は，南東コーナー部の覆土

下層から出土している。5の土師器嚢は，南東コーナー部の覆土中層と，中央部の覆土下層から出土してい

る破片が接合したものである。6の土師器嚢は貯蔵穴の覆土上層から出土している。7の須恵器杯は，竃の

覆土下層と，中央部の覆土下層から出土している破片が接合したものである。8の須恵器杯は，南西コーナ

ー部の覆土中層と，P5付近の覆土下層から出土している破片が接合したものである。9の須恵器杯は，西壁

際中央付近の覆土中層と，中央部の覆土下層から出土している破片が接合したものである。11の土製支脚は，

竃の覆土下層から出土している。12の刀子は，P5付近の覆土下層から出土している。10の須恵器片は，北東

コーナー部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状や出土遺物から8世紀前半と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 5 図 嚢 B　 （8．7） 体部下位から底部にかけての 体部外面へラ削り後，へ．ラナデ 砂粒，長石，石英 P1 20％　 PL 53

1 土 師 器 C　　 8．4 破片。平底。．体部は外傾 して

立ち上がる。

デ。内面へラナデ。 柱ぷい赤褐色

普通

2

嚢 B　 （4．7） 体部下位から底部にかけての 体部外面ナデ。 砂粒，長石，石英 P2 10％

土 師 器 C　　 8．0 破片。平底。体部は外傾 して

立ち上がる。

褐色

普通

、3

嚢

土 師 器

B　 （6．0） 体部下位の破片。 体部外面縦位のヘラ磨き。内面

横位のナデ。

砂粒，長石，石英，雲母

にぷい赤褐色

普通

P3　5％

－9－



ェl

第4図　第1号住居跡実測図
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胞土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 5 図 ．嚢 A　 22．0 体部上位か ら口縁 部にかけて 口緑部内 ・外面横 ナデ。 砂粒，長石 ，石 英，雲母 P 4　 5％

4 土 師 器 B　　 4．3 の破片。頚部 は「く」の字状 に

屈 曲す る。 口緑端 部は，外上

方 につ まみ上 げ られてい る。

明赤褐色

普通

5

嚢 A　 20．6 頚部か ら口緑部 にかけての破 口緑部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ，長石 ，石英，雲母 P 5　 5 ％

土 師 器 B　　 4．4 片。頚部 は 「く1」 の字状 に屈

曲し，口緑端 部は外上方 につ

まみ上 げ られている。

明赤褐色

普通

6

嚢 A　 19．4 頚部 か ら口緑 部にかけての破 口縁部 内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ，長石，石英，雲母 P 6　 5 ％

土 師 器 B　 牛0 片。頚部 は 「く」の字状 に屈

曲す る。

にぷい赤褐色

普 通

7

杯 A ［13．8］ 底 邸か ら体部 の破片 。平底 。 口緑部，体部 内 ・外 面ロクロナ 砂粒 ，長石 ，白色針状物質 P 7　 40％ P L 5 3

須 恵 器 B　　 4．0

C　　 9．2

体部 昼直線 的に外傾 して立 ち

上 が り，口緑 部に至 る。

デ。 回転へ ラ削 り。 暗灰 黄色

普 通

8

杯 A ［15．3］ 底 部か ら体部 の破片 。平底 。 口緑部 内 ・外 面ロクロナデ。底 砂粒 ，雲母 P 8　 25％ P L 5 3

須 恵 器 B　　 3．5 体 部は直線的に外傾 して立 ち 部 回転 へラ切 り後 ，回転へ ラ削 灰 白色

C　 lO．0 上 が り，口緑部 に至 る。 り。 普通

9

杯 A ［1．3］ 底 部片。平底。 外面 ナデ後 ，磨 き。 砂 粒∴長石 ，石英 ，白色 P 9 15％

須 恵 器 1B　 lO．0 回転へ ラ切 り。 針 状物質

灰 黄色

普通

図版番号 器　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第5 図

10

・嚢

須 恵 器
体部上位の破片。体部外面に平行の叩き目を，内面に指頭庄痕を残す。 砂粒，長石灰色普通 T P I　PL 57

図版番号 種　　　 別 －
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長さ （cm ） 径 （cm ） 壷量 （g）

第 5 図11 土．製 支 脚 6．8 5．9 200！0 覆土下層 D P l ‾PL 64　　　　　　　　　 ′

図版番号 種　　　 別
計　　 測・ ・値

出　 土　 地　 点 ・備　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 5 図12 刀　　　 子 12．0 0．8 0．4 10．0 覆土 M I　 P L67

第2号住居跡（第6・7図）

位置　調査区南西部，B2f6区。

規模と平面形　南北軸［4．00］m，東西軸4．27mである○住居跡の南西部が調査区域外に延びているため，正

確な規模や平面形は不明であるが，長軸4．27m，短軸4．00mほどの隅丸方形と推定される。

主軸方向　［N－80－W］

壁　壁高は60cmで，外傾して立ち上がっている。

壁溝　コーナー部分を除いた壁下に巡っている○上幅10～20cm，下幅5～15cm前後，深さ5cmで，断面形は綾や

かなU字状である。

床　全体的に平坦であり，中央部が硬化している。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は，長径20～23cm，短径20cmの円形ないし楕円形で，深さ50～55cmで

ある。いずれも各コーナー部に寄った位置にあり，規模と配置から主柱穴と考えられる○

貯蔵穴　2か所検出された。貯蔵穴1は南東コーナー部に，貯蔵穴2は北西コーナー部に付設されている。貯

蔵穴1は，長径45cm，短径40cmの円形で，深さ30cmである。断面形はU字状をしている。貯蔵穴2は，長径

－12－
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第6図　第2号住居跡実測図
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第7図　第2号住居跡炉
土層実測図

50cm，短径45cmの円形で，深さ15cmである。皿状を呈している。

貯蔵穴1土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子極微量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量，炭化粒子極微量

貯蔵穴2土層解説

1褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子極微量

炉　3か所。第1炉は中央部から北西寄りにあり，長径40cm，短径30cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼ

めている。第2炉は中央部から北東寄りにあり，長径45cm，短径25cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼ

めている。第3炉は中央部から東壁寄りにあり，長径40cm，短径35cmの円形で，床面をわずかに掘りくぼめ

ている。いずれの炉床も火熟を受け赤変硬化している。覆土は，3か所とも単一層である。

第1炉土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック微量

第2炉土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック・炭化物微量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子極微量

第3炉土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量，ローム小ブロック・ローム粒子極微量

覆土　8層からなる。上層に黒色土がレンズ状に自然堆積し，3層以下は焼土・炭化物を含み人為堆積である。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物極微量

2　黒　　色　ローム粒子・炭化物微量，焼土粒子極微量　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量

3　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化　7　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量

物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量，ローム小ブ

4　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化物極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　ロック微量

遺物　土師器片87点が出土している。第8図1の土師器椀は，第3炉の西側床面から出土している。2の土師

器相は，第3炉の北西側の床面から横位で出土している。3の土師器嚢は，南東コーナー部の床面から出土

している。4の土師器嚢は，第3炉の南東側の床面から出土している。5の台石は覆土中から，6の磨石は

確認面から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状や出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 一法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 8 図 椀 A　 14．4 丸底。体部は内攣 して立ち上 口緑部内 ・外面横ナデ後，磨 き。 砂粒，長石，石英，雲母 PlO lOO％　PL53

1 土 師 器 B　　 7．4 がり，口緑部は外反する。 体部外面へラ削り。 にぷい黄褐色

普通

2

柑 A　　 9．4 平底気味の丸底。体部は内攣 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英，礫 Pll lOO％　 PL53

土 師 器 B　 14．1 して立ち上がり，口緑部との 面へラ削 り。 にぷい褐色 外面・口緑部内面

境の内面に，稜をもつ。口緑

部は外反する。

普通 赤彩

－14－



第8図　第2号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 券　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 8図 喪 A ［18．5］ 平底。体部は扇平な球状で， 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英，雲母 P12　95％　 PL53

3 土 師 器 B　 18．3

C．　 7．0

最大径は体部上位にある。頚

部は「く」の字状に屈曲する。

面へラ削り後，ナデ。 明赤褐色

普通

4

棄 A　 12．0 平底。底部は突出する。体部は 口緑部内 ・外面横ナデ。体部 砂粒，長石 P13 100％　 PL53

土 師 器 B　 15．8

C　　 6．2

内攣して立ち上がり，頚部は「く」

の字状にわずかに屈曲する。

内 ・外面ナデ。底部へ ラ削り。 褐色

普通

体部外面スス付着

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　地　 点 備　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ） 重畳（g）

第 8図 5 台　　　 石 21．8 ・ 12．6 5．8 2170．0 砂　　 岩 覆　　　　 土 ・Q I　 PL 63

6 磨　　　 石 12．8 8．2 7．5 1190．0 砂　　 岩 確　 認　 面 Q 2　 PL 63

第3号住居跡（第9・10図）

位置　調査区南西部，B2d9区。

重複関係　第147号土坑に南東部壁面を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸6．96m，短軸6．70mの方形をしている。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は41cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　北東・北西・南東コーナー部を除いた壁下を巡っている。上幅約15cm，下幅約10cm，深さ5－15cmで，

断面形は緩やかなU字状を呈している。

床　中央部にわずかに凹凸が見られるものの，全体的には平坦である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4の4か所は，長径50～70cm，短径45－60cmの円形ないし楕円形で，深

さ50～80cmである。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。

P5は，長径55cm，短径50cmの円形で，深さ20cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　2か所検出された。貯蔵穴1は北東コーナー部に，貯蔵穴2は北西コーナー部に付設されている。貯

蔵穴1は，長径80cm，短径75cmの円形で，深さは30cmである。断面形は皿状を呈している。貯蔵穴2は，長

径80cm，短径60cmの楕円形で，深さ25cmである。断面形は逆台形を呈している。

貯蔵穴1土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量　。

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ローム小ブロック極微量

貯蔵穴2土層解説

1褐　　　色　ローム粒子・黒色粒子少量，ローム大ブロック極微量

竃　北壁中央部を壁外に40cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ150cm，幅105cmである。

火床面は浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

竃土層解説

1灰　褐　色　山砂粒子少量，ローム粒子・焼土粒子極微量

2　にぷい赤褐色　山砂粒子中量，焼土粒子少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，山砂粒子少量，焼土小ブロック微量

4　にぷい赤褐色　山砂粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

－16－
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覆土10層からなる自然堆積であ

る。竃付近の4層には，竃の崩

落によると思われる竃材や焼土

が混入している。

土屑解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム

小ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子

少量，焼土粒子・粘土粒

子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム

小ブロック微量

6　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子

少量

7　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子

微量

8　極暗褐色　ローム粒子・炭化物少量，

ローム小ブロック微量

9　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子

少量，炭化物微量

10　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム

小ブロック・炭化物微量

遺物　土師器片342点，少量の炭化材が出土している。第11図1・2・3の土師器杯は，南西コーナー部付近の

覆土上層から出土している。4の土師器杯は，北東コーナー部の覆土上層から出土している。5の土師器杯

は，竃の覆土下層から逆位で出土している。6の土師器嚢は，竃東寄りの覆土下層から出土している。7・

8の土師器嚢は，いずれも，竃の覆土下層から出土している。第12図9の敲石は，南東コーナー部の覆土下

層から出土している。10の土製支脚は，竃の覆土中から出土している。炭化材は，南西コーナー寄りの覆土

上層から下層にかけてと，P5の西側から南西側の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，覆土中に炭化材がみられることから焼失家屋で，遺物の大半は埋没過程で廃棄されたものと思

われる。時期は，遺構の形状や出土遺物から6世紀後半と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第11図 杯 A　 12．1 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口縁 部内 ・外面横 ナデ。体 部外 砂粒，長石 ，石 英 P14 100％　 PL53

1 土 師 器 B　　 5．2 が り， 口縁部 との境 に突出 し 面へ ラ削 り後，ナ デ。内面へ ラ 明赤褐色

た稜 をもつ。日録部 はやや内

傾する。

ナデ。 普通

2

杯 A　 12．8 丸底 。体部は内攣して立ち上が 口緑部 内 ・外 面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英 P15　95％　 PL53

土 師 器 B　　 5，3 り，ロ緑 部との境 に突 出した稜 面へ ラ削 り。 内面ナデ後，内面 橙色

をもつ。口縁 部は内傾する。 ヘ ラナ デ。 普通

3

杯 A　 12．8 丸底。体 部は内攣 して立 ち上 口縁部内 ・外面横 ナデ。体 部外 砂粒 ，長石，雲母 P16　80％　 PL53

土 師 器 B　　 4．7 が り， 口縁 部との境 に突出 し 面へ ラ削 り。 内面横 位のへラナ 橙 色

た稜 をもつ。口緑部 は直立 し，

端部 はやや 内傾す る。

デ。 普通

4

杯 A　 14．0 丸底。体部 は内攣 して立ち上 ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外 砂粒 ，長石 ，石英 ，雲母 P17　55％　 PL53

土 師 器 B　　 4．5 が り，ロ緑部 との境 に突出 し

た稜を もつ。口緑 部は直立 し，

端部はやや内傾す る。

面へ ラナデ。内面 ナデ。 明赤褐色

普通

－18－
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第11図杯A［13．4］丸底。体部は内轡して立ち上がロ緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英P18　40％　PL53

5土師器B　　5．3り，口緑部との境に突出した稜

をもつ。口緑部は内傾する。

面へラ削り。内面ナデ。明赤褐色

普通

内・外面黒色処理

6

賓A［19．1］平底。休部は内攣して立ち上口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，雲母P19　60％　PL54

土師器B　30，4がり，最大径は体部中位にあ面縦位のヘラ削り。内面へラナにぷい橙色

C［8．8］る。頚部は内偵し，口緑部は

外反する。

デ。 普通

7

斐A［15．6］休部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，雲母P20　30％　PL54

土師器B　27．6最大径を下位にもつ。面縦位のヘラ削り。内面は横位にぷい褐色

C［8，6］ のヘラナデ。 普通

8

嚢A［19．0］体部は内攣して立ち上がり，最口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，雲母P2130％　PL54

土師器B（21．8）大径は中位にある。頚部は直立面縦位のヘラ削り。内面は横位橙色

し，口緑部はやや外傾する。のヘラナデ。 普通

図版番号種　　　　別
計　　測　　値

石　質出　土　地　点 備　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第12図9敵　　　　石18．1 9．5 9．3 1640．0砂　岩覆　　　　土Q3　PL63

図版番号種　　　別
計　　測　　値

出　土　地　点 備　　　　考

長さ（cm）径（cm）重量（g）

第12図10土製支脚15．4 7．4 590．0 覆　土　下　層DP2
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第4号住居跡（第13図）

位置　調査区南西部，B3gl区。

重複関係　本跡が，第148号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸4．74m，短軸3．46mの隅丸長方形をしている。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は50cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

床　軟質なローム土で形成されており，ほぼ平坦である。南壁中央部から，中央部へ向かって延びる溝が確認

されている。長さ70cm，上幅8－12cm，深さ12cmで，断面形はU字状である。

ピット　2か所。Plは径約37cmの円形で，南東コーナー部に寄った位置にある。規模と配置から柱穴と考えら

れる。P2は，長径34cm，短径27cmの楕円形で，深さ38cmである。南壁中央部寄りに位置する。出入口施設に

伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径75cm，短径70cmの円形で，深さ25cmである。断面形は横やか

なU字状である。

貯蔵穴土屑解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物極微量　　2　褐　　色　焼土粒子・黒色粒子極微量

！／④

第13図　第4号住居跡実測図
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「豆⊇ア‾　　一一てこ＝こ＝こ＝⊃r

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　…－1－・l　　　－1

－21－

0　　　　　　　50cm

」－．」



◎

第14図　第4号住居跡出土遺物実測図
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炉　中央部から北東寄りにあり，長径57cm，短径45cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめている。

炉土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子微量

覆土 6層からなる自然堆積である。上層から下層にかけて黒褐色土，黒色土がレンズ状に堆積する。

色
　
色
　
色

褐
　
　
褐

説

黒

黒

黒

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量　　4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量　　　　　　5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量　　　　　6　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微

‘　　　　　　　　　量

遺物　土師器片76点，須恵器片2点が出土している。第14図1の土師器嚢は，炉西側の覆土下層から出土して

いる。2の土師器嚢は，中央部の覆土下層から出土している。3の土師器嚢は，Pl東側の覆土下層から出土

している。4の土師器甑は，貯蔵穴西側の床面から逆位で出土している。5の砥石は，南壁中央部側の覆土下

層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から5世紀後半と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第14図

1

嚢 A　 14．5 平底。体部 は内攣 して立 ち上 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石 ，石英 ， P22　 95％　 P L 54

土 師 器 B　 2 4．0

C　　 9．0

が り，最大径 は体部 中位 にあ

る。頚部 は 「く」 の字状 に屈

曲 し， 口緑部 は外傾す る。

面へ ラナデ。 ス コリア

赤褐色

普通

2

嚢 A　 15．6 平底。体部 は倒卵形 で，最大 口緑 部内 ・外面横ナデ。体部へ 砂粒，長石 ，石英 P23　 80％　 P L 54

土 師 器 B　 2 6．4

C　　 6．8

径 は上位 にあ る。 口緑 部は外

反す る。

ラ削 り。内面ナデ。 ス コリア

にぷ い橙色

普通

3

嚢 A　 15．2 平底。体部 は内攣 して立 ち上 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石 ，雲母 P24　 90％　 P L 53

土 師 器 B　 16．4 が り，最大径 は体部 中位 にあ 面削 り後，ナデ。体部 内面 に輪 赤褐色

C　　 6．8 る。頚部 は 「く」 の字状 に屈

曲 し， 口緑部 は外傾す る。

積 み痕 が残る。 普通

4

甑 A　 2 2．1 単孔式。体部 は内攣 して立 ち 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体部 砂粒，長石 ，石英 P25　 95％　 P L 55

土 師 器 B　 17．0 上が る。 内 ・外 面ナデ。体部下位へ ラ削 にぷ い褐色

C　　 5．6

孔径　 2．6

り後 ，ナデ。 普通

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　地　 点 備　　　 考

長‘さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g）

第14図 5 砥　　　　 石 5．6 3．6 1．7 40．0 凝 灰 岩 ー覆　　　　 土 Q 7　 P L63

第5号住居跡（第15・16図）

位置　調査区中央西部，A2g7区。

規模と平面形　長軸5．16m，短軸5．13mの隅丸方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は47cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

－23－



床　出入り口付近では硬化面が確認されている。中央部分は木の根の撹乱を受けている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl・P2・P4・P5は，長径25～35cm，短径15～28cmの円形及び楕円形で，深

さ10～25cmである。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。

P6は，直径40cmの円形で，深さ15cmである。南壁中央部に隣接しており，出入口施設に伴うピットと考えら

れる。P3は，長径25cm，短径21cmの楕円形で，南壁中央部に寄った位置にある。P7は，P6の西側に隣接し

ており，長径26cm，短径20cmの楕円形で，深さ15cmの掘り込みをもっている。P8は竃西袖に隣接しており，

直径40cmの円形である。いずれも性格は不明である。

貯蔵穴　北西コーナー部に付設されている。長径55cm，短径50cmの円形で，深さ10cmで断面形は皿状を呈して

いる。

竃　北壁中央部を壁外に40cmほど掘り込み，砂貿粘土で構築されている。規模は長さ150cm，幅105cmである0

第15図　第5号住居跡実測図

－24－
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火床面は浅い皿状をしている。煙

道部は，火床面から緩やかな傾斜

で立ち上がっている。

報土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少量，焼

土粒子微量，ローム

小ブロック極微量

2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒

子・山砂粒子少量，

焼土小ブロック・小

礫極微量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒

子少量，焼土小ブロ

ック・山砂粒子微

量，小礫極微呈

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロー

ム小ブロック・山砂

粒子少量

覆土　6層からなる自然堆積であ

る。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼

土粒子微量

旦26．4m　　　エ1

第16図　第5号住居跡寵実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量　　　　　　　　6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量

遺物　土師器片159点，須恵器1点が出土している。第17図1の土師器杯は，P5の南側の覆土下層から出土し

ている。2の土師器杯は，竃の西側の覆土下層から出土している。3の土師器杯は，竃の西側とP8南側の覆

土下層から出土している。4の土師器嚢は，P4北東側の覆土下層から出土している。5の土師器喪は，竃

の覆土下層から出土している。6と7の土師器嚢，第18図9の土師器甑は，P4東側覆土下層から出土して

いる。8の土師器甑は，貯蔵穴付近の床面から出土している。10の須恵器旗は，P3東側の床面から出土し

ている、、

所見　本跡の時期は，出土遺物から6世紀後半と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 17図 杯 A　 13．6 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体部 外 砂粒 ，長石，石 英，雲母 P 26 100％　 P L 54

1 土 師 器 B　　 5．3 が り， 口緑部 との境 に突出 し

た稜 をもつ。 口緑 部は外 傾す

る。

面へ ラ削 り。 明赤 褐色

普通

内 ・外面黒色処理

2

杯 A　 14．4 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横ナ デ。体 部外 砂粒 ，長石，石 英 P 27　 50％　 P L 54

土 師 器 B　　 4．5 が り， 口緑部 との境 に弱 い稜

をもつ。 口緑部 はやや内傾 す

る。

面へ ラ削 り。内面ナデ。 橙色

普通

内 ・外面黒色処理

3

珂こ A　 1 4．0 平底。体部 は内攣 して立 ち上 口緑 部内 ・外面横ナデ。体 部外 砂粒 ，長石 ，雲 母 P 28　 30％　 P L 54

土 師 器 B　　 5．4

C （7．4）

が り， 口緑部 との境 の外 面に

稜 をもつ。 口緑部 はわず かに

外反す る。

面へ ラ削 り。内面ナデ。 にぷ い褐色

普通

内面黒色処理

－25－
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第17図　第5号住居跡出土遺物実測図（1）
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第18図　第5号住居跡出土遺物実測図（2）

9

0　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第17図 嚢 A　21．3 平底。体部は内攣して立ち上口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，雲母，礫P29　80％　PL54

4 土師器B　21．6

C　　7．9

がり，上位でほぼ直立する。

口緑部は強く外反する。

面へラナデ。内面縦位のナデ。にぷい黄褐色

普通

5

嚢 A　19．3 平底。体部は内攣して立ち上口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，雲母P30　60％－PL55

土師器B　28．3

C［7．9］

がり，最大径を上位にもつ。

ロ緑部は外傾する。

面へラ削り。 明赤褐色

普通

6

嚢 A　12．0 平底。体部は内攣して立ち上口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，雲母P3170％　PL54

土師器B　　8．0

C　　7．2

がり，最大径を上位にもつ。

頚部は直立し，口緑部はわず

かに外傾す革。

面へラ削り。底面へラ削り。橙色

普通

7

嚢 A　13．7 平底。体部は倒卵形で，最大口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粗　長石，石英，雲母P32　40％

土師器B　16．3

、C　　7．0

径は中位にある。頚部はほぼ

直立し，口緑部は外反する。

面へラ削り。 明褐色

普通

第18図 甑 A　19．7 無底式。体部は内攣して立ち口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英 P33100％PL56

8 土師器B　23．6 上がり，口縁端部はわずかに面縦位のへラ削り。内面横位の赤褐色

C　　9．8 外反する。 ヘラナデ。 普通

－27－



図版番号 券　 種 計測値（cm ） 器＿　形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 ・孝

第18図 甑 A　 27．0 無底式云体部はわずかに内攣－口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英 P34　65％　 PL 56

9 土 師 器 B　 30．6

C　 lO．1

して立ち上が り，上位で直立

する。口緑部は外傾する。

面縦位のへラ削り。内面横ナデ。 明赤褐色

普通

10

薗 B （15．1） 丸底。体部は内攣 して立ち上 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英，雲母 P35　90％　 PL55

・須 恵 器 孔径 1．4 がり，頚部は 「く」の字状に

屈曲する。

面へラ削り後，横ナデ。 灰白色

良好

表2　寺山遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位置

主 （長）軸

方　　 向
平 面 形

規模 （m ）

（長軸×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設
覆土 出　 土　 遺　 物

備　 考

（古→新）壁溝 主柱穴貯蔵穴 ピット出入口炉・竃

1 B 6 g8 N －80－W 隅丸方形 3．90 ×　3．90 70 平坦 有 4 1 5 1 竃 自然 土師器（軌 須恵酎軌 土製支脚，刀子 SIl →S K 38

2 B 2f6 ［N －40－W ］［隅丸長方形］ 4．27 ×［4．00］ 60 平坦 有 3 2＿ 3 － 炉 人為 ・土師器 （椀，粗 菓） 3層以下人為堆積

3 B 2 d9 N －6。－W 方　　 形 6．96 ×　6．70 4 1 平坦 有 4 2 5 1 竃 自然 土師器 杯，襲） SI3 →S K 14 7

4 B 3 gl N －18。－W 隅丸長方形 4．74 ×・・3．46 50 平坦 有 － 1 2 － 炉 自然 土師器 （嚢，甑） SK 14 8－→SI4

5 A 2g 7 N －170－W 隅丸 方形 5．16 ×　5．13 4 7 平坦 有 4 1 7 1 竃 自然 土師器（杯，嚢，甑），須恵器値）

2　井戸

第19図　第1号井戸実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！一・一　；　－　」

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・砂粒中量，
ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化物・

小礫少量

4　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子多量，砂粒中量，ローム大

当遺跡からは，井戸2基が検出され

ている。

第1号井戸（第19図）

位置　調査区北部，B7b2区。

規模と形状　掘り方は，上面径1．14mの

円筒形をしている。深さ2．40mまで

掘り込んだところで，壁の崩落の危険

があるために，それ以下の調査を打ち

切った。

覆土18層からなる。1～3層は自然

堆積，4～18層はロームが多量に含

まれていることから人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子・砂粒中量，ロ

ーム小ブロック・炭化物少

量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子多

量，砂粒中量，炭化物微量

13　極黒褐色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子中量，黒色

小ブロック・砂礫少量

14　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム大ブロック・

中ブロック・小礫・黒色小ブロック・砂礫少量

ブロック・ローム中ブロック・炭化物・小礫少量　15　褐　　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小

5　明　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化物微量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量，炭化粒子微量

7　黒　　　色　腐植土層

8　極暗褐色　ローム粒子中量

9　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子・砂礫中量，ローム中ブ

ロック・炭化物少量

10　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物

微量

11黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，砂礫微量

12　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック・黒色小ブロック・砂礫少量

ブロック・ローム粒子・KP粒子中量，KPブロ

ック・小礫・砂礫少量

16　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・KPブロック・

KP粒子中量，ローム大ブロック・中ブロック少量

17　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量，ローム大ブロッ

ク・ローム中ブロック・KPブロック・KP粒子

少量

18　暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小

ブロック・ローム粒子・砂礫中量，小礫・KPブ

ロック少量
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遺物　覆土中から，流れ込みと思われる陶

器片1点が出土している。

所見　本跡の時期は，底面まで掘り下げて

いないことや，時期を特定できる遺物が

出土していないことから，不明である。

第2号井戸（第20図）

位置　調査区中央部，A2ho区。

規模と形状　掘り方は，上面が径2．20～

2．26mの円形をしており，確認面から約

1．50mの深さまで漏斗状に傾斜し，そこ

から下は径0．92～1．00mの円筒形をして

いる。深さ1．80mまで掘り込んだところ

で，壁の崩落の危険があるために，それ

以下の調査を打ち切った。

覆土12層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黄　褐　色

2　暗　褐　色

小礫微量，ローム粒子極微量

ローム粒子少量，ローム小ブロ

ック微量，黒色小ブロック極微

生元一．十二

量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック微量，ローム

中ブロック極微量

4　極暗褐色　ローム粒子微量，黒色小ブロック極微量

5　暗　褐　色　黒色小ブロック微量，ローム粒子極微呈

6　褐　　　色　ローム粒子中量

7　黒　褐　色　ローム粒子中量，黒色中ブロック極微量

8　褐　　　色　ローム粒子多量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

j　　　　；　＿‥＿＿＿j

0　　　　　　　　5cm

l　」＿⊥二二」

第20図　第2号井戸・出土遣物実測図

9　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

10　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

11黒　　　色　ローム粒子微量

12　褐　　　色　ローム小ブロック・KP粒子少量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる第20図1の縄文土器片1点，土師器片2点が出土している。

所見　本跡の時期は，底面まで掘り下げていないことや，時期を特定できる遺物が出土していないことから，

不明である。

第2号井戸出土遺物観察表

図版番号 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第20図 1 胴部片。L R の単節縄文が施 されている。 T P72　P L58

表3　寺山遺跡井戸一覧表

井 戸

番 号
位 置 平面形

規　　　　 模

壁　 面 覆 土 出　 土　 遺　 物 備　　　 考長径 ×短径 （m ）
深 さ（m ）

上　　 面 底　　 面

1 B 7 b2 円　 形 1．14　× 1．14 （0．98　× 0．96） （2．40） 円筒形 人 為 陶器片

2 A 2hO 円　 形 2．26　×　2．20 （1．00　× 0．92） （1．80） 漏斗状 人 為 土 師器 片

3　土坑

当遺跡からは，土坑が197基検出されている。出土遺物から，縄文時代前期のものが多いと考えられるが，正

確な時期や性格は不明なものが多い。ここでは，形状や出土遺物が特徴的な土坑について記述し，他は一覧表

に記載する。第224・225・226号土坑については，窯跡に関連する土坑であるので，7の窯跡の項で記載する。
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三言一十

第21図　第1号土坑実測図

0　　　　　　　1m

i i二］

第1号土坑（第21図）

位置　調査区南東部，B6i9区。
l

規模と平面形　長径2．00m，短径1．26mの楕円形で，

深さは140cmである。

長径方向　N－370－E

壁面　垂直に立ち上がり，東部がオーバーハング

している。

底面　平坦である。

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子微量

ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量

ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

7　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，遺物がなく詳細な時期については不明である。

∴＝
旦28．4m

5　2

「ここ頓7●‾』土∃
1m

0　　　　　　　　5cm

！　ト！

第22図　第2号土坑・出土遺物
実測図

第2号土坑出土遺物観察表

第2号土坑（第22図）

位置　調査区南東部，B7el区。

規模と平面形　長径0．75m，短径0．59mの楕円形で，深さは24cmで

ある。

長径方向　N－300－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・白色粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　炭化粒子・白色粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

7　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　手控土器2点が出土している。第22図1・2の2点の土器と

も，東部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図 手捏土器 A　　 4．0 平底。体 部は器厚 を減 じなが 体 部内‘・外 面 に指 頭 に よ るナ 砂粒 ，長石，石 英，・雲母， P36 100％　 PL56

1 土 師 器 B　　 4．3

C　　 5．9

ら， 内傾 して立ち上が り，口

緑部 に至 る。

デ。指頭庄痕が残 る。 ス コリア，にぷい赤褐色

普 通
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図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ・胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図 手捏土器 A　　 5．0 平底。体部は器厚を減 じなが 体部内 ・外面 に指頭 によるナ 砂粒，長石，石英，雲母 P37 100％　 PL56

2 土 師 器 B　　 4．3

C　　 7．3

ら，やや内偵 して立ち上がり，

口緑部に至る。

デ。指頭庄痕が残る。 にぷい橙色

普通

第38号土坑（第23図）

位置　調査区南東部，B6h9区。

重複関係　本跡が第1号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸2．58m，短軸1．92mの隅丸長方形で，

深さは70cmである。

長軸方向　N－00

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土18層からなり，1－15層は自然堆積である。16

～18層は人為堆積で，炭化物，焼土が多量に含まれ

ている。底面は被熱により赤変硬化している。本跡

内で何かを燃やしたあと，土を被せたものと考えら

れる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・炭化物多量，ローム小ブロック中量，

ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化物中量，ローム小ブロッ

ク・炭化物少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化物中量，ローム小ブロッ

ク・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

0　　　　　　　1m

i i　」

第23図　第38号土坑実測図

11黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭

化物・炭化粒子少量

12　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・小ブロック

少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

13　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子多

量1ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・14　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム大プロツ

炭化物少量

5　極暗褐色　ローム粒子多量，炭化物中量，ローム中ブロッ

ク・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少

量，焼土小ブロック微量

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少

量，焼土中ブロック微量

7　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化物微量

ク・ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土

小ブロック少量，焼土大ブロック・炭化物微量

15　黒　褐　色　炭化物多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中

量，焼土小ブロック少量

16　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子多量，

ローム中ブロック・焼土中ブロック・小ブロック

中量，ローム小ブロック少量

8　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化物・炭化粒子中量，ローム17　黒　　色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子多量，ローム小プロ

小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量

9　黒　　　色　炭化物多量，ローム粒子中量，焼土小ブロック・

焼土粒子・炭化粒子少量

10　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少

量

ック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子

少量

18　暗赤褐色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・

焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム大ブロッ

ク・ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子少量

遺物　覆土中から第1号住居跡からの流れ込みと思われる多量の土師器片，少量の須恵器片や支脚片と思われ

る土製晶，鉄淳が出土している。

所見　第1号住居跡との重複関係から，8世紀前半以降と考えられるが，本跡の詳細な時期，性格は不明である。

第72号土坑（第24図）

位置　調査区北東部，A6j6区。

規模と平面形　長径2．52m，短径1．16mの不整楕円形で，深さは110cmである。

長径方向　N－630－E
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第24図　第72号土坑実測図

壁面　下位から中位まで内攣して立ち上り，深さ50cmの

ところから上はやや外傾して立ち上がる。東部がオー

バーハングしている。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・白色粒子中量，ローム小ブロック少

量，炭化粒子・スコリア微量

2　極暗褐色　ローム粒子多量，白色粒子中量，ロ「ム小プロツ

3　褐

4　褐

ク少量，炭化粒子微量

色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒

子多量，白色粒子少量，炭化粒子・スコリア微量

色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒

子多量

遺物　出土していない。
0　　　1m

l i i　　所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思わ

れるが，出土遺物がなく詳細な時期については不明で

ある。　　　　　　　　′

l　　　④

第25図　第73号土坑実測図

0　　　　　　　1m

ト　　「つ

第73号土坑（第25図）

位置　調査区東部，A6d6区。

規模と平面形　長径2．70m，短径1．55mの

不整楕円形で，深さは105cmである。

長径方向　N－720－E

壁面　下位から中位までほぼ垂直に立ち上

がり，深さ50cmのところから上は外傾し

て立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量，白色粒子中量

2　褐　　色　ロ「ム粒子多量，ローム小ブロ

ック・白色粒子中量l　ローム大

ブロック・中ブロック少量，炭

化粒子・スコリア微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロ

ック・白色粒子少量，炭化粒

子・スコリア微量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロ

ック・小ブロック少量，炭化粒

子・スコリア・白色粒子微量

5　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化粒子・スコリア・白色粒子微量

6　褐　　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒子多量，炭化粒子・白色粒子微量

7　褐　　　色　ローム大ブロック・中ブロック・小ブロック・粒子多量，KP粒子少量

遺物　出土していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

所見　本跡は，遺構の形態から縄文時代の陥し穴と思われるが，出土遺物がなく詳細な時期については不明で

ある。
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第136号土坑（第26図）

位置　調査区中央部，A4h8区。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．28mの円形で，深さは17cmである。

長径方向　N－370－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，白色粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，ローム中ブロック・白色粒子少量，

炭化物微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，スコリア・白色粒子少

量，炭化粒子微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第26図1を含む縄文土器片

2点，土師器片1点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第151号土坑（第28図）

位置　調査区南西部，B2e4区。

重複関係　本跡は第7号集石遺構と重複しているが，新旧関係は不明

である。

規模と平面形　長径2．23m，短径1．07mの楕円形で，深さは25cmである。

長径方向　N－500－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土眉解説

1　褐　　　色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第27図1～3を含む縄文土

器片13点，土師器片6点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第27図　第151号土坑出土遺物実測図
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第26図　第136号土坑・出土遺物
実測図
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第28図　第151号土坑実測図

第152号土坑（第29園）

位置　調査区南西部，B2e3区。

規模と平面形　長軸1．50m，短軸［1．24］mで，南西部が調査区外のため正確な平面形は不明である。深さは
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第29図　第152号土坑・出土遺物実測図
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第30回　第153号土坑実測図
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第31図　第153号土坑出土遺物実測図

第153号土坑出土遺物観察表

45cmである。

長径方向　N－200－E

壁面　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量　　　3　褐　　　色　ローム粒子多量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量　　　4　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第29図1を含む縄文土

器片3点，土師器片7点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第153号土坑（第30図）

位置　調査区北部，B2d2区。

重複関係　本跡が第195号土坑に掘り込まれており，本跡の方が

古い。

規模と平面形　長径1．96m，短径1．22mの楕円形で，深さは28cm

である。

長径方向　N－250－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第31図2～4を含む縄

文土器片14点，土師器片10点が出土している。1の土師器嚢は，

南西部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　i　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第31図要B　　4，8底部から体部にかけての破休部外面横ナデ。 砂粒，長石，石英，雲母P38　5％

1 土師器C　　8．8片。平底。体部は内管気味に

立ち上がる。

橙色

普通

－34－



第154号土坑（第32図）

位置　調査区南西部，B2dl区。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．22mの楕円形で，深さは22cmである。

長径方向　N－680－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・黒色小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量・黒色粒子微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第33図1の決状耳飾り，縄文土器片7点，土師器片11点が出土して

いる。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

二三‘＝　㍉
旦26．2m

‾て二三三三ヲ‾‾
0　　　　　　　1m
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第32図　第154号土坑実測図

第154号土坑出土遺物観察表

二二　三＝＿
！　i　！

第33図　第154号土坑出土

遺物実測図

図 版 番 号 種　　 ．別

計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長 さ （CⅡl） 幅 （C皿） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第3 3図 1 決 状 耳 飾 り 3．0 （1．7） 1．1 （4．5） 覆　 土　 中　 層 D P 3　 P L 6 4

第155号土坑（第34図）

位置　調査区北部，Bldo区。

規模と平面形　径約1．30mの円形で，

深さは21cmである。

長径方向　N－540－W

壁面　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

二二＝
5cm

l．＿⊥＿＿」

第35図　第155号土坑
出土遺物実測図

26．Om

「く亘Z三二Z云グー

ヒ＝土＝＝＝」m第3咽第155号土坑実測図
0

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量，焼土小ブロック・炭化粒子極微量

ローム小ブロック少量，黒色小ブロック微量，焼土粒子極微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土小ブロック極微量
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遺物　覆土中から，第35図1を含む縄文土器片10点，石鉄1点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代前期で，性格は不明である。
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第36図　第156号土坑実測図

0　　　　　　　　5cm

トー；　l

第37図　第156号土坑出土遺物
実測図
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第38図　第157号土坑出土遺物
実測図

0　　　　　　　　5cm
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第39図　第158号土坑出土遺物
実測図

第156号土坑（第36図）

位置　調査区南西部，BIco区。

重複関係　本跡が第164号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸1．34m，短軸0．94mの長方形で，深さは29cmであ

る。

長軸方向　N－750－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量，ローム小ブロック・黒色小ブロック極微呈

3　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量・黒色小ブロック微量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・黒色小ブロック極微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第37図1・2を含む縄文

土器片7点，土師器片3点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第157号土坑（第38図）

位置　調査区西部，BIco区。

規模と平面形　径約1．00mの円形で，深さは35cmである。

長径方向　N－380－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土眉解説

1　暗　褐　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック微量・黒色小ブロック極微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第38図1の縄文土器片1

点，土師器片3点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第158号土坑（第40図）

位置　調査区西部，BIco区。

長径方向　N－52。－E

規模と平面形　径約1．00mの円形で，深さは45cmである。

壁面　垂直に立ち上がる。
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底面　平坦である。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・粒子微量，炭化物極微

量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・小ブロック微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる第39図1の縄文土器片1点，

土師器片6点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第159号土坑（第41図）

位置　調査区西部，Bla9区。

規模と平面形　径約1．00mの円形で，深さは15cmである。

長径方向　N－00

壁面　嬢やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物極微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第41図1を含む縄文土器片

2点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第159号土坑出土遺物観察表

：2由竺山一－〕
竃才』土∃m

第40図　第158号土坑実測図
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第41図　第159号土坑・出土遣物
実測図

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 4 1図

1

探　　 鉢

縄 文土 器

B　　 3．9

C　　 7．6

底 部破 片 。 平 底 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち 上 が っ て い る。 砂 粒 ， 長 石 ， 石 英 ，雲 母

明 赤 褐 色

普 通

P 39　 5 ％

第160号土坑（第42図）

位置　調査区南西部，B2C3区。

規模と平面形　長径2．52m，短径1．00mの楕円形で，深さは15cmである。

長径方向　N－540－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量
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第42図　第160土坑実測図
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第43図　第160号土坑出土遺物図

第160号土坑出土遺物観察表

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第43図1を含む縄文土器片

4点，土師器片8点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

図 版番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 43 図

1

深　　 鉢

縄 文 土 器

B （2．3）

C 【10．0］

底 部 破 片。 平 底 。 胴 部 は 内 傾 気 味 に立 ち上 が っ て い る。 砂 粒

に ぷ い 褐 色

普 通

P 40　 5 ％
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第44図　第163号土坑実測図
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第45図　第163号土坑出土遺物実測図
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第46図　第164号土坑実測図

第163号土坑（第44図）

位置　調査区西部，B2d3区。

規模と平面形　長径1．35m，短径1．18mの楕円形で，深さ

は21cmである。

長径方向　N－190－E

壁面　綾やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，黒色小ブ

ロック極微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物　第45図1・2を含む縄文土器片3点が出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉で，

性格は不明である。

第164号土坑（第46図）

位置　調査区西部，BIco区。

重複関係　本跡が第156号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸2．03m，短軸0．99mの長方形で，深さは14cmである。

長軸方向　N－60－E

壁面　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・炭化物少量，炭化粒子微量
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遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第47図1・2を含む

縄文土器片5点，土師器片3点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。
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第47区l　第164号土坑出土造物実測図

第166号土坑（第48図）

位置　調査区西部，Blao区。

規模と平面形　長径1．11m，短径1．00mの楕円形で，深さは25cmである。

長径方向　N－00

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小プロッタ微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第48図1を含む縄文土器片

3点，土師器片6点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第168号土坑（第49図）

位置　調査区西部，B2bl区。

規模と平面形　長径1．45m，短径1．13mの楕円形で，深さは

18cmである。

長径方向　N－140－W

壁面　断面はU字状で，壁はほぼ垂直に立ち上がり，中位で外

傾する。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量，ローム中ブロック・黒色小

ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・粒子少量，黒色中ブロック極微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第49図1・2を含む

縄文土器片2点，土師器片2点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。
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第48図　第166号土坑・出土遺物
実測図
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第49図　第168号土坑・出土遺物実測図
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第50図　第169号土坑実測図

第169号土坑（第50図）

位置　調査区南西部，B2al区。

規模と平面形　長径1．44m，短径0．89mの楕円形で，深さは15cmである。

長径方向　N－670－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

骨片少量，ローム粒子微量

ローム粒子微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第51図1・2を含む縄文土

器片4点，土師器片4点，3の敲石1点　が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

⊂⊃
第51図　第169号土坑出土遺物実測図

第169号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

j　　　　；　　　［

図版番号種　　　別
計　測　値　（cm）

石　質出　土　地　点 備　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第51図3 敲　　　　石 13．2 7．0 6．1 630．0 砂　岩覆　　　　土Q8　PL63

第172号土坑（第52図）

位置　調査区西部，Blao区。

規模と平面形　長径0．80m，短径0．56mの楕円形で，深さは30cmである。

長径方向　N－53。－E

壁面　断面はU字状で，壁はほぼ垂直に立ち上がり，上位で外傾する。

底面　平坦である。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量
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遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第53図1～3を含む縄文土器片12点，土師器片5点が出土している0

所見　本跡の時期や性格は不明である。

：2嶺竺山：）
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第52図　第172号土坑実測図

第53図　第172号土坑出土遺物実測図

第173号土坑（第54図）

位置　調査区南西部，B2dl区。

重複関係　本跡が第174号土坑を掘り込んでおり，本跡が

新しい。

規模と平面形　長径1．79m，短径1．29mの楕円形で，深さ　　　　叫

は20cmである。

長径方向　N－300－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・骨片少量，ローム粒子微量
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第55図　第173号土坑出土遺物実測図
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遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第55図1～11を含む縄文土器片13点，土師器片10点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

ご轍禦忠息
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第56図　第174号土坑出土遺物
実測図

第174号土坑（第54図）

位置　調査区南西部，B2cl区。

重複関係　本跡が第173号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　径約0．90mの円形で，深さは20cmである。

長径方向　N－310－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単一層で，人為堆積である。

土屑解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・骨片少量，ローム小ブロック微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第56図1を含む縄文土器片13点，土師器片3点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。
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第57図　第178A・B号土坑実測図

第178A号土坑（第57図）

位置　調査区中央部，A2g7区。

重複関係　第178B号土坑に，本跡の壁面を掘り込まれており，

・本跡の方が古い。

規模と平面形　長径1．60m，短径1．08mの楕円形で，深さは

52cmである。

長径方向　N－290－E

壁面　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子・骨片少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，縄文土器片4点と，

土師器片2点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。
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第178日号土坑（第57図）

位置　調査区中央部，A2g7区。

重複関係　本跡が第178A号土坑の壁面を掘り込んでおり，本跡

の方が新しい。

規模と平面形　長径1．03m，短径0．84mの楕円形で，深さは24cm

である。

長径方向　N－290－E

壁面　横やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　　色　黒色粒子多量，ローム小ブロック・炭化物少量，　2　褐

ローム粒子・焼土粒子微量

0　　　　　　　5cm

L＿⊥－

第58図　第178B号土坑出土遺物実測図

色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・黒色粒子少

量

遺物　流れ込みと思われる，第58図1・2を含む縄文土器片5点と，土師器片4点が出土している0

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第182号土坑（第59図）

位置　調査区中央部，A3il区。

規模と平面形　長径1．78m，短径1．34mの楕円形で，深さは37cm

である。

長径方向　N－800－E

壁面　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量

遺物　第59図1の唐津系陶器（碗）1点と，流れ込みと思われる

土師器片1点が出土している。

所見　出土した陶器の生産年代が17世紀後葉に位置付けられるこ

とから，本跡の時期は17世紀後菓以降と思われる。性格は不明

である。

第182号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　1m

」　＿“＿」

0　　　　　　　5cm

」－＿．」

第59図　第182号土坑・出土遺物実測図

図版番 号 器　 形 器　 質

計　 測　 値 （cm ）
残存率

胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B D E

第 59区l

1

灰 寒由碗 陶　 器 － （4．2） 4．4 0．6 3 0％ 灰　　　 色

暗オ リーブ

呉　 須　 絵

灰　　　 粕

体部下位 か ら高

台露胎

唐津系

17 C 後菓

P 4 1
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叫　　　叫

旦26．4m

頂オ　』＝］m

0　　　　　　　5cm

ト一一

第60図　第185号土坑出土遣物
実測図

：二三「’l＝I

で喝γ‾
0　　　　　　　1m

i　；」

0　　　　　　　　5cm

】；】

第61図　第192号土坑出土遣物
実測図

第192号土坑出土遺物観察表

第185号土坑（第60図）

位置　調査区南部，B2co区。

規模と平面形　長径0．74m，短径0．72mの円形で，深さは58cmである。

長径方向　N－0。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　U字状である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　第60図1の縄文土器片1点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉で，性格は不

明である。

第192号土坑（第61図）

位置　調査区中央部，B3C5区。

規模と平面形　長径1．75m，短径1．30mの楕円形で，深さは35cmであ

る。

長径方向　N－580－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，骨片少量

遺物　第61図1の陶器（碗）1点が出土している。灰粕が施されてい

る瀬戸御室茶碗である。

所見　出土した陶器の生産年代が17世紀前葉に位置付けられること

から，本跡の時期は17世紀前葉以降と考えられる。性格は不明で

ある。

図 版 番 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （c m ）

残 存 率
胎　 土

色　 調
絵 付 ・粕 薬 文 様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B D E

第 6 1図

1

御 室 茶 碗 陶　 器 ［1 0 ．4 ］ 6 ．4 4 ．6 0 ．7 3 0 ％ 浅 黄 色

淡 黄 色

呉　 須 絵

灰　　 和

畳 付 無 寒由 瀬 戸 ・美 濃 系

1 8 C 前 葉

P 4 2
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第194号土坑（第62図）

位置　調査区西部，A2dl区。

規模と平面形　径約1．00mの円形で，深さは38cmである。

長径方向　N－00

壁面　ほぼ垂直に立ち上り，上位で外傾する。

底面　平坦である。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子中量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第62図1の縄文土器片1

点，土師器片4点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第195号土坑（第63図）

位置　調査区南西部，B2d2区。

重複関係　本跡が第153号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

長径方向　N－420－W

規模と平面形　径約1．50mの［円形］で，深さは19cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上り，上位で外傾する。

底面　平坦である。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土屑解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第64図1・2を含む縄文土

器片6点，土師器片が11点出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第202号土坑（第66図）

位置　調査区西部，A2e6区。

規模と平面形　径約1．40mの円形で，深さは88cmである。

長径方向　N－00

二二二＝二
旦25．3m

‾て＝7‾』土ゴ

0　　　　5cm

し．二王＿二」

第62図　第194号土坑・出土遺物
実測図

0　　　　　　　1m

l　；！

第195号土坑実測図

0　　　　　　　5cm

」二‥．＿」

第64図　第195号土坑出土遺物実測図
壁面　ほぼ垂直に立ち上り，上位で外傾する。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，KP小ブロック少量，ローム中　2　暗　褐　色　ローム粒子・KP粒子少量，ローム小プロッタ微

ブロック・小ブロック微量，ローム大ブロック・　　　　　　　　量

黒色小ブロック極微量
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第66図　第202号土坑実測図

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第65図1～3を含

む縄文土器片6点と土師器片4点，据鉢片1点が出土して

いる。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

第65図　第202号土坑出土造物実測図

第207号土坑（第67・68図）

位置　調査区中央部，A2g5区。

規模と平面形　長径2．04m，短径1．43mの楕円形で，深さは23cmである。

長径方向　N－380－W

壁面　緩やかに外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

三／「‘ ∈
N

d

耳

1

旦26．。m

「⊆∃≡Zr

Olm
！；！

第68図第207号土坑実測図

≠壱諺 昆
0　　　　　　　5cm

！；！

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，ローム中ブロック

極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小プロッタ微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第67図1・2を含む縄

文土器片5点，土師器片4点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

腰濃艶
1月恥．1…叫加、山瑚軒一つ

0　　　　　　　　5cm

！　i　！

第67図　第207号土坑出土遺物実測図

第210号土坑（第69図）

位置　調査区中央部，B4dl区。

重複関係　第2号溝に壁面を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径3．43m，短径2．28mの楕円形で，深さは32cmである。

長径方向　N－360－W
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壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土眉解説

1　黒　褐　色　ローム粒子極微量

2　極暗褐色　ローム中ブロック・粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微

量，ローム中ブロック極微量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第70

図1～11を含む縄文土器片34点，土師器片55　　旦26．8m

点，12のナイフ形石器，13の石鉄が出土して

いる。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

産室意

〟・「

く二二ユ

第70図　第210号土坑出土遺物実測図

第210号土坑出土遺物観察表

第69図 第210号土坑実測図

④

0　　　　　　1m

し一一i　」

閥㈲楓

葺
4

〕．j
7

3cm

－　1－　・Il－　1」

図版番号種　　　別
計　測　値　（cm）

石　質出　土　地　点 備　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第70図12ナイフ形石器 3．4 2．0 0．7 1．1 黒曜石覆　　　　土Q46
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図版番号 種　　　 別
計　 測　 値　 （cm ）

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

第70図13 石　　　　 鉄 2．5 1．8 0．5 0．8 チ ャー ト 覆　　　　 土 Q ll P L 6 3

±「－

0　　　1m

L＿＿亡」

第71図　第223号土坑実測図

第223号土坑（第71図）

位置　調査区西部，Alfo区。

規模と平面形　長径2．35m，短径1．93mの楕円形で，深さは

31cmである。

長径方向　N－460－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム中ブロック・小ブロック・粒子少量

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる，第72図1の縄文土器

深鉢，2－10を含む縄文土器片37点と土師器片42点，剥片10

点が出土している。

所見　本跡の時期や性格は不明である。

巨圏一一・妬

第72図　第223号土坑出土遺物実測図

第223号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　［

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第72囲探　　鉢B（3．2）底部破片。平底。胴部下端はやや突出しており，内傾気味に砂粒，長石，石英 P43　5％

1 縄文土器C［16．0］立ち上がっている。 にぷい褐色

普通
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土坑出土遺物観察表

図版番号 遺　 構　 名 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備 ・・　　　　 考

第26．図 第13 6号 土坑 口縁 部片。口唇部 に押庄文 をもち，，その下 に半裁 竹管状工具 による平行沈線 が施 さ T P 4　 P L 5 7

1 れている。

第27図 1 ～ 3 第 15 1号 土坑 胴 部片。 R L の単節縄文が施 されている。 3 には稜線文が平行 に施 されている。 T P 5 ～ 7　 P L 5 7

第 29図 1 第 15 2号 土坑 胴 部片。結節浮線文で ジグザ グ状 の文様帯 が構 成 され，三角印刻文が施 されている。 T P 8　 P L 5 7

第 3 1図 2 第 15 3号 土坑 胴 部片。結節浮線文で‾ジグザ グ状等 の文様帯 が構 成 されてい る。 T P 9　 P L 5 7

3 胴 部片。稜線文が平行 に施 され ている。 T P lO ・P L 5 7

4 胴 部片。半裁竹管状工具．によ り，支点 を交互 にか えて文様 を施 している。 T P ll　 P L 5 7

第 35図 1 第 15 5号土坑 胴 部片。 R L の単節縄文が施 されている。 T P 12　 P L 5 7

第 37図 1 1 2 第 15 6号 土坑 胴 部片。 L R の単節縄文が施 されている。 T P 13 ・14　 P L 57

第 38図 1 第 15 7号土坑 口緑 部片。櫛歯状工具 による沈線が施 されている。 T P 15．P L 5 7 ．

第39図 1 第 15 8号土坑 口緑 部片。 R L の単節縄文 を地文 と し，稜線 文が平行 に施 され ている。 T P 16　 P L 5 7 ・・

第45図 1 ・2 第 16 3号土坑 ．胴 部片。単節縄文の地文 に稜線文が施 されている。 T P 17 ・18　 P L 57

第 47図 1 第 16 4号土坑 白線 部に条線帯 をもち，そ の下 に半裁竹管状 工具 による凹凸文が施 されている。 T P 19　 P L 5 7

2 胴 部片。 R L の単節縄文が施 されている。 T P 2 0　 P L 5 7

第 48図 1 第 16 6号土坑 胴 部片。半裁竹管状工具 による結節平行沈線 が施 されて いる。 T P 2 1．P L 5 7

第 49図 1 第 16 8号土坑 胴 部片。半裁竹管状工具 による縦位 の平行沈 線が施 されてい る。 T P 2 2　 P L 5 7

2 胴 部片。半裁竹管状工具 による平行沈線 と結節平行沈線が施 されている。 T P 2 3　 P L 5 7

第 5 1図 1 ！第16 9号土坑 胴 部片。 R L の単節縄文 の地文 に，稜線 文が施 されてい る。 T P 2 4　 P L 5 7 ＿

T P 2 5　 P L 5 72 胴 部片。 R L の単節縄文 の地文 に，半裁竹 管状工具 による平行沈線 が施．されている。

第53図 1 第 17 2号土坑 胴 部片。‘R L の単節縄文が施 されている。 T P 2 6　 P L 5 7

2 ・3 胴 部片。半裁竹管状工具 ‘モこよ り， 2 には平 行沈線が， 3 には結節平行 沈線 が施 され T P‾2 7 ・2 8　 P L 57

ている。

第5 5図 第17 3号土坑 1 のみ口緑部で，他 は胴部片こ いず れ も半裁 竹管状工具 による平行沈線 が施 されて T P 2 9・34 ・3 5・3 7　 P L 5 7

1・6・7・9 いる。

2・3・4・8 ． 胴 部片。貝殻 による肋の ある文様 が施 されている。 T P 3 0・3 1・3 2・3 6　 P L 5 7

5 胴 部片。稜線文 と平行沈線が施 されている。 T P 3 3　 P L 5 7

10 胴 部片。半裁竹管状工具 による連弧状 の文様 が施 されて いる。 T P 3 8　 P L 5 7’

11 胴 部片。 R L の単節縄文が施 されている。 T P 3 9　 P L 5 7

第 56図 1 第 17 4号土坑 胴部片。半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。 T P 4 0　 P L 5 8

第5 8面 第17 8B 号土坑 口緑 部片。半裁竹管状工具 による幅広 の平 行沈線が施 され， 口唇部 には凹凸文が施 T P 4 1－　P L 5 8

1 されてい る。

2 胴部片。半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。・ T P 4 2　 P L 5 8

第 60図 1 第 18 5号土坑 胴部片。 L R の単紡縄文 の地文 に，稜線 文が平行 に施 され ている。 ．‾T P 4 3　 P L 5 8

‘第62図 1 第 19 4号土坑 胴 部片。 L R の単節縄文が施 されている。 T P 4 4　 P L 5 8、

第64図 1 第 19 5号土坑 口緑 部片。半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。 T P 4 5　 P L 5 8

2 胴 部片。半裁竹管状工具 による連弧状 の文様が施 されて いる。 T P 4 6　 P L 5 8

第 65図 1 第 20 2号土坑 口緑 部片。半叡竹管痍工具 による平行 沈線 が施 されてい る。 T P 4 7　 P L 5 8

2 ・3 胸 部片。半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。 T P 4 8 ・4 9　 P L 5 8

第 67図 1 第 20 7号土坑 口緑 部片。半裁竹管状工具 による太 い沈線 文が施 されて いる。 T P 5 0　‾P L 5 8

2 胴 部片。狭間隔 に貝殻腹緑 で条痕文 が施されてい る。 T P 5 1　 P L 5 8

第 70図 1 第 2 10号土坑 口緑 部片。半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。 T P 5 2　 P L 5 8

2 胴 部片。貝殻波状文 と，半裁竹管状工 具に よる平行沈線が施 されている。 T P 5 3　 P L 5 8 、

3 胴 部片。半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。 T P 5 4　 P L 5 8

4 胴 部片。半裁竹管状工具 による変形爪形 文の ような押印文が施 されている。 T P 5 5 ・P L 5 8

5 胴 部片。単節縄文 を地文 と し，太 い平行沈 線が施 されて いる。 T P 5 6　 P L 5 8

6 胴 部片。 L とR の無節縄文 で，羽状 文が施 されてい る。 T P 5 7　 P L 5 8

7 胴 部片。 R L の単節縄文が施 されている。 T P 5 8　 P L 5 8

8 胴 部片。貝殻条痕文が施 されている。 T P 5 9　 P L 5 8

9 口緑 部片。結節沈線が施 されている。 T P 6 0　 P L 5 8

11 ・12 11は口緑部片。12 は胴部片。 ともに隆帯 で文様が施 されてい る。 T P 6 1 ・6 2 ‾p L 58

第 72図 2 第 22 3号 土坑 白線 部片。・半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。 T P 6 3　 P L 5 8‾

3 胴 部片。半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。． T P 6 4　 P L 5 8

4
口緑 部片。口唇部 に条線帯 を一もち，‾その下に粘土 を逆立七 た凹凸文 が施されている。 T P 6 5　 P L 5 8

5 口緑 部片。口唇部外面 に斜方 向にきざみを もち，その下 に棒状工具 による刺 突文や T P 6 6　 P L 5 8

波状 沈線が施 されてい る。

6 胴 部片。半裁竹管状工具 によ る爪形文 と平行 沈線が施 されて いる。 T P 6 7　 P L 5 8

7 胴 部片。半裁 竹管状工具 によるC 字文 が施 されてい る。 T P 6 8　 P L 5 8

8 口緑 部片。口唇部 に細い条線帯 をもち，その下に半裁竹管状工具 に よる平 行沈線が T P 6 9　 P L 5 8

施 されている。

9 胴 部片。撚糸文が施 されて いる。 T P 7 0　 P L 5 8 ・

10 口緑 部片 。 L R の単節縄文が施 されている。　 － T P 7 1　 P L 5 8

その他の土坑

157基検出された。（第73～84図）
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第85図　その他の土坑出土遣物実測図

その他の土坑出土遺物観察表

C
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 備　　　　　　 考

第85図口綾部片。単節縄文を地文とし，太い平行沈線が施されている。 TP2　PL57

1～2 胴部片。LRの単節縄文が施されている。 TP3　PL57

図版番号種　　　別

計　　測　　値
石　質出　土　地　点 備　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第85図3 剥　　　片 4．2 4．3 1．3 20．0 安山岩覆　　　　土SK171　Q9

第85図4 礫　　　器 10．5 8．7 5．0 540．0 砂　岩覆　　　　土SK205　QlO　PL63

その他の土坑土層解説

第3号土坑

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック・小ブロック少量，ロ
ーム大ブロック・白色粒子微

量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多
量，ローム大ブロック・中ブ

ロック中量，焼土粒子・炭化
粒子微量

3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・粒子多量，ローム小ブロ
ック中量

第8号土坑

1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック・小ブロック少量，焼

土中ブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック少量，焼土小ブロッ

ク・炭化物微量

第10号土坑
1極暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中

量，ローム大ブロック・中ブ
ロック・小ブロック少量，白

色粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブ
ロック中量

第11号土坑
1　黒褐色　ローム粒子中量，白色粒子少

量，焼土粒子・炭化物微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブ

ロック中量，ローム中プロツ

ク・小ブロック少量，焼土粒
子・炭化粒子・白色粒子微量

第12号土坑

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック・ローム小ブロック・

白色粒子少量，焼土粒子・炭
化物炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム大ブロッ

ク・中ブロック少量，炭化物
微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブ

ロック・中ブロック・小ブロ
ック少量，炭化物・炭化粒子

微量

第13号土坑
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブ

ロック・小ブロック少量，焼

土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック・小ブロック中量，ロ
ーム大ブロック少量

3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク多量，ローム粒子中量，ロ
ーム小ブロック少量

第14号土坑

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック・ローム小ブロック・

炭化粒子少量，ローム大ブロ
ック微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム大ブロック・中ブ
ロック中量，炭化粒子・白色

－62－

粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック・小ブロック少量，ロ
ーム大ブロック・炭化粒子微

量

4　褐　　色　ローム大ブロック・粒子多
量，ローム中ブロック・小ブ

ロック中量

第15号土坑
1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック・小ブロック少量，白

色粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム大ブロッ

ク・中ブロック少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多
量，ローム大ブロック・中ブ

ロック中量

第16号土坑
1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック・小ブロック中量，ロ

ーム大ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム中ブロッ

ク少量

3　暗褐色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク多量

第17号土坑
1　暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム中ブロッ

ク少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小プ



ロック中量，ローム中ブロッ
ク少量，ローム大ブロック・

白色粒子微量
4　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・粒子中量，ローム小ブロ
ック少量

第18号土坑

1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子中
量，ローム大ブロック・中ブ

ロック少量，白色粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中
量，ローム大ブロック・中ブ
ロック少量，白色粒子微量

3　暗褐色　ローム中ブロック・小ブロッ
ク・粒子多量，ローム大ブロ

ック中量

第19号土坑
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム大ブロッ
ク・中ブロック少量

2　暗褐色　ローム中ブロック・粒子中

量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブ

ロック・中ブロック少量，白

色粒子微量

第20号土坑

1暗褐色　ローム小ブロック多量，ロー
ム粒子中量，ローム大ブロッ
ク・中ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム中ブロック中量，
ローム大ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム大ブロッ

ク・ローム中ブロック・炭化

粒子少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・粒子少量，ローム小ブロ
ック中量

第21号土坑

1極暗褐色　ローム中ブロック・小ブロッ
ク少量，ローム粒子・白色粒

子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム大ブロッ
ク・中ブロック少量

3　暗褐色　ローム大ブロック・粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム大ブロッ

ク・中ブロック少量

第22号土坑
1暗褐色　ローム中ブロック・粒子多

量，ローム大ブロック中量，
ローム小ブロック少量，炭化

粒子微量
第23号土坑（SK24と一括）

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，焼土粒子・炭化粒子・白
色粒子微量

3　褐　色　ローム小ブロック・粒子多
量，ローム中ブロック少量

第24号土坑（SK23と一括）

2　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム中ブロッ
ク少量，炭化粒子微量

第25号土坑

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子中
量，ローム中ブロック少量，

白色粒子微量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・粒子中量，ローム小ブロ
ック少量

第26号土坑
1暗褐色　ローム粒子中量，白色粒子少

量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブ

ロック・中ブロック・小ブロ

ック中量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム大ブロッ

ク・ローム中ブロック・白色
粒子少量，炭化物・炭化粒子

微量

4　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

炭化粒子・白色粒子少量

第29号土坑
1黒褐色　ローム粒子・白色粒子中量，

ローム小ブロック少量，焼土

粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム大ブロッ
ク・ローム小ブロック・白色

粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子少量

第31号土坑

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック・炭化物少量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子中量，
炭化物少量

第34号土坑

1黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，しまり強い
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック・小ブロック中量

4　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量

第39号土坑
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック・白色粒子少量，炭化

粒子・スコリア微量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム小プロツ
lク少量

h

4　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子微量

第44号土坑
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック・黒色粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム中ブロッ
ク・黒色小ブロック・黒色粒

子少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック中量，ローム大ブロッ

ク・中ブロック・白色粒子少

量，炭化粒子微量
第46号土坑

1黒褐色　ローム粒子・黒色粒子中量，
ローム中ブロック・ローム小

ブロック・白色粒子少量，炭
化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック・ローム小ブロック・

黒色粒子中量，白色粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック・ローム小ブロック・

－63－

白色粒子少量

4　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量

第48号土坑

1暗褐色　ローム粒子中量，白色粒子少
量，炭化物・炭化粒子・スコ
、リア微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム中ブロック中量，
炭化粒子・白色粒子微量

第49号土坑

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微
量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム大ブロッ

ク・中ブロック少量，炭化

物・炭化粒子微量
第50号土坑

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック・白色粒子少量，炭化

物微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，白色粒子少量，

炭化物・炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子少量，炭化物微量

第52号土坑

1褐　色　ローム小ブロック・粒子多
量，ローム中ブロック中量，
白色粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子少量，炭化粒子・ス

コリア微量

第53号土坑
1黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム中ブロッ
ク少量，炭化物・炭化粒子・

スコリア・白色粒子微量

第54号土坑
1暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子・

白色粒子微量

2　暗褐色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子少量，炭化粒子微量

第57号土坑
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック・小ブロック中量，ロ

ーム大ブロック少量，炭化粒

子・白色粒子微量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量

第59号土坑
1暗褐色　ローム粒子多量，白色粒子中

量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，
白色粒子中量，炭化粒子微量

第60号土坑

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム大ブ
ロック・中ブロック・小ブロ

ック少量，炭化粒子・スコリ
ア・白色粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，白色粒子微
量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多



量，ローム大ブロック・中ブ
ロック中量，スコリア少量，

炭化粒子・白色粒子微量
4　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・粒子多量，
炭化粒子・白色粒子微量

第61号土坑

1黒褐色　ローム粒子・黒色粒子中量，
ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，黒色粒子中

量，ローム小ブロック・白色
粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム大ブロック・ロー
ム中ブロック・黒色粒子・白

色粒子少量，炭化粒子微量
第62号土坑

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム中ブロッ
ク・白色粒子少量，炭化粒子
微量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・粒子多量，
炭化物・炭化粒子・白色粒子

微量
第63号土坑

1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム大ブロッ
ク・中ブロック少量，炭化粒

子微量
2　暗褐色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・粒子多量，
炭化粒子・白色粒子微量

第64号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子・白色粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子多量
第67号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量
第68号土坑

1黒褐色　ローム粒子・黒色粒子少量，
炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，白色粒子少
量，炭化粒子微量

第69号土坑

1　黒褐色　ローム粒子・黒色小ブロック

微量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量

第70号土坑

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量

第71号土坑

1暗褐色　黒色小ブロック少量，ローム
粒子微量

2　暗褐色　黒色小ブロック中量，ローム
粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，黒色小ブロ
ック少量

第74号土坑

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子中量

第75号土坑
1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子多量

第76号土坑
1　暗褐色　ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子少量

第77号土坑

1褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微
量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子微量　　　　′

6　暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量
第79号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量

第80号土坑
1　暗褐色　ローム粒子・白色粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，白色粒子微
量

第81号土坑

1　暗褐色　ローム粒子・白色粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子微量

第82号土坑
1　暗褐色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量

第83号土坑
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量
第85号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・白色粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

第86号土坑
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・白色粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量

第87号土坑

1　黒褐色　ローム粒子・白色粒子微量
第88号土坑

1　極暗褐色　ローム粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子微量，炭化粒子極
微量

3　褐　　色　ローム粒子少量

第89号土坑

1黒褐色　白色粒子微量，ローム粒子極
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微量

ローム粒子少量

ローム粒子極微量

ローム粒子・黒色粒子微量

ローム粒子極微量
ローム粒子微量

ローム粒子極微量

ローム粒子微量

ローム粒子極微量

ローム粒子中量

白色粒子微量，ローム粒子極
微量

2　暗褐色　ローム粒子微量
第95号土坑

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，黒色粒子微
量

3　暗褐色　ローム粒子微量
第96号土坑

1　黒褐色　ローム粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，しまり強い

－64－

3　褐　　色　ローム粒子少量
第97号土坑

1　黒褐色　ローム粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子中量
第98号土坑

1　暗褐色
2　暗褐色
3　褐　　色
第99号土坑

1　黒褐色

2　褐　　色
第100号土坑

1　暗褐色
2　褐　　色

第101号土坑

1　黒褐色
2　褐　　色

ローム粒子極微量
ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒子極微量
ローム粒子少量

ローム粒子微量
ローム粒子少量

第102号土坑
1　暗褐色　ローム粒子極微量

第103号土坑

1　暗褐色　白色粒子微量，ローム粒子極
微量

2　褐　　色　ローム粒子中量
第104号土坑

1　暗褐色
2　暗褐色

第105号土坑
1　暗褐色

2　褐　　色

第106号土坑
1　暗褐色

2　褐　　色

3　褐　　色

第107号土坑

1　暗褐色

2　褐　　色

第108号土坑

1　極暗褐色

ローム粒子極微量
ローム粒子微量

ローム粒子極微量

ローム粒子中量

ローム粒子極微量

ローム粒子少量
ローム粒子多量　　　　－

ローム粒子極微量
ローム粒子微量

ローム粒子・白色粒子中量，
ローム小ブロック・炭化物・
炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，白色粒子少量，
炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック・白色粒子中量，ロー
ム中ブロック少量，炭化物・
スコリア微量

第109号土坑

1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム大ブロック・中ブ
ロック中量，炭化粒子微量

第110号土坑

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，ローム大ブロック・中ブ
ロック少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム大ブロック・中ブ
ロック中量，炭化物微量

第111号土坑

1暗褐色　ローム粒子少量，炭化物・ス
コリア・白色粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック少量，スコリア・白色

粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム中ブロッ

ク少量，炭化物・スコリア・
白色粒子微量

第112号土坑

1　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物・ス



コリア・白色粒子微量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・粒子多量

第113号土坑
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，ローム中ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム中ブロッ
ク少量，ローム大ブロック・

白色粒子微量
3　褐　　色　ローム大ブロック・・中ブロッ

ク多量，ローム小ブロック・
粒子中量

第116号土坑

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック・ローム小ブロック・

スコリア・白色粒子少量，焼
土粒子炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム中ブロック中量，
ローム大ブロック・スコリア

粒子・白色粒子少量，炭化
物・炭化粒子微量

第117号土坑
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック・白色粒子少量，炭化
粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック・白色粒子中量，炭化
粒子微量

3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

炭化物微量

第118号土坑
1極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム中ブロッ
ク・白色粒子少量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

炭化物微量

第119号土坑
1　黒褐色　ローム粒子中量，白色粒子少

量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック中量，ローム小ブロッ
ク・白色粒子少量，炭化物微

量

第120号土坑
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック少量，ローム大ブロッ
ク・炭化粒子微量∴粘性・し

まり弱い
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム中ブロッ
ク少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム中ブロック中量
4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム中ブロック中量

5　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多
量，ローム大ブロック・中ブ

ロック中量，炭化粒子少量，
スコリア微量

第121号土坑
1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，ローム中ブロック少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多

量，粘性強い
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム中ブロッ
ク少量

第122号土坑

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子多
量，ローム中ブロック中量，

ローーム大ブロック少量，炭化
粒子微量

2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

炭化粒子少量

第123号土坑
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，ローム中ブロッ

ク少量，炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロッ

ク・粒子多量，ローム大ブロ
ック少量，白色粒子微量，粘

性・しまり強い
第124号土坑

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，ローム中ブロック少量，
焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中
量，ローム中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，ローム大ブロッ

ク・中ブロック少量、

第125号土坑
1暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多

量，ローム粒子・焼土中ブロ
ック中量，炭化物少量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック
中量，焼土粒子・炭化物・炭

化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロッ
ク・焼土粒子・炭化物・炭化

粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック・小ブロック中量，炭

化粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，炭化粒子微量

第127号土坑
1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム中ブロック・小ブロッ

ク多量，ローム大ブロック・
粒子中量

3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・粒子多量，
白色粒子微量

第128号土坑
1　黒褐色　ローム粒子・白色粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子微量

第130号土坑
1　黒褐色　炭化物・炭化粒子多量，．ロー

ム粒子中量，粘性・しまり弱
い

［

2　黒褐色　炭化材・炭化物・炭化粒子多

量，ローム粒子中量，粘性・
しまり弱い

3　暗褐色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

炭化粒子中量，炭化物少量

第131号土坑
1　黒褐色　ローム中ブロック・小ブロッ

ク・粒子少量，炭化粒子・白
色粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多
量，ローム中ブロック中量，

ローム大ブロック少量，炭化
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粒子・白色粒子微量、
3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子微量，粘性・しまり

強い

第135号土坑
1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子多

量，ローム中ブロック中量，
ローム大ブロック少量・炭化

物微量
2　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ

ク・小ブロック・粒子多量；
白色粒子微量

第137号土坑

1極黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック・小ブロック・白色粒

子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック中量，白色粒子少量，
炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム大ブロック・中ブロッ
ク・小ブロック・粒子多量，

白色粒子少量・炭化物微量

第138号土坑
1黒褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック・白色粒子少量，ロー
ム大ブロック・小ブロック微

量
2　黒褐色　ローム粒子中量，白色粒子少

量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブ
ロック・ローム小ブロック・

炭化粒子・白色粒子少量
第139号土坑

1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック・白色粒子少量，焼土

粒子・炭化物・炭化粒子・ス
コリア微量

2　暗褐色　ローム中ブロック・小ブロッ

ク・粒子多量，ローム大ブロ
ック中量，白色粒子少量，炭

化物・スコリア微量

第140号土坑
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，ローム大ブロック・中ブ
ロック少量，炭化物微量

2　褐　　色　ローム中ブロック・小ブロッ
ク・粒子多量，ローム大ブロ

ック中量，白色粒子微量

第141号土坑
1灰褐色　粘土ブロック中量，ローム粒

子少量
2　褐　　色　粘土ブロック多量，ローム粒

子少量
3　褐　　色　粘土ブロック中量，ローム粒

子微量

4　褐　　色　ローム大ブロック・粒子中量
5　褐　　色　ローム粒子・粘土ブロック少

量

6　褐　　色　ローム大ブロック・粒子中量

第142号土坑

1暗褐色　粘土ブロック少量，ローム小
ブロック微量

2　褐　　色　ローム小ブロック少量
3　褐　　色　粘土ブロック中量

4　にぷい赤褐色　焼土大ブロック・中ブロック
中量

5　暗褐色　粘土ブロック少量，ローム粒
子微量

6　褐　　色　焼土大ブロック中量，ローム

粒子少量
7　褐‘色　ローム粒子中量



第143号土坑

1黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・

炭化物少量，ローム小ブロッ
ク・焼土粒子極微量

2　褐　　色　黒色粒子微量，焼土小ブロッ
ク・炭化物極微量

第145号土坑
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック微量

3　暗褐色　ローム中ブロック・小ブロッ
ク・粒子中量

第146号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量，しまり極め
て弱い

2　黒褐色　ローム粒子微量，粘性強い
3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック微量
第148号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック極微量

第149号土坑

1　褐　　色　ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子少量

第150号土坑
1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量
第161号土坑

1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック微量，黒色小ブロック
極微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少

量，ローム中ブロック微量，
焼土粒子・黒色粒子極微量

3　褐　　色　ローム小ブロック少量，焼土
小ブロック・黒色粒子極微量

第162号土坑

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック少量，黒色小ブロック
極微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック・黒色小ブロック極微

量

第165号土坑
1　褐　　色

2　褐　　色
第167号土坑

1　極暗褐色

2　黒褐色

第170号土坑

1　暗褐色
2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　　色

第175号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

ローム粒子少量

ローム小ブロック・粒子微量

ローム小ブロック・粒子少

量，黒色小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック・小ブロック微量

ローム粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量，
ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック少量

ローム小ブロック少量，ロー
ム粒子微量

ローム小ブロック・粒子微量
第176号土坑

1　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少

量，焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　黒色小ブロック中量，ローム

小ブロック微量

3　暗褐色　ローム中ブロック中量，ロー
ム粒子・炭化物少量

第177号土坑
1極暗褐色　炭化物少量，ローム小プロツ

ク微量

2　黒　　色　炭化物中量，ローム小ブロッ

ク少量，ローム粒子微量，焼
土粒子極微量

第179号土坑
1　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒

子・炭化物少量，ローム粒子

微量
第180号土坑

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色

第183号土坑
1　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色

第184号土坑
1　黒褐色

2　黒褐色

第186号土坑
1　暗褐色
2　黒褐色

炭化粒子中量，ローム粒子微

量

ローム粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量

炭化粒子少量，ローム粒子・
焼土粒子微量

炭化粒子中量，ローム粒子・
焼土粒子微量

ローム粒子少量
ローム粒子微量

第187号土坑
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量，しまり強い

第188号土坑
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量
第190号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック少量，ローム中ブロッ

ク微量
第191号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量l
第193号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微
量

2　暗褐色　ローム粒子少量
第196号土坑

1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量
第197号土坑

1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中

量，炭化物少量，上部に骨片
微量

第198号土坑

1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒　　色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量
第199号土坑

1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ロー

ム粒子・炭化物少量，焼土粒
子微量

第200号土坑
1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ロー

ム粒子・炭化物少量，焼土粒
子微量

第201号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微
量，炭化粒子極微量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

3　黒　　色　炭化粒子中量，ローム粒子少
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量，焼土粒子微量
4　暗褐色　炭化物少量，ローム小ブロッ

ク微量
第203号土坑

1　暗褐色

第204号土坑
1　黒褐色

第205号土坑

1　褐　　色

第206号土坑
1　黒褐色

2　黒褐色
3　黒褐色

4　暗褐色

5　黒褐色

6　暗褐色
第208号土坑

1　黒褐色

2　暗褐色

第209号土坑

1　暗褐色

ローム小ブロック・粒子少

量，ローム中ブロック・KP
粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量

ローム小ブロック中量，黒色

粒子極微量，粘性が極めて強
い

ローム粒子中量

ローム粒子微量
ローム小ブロック・粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

黒色粒子中量，ローム小ブロ
ック・粒子少量

ローム小ブロック中量，ロー
ム粒子・黒色粒子少量

ローム小ブロック中量，ロー
ム中ブロック・ローム粒子・

黒色粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量，ロー

ム小ブロック・ローム粒子・
黒色粒子少量

第211号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量
第212号土坑

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒
子・黒色粒子少量

第213号土坑

1　黒　　色　ローム粒子極微量，しまりが
強い

2　黒褐色　ローム粒子極微量，しまりが
極めて強い

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

第214号土坑
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック極微量
第215号土坑

1　黒　　色

2　黒褐色

3　褐　　色

第216号土坑
1　暗褐色

2　暗褐色

第217号土坑
1　暗褐色

2　暗褐色

第218号土坑
1　暗褐色

第219号土坑

1　黒褐色

2　暗褐色
第220号土坑

ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子微
量

ローム粒子微量
ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック・炭化粒子微量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量



3　暗褐色　ローム粒子中量
第221号土坑

1黒褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・
焼土粒子・炭化物微量，炭化

材極微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，炭化物少量，
ローム小ブロック・焼土中ブ

表4　寺山遺跡土坑一覧表

ロック・焼土小ブロック・炭

化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微

量，焼土小ブロック・炭化物
極微量

4　黒　　色　炭化粒子多量，炭化物少量

5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・

炭化物微量

第222号土坑

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁 面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（cm）

1 B 6i9 N －370－E 楕　 円　 形 2．00　× 1．26 140 垂直 平坦 自然 陥 し穴

2 B 7el N －300－E 楕　 円　 形 0．75　×　0．59 24 横 斜 皿状 人為 土 師器 （手控 ），土師器片

3 B 7i2 N －800－W 楕　 円　 形 1．60　× 1．32 26 緩 斜 凹凸 自然

7 B 7g2 N －540－W 楕　 円　 形 1．06　×　0．70 16 外 傾 平坦 － 土 師器片

8 A 5g6 N －180－W 楕　 円　 形 1．58　× 1．00 26 綬 斜 皿状 自＿然

10 B 7g2 N －300－W 楕　 円　 形 0．93　×　0．59 20 緩 斜 皿状 自一

11 B 7gl N － 0 0 楕　 円　 形 1．21 × 1．03 20 緩 斜 叫状 自然

12 B 7gl N －120－E 楕　 円　 形 1．52　×．1．25 20 緩 斜 皿状 自然

13 B 7gl N － 0 0 楕　 円　 形 ．1．40　× 1．14 20 媛 斜 平坦 自一

14 B 7gl N －800－W 楕　 円　 形 1．54　× 1．16 33 綬斜 皿状 自然

15 B 7el N －810－E 楕　 円　 形 1．55　× 1．10 26 緩斜 凹凸 自一

16 B 7dl N －490－E 楕　 円　 形 1．45　× 1．25 25 媛斜 皿状 自然

17 B 7dl N －84。－W 楕　 円　 形 1．58　×　0．88 22 緩斜 皿状 自然

18 B 6e9 N － 6 0－E 楕　 円　 形 1．77　×　0．98 23 鍍斜 凹凸 自然

19 B 6dO N －45。－W 楕　 円　 形 1．05　×　0．94 15 緩斜 皿状 自然 、

20 B 7cl N － 0 0 円　　　 形 1．03　×　0．98 21 緩斜 平坦 自然

21 B 6dO N －600－E 円　　　 形 0．91 ×　0．86 38 緩斜 皿状 自然

22 B 7bl N －750－W 楕　 円　 形 1ユ6　×　0．93 23 緩斜 平坦 人為

23 B 6eo N －50 0－W 〔円　 形 〕 1．10　×〔1．00〕 26 緩斜 皿状 自然
ヽ

S K 23→SK 24

24 B 6eo N －50 0－W 〔円　 形 〕 1．06　×〔1．05〕 20 緩斜 皿状 自然 SK 23－→SK 24

25 B 6eo N － 0 0 円　　　 形 1．04　× 1．02 20 嬢斜 皿状 自一

26 B 6fO N － 0 0 楕　 円　 形 1．29　× 1．09 26 横斜 平坦 自然

27 B 6hO N －40 0－E 楕　 円　 形 1．04　×　0．93 33 緩斜 平坦 －

29 B 6g9 N －30 0－W 楕　 円　 形 0．83　×　0．71 25 媛斜 皿状 削

31 C 6a7 N －40 0－E 楕　 円　 形 1．58　× 1．28 25 緩斜 平坦 自一 土師器片，須恵器片

32 B 6j8 N － 0 0 楕　 円　 形 0．30　×　0．25 25 外傾 皿状 －

33 C 6a6 N －35 0－W 楕　 円　 形 0．62　×　0．45 41 外傾 平坦 －

34 C 6a7 N －56 。－W 楕　 円　 形 1．58　× 1．24 31 緩斜 皿状 自然

35 C 6a5 N －54 0－E 円　　　 形 0．88　×　0．82 43 緩斜 皿状 －

37 B 6i8 N －24 0－W 楕　 円　 形 1．41　× 1．05 25 ・緩斜 皿状 － 須恵器片

38 B 6h9 N －0 0 隅丸長方形 2．58　× 1．92 70 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，土製品，鉄津

39 B 6g9 N －310 －W 楕　 円　 形 1．50　× 1．43 20 媛斜 皿状 日日

44 B 6dO N －250－W 楕　 円　 形 0．92　×　0．82 24 緩斜 皿状 自然

46 B 6C8 N －230－W 楕　 円　 形 1．16　×　0．64 11 緩斜 凹凸 自然

48 B 6e7 N －360－W 楕　 円　 形 1．75　×　0．92 20 緩斜 皿状 自然

49 B 6e7 N －330－W 楕　 円　 形 1．08　×　0．81 20 緩斜 平坦 人為 土師器片

50 B 6e6 N －870－E 楕　 円　 形 2．25　×　0．80 20 綬斜 平坦 － 土師器片

51 B 6 e6 N －390－E 楕　 円　 形 1．51 ×　0．75 25 緩斜 平坦 －

52 B 6 e6 N －700－E 楕　 円　 形 1．70　 × 1．43 16 媛斜 平坦 臼．然 土師器片

53 B 6i3 N －700－E 円　　　 形 1．17　 × 1．10 30 緩斜 平坦 人為

54 B 6f6 N －200－E 楕　 円　 形 1．72　×　0．88 23 緩斜 皿状 ・ 自然

57 B 6f6 N －600－W 楕　 円　 形 1．08　×　0．87 25 緩斜 皿状 人為

59 B 6h3 N －780－W 楕　 円　 形 1．57　× 1．03 30 棲 斜 皿状 自然 土 師器 片

60 B 6h3 N －230－W 楕　 円　 形 3．95　× 1．65 25 嬢 斜 凹凸 自然

61 B 6h3 N － 2 0－E 楕　 円　 形 1．96　×　0．92 22 媛 斜 皿状 自然

62 B 6f4 N －500－E 円　　　 形 0．95　×　0．90 20 綬斜 由凸 自然 土 師器 片

63 B 6e4 N －45。－W 楕　 円　 形 1．00　×　0．82 18 緩斜 皿状 自然

64 B 6i2 N －590－E 楕　 円　 形 1．83　× 1．20 30 媛斜 皿状 自一． 縄文土器片

縄文土器片 ，土師器 片

67 B 6 i2 N －20 0－－E 楕　 円　 形 2．06　×　0．98 25 癖斜 皿状 自然

68 B 6 i2 N －82 0－E 楕　 円　 形 1．73　× 1．07 15 媛斜 皿状 自然

69 B 6 i2 N －22 0－E 楕　 円　 形 1．65　× 1．13 29 嬢斜 皿状 自然

－67－



土坑

軍号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方 向）
平　 面 ＿形 －

規　　　　 模

壁面 底面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備 ．　 ．考

，新旧関係（古⊥新）1
長径（軸）×短径（軸）（m ）深さ（cm）

70 B 6 jl N －・38 0－W 不整楕円形 1．80　× 1．50 2 8 緩斜 凹凸 自然

71 B 6 b9 N －0 ？ 円　　　 形 1．40　× 1．30 3 2 綬斜 甲状 自然

72 A 6j6 N －63 0－E 不整楕円形 2．52　× 1．16 110 外傾 平坦 日銀 ・陥 し穴

73 B 6 d6 N －72。－E 不整楕円形 2．70　× 1．55 10 5 外傾 平坦 自然 陥 し穴

74 B 6 d6 N －0 0 円　　　 形 0．97　×　0．93 23 媛斜 皿状 自然

75 、B 6 d6 N －6 0－E ．楕　 円　 形． 2．13　X 1．07 23 緩斜 皿状 自然

76 B 6 C5 N －14 0－E 楕　 円　 形 1．07　×　0．87 2 1 緩斜 皿状 自然

77 B 6 d5 N －44。－宜 楕　 円　 形 1．30　× 1．18 37 緩斜 皿状 自然

79 B 6 jl N －56 0－E 楕　 円　 形 2．10　×　0．94 20 緩斜 皿状 自然

80 B 6 il N －43 0－E 楕　 円．形 ．1．92　 × 1．42 30 ． 緩斜 皿状 自然

81 B 6 il N －28 0－E 楕　 円　 形 1．30　 × 1．04 22 媛斜 血状 自然

82 B 6 il N －83 0－E 楕　 円　 形 1．68　 ×　0．87 30 緩斜 ・皿状 自然

83 B 6 il N －74 0－E 精　 白　 形 3．34　× 1．60 2 5 緩 斜 皿状 自然

85 B 5 jO N －55 0－E 楕　 円　 形 2．26 ・× 1．32 2 0 綬斜 平坦 自然 SK 8 6と重複

86 B 5 jO N 一 白0－W 楕　 円　 形 1．33 ・× 1．18 ・ 20 媛斜 平坦 自然 SK 85 と．重複

87 B 5 j9 N －23 0－E 楕　 円　 形 1．45　× 1．30 2 0 媛斜 皿状 自然

88 B 5 j9 N － 0 0 円　　　 形 2．08　×　2．03 3 0 媛斜 皿状 自然

89 B 5 j9 N －45 0－E 楕 ・円　 形 1．50　×　0．93 2 2 綬斜 平坦 自然

90 B 5 iO N －82 0－E 楕　 円　 形 1．22　×　0．72 15 嬢斜 平坦 自然

91 B 6 h l N －80 0－E 楕　 円　 形 1．80　× 1．12 2 0 緩斜 皿状 自然

92 由6h l N －61 0－W 楕　 円　 形 1．43　×　0．96 3 2 窄斜 皿状 自然

93 B 6 h l N －66 0－E 楕　 円　 形 1．95　× 1．07 ・24 緩斜 平坦・ 自然

94 B 5 hO N － 0 0 楕　 円　 形 2．04　× 1．09 2 5 綬斜 平坦 自然

95 B 6 g3 N － 0 0 円　　　 形 1．28　× 1．20 2 0 緩斜 平坦 自然

96 B 6 fl N －86 0－W 楕　 円　 形 2．83　× 1．26 2 7 緩斜 凹凸 自然

97 B 5 fO N －80 0－E 楕　 円　 形 1．45　× 1．06 30 緩斜 皿状 自然

98 B 5 fO N －45。－E 楕　 円　 形 1．30　×　0．63 16 l緩斜 皿状 自然

99 ‥B 5 f8 ． N －46 0－W 楕　 ‾円　 形 0．95　×　0．75 ・ ．26． 緩斜 皿状 自然

100 B 5h 9 N －48 0－E 楕　 円　 形 1．04．×　0．80 20 緩斜 血状 自然

101 B 5 h 9 N －48 0－E 楕 ‾円　 形 2．14　× 1．30 寧4 緩斜 皿状 自然

102 B 5 i9 N －14 0－W 楕　 円　 形 2．00　×　0．98 20 緩斜 皿状 自然

103 B 5 h 8 N －31。－W 楕　 円　 形 1．75　× 1．．54 ・ 16 緩斜 ．平坦 自然

104 B 5 g 9 N －87 0 T W ．・楕　 円　 形 1．10 ‾　×　0．84 15 緩斜 凹凸 自然 縄文土器片

105 B 5 eo N － 0 0 円　　　 形 1．15　 × 1．15 30 緩斜 平坦 自然

106 B 5 e l N － 0 0 円　　　 形 1．52　 × 1．46 30 緩斜 皿状 自然

107 B 5 e o N －58 0－E 楕　 円‾　形 1．23　× 1．02 2 8 緩斜 平坦 自然

108 B 5 C7 N －80 0－E 楕　 円　 形 2．76　× 1．66 2 0 緩斜 平坦 自然

109 白6C2 N －82 0－W 楕　 円　 形 1．59　× lJ 0 3 0 緩斜 凹凸 自然

110 B 5 b7 N r 88 0－W 楕 ‾円 ．形 1．06　×　0．95 2 3 綬斜 皿状 自然

111 B 5 b8 N －35 0－W 楕　 円　 形 2．25　× ［1．86］． 17 輝斜 平坦 自然 縄文土器片 S K 1 12－→SK l ll

1 12 B 5 b8 N －80 0－W ［円　 形 ］ 1．46　×［1．40］ 14 緩斜 平坦 自然 SK 1 12→SK l ll

11 3 B 5 C畠 N ⊥50 0－W 楕　 円　 形 1．32　× 1．16 1 9 媛斜 平温 自然

116 B 5 a5 N －82 0－E 楕　 円　 形 1．50 ・×　0．90 1 5 緩斜 平坦 臼．然

117 ．B 5b4 N －75 0－E 楕　 円　 形 ・2．00　×　0．95 1 8 麗斜 平坦 自然

118 B 6 a3 N －0 0 円　　 形 1．00　×　0．96 ’ 25 緩斜 皿状・ 自然

119 A 6j2 N －0 0 円　　　 形 1．25　× 1．20 20 緩斜 皿状 自然

120 A 6j3 N －87 0－E 楕　 円　 形 1．33　× 1．00 ・40 緩斜 皿状 自然

121 A 6 j5 N －0 0 楕　 円　 形 2．15　×　0．70 130 媛斜 皿状 自然

122 B 6 bl N －12 0－E 楕　 円　 形 2．15．1× 1．25 20 緩斜 平坦 自然 ．縄文土器片

123 B 5 bO N －0 0 円　　　 形 0．85　×　0．80 20 綬斜 皿状 自然

124 B 5 b O N －86 0－W 不　 定　 形 1．65　 ×　0．70 18 緩斜 皿状 自然

125 A 5 f5 N －78 0－W 楕　 円　 形 1．40　×　0．77 15． 緩斜 皿状 人為

127 A 5 j4 N －71 0－E 楕　 円　 形 2．00　× 1．46 15 緩斜 平坦 自然

縄文土器片

土 師器片

128 A 5 i4 N －87 0－E 楕　 円　 形 1．15　× 1．00 2 5 緩斜 皿状 自然

130 A 5 il N －40 0－W 楕　 円　 形 2．50　× 1．55 2 0 緩斜 皿状． 人為＿

131 A 5 i4 N －16 0－E 楕　 円　 形 1．19　× 1．05 3 0 緩斜 皿状 自然

135 A 4 g9 N － 0 0 円　　　 形 1．60　× 1．52 15 媛斜 平坦 自然

136 A 4 h8 N － 0 0 円　　　 形 ．1．40　× 1．28 17 緩斜 皿状 自然 ：縄文土器片，土 師器片
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土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（輔 （m）深さ（cm）

137 A 5 i4 N －53 0－E 楕　 円　 形 1．53 ．× 1．08 2 5 援斜 皿状 自然

138 A 5 j8 N －17 0－W 精 ．円　 形 1．42　× 1．04 25 緩斜 皿状 自然

139 A 6 i2 N －80 0－E 楕　 円　 形 2ユ7　 ×　0．63 25 緩斜 皿状 自然

140 B 5 a2 N －69 0－E 楕　 円　 形 1．17　 ×　0．83 23 媛斜 皿状 自然

141 A 5 g3 N －0 0 ［円　 形 ］ ［1．19］×［1．15］ 18 緩斜 皿状 － SK 14 2と重複

14 2 A 5 g4 N －0 0． 円　　　 形 1．60　 ×［1．45］ 12 緩斜 凹凸 －
SK 14 1と重複

14 3 A 2 a5 N －60 0－W 長　 方　 形 2．29　 ×　0．97 9 緩斜 凹凸 人為 ・

145 A 3 dO N －88 0－W 隅丸長方形 1．54　 × ．0．98 46 垂直 平坦 人為 縄 文土器 片

146 B 3 f3 N －46。－E 楕　 円　 形 1・．20　×　0．95 35 緩斜 皿状 自然

147． B 2占9 N －55 0－W 楕　 円　 形 0．93　×　0．84 46 外傾 平坦 人為 SI3→ SK 14 7

14 8 B 2 g o N －5 0－W 楕　 円　 形 1．88　×　0．52 15 緩斜 皿状 自然 SK 14 8→SI4

14 9 B 2 f6 N －80 0－E 楕　 円　 形 2．00　× 1．58 24 媛斜 平坦 人為 縄 文土器片，土師器片

150 B 2 e5 N －80 0－E 楕　 円　 形 1．85　× 1．27 24 疲斜 皿状 自然 縄 文土器片，土師器片

151 ．∴B 2 e4 N －50 0－E 楕　 円　 形 2．23　× 1．07 25 緩斜 皿状 自然 縄 文土器片，＿土師器片

152 B 2 e3 N －20 0－E －
1．50　×（1．24） 45 － 緩斜 皿状 人為 縄 文土器片，土師器片

153 B 2 d2 N －25 。－E ・ 楕　 円　 形 1．96　× 1．22 28 揺斜 平坦 自然 縄文土器片，土師器（嚢），土師器片 SK 19 5 と重複

15 4 B 2 d l N －68 0－W 楕　 円　 形 1．40　× 1．22 22 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，土師器片，決 状耳飾

155 B l dO N －54 0－W 円　　　 形 1．32　× 1．28 2 1 緩斜 皿状 人為 縄 文土器片，石鉄

156 B I co N －75 。－E 長　 方　 形 1．34　×　0．94 29 緩斜 平準 人為 縄 文土器片，土師器片 SK 16 4→SK 15 6

15 7 B I co N －38 0－E 円　　　 形 0．98　×　0．94 3 5 外傾 平坦 日銀 縄 文土器片，土師器片

158 B I co N －52 0－E 円　　　 形 1．06　×　0．98 ．45 垂直 平坦 人為 縄 文土器片，土師器片

159 B l a9 N －0 0 円　　　 形 0．97　×　0．94 1 5 綬斜 皿状 人為 縄 文土器 （深鉢），縄 文土器片

160 B 2 C3 N －54 。－E 楕　 円　 形 2．52　× 1．00 1 5 媛斜 平坦 自然 ．縄文土器（探鉢），縄文土器片，土師器片

161 B I c3 N －34 0－W 楕　 円　 形 1．24　× 1．04 2 5 ・外傾 平坦 自然 縄 文土器片，土師器片

162 B 2 C3 N －57 0－E 楕　 円　 形 1．83　×　0．66 1 7 緩斜 平坦 自I然 土師器片，礫

163 B 2 d 3 N －19 0⊥E 楕　 円　 形 1．35　× 1．18 2 1‾ 緩斜 平坦 人為 縄 文土器片

164 B I co N － 6 0－E 長 ‾方　 形 2．03　×　0．99 14 緩斜 皿状 自然 縄 文土器片，土師器片 SK 16 4→S K 15 6

16 5 B l ao N － 7 0－E　‾楕　 円　 形 1．17 －× 1．01 ・ 24 緩斜 皿状 自然 縄 文土器片，土師器片 ．

166 B l ao N ，一一0 0 楕　 円　 形 ．1．11 × 1．00 2 5 媛斜 平坦 人為 縄文土器片，土師器片 ，剥 片

167 B 2 b2 N －72 0⊥E － 楕　 円　 形 1．46．× 1．24 4 2 外傾 平坦 1 自然 縄文土器片，土師器片 ，剥片

168 B 2 b l N －14 0－W 楕　 円　 形 1．45　× 1．13 1 8 外傾 平坦 ・人為 縄文土器片，土師器片

169 B 2 a l N －67 0－W 楕　 円　 形 1．44　×　0．89 1 5 准斜 皿状 人為 縄文土器片，土師器片 ，敵石

170 B 2 e7 N － 0 0 円　　　 形 1．25　× 1．14 2 4 緩斜 皿状 人為 土師器片

171 A 2h l N － 0 0 由　　 形 0．80　×　0．70 2 5 媛斜 皿状 － 土師器片，剥 片 SK 22 4 と重複

17 2 B l ao N －53 0－E 楕　 円　 形 0．80　×　0．56 3 0 外傾 皿状 自然 縄文土器片，土師器片

173 B 2 d l N －30 0－E ［楕 円 形 ］ 1．79　×［1．29］ 20 緩斜 平坦 人為 縄文土器片，土師器片

174 B 2 c l N －31 0－E ［円　 形 ］ ［0．90］×　0．82 2 0 感斜 平坦 1 人為 縄文土器片，土 師器片

175 A 2 g4 N － 0 0 円　　　 形 0．90　×　0．83 3 3 外傾 皿状 人為 縄文土器片

176 A 2 f3 N － 0 0 円　　　 形 1．31　× 1．29 3 0 外傾 皿状 人為 縄文土 器片，土師器片

177 A 2h lr N － 0 0 ’ 円　　　 形 1．20　× ・1．14 ． 12 3 緩斜 ・ 平坦 人為 土師器片 ‾

178A A 2 g7 N －29 0－E 楕　 円　 形 1．60　× 1．08 5 2 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，土師器片 SK 178 A →SK 178B

17 8B A 2 g7 N －29 0－E 楕　 円　 形 1．03　×　0．84 2 4 緩斜 平坦 人為 縄文土器片，土師器片

陶器片 （碗）－，土師器片

縄文土器片

土師器片

陶器片 （碗）

縄文土器片，土 師器片

SK 178 A 一一SK 178B

S K 1 53 と重複

17 9 A 2 f9 N － 0 0 円　　　 形 1．03　× 1．01 15 媛斜 平坦 ∧為

180 A 3e l N － 0 0 円　　　 形 1．22　× 1．15 2 6 媛斜 平坦 自然

182 A 3 il N －80 0－E 楕　 円　 形 1．78　× 1．34 ° ・‘137 媛斜 平坦 人為

183 A 3 i2 N －75 0－W 楕　 円　 形 1．35　×　0．70 3 0 緩斜 皿状 自然

184 A 2 i8 N －72 0－E 楕　 円　 形 1．57　× 1．05 15 緩斜 皿状 自然

・185 B 2 co N ．－ 0 0 円　　　 形 0．74　×　0．72 5 8 ．外傾 U 字状 自然

186 B 2 el N －50 。－E 楕　 円　 形 0．94　×　0．75 2 5 媛斜 皿状 人為

187 B 3 e l N －15 0－E 楕　 円　 形 0．84　×　0．75 2 5 緩斜 皿状 自然

188 B 3 e3 N －23 0－W 楕　 円　 形 1．15　× 1．04 2 6 媛斜 皿状 自然

190 B 3 g5 N － 0 。 円　　　 形 1．20　× 1．18 4 0 緩斜 皿状 自然

191 B 3 d4 ・N －39 0－W 不　 定　 形 1．61 × 1．10 3 5 緩斜 平坦 自然

192 B 3 C5 N －58 0－E 楕　 円　 形 1．75　× 1．30 3 5 緩斜 皿状 人為

193 B 3 a5 N －59 0－W 楕　 円　 形 1．59　× 1．30 2 0 緩斜 平坦 自然

194 A 2 dl N － 0 0 円　　　 形 1．09　× 1．00 3 8 外傾 平坦 自然

195 B 2 d字 N －42 0－W ［円　 ＿形 ］ l［1．57］× 1．50 19 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土 師器片

196 A 2 f9 N －80 0－W 楕　 円　 形 0．96　×　0．83 2 0 緩斜 皿状 人為
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土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁面 底 面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（輔 （m）深さ（cm）

19 7 A 2 f9 N －84 0－E 楕　 円　 形 1．53　 ×　0．81 2 0 緩斜 凹凸 人為 土 師器 片

198 A 2 f9 N －75 0－W 円　　　 形 1．13　× 1．04 4 0 緩斜 皿状 自然

199 A 3 iO N －30 0－E 楕　 円　 形 2．09　×　0．84 15 媛斜 皿状 人為

200 A 4 il N － 0 0 円　　　 形 0．80　×　0．75 2 6 媛斜 皿状 人為

201 A 2 f2 N －86 。－E 楕　 円　 形 ’1．61　× 1．03 2 4 緩斜 皿状 自然 土師器片

202 A 2 e6 N － 0 。 円　　　 形 1．37　× 1．35 8 8 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土師器片，陶器片（捨鉢）

203 A 2 e8 N －0 0 円　　　 形 1．42　× 1．40 10 5 外傾 平坦 人為 土師器片，剥片

204 A 2 e7 N －14 0－E 楕　 円　 形 1．5－1　×　0．98 2 1 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土 師器片

205 A 2 f5 N －8 0－E 楕　 由　 形 1．09　×　0．96 18 緩斜 平坦 自然 磨石，剥 片

206 A 3 d4 N －50 0－E ［楕 円 形 ］ ［2．23］× 1．48 100 外傾 凹凸 ．自然 SK 20 6－→SD 5

2 07 A 2 g5 N －38 0－W 楕　 円　 形 2．04　× 1．43 23 媛斜 平坦 自然 縄 文土器片，土師器片

208 B 4 b l N －7 0－W 不 整楕円形 2．20　× 1．55 18 媛斜 皿状 自然

209 A 4 i2 N －57。－E 隅丸長方形 1．24　 × 1．07 25 緩斜 平坦 自然

210 B 4 dl N －36 0－W 楕　 円　 形 3．43　 ×　2．28 32 緩斜 平坦 自然 縄文土 器片，土師器片，石鉄 SK 2 1 0－→SD 2

2 11 B 3 fO N －86 0－W ［楕 円 形 ］ 1．58　× ［1．43］ 38 緩斜 皿状 自然 SK 2 1 1－→SD l

2 12 B ヰf2 N － 0 0 円　　　 形 1．46　× 1．38 30 緩 斜 平坦 自然

213 B 4 f3 N －40 0－W 円　　　 形 0．99　×　0．93 2 8 緩斜 平坦 自然

214 B 4 f4 N －75 0－E 楕 r‘円　 形 1．41　× 1．02 2 0 緩斜 皿状 自然

215 B 4 C3 N － 0 。 円　　　 形 1．85　× 1．77 4 0 棲斜 皿状 自然

216 B 4 e6 N －77 0－E 楕　 円　 形 2．24　× 1．40 2 8 緩斜 平坦 人為

217 B 4 a5 N －0 0 円　　　 形 0．90　×　0．86 2 0 媛斜 皿状 自然

218 A 3 j7 N －28 0－W 楕　 円　 形 1．88　× 1．11 2 0 外傾 平坦 自然

219 B 4 dO N －15 0－E 楕　 円　 形 0．88　×　0．78 2 5 緩斜 皿状 自然

220 B 5 gl N －0 0 円　　　 形 0．88　×　0．79 38 綬斜 皿状 自然

221 B 5 g 2 N －63 0－E 隅丸長方形 3．40　× 1．75 36 緩斜 平坦 自然

222 A 2 e7 N －82 0－W 楕　 円　 形 0．66　×　0．58 ［44］ 垂直 皿状 人為

223 A lfO N －46 0－W 楕　 円　 形 2．35　× 1．93 3 1 緩斜 平坦 人為 縄文土器（深鉢），縄文土器片，土師器片，剥片

224 A lfO N － 4 0－W 長 楕 円 形 ・ 6．40　 × 1．80 68 外 傾 平坦 人為 船腹鮮軋肛＝軌急軌窯道具（船 舶軌楓 ガラス片 SK 17 1－→SK 2 2 4

22 5 B 2 b l N －45 0－E 隅丸長 方形 2．40　× 1．75 32 外 傾 平坦 人為 窯壁材 （耐火煉 瓦，焼台破片）

226 A 2 e3 N － 0 0 不整楕 円形 2．30　× 1．25 3 2 外 傾 凹凸 人為 陶器 （徳利），窯道具 （焼台破片）

4　溝

当遺跡からは，溝5条が検出されている。ここでは，溝の形状，規模，覆土の状態及び出土遺物等について

記載する。

旦26．2m

‾畢‾‾

旦

⊥画
旦26．4m

「ミ重石7‾【‾

0　　　1m

L一一；＿＿」

第86号第1号溝断面
実測図

第1号溝（付図1第86図）

位置　調査区中央部，A3d4～B4hl区。第2号溝と約4mを隔てて平行に延びている。

重複関係　本跡がB3a7区で第211号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と形状　A3d4区からB4hl区まで直線状に延びている。上幅0．50～0．83m，下幅

0．20～0．25m，深さは30～50cmで，確認長約63．0mである。断面形はU字状である。

底面は平坦で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。

主軸方向　N－250－W

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。全体にローム粒子が含まれ，下層は

特に粘性が強い。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム

粒子微量

遺物　出土していない。

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロ
ック・黒色粒子極微量

所見　本跡は，第2号溝とともに第1号道路跡の側溝として機能していたものと思

われる。遺物はなく，時期は不明である。
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第2号溝（付図1・第87図）

位置　調査区中央部，A3d5～B4h2区。第1号溝と約4mを隔てて平行に延びている。

重複関係　本跡が，B3do区で第210号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

旦26．4m

「竜頭r

規模と形状　A3d5区からB4h2区に直線状に延びている。上幅0．50～0．72m，下幅　旦

0．18～0．30m，深さは30～53cmで，確認長約60．0mである。断面形はU字状である。底　●‾でヨク‾‾

面は平坦で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。

主軸方向　N－250－W

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。第1号溝と同様の覆土である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・黒色粒子極微量

0　　　　　　　1m

l　；！

第87図　第2号溝断面
実測図

遺物　出土していない。

所見　本跡は，第1号溝とともに第1号道路跡の側溝として機能していたものと思われる。遺物はなく，時期

は不明である。

第3号溝（付図1・第88図）

位置調査区中央部，A3cl～A3g4区。　　　　　　　　旦25・8m

規模と形状A3。1区からA3g4区まで直線状に延びている。上幅0．45　　　＼　　／

～2・00m，下幅0・30～1・80m，深さは15～25cmで，確認長約24・Omである。旦26．2m

断面形は逆台形である。壁面は，媛やかに外傾して立ち上がる。底面

は平坦で，北部寄りはⅤ字状である。

主軸方向　N－250－W

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム中ブロック・粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　縄文土器片3点，土師器片43点が出土している。いずれも細片で

あり，流れ込みと考えられる。

所見　本跡の時期は不明である。覆土第2層に硬質のロームブロックが

連続して含まれているので，道路跡の可能性もある。

‾＼＿一＿＿＿＿ノ‾

0　　　　　　　1m

l i　！

第88図　第3号溝断面実測図

第4号溝（付図1・第89図）

位置　調査区北西部，A2a2区～Aljo区。

規模と形状　A2a2区から南東方向に延び，A2d2区から南西方向へ媛やかに湾曲し，

Aljo区まで延びている。上幅0．43～0．70m，下幅0．20～0．50m，深さは20～30cmで，

確認長約36．0mである。断面形は弧状である。底面は平坦で，壁面は緩やかに外傾

して立ち上がる。

主軸方向　N－150－E

覆土　2層からなり，自然堆積と考えられる。
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土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　第90図1・2を含む縄文土器片8点，土師器片10点，3の削器が出土している。土器片はいずれも細片

であり，削器も含め流れ込みと考えられる。

所見　本跡の時期は不明である。Alho区，Alio区，A2C2区，A2d2区に，断続的にまとまりをもって硬質

のロームブロックが含まれているので，道路跡の可能性もある。

ヒ二二ト」Ocm　く二二二ゝ
第90匡l　第4号溝出土遺物実測図

第4号溝出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長さ （c m ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

第9 0図 3 別　　　 語 2．6 3．4 0．9 5．6 チ ャー ト 覆　　　　 土 Q 12　 P L 6 4

‾‾＼、－．．．．・．・．・．．一一r‾

0　　　1m

」＿＿＿」…＿】

0　　　　　　　　5cm

l．＿＿＿j－

第91図　第5号溝断面・出土遺物実測図

第4・5号溝出土遺物観察表

第5号溝（付図1・第91図）

位置　調査区北部，A3C5区～A3e5区。

重複関係　本跡が，A3C5区で第206号土坑を掘り込んでおり，本

跡の方が新しい。

規模と形状　A3C5区から南東方向へ向かい，A3e5区まで延び

ている。上幅1．47～2．20m，下幅1．22～1．75m，深さは15～20cmで，

確認長約7．0mである。断面形は弧状である。底面は平坦で，

壁面は，緩やかに外傾して立ち上がる。

主軸方向　N－250－W

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

ローム粒子微量　　　　　3　黒　褐　色　ローム粒子少量

ローム粒子微量

遺物　第91図1を含む縄文土器片3点，陶器片1点が出土してい

る。いずれも細片であり，流れ込みと考えられる。

所見　本跡の時期は不明である。

図 版 番 号 遺　 構　 名 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第 90 図 第 4 号 溝 胴 部 片 。 と もに 半 裁 竹 管 状 工 具 に よ る 平 行 沈 線 が 施 され ， 1 に は 貝 殻 腹 緑 に よ る狭 T P 73 ・7 4　 P L 5 8

1 ・ 2 間 隔 な 条 痕 文 が 施 され て い る。

第9 1図 1 第 5 号 溝 胴 部 片 。 平 行 に 浮 線 文 が 施 さ れ て い る 。 T P 75　 P L 58
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表5　寺山遺跡溝一覧表

溝番号 位　　 置 方　　 向 断　 面
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物1
備　 ・考

新旧関係 （古→新）確認長（m）上幅（m ） 下幅（m ） 深さ（cm ）

1 A 3d4～B4hl N －25 0－W U 字状 （62．8）0．50～0．83 0．20～0．25 30～50
彿斜 平坦 自然 SK 211→SD l

2 A 3d5～B 4h2 N －25 0－W U 字状 （59．9）0．50～0．72 0．18～0．30 30～53 媛斜 平坦 自然 SK 210→SD 2

3 A 3cl～A 3g4 N －25 0－W 逆占形 ．（24．2）0．45～2．00 0．30～1．80 15～25 彿斜 平坦 自然 縄文土器片，土師器片 道路状遺構 ？

4 A 2a2－A ljO N －15 0－E Ⅴ字状 （35．6）0．43～0．70 0．20～0．50 20～30 媛斜 平坦 自然 縄文土器片，土師器片，削器 道路状遺構 ？

．5 A 3C5－A 3e5 N －25 0－W 弧　 状 （7．2）1．47～2．20 1．22～1．75 15～20 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，陶器片 SK 206→SD 5

5　道路跡

当遺跡からは，道路跡2条が検出されている。以下，検出された道路跡について記載する。

第1号道路跡（付図1）

位置　調査区中央部，A3d4～B4h2区。

重複関係　本跡は，第5号溝，第206・210・211号土坑と重複している。第1・2号溝は本跡の側溝の役割を果

たしていたと考えられる。第1・2号溝が本跡の側溝とすれば，第210号土坑の覆土を第2号溝が，第211号

土坑の覆土を第1号溝がそれぞれ掘り込んでいるので，本跡が新しい。第206号土坑，第5号溝との重複関

係は不明である。

規模と形状　調査できた範囲で長さ59．7m，幅2．8－3．2mである。

主軸方向　N－250－W

方向　調査区北西部から南方向に，南北方向に検出され，調査区外に延びている。

所見　本跡は，両側に側溝を伴う道路として利用されたものと思われる。遺物はなく，時期は不明である。

第2号道路跡（付図1・第92図）

位置　調査区西部，A2a2～A2f2区。

規模と形状　調査できた範囲で長さ19．9m，上幅0．80～1．35m，下幅0．40～0．80m，

深さは40～60cmである。断面形は弧状である。遺構の北部，中央部，南部

のそれぞれ底面に，長さ約2～4mのまとまりとして硬化面を検出している。

主軸方向　N－00

覆土　3層からなり，自然堆積と考えられる。

色
　
色
　
色

褐
　
褐
　
褐

説

暗

暗

黒

解層

　

1

　

2

　

3

土

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

遺物　流れ込みと思われる，第93図1を含む縄文土器片23点と土師器片31点，

2の石核1点が出土している。

所見　本跡は，底面に硬化面があり，道路として利用されたものと思われる。

時期は不明である。
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第92図　第2号道路跡断面
実測図



0　　　　　　　5cm

i　；！

亡ユ
第93図’第2号道路跡出土遺物実測図

第2号道路跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　3cm

j　　　；　　！

図版番号遺　構　名 音　形　及　び　文　様　の　特　徴 備　　　　　　考

第93図1第2号道路跡胴部片。狭間隔に貝殻腹縁で条痕文が施されている。 TP76　PL58

図版番号種　　　別
計　　測　　値

石　質出　土　地　点 備　　　考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

第93図2石　　　核 3．5 3．6 2．0 20．0 チャート覆　　　　土Q13　PL64

表6　寺山遺跡道路跡一覧表

道路跡

番　 号
位　　 置 方　　 向 断　 面

規　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　 考

新 旧関係 （古→新）確認長（m）上帽 （m ） 下幅 （m ） 深 さ（cm ）

1 A 3 d4～ B 4 h2 N －2 5 0－W － （59．7）2．8 0－3．2 0 － － － － － － SK 2 10 ・21 1→ S F l

2 A 2 a2～ A 2 f2 N － 0 0 弧　 状 （19．9）0．8 0～・1．3 5 0．4 0・一一0．8 0 40一一60 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，土瞞 片，石核

6　集石遺構

当遺跡からは，集石遺構7か所が検出されている。以下，検出された集石遺構について記載する。

第1号集石遺構（第94・96図）

位置　調査区南西部，BIc9・BIco・Bld9・Bldo区。

重複関係　本跡は，BIc9区で第161号土坑と，BIco区で第159号土坑と重複しているが，新旧関係は不明で

ある。

規模　表土除去後の遺構確認面に，礫の散乱したような広がりを検出した。確認範囲は長径約8m，短径約5

mで，平面形がほぼ楕円形を呈している。

遺物　礫が132点，第99図1～4を含む縄文土器片29点，16の石鉄を含む石器6点が出土している。礫は，115

点に焼けた痕跡がある。

所見　多量の焼けた礫と縄文時代中期の土器片を検出しているので，縄文時代中期の調理場遺構と考えられる。
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第2号集石遺構（第94・96図）

位置　調査区南西部，Blb9・B2bl・B2cl区。

重複関係　本跡は，Blb9区で第168号土坑と重複している。新旧関係は不明である。

規模　表土除去後の遺構確認面に，礫の散乱したような広がりを検出した。確認範囲は長径約7m，短径約6

mで，平面形がほぼ楕円形を呈している。

遺物　礫86点，第99図5を含む縄文土器片20点が出土している。礫は，81点に焼けた痕跡がある。

所見　多量の焼けた礫と縄文時代前期の土器片を検出しているので，縄文時代前期の調理場遺構と考えられる。

第2号集石造構内石囲炉跡（第94・96図）

位置　調査区南西部，B2al・B2bl区。

規模　表土除去後の遺構確認面に，礫の円形状の広がりを検出した。確認範囲は長径約25cm，短径約13cmで，

平面形が楕円形を呈している。

炉　1か所。深さ40cmで，覆土は1層である。

炉土層解説

1極暗褐色　炭化物少量，焼土粒子微量，ローム粒子極微量　　　　、

遺物　炉を囲う礫10点，炉跡の南東側に礫12点が出土している。いずれの礫にも焼けた痕跡がある。

所見　石囲炉跡とその周辺に焼けた礫を検出しており，第2号集石遺構とほぼ同時期である炉を伴った調理場

遺構と思われる。

第3号集石遺構（第95・97図）

位置　調査区南西部，A2e3・A2e4・A2e5・A2f3・A2f4・A2f5・A2g5区。

規模　表土除去後の遺構確認面に，礫の散乱したような広がりを検出した。確認範囲は長径約11m，短径約11

mで，平面形は不整楕円形を呈している。

遺物　礫201点，石器1点，第99図6・7を含む多量の縄文土器片が出土している。礫は，152点に焼けた痕跡

がある。

所見　多量の焼けた礫と縄文時代前期の土器片を検出しているので，縄文時代前期の調理場遺構と思われる。

第4号集石遺構（第95・97図）

位置　調査区南西部，A2C2・A2C3・A2dl・A2d2・A2d3区。

規模　表土除去後の遺構確認面に，礫の散乱したような広がりを検出した。確認範囲は長径約7m，短径約5

mで，平面形はほぼ嘩円形を呈している。

遺物　礫64点，石器1点，第99図8～11を含む多量の縄文土器片が出土している。礫は，58点に焼けた痕跡が

ある。

所見　多量の焼けた礫と縄文時代前期の土器片を検出しているので，縄文時代前期の調理場遺構と思われる。

第5号集石遺構（第94・96図）

位置　調査区南西部，BIc9・BIco区。

規模　表土除去後の遺構確認面に，礫の散乱したような広がりを検出した。確認範囲は径約3mで，平面形は
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ほぼ円形を呈している。

遺物　礫22点，縄文土器片7点が出土している。礫は，21点に焼けた痕跡がある。

所見　多量の焼けた礫と縄文時代前知の土器片を検出しているので，縄文時代前期の調理場遺構と思われる。

第6号集石遺構（第95・98図）

位置　調査区西部，A2f8・A2f9・A2fo・A2g8・A2g9・A2go区。

重複関係　本跡は，A2f9区で第179・196・197・198号土坑と重複している。新旧関係は不明である。

規模　表土除去後の遺構確認面に，礫の散乱したような広がりを検出した。確認範囲は長径約5m，短径約4

mで，平面形はほぼ楕円形を呈している。

遺物　礫117点，第99図12を含む縄文土器片5点，石器1点が出土している。礫は，104点に焼けた痕跡がある。

所見　多量の焼けた礫と縄文時代前期の土器片を検出しているので，縄文時代前期の調理場遺構と思われる。

第7号集石遺構（第94・98図）

位置　調査区南部，B2d4・B2d5・B2e4・B2e5区。

重複関係　本跡は，B2e4区で第151号土坑と重複している。新旧関係は不明である。

規模　表土除去後の遺構確認面に，礫の散乱したような広がりを検出した。確認範囲は長径約8m，短径約6

mで；平面形はほぼ楕円形を呈している。

遺物　礫44点と，第99図13～15を含む多量の縄文土器片が出土している。礫は，31点に焼けた痕跡がある。

所見　多量の焼けた礫と縄文時代前期の土器片を検出しているので，縄文時代前期の調理場遺構と思われる。

第1～4・6・7号集石遺構出土遺物観察表

図 版 番 号 遺　 構　 名 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第 99図 1 ・2 第 1 号 集石 遺構 口緑 部片。 口唇部 に押圧 文 を伴 う隆帯が巡 り，その下 に半裁 竹管状工 具に よる平行 T P 88 ・8 9　 P L 5 9

沈線 が施 されて いる。

3 ・4 3 は口緑 部片。 4 は胴部片。 ともに L R の単節縄文が施 されている。 T P 90 ・9 1　 P L 5 9

第9 9図 5 第 2 号集石遺構 胴部片 。半裁竹管状工具 による刺 突文が施 されてい る。 T P 93　 P L 59

第9 9図 6 ・ 7 第 3 号集石遺構 胴部片 。狭 間隔 に貝殻腹緑 で条痕 文が施 されてい る。 T P 94 ・9 5　 P L 5 9

第9 9図 8 第 4 号集石遺構 口緑 部片。 口唇 部は条線帯 を もち， その下 に半裁竹 管状工具 に より変形爪形 文の よ T P 97　 P L 5．9

うな押引 文が施 されて いる。

9 胴部片。半裁竹 管状工具 による平行沈線 が施 されてし．、る。 T P 9 8　 P L 5 9

10 胴部片。狭 間隔に貝殻腹緑で条痕文が施 されている。 T P 9 9 ．P L 5 9 －

11 胴部片。 L R の単節縄 文が施 されて いる。 T P lOO　 P L 59

第 99 図1 2 第 6 号集石遺構 胴部片。半裁竹管状 工具に よる平行沈線が施 されている。 T P lO I　 P L 59

第 99図 1 3 第 7 号集石遺構 口緑部片 。撚糸文 を地文 とし，口唇部直下 に半裁 竹管状 工具 による結節平行沈線 が T P lO2　 P L 59

巡 らせてい る。 口緑 部には半裁竹管状工具 による平行沈線 が施 されてい る。

14 胴 部片。半裁竹管状工 具に よる平行沈線 と爪形文が施 されている。 T P lO 3　 P L 5 9

15 胴 部片。撚糸文が施 されている。 T P lO 4　 P L 5 9

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　点 備　　　 考
長さ（cm ），幅（cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g）

第99図16 石　　　　 鉄 3．0 1．8 0．3 1．4 安 山 岩 確　 認　 面 Q 14　 PL 63
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第99図　第1～4・6・7号集石遺構出土遺物実測図
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7　窯跡

当遺跡からは，窯跡1か所，窯跡に関連する土坑3基が検出されている。以下，検出された遺構と遺物につ

いて記載する。

第1号窯跡（第100・101図）

位置　調査区北西部，A2C5区。

規模と平面形　長軸4．12m，短軸3．55mの長方形である。窯の長軸が主軸となっており，主軸線上に，東壁側
r

から西壁側に向かって，焚口部，燃焼室，煙道部が連続する。

主軸方向　N－880－E

壁　壁はほとんど削平され，全容は不明であるが，残存部分で15cmほどほぼ垂直に立ち上がっている。壁面は

粘土により構築されていたものと思われる。

焚口部　東側壁面中央部を掘りくぼめて構築されており，遺存長0．75m，最大幅1．00m，深さ0．66mである。

燃焼部　東側壁面から中央部寄りに，底面を掘りくぼめ，焼台を補強材として使用して構築されている。遺存

長1．10m，最大幅0．90m，深さ1．10mである。

焼成部　中央の煙道部を挟んだ，平場状に粘土を貼った床面部分が焼成室と考えられる。

煙道部　燃焼室中央部から，西側壁面方向に向かって25度の傾斜で立ち上がる。床面から上部については不明

である。

覆土15層からなる。3層までは自然堆積と考えられる。小礫・焼土・炭化物を多量に含み，6～9，13，14

層には窯壁材も含まれている。

土層解説

1褐　　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロ

ーム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

3　赤　褐　色　焼土粒子多量

4　暗灰黄色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子少量

5　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子微量

6　赤　黒　色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒

子・窯壁材少量

7　褐　　　色　ローム粒子・KP粒子・窯壁材少量，炭化

粒子微量

8　暗　褐　色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小

ブロック・粘土粒子・窯壁材少量，ローム

粒子・炭化粒子微量

9　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・窯

壁材少量，ローム粒子∴炭化粒子微量

10　黒　　　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量

11黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子極微量

12　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子

中量，焼土粒子微量

13　赤　黒　色　粘土粒子中量，焼土粒子・窯壁材少量，ロ

ーム中ブロック極微量

14　赤　　　色　窯壁材少量，焼土粒子多量

15　にぷい黄褐色　焼土粒子少量

遺物　中央部から南西コーナー部にかけて，第102図1～4の焼台等の窯道具が出土している。焼土のブロッ
l

クや粒子が含まれる中層に特に第103図5を含む多く窯壁材や礫が確認されている。窯壁材と思われる耐火

煉瓦も1点出土している。燃焼部の壁からは焼台が13個体，補強材に転用された状態で出土している。

所見　焚口部から燃焼室にかけて，火熱を受け粘土が赤変硬化していることから，かなりの高温が継続してい

たことがうかがえる。また，燃焼室の側面壁に，焼台を補強剤として転用している。遺構内で焼成されたと

思われる製品は発見されなかった。出土した焼台の使用年代が，明治の初めのころに位置付けられているこ

とから，本跡の時期は，明治初期以降と思われる。窯跡の残存形状から陶器焼成に関連した遺構と思われる。
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④

焚口都　塵圏鮒部

第100区l　第1号窯跡実測図（1）
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第101図　第1号窯跡実測図（2）
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第102図　第1号窯跡出土遺物実測図（り
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第1号窯跡出土遺物観察表

図版番号 種　 別
計　 測　 値　 （cm ， g ）

形状 ・特徴 胎　 土
色　 調

焼　 成
出土地点 備　　　　 考

A B C 重 さ

第 102 図

1

土 製 品

焼　 台

大　 台
15，8 2 5．9 16．0 50 0 0

円筒状

ロクロ成形

体部 に穿孔

天井部 に孔

砂粒，長石 ，

石英

暗赤褐色

普通

覆　　 土 D P 5　 10 0％　 P L 65

2

土 製 品

焼　 台

大　 台
18．3 2 6．5 20．2 6 10 0

円筒状

ロクロ成形

体部に穿孔

天井部 に孔

砂粒，長石 ，

石英

普通 覆　　 土 D P 4　 95％　 P L 6 5

3

土 製 品

焼　 台

大　 台
17．8 25，3 14．8 52 0 0

円筒状

ロタロ成形

体部に穿孔

天井部 に孔

砂粒，長石 ，

石英

暗赤色

普通

覆　　 土 D P 9　 95％　 P L 6 5

4

土 製 品

焼　 台

ト　　 チ

18．1 2．3 5．6 （3 10）

円盤状

中心 部 に孔

砂粒 暗赤褐色

普通

覆　　 土 D P 6　 50％　 P L 6 7

上部に軸付着

第 103図 土 製 晶

（12．7） 9．2 （8．8） 12 60

直方体 砂粒，長石 ，にぷい赤褐色 覆　　 土 D P 7　 P L 64

5 耐火煉 瓦 石英 普通 窯壁 材

第224号土坑（第104・105図）

位置　調査区西部，A2hl区。

重複関係　本跡が第171号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径6．40m，短径1．80mの長楕円形で，深さは68clnである。

長径方向　N－870－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化粒子極微量

2　黒　　色　炭化粒子多量，焼土粒子・炭化物少量，ローム粒子・焼土小ブロック微量，

ローム小ブロック・焼土大ブロック・焼土中ブロック極微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量，ローム中プロッタ・焼土

小ブロック・炭化粒子極微量

4　にぷい黄褐色　炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒子微量

遺物　第106～109図10，11～16の焼台を含む多量の窯道具，17～19の耐火煉

瓦を含む中量の窯壁材，1～9の陶器を含む中量の陶磁器，20の銅製品

（粕柄杓），ガラス破片が出土している。陶器の嚢や徳利等，磁器の小碗

（筒形）片，ガラス破片は，生活用晶の一部として，当時使用されたもの

0　　　　　　　　　　　　　　　10clm

第103図　第1号窯跡出土遺物
実測図（2）

と思われる。

所見　覆土中から多量の窯道具等が出土し，第1号窯跡から出土した焼台との多数の接合資料が得られた。窯

道具の出土状況から，第1号窯跡と同時期のものと考えられる。性格は不明である。
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第104図　第224号土坑実測図
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第105図　第224号土坑遣物出土
位置図
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第106図　第224号土坑出土遺物実測図（1）
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第107図　第224号土坑出土遣物実測図（2）
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第108図　第224号土坑出土遺物実測図（3）



第109図　第224号土坑出土遺物実測図（4）

第224号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　5cm

」　圭　一∃

図版番号 名　　称 器　質
計　測　値（cm）

残存率
胎土

色調
粕　　　 薬 器　形・特　徴

産地

年代
備　考

A B C D

第106図

1

柿粕措鉢 陶　器 29．1 12．8 14．7 80％橙色

外面口縁から体部下位・

高台部・内面口緑～体部

上位柿粕，内面体部中位

～下位・内面底部鉄粕，

高台部下端・底部露胎

底部は削り出し輪

高台。14条1単位

の揺り目。三段の

口線帯。片口。

笠間

19C

P50

2 柿粕指鉢 陶　器 17．5 7．3 10．0 70％橙色

口緑から高台部外面・口

緑から体部上位内面柿

粕，体部中位から底部内

面鉄粕，高台部下端・底

部露胎

底部は削り出し輪

高台。6条1単位

の揺り目。二段の

口緑帯。

笠間

19C

P51

第107図

3

糠日和二彩流掛嚢陶　器 19．0 18．1 12．0 80％
にぷい赤

褐色

糠白礼　休部内面鉄粕，

口線内・外面から体部外

面中位黒粕流掛，体部外

面中位緑潮流掛

底部は削り出し輸

高台。体部は内攣

して立ち上がり，

頚部はほぼ直立す

る。銅線口緑。

笠間

19C

P45
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図版番号 名　 称 器　 質
計　 測　 債 （cm ）

残存率
胎土

色調

和　　 姦 器 r形 ・特　 徴 ・

底部は削 り出 し輪

高台。休部は内攣

して立 ち上が り，

頚部はほぼ直立す

る。鈎緑口緑。

産地

年代

笠間

19C

笠間

19 C

笠間

19 C

笠間

19 C

笠間

19C

不明

備　 考

A B C D

第107図

4

糠日和二彩流掛嚢 陶　 器 ［19．0］ 18．3 ［11．6］ 50％ 灰色

糠日和，体部内面錆粕，

口線内 ・外面から体部外

面中位黒粕流掛，体部外

面中位緑粕流掛

P46

5 糠日和青流掛徳利 陶　 器 ［25．1］．10．2 0．9 45％ 橙色

糠 日和，体部内面鉄粕，

頚部外面中位から体部外

面中位緑粕流掛，底部露

胎

底部は削り出し輪

高台。体部は内攣

して立ち上が り，

頚部は外反する。

P 47　PL 55

6 糠日和昔流掛徳利 陶　 器 （19．2） 7．8 0．6 70窄 灰色

糠 日和，体部内面錆粕，

頚部外面中位から体部外

面中位緑粕流掛，底部外

面柿粕

底部は削 り出し輪

高台。体部は内攣

して立ち上が り，

頚部は直立する。

P 49

7 糠自和音流掛徳利 陶　 器 （20．6）・ 8．4 40％ 灰色

糠日和，体部内面錆粕，

頚部外面中位から．体部外

面中位緑粕流掛

底部は削 り出し輪

高台。体部は内攣

して立ち上が り，

頸部は直立する。

P48

8 鉄寒由片口 陶　 苧 ［13．8］ 7．2 7．0 70％ 灰色

鉄粕，高台部下埴 ・底部

露胎

底部は削 り出し輪

高台。体部は内攣

して立ち上が り，

上位でほぼ直立す

る。口緑端部玉線

形。

P52　P L 55

9 急　　 須 ・ 陶　 器 6．5 5．0 ・6．2 20％ 灰色

鉄粕 底部から体部中位

にかけての破 片。

平底。体部は内攣

して立ち上がる。

体部上位と口緑部

に稜をもつ。口緑

部は内傾する。

P 53　PL 55

図版番号 種　 別

計 ．測　 値 ．（cm ， g ）
形状 ・特徴 胎　 土

色　 調

焼　 成
出土 地点 備　　　　 考

A B C 重 さ

第108図

10

土 製 品

焼　 台

奥　 台

12．6 18．1 12．4 90 0

円筒 状

ロクロ成形

天井部に孔

‘砂粒 赤色

普通

覆　　 土 D P 8　 95％　 PL 66

1 1

土 製 品

焼　 台

奥　 台

14．4 19．0 13．4 10 00

円筒 状

ロク ロ成形

天井部に孔

砂 粒 明赤褐色

普通

覆　　 土 D P lO　 95％　 PL 6 6

12

土 製 品

焼　 台

奥　 台

15．7 1 9．1 14．5 12 00

円筒状

ロ クロ成形

天井部 に孔

砂粒 暗赤色

普通

覆　　 土 D P 12　 90％　 PL 6 6

1 3

土 製 品

焼　 台

大　 台
20．8 2 4．3 20．8 7 70 0

円筒状

ロクロ成形

体部 に穿孔

天井部 に孔

砂粒，長石 ，

石奥

暗赤褐色

普 通

覆　　 土 D P 1 1 9 0％　 P L 6 5

14

土 製 品

焼　 台

大　 台
16．6 2 2．・7 ・16．6． 220 0

円筒状

ロクロ成形

体部 に穿孔

天井部 に孔

砂粒 ，長石，

石英 ，雲母，

礫

明赤褐色

普通

覆　　 土 D P 1 3　80％　 P L 6 6

15

土 製 品

（15．8） 2．3 2 0．8 （17 0）

円盤状 砂粒 ，長石，暗赤褐色 覆　　 土 D P 14 10％　 P L 6 7

焼　 台

ト　　 チ

中心部 に孔 石英 普通 上部 に粕付 着

16

土 製 品

焼　 台

ト　　 チ

（8．3） 2．2 （3．1） （70）

円盤状 砂粒 ，長石，

石英 ，雲母

明赤褐 色

普通

覆　　 土 D P 15　 5 ％　 PL 67

上 部に粕付 着
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図版番号 種　 別
計　 測　 値　 （cm ，g ）

形状 ・特徴 胎　 土
色　 調

焼　 成
出土地点 備　　　　 考

A B C 重さ

第109図 土 製 品
18．6 9．4 7．4 1970 直方体

砂粒，長石，赤色 覆　　 土 D P 18　P L64

17 耐火煉瓦 石英 普通 窯壁材

18

土 製 品

耐火煉瓦 17．9 9．8 10．5 2650 直方体

砂粒，長石，

磯

極暗赤褐色

普通

覆　　 土 D P 19　PL 64

上部に粕付着

窯壁材

19
土 製 品

耐火煉瓦
17．8 10．2 12．8 2650 直方体

砂粒，長石，

石英

暗褐色

普通

覆　　 土 D P 20　P L64

窯壁材

図版番号 種　　　 別 器　 質
計　　 測　　 値

出　土　 地　 点 備　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g）

第109図20 粕　 柄　 杓 銅　 製 （14．4） 8．8 － 50．0 覆　　　　 土 M lO　PL 67

⑭

第110図　第225号土坑実測図

0　　　1m

ヒ二二二二±＝∃

第225号土坑（第110図）

位置　調査区南西部，B2bl区。

規模と平面形　長径2．40m，短径1．75mの

隅丸長方形で，深さは32cmである。

長径方向　N－450－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　炭化物中量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　炭化物少量，ローム粒子微量

3　極暗褐色　炭化物中量，焼土粒子・炭化物

少量，ローム粒子極微量

4　黒　　　色　炭化物多量，ローム粒子・焼土

小ブロック・焼土粒子・炭化粒

子微量

5　褐　　　色　ローム粒子・炭化物中量，焼土粒

子少量

遺物　耐火煉瓦3点，窯道具（焼台）破片

少量が出土している。

所見　窯道具等が出土し，第1号窯跡から

出土した焼台との接合資料が得られた。

窯道具の出土状況から，本跡も第224号

土坑と同様に，第1号窯跡と同時期のも

のと考えられる。性格は不明である。

第226号土坑（第111図）

位置　調査区西部，A2e3区。

規模と平面形　長径2．30m，短径1．25mの不整楕円形で，深さは32cmである。

長径方向　N－00

壁面　底面中央部から北部へ緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　南西部にU字状のくぼみがあり，凹凸である。
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覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子極微量　　　　　　　　　　　4　黒　　色　炭化粒子中量，砂粒少量

2　黒　　色　砂粒中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック極微量　　　　5　赤　褐　色　焼土粒子多量

3　黒　褐　色　砂粒少量，焼土粒子極微量

遺物　第112図1の徳利を含む陶器破片が少量，窯道具（焼台）が多量出土している。

所見　窯道具等が出土し，第224号土坑から出土した焼台との接合資料が得られた。窯道具の出土状況から，

本跡も第224号土坑と同様に，第1号窯跡と同時期のものと考えられる。性格は不明である。

第111図　第226号土坑実測図

第226号土坑出土遺物観察表

図版番号 名　 称 器　 質
計　 測　 値 （cm ）

残存率
胎土

色調
粕　　　 薬 器　 形 ・特　 徴

産地

年代
備　 考

A B C D

第 11 2図

1

糠 白粕昔 流掛徳 利 陶　 器 3．4 18．3 6．4 50％ 灰色

糠 自粕 ，体 部 内面錆粕 ，

口緑 か ら体部中位外面緑

寒由流掛

底 部は削 り出 し輪

高 台。体部 は内管

して 立 ち上 が り，

頚 部 は外 反 す る。

口線外帯。

笠間

19 C

P 54　 P L 5 5

－95－

第112図　第226号土坑出土遺物実測因
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第113図　第1号不明遺構実測図
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8　不明遺構

当遺跡からは，不明遺構2基が検出され

ている。以下，遺構の形状や特徴と遺物に

ついて記載する。

第1号不明遺構（第113図）

U了　　位置　調査区南西部，B2C2・B2d2区。

重複関係　本跡は，B2d2区で第153・195

0　　　　　　　　　2m　　号土坑と重複しており，新旧関係は不明
！　　　；　　　＿j

「＋；＋！
第114図　第1号不明遺構出土遺物実測図

である。

規模と平面形　表土除去後の遺構確認面に，土器片と礫

の散乱したような広がりを検出した。その周りをピッ

ト（Pl～P6）が円形に巡っている。確認範囲は直径

約3mである。

遺物　第114図1・2を含む縄文土器片8点，礫1点が出

土している。

所見　縄文時代前期の土器片を検出しているので，時期

は縄文時代前期と思われるが，性格は不明である。

第2号不明遺構（第115図）

位置　調査区西部，A2f4・A2f5・A2g4・A2g5区。

重複関係　本跡は，A2g4区で第175号土坑，A2f5区で第205号土坑と重複している。新旧関係は不明である。

規模と平面形　表土除去後の遺構確認面に，土器片と剥片等の散乱したような広がりを検出した。その周りを

ピット（Pl～P9）が不整楕円形に巡っている。確認範囲は長径約5m，短径約4mである。
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第115図　第2号不明遺構実測図
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遺物　第116図1～8の縄文土器片が8点，剥片4点，礫1点が出土している。

所見　縄文時代前期の土器片を検出しているので，時期は縄文時代前期と思われるが，性格は不明である。

第116図　第2号不明遺構出土遺物実測図

第1・2号不明遺構観察表

図 版 番 号 遺　 構　 名 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第1 14図 1 第 1 号不明遺構 ロ緑部片。半裁竹管状工 具に よる文様 と三角 印刻 文が施されている。 T P 77　 P L 5 9

2 胴部片。半裁竹管状工 具に よる文様が施 され ている。 T P 78　 P L 5 9

第 1 16図 第 2 号不明遺構 1 は口緑 部片。 2 は胴 部片。 と もに半裁竹管 状工具 による ジグザ グ状 の文様が施 さ T P 79 ・8 0　 P L 5 9

1 ・2 れている。

3 口緑部片。輪積 み痕 が幾 重に も重ね られ てい る。 T P 8 1　 P L 5 9

4 胴部片。 L 字状 のラ ンダムな平行沈線が施 されている。 T P 82　 P L 5 9

5 ・6 胴部片。半裁竹管状工 具に よる平行沈線が施 されている。 T P 83 ・8 4　 P L 5 9

7

ロ縁部片。 波状口緑 の波頂部 に凹凸文が あ り，その下 に半裁 竹管状工 具に よる平 行 T P 85　 P L 5 9

沈線が施 され ている。

8 ロ緑部片。沈線 間に貝殻 文 を充填 して いる。 T P 86　 P L 5 9

9　遺構外出土遺物

当遺跡からは，遺構に伴わない旧石器から近世までの土器や石器，金属製品等が出土している。ここでは，

これらの出土遺物のうち特徴的なものについて掲載する。（第117～121図）

遺構外出土遺物観察表

図版番 号 群 時　　 期 型　　 式 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　 考

第117園 I 縄文時代 田戸下層 1 ， 3 ， 4 には，半裁竹 管状 工具に よる刺突文が施 されている。 2 に は太 T P lO7～ 110　 P L 5 9

1 ～ 4 早期中葉 い沈線文が施 され ている。 胎 土に繊維混入

5 ～ 7 Ⅲ 縄文時代 花積下層 5 ， 6 には，羽状縄 文が施 されている。 7 には， R L の単節縄 文が施 され T P ll l～ 1 13　 P L 6 0

前期前葉 ている。 胎 土に繊維混入

8 関山 口唇 部に条線帯 をもち，口緑 部文様帯 には，半裁竹管状工 具による爪形文 T P 116　 P L 60

が施 されてい る。 胎 土に繊維混入

9 ・10 植房 半裁 竹管状工具 による平行 沈線が施 されて いる。 T P 118， 1 19　 P L 6 0

胎 土に繊維混入

11～14 黒浜 1 1に は幅 の狭 い半裁竹管状 工具 による沈線が施 されてい る。 12，14 には， T P l l4， 115， 117， 120　 P L 6 0

R L の単節縄文が施 されている。13には，羽状縄文が施 されている。
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図版番号 群 時　　 期 型　　 式 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　 考

第117図

15

Ⅲ 縄文時代

前期後菓

諸磯 a 半裁竹管状工具 に よる爪形文が施 されている。 T P 12 1　P L 6 0

16一一18 諸磯 b 浮線文が施 されてレ‾、る。17 には円形竹管文が施 されている。 T P 12 2～124　 PL 60

19～34 浮島 I 26，27には，半裁竹管状工具による結節平行沈線が施されており，同一個体の可能性が TP 132，133，144，146，130，134，

ある。21には，木葉文が施されている。23，24には，半裁竹管状工具による幅広の平行沈 135，14 1，142，174，175，176，

線が施されている。25～34には，半裁竹管状工具による平行沈線が施されている。 196，136，14 3，147　PL 60 ・61

第118 図 浮島 Ⅱ 35，36 は， 口唇部 に条線帯 もち，口縁部 に平行沈線が施 されている。41に T P 128，129，13 1，172，140，

35～44 は，櫛歯状工具 による沈線が施 されてい る。44 には，貝殻腹緑 波状文 と半 137～139，16 2，14 5　PL 60 ・61

裁 竹管状工具 による平 行沈線が施 されてい る。

45～65 興津 45～47の口唇部は条線帯をもち，その下に半裁 竹管状工具 による結節平行 沈線 T P 158～ 160，10 5，10 6，16 1，

が施されている。48～50 の口唇部 は細い条線 帯をもち，その下に半裁竹管状 工具 173，177，16 5，16 3，164，

により粘土を逆 立てた凹凸文が施されている。53には，C 字 文が施 されている。54， 15 2，15 1，15 4，．15 3，‾166，

55には，半裁竹管状 工具により変形爪形文のような押引文が施されている。56～65 16 7， 169，．17 1，168 ，170

には，狭 間隔に貝殻腹緑で条痕 文が施されている。・ P L6 1 ・62

第119図 十三菩提 66～68は，結節浮線文が幾重にも重なり，三角印刻文が施されている。69～73には， T P 178，17 9，198 ，126，18 0，

66～73 半裁竹 管状工具により，ジグザグ状 ，渦巻状 の文様が施されている。 181～183　 PL 62

74一一86 下小 野 74は，無節縄文 による羽状文 が施 されてい る。76～86 は，単節縄文 を地文 T P 14 8，15 5，157，149，150，

としていろ。78～86までは，稜線 文が平行 して施 されて いる。 156，19 0，184，185～189　PL 62

87 ・88 Ⅳ 縄 文時代 阿玉台 87は結 節沈線が施 され ている。88は半裁 竹管状工具 による平行沈線 が施 さ T P 19 1，19 2　P L 6 2

中期前葉 れている。

89 Ⅴ 縄 文時代

中期 中葉

加 曽利E I 単節縄 文を地文 とし，太 い平行沈線 が施 されている。 T P 197　 PL 62

90～92 Ⅵ 縄 文時代 安行 口唇部 に押庄 文 を伴 う隆帯が巡 り，その下に半裁 竹管状工具 による平行沈 T P 1 93～19 5　P L 6 2

後期復 業 線が施 されている。

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文．様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第120図

1

尖底土器

縄文土器

B （11．8） 尖底部片。砲弾状を呈している。無文。 砂粒，長石，石英

にぷい橙色

普通

P44　5％　 PL 56

2

深　　 鉢 B （6．2） 扇状の把手部及び口緑部片。把手部 と口緑部には，半載竹管 砂粒，長石，石英，雲母 P55　5％　 PL 56

縄文土器 による，波状の結節平行沈線文を施している。 にぷい褐色

普通

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第120図 手捏 土器 A　　 3．1 平底 。体部は器厚 を減 じなが 体部 内・外面 に指頭 によるナデ。 砂粒 ，長石，石英 P58 100％　 PL 56

3 土 師 器 B　　 4．0

C　　 4．0

ら，内傾 して立 ち上が り，口

縁 部に至る。

指頭庄痕 が残 る。 にぷい赤褐色

普通

4

手控 土器 A　　 3．6 丸底 。体 部は内攣 して立 ち上 体部 内・外面 に指頭 によるナデ。 砂粒 ，長石，雲母 P60 100％　 PL 56

土 師 器 B　　 3．0 が り，口緑 部に至 る。 指頭庄痕が残 る。 にぷい橙色

普 通

5

嚢 A ［25．0］ 体 部上位 か ら口緑部 の破 片。 口緑部 内・外面横ナデ。 砂粒 ，長石，雲母 P 57　 5％

土 師 器 B （6．3） 頚部 は 「く」の卓状 に外 反 し，

口緑部 は外 上方につ まみ上 げ

られている。

橙色

普通

6

杯 B （3．3） 平底。底部 ，体 部破片。体部 底部回転へ ラ切 り後 ，全 面へラ 砂粒 ，長石，石英 P 59 10％

須 ＿恵 器 C ［8．6］ は，直線 的に外 傾 して立 ち上 削 り。体部下端横位 のヘ ラ削 り 灰 オ リーブ

が る。 後，ナデ。 普通

－98－



図版番号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm ）

残有率 胎　 土 色　 調 器形 ・手法の特徴 備　　 考

A B C E

第120図

7 火　 鉢 土甲質 （6．3）［20．6］ 3．5 5％

砂粒，長石

石英，雲母

スコリア

にぷい赤褐色

体部下位から底部にかけての破片。

体部は垂直に立ち上が り，三足が付

くと思われる。

P 61　PL 56

図版番号 種　　　 別

計　　　 測　　　 値
石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 量 （g）

第12 0図 8 ナイフ形石器 2．7 1．5 0：8 2．6　＿ ホルンフェルス 表　　　　 土 Q 43　 PL 64

9 剥　　　 片 6．2 5．0 1．5 4 0．0 安　 山　 岩 表　　　　 土 ．Q 35　 PL 64

10 剥　　　 片 3．8 1．7 0．6 2．3 黒　 曜　 石 表　　　　 土 Q 38　 PL 64

11 剥　　　 片 5．1 2．5 2．1 50．0 チ　ャ　ー ト 表　　　　 土 Q 20　 PL 64

1 2 　石　　　 錐 3．2 1．9 0．8 2．2 安　 山　 岩 表　　　　 土 Q 45　 PL 63

1 3 掻　　　 器 3．7 4．3 1．2 2 0．0 頁　　　 岩 表　　　　 土 Q 23　 PL 64

第12 1図14 掻　　　 器 4．2 2．4 0．7 10．0 チ　ャ　ー ト 表　　　　 土 Q 25　 PL 64

1 5 削　　　 器 3．9 3．4 1．6 10．0 チ　ャ　ー ト 表　　　　 土 Q 22　 PL 64

1 6 削　　　 器 4．9 3．1 1．7 10．0 チ　ャ　ー ト 表　　　　 土 Q 21 P L 64

1 7 掻　　　 器 2．8 2．0 0．7 2．8 チ　ャ　ー ト 表　　　　 土 Q 29　 PL 64

1 8 石　　　 錐 3．9 1．0 0．5 1．4 安　 山　 岩 表　　　　 土 Q 42　 PL 63

1 9 石　　　 鉄 2．5 1．8 0．5 2．0 チ　ャ　ー ト S I 3 覆 土 中 Q 37　 PL 63

20 石　　　 鉄 2．9 1．6 0．3 1．4 チ　ャ　ー ト 表　　　　 土 Q 39　 PL 63

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

第121図21 刀　　　　 子 （9．8） （1．1） （0．25） （10．0） 表　　　　　 土 M 12　P L67

図版番号 銭　　　 銘 径 （cm ） 孔径 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 さ （g） 初　 鋳　 年　 代 （西　 暦） 備　　　　　 考

第121図22 卓し元 重 賓 2．34 0．7 0．15 2．3 （75 8年） M 8　 覆土　 唐銭　 P L6 7

23 寛 永 通 賓 2．44 0．6 0．15 2．6 （鋳造期間 1697～174 7年） M 9　 覆土　 3期新寛永　 PL 67

24 文 久 永 賓 2．65 0．7 ・ 0．10 2．9 文久3年 （18 63毎） M ll 表土　 P L 6 7
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第4節　まとめ

今回の調査で寺山遺跡から検出された遺構は，竪穴住居跡5軒，井戸状遺構2基，土坑197基，溝5条，道

路跡2条，集石遺構7か所，窯跡1基，不明遺構2基である。時期は，旧石器時代，縄文時代，古墳時代，奈

良時代，近世，近代である。ここでは，各時期別に主な遺構と遺物について述べ，まとめとしたい。

1　旧石器時代

第171号土坑から，遺構に伴わない遺物として，ナイフ形石器1点が出土している。石質はガラス質黒色安

山岩である。遺構外出土遺物として，ナイフ形石器1点と剥片2点を検出している。石質は，ナイフ形石器が

ホルンフェルス，剥片がガラス質黒色安山岩と黒曜石である。

2　縄文時代

当該期の遺構として，7か所の集石遺構と2基の不明遺構を確認している。集石遺構は，遺構の位置から北

部集石遺構群と南部集石遺構群に分けられる。南部集石遺構群は，調査区城南西部に位置する第1号集石遺構

と，それに隣接する第5号集石遺構，第2号集石遺構，第1号集石遺構の東方向に位置する第7号集石遺構で

構成されている。第2号集石遺構は，南東側で第1号不明遺構と隣接している。第2号・第7号集石遺構から

は，縄文時代前期復業の浮島式の土器片が出土している。第1号集石遺構からは，縄文時代中期中葉の加曽利

EⅡ式の土器片，縄文時代後期中葉加曽利BⅢ式の土器片が出土している。北部集石遺構群は，調査区城北西

部に位置する第4号集石遺構と，その南東方向に位置する第3号集石遺構，第6号集石遺構という並びの構成

である。第3号集石遺構の南側には，第2号不明遺構が隣接している。北部集石遺構群からは，縄文時代前期

後葉の浮島式，興津式の土器片が出土している。各集石遺構からは，安山岩を主な石材とする礫が，集中度は

低いものの，多数検出されている。いずれの遺構から出土している礫も焼けており，調理場遺構と推定できる

痕跡を残している。

第1号不明遺構は，6か所のピットが円形に，第2号不明遺構は9か所のピットが不整楕円形に巡っている。

両遺構のピットとも，住居跡の主柱穴と思えるような配置であるが，内部施設の炉跡や壁等は検出していない。

第1号不明遺構としたピットの一つからは，縄文時代前期後葉の十三菩提式の土器片が出土している〇第2号

不明遺構からも，同様に十三菩提式と浮島式の土器片，縄文時代中期前葉の下小野式の土器片が出土している。

本跡では，上記の時期以外の遺物も出土している。遺構外から，縄文時代早期中葉の田戸下層式の土器片，

縄文時代前期前菜の花積下層式・黒浜式等，縄文時代中期の阿玉台式・加曽利EI式，縄文時代後期の安行式

の土器片を検出している。特に，遺物の出土量は，浮島式・興津式の土器片が圧倒的に多い。また，県内で出

土例の少ない十三菩提式の土器片は，貴重な資料になると思われる。

3　古墳時代

この時代の遺構としては，調査区域西部から竪穴住居跡4軒が検出されている。時期別にみると，調査区城

南寄りの第2号住居跡と第4号住居跡の2軒と，それより中央寄りの第3号住居跡と第5号住居跡とに二分で

きる。
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第2・4号住居跡はともに内部施設に炉をもち，規模と平面形においても類似点がある。検出された遺物は，

どちらの遺構とも5世紀後半の様相を呈している。第3・5号住居跡は，ともに内部施設として北壁中央部に

竃をもつ。主柱穴も各コーナー部に寄った位置から検出されており，こちらの住居跡の形態にも類似点がある。

出土遺物は，二つの遺構とも6世紀後半のものである。

古墳時代中期と後期の住居跡が検出されたことから，この時代に小集落が形成されたことが明らかになった。

また，遺跡が洞沼川左岸の台地縁辺部という地形に立地していることを考えると，調査区域の周辺地域にも集

落が続いている可能性が高い。

4　奈良時代

当該期の遺構として，調査区域東部から竪穴住居跡1軒が検出されている。8世紀前半の遺構と思われる。

出土遺物は，嚢を主体とする多量の土師器片があり，杯の口緑部を中心とする須恵器片と土製品，鉄製品も少

量検出している。出土している須恵器杯の胎土には，白色針状物質が含まれている。また，底部は回転へラ切

り技法で切り離した後，回転へラ削りの調整が施されている。体部下端は調整されていない。これらのことか

ら，本跡出土の須恵器杯は，木葉下窯で生産されたものと思われる。

5　近世

この時代の遺構として，第182号と第192号の土坑を確認している。2基とも調査区域西部に位置している。

第182号土坑からは唐津系の陶器片が，第192号土坑からは瀬戸・美濃系の陶器片が出土している。時期は，出

土遺物から，第182号土坑は17世紀復業以降，第192号土坑は17世紀前葉以降と思われる。性格は明らかにでき

なかった。

6　近代

当該期の遺構として，調査区域西部に位置している第1号窯跡と第224～226号土坑を検出している。第1号

窯跡は，平面が長方形の小規模な平窯である。

出土遺物として，操業時の窯体を推定できる量の窯壁材は検出できていない。燃焼室の側面壁は，粘土と補

強剤としての焼台とで構築されている。焼台は，上面を燃焼室側に向け横倒しの状態で，3段重ねで転用され

ている。焼台の構築材への転用例は，栃木県益子町大羽の地蔵院窯跡でも見られる。（1）遺構中央部から南

西コーナー部にかけて，窯壁材と見られる耐火煉瓦と破損した焼台が多く検出された。この焼台は窯壁材へ転

用された可能性がある。第1号窯跡，第224～226号土坑出土の焼台破片には接合関係があり，ほぼ完形に接合

された焼台が多数確認されている。第224号土坑からは，耐火煉瓦3点が出土している。このことから，第1

号窯の操業停止以降，窯壁材が上記土坑に廃棄されたものと思われる。

本跡からは，本跡で焼成されたと確認できる製品は出土していない。しかし，焼成室にかなりの高温になっ

たと思われる痕跡があり，陶器の窯道具としての焼台が多数出土している。また，窯出しのかけらやかけら場

も検出されていないが，かけらをシャモット（素焼素地などの不用品を粉末にしたもの）にし，原料として再

利用すれば，かけら等が検出されないこともうなずける。窯壁材に転用された焼台は，他の本焼窯で使用され

たものを，再利用したものと思われる。このように考えると，陶器の素焼きを行った可能性は高いと思われる。

しかし，遺構の位置している地形，規模，焚口部を東側にもつ構造等，陶器を焼成した窯跡としては特異な点

も多い。
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本跡は，近代窯跡の稀少な例として貴重な資料である。友部町には，近世末からの陶器窯として操業してい

る宍戸焼があり，隣接する笠間市の笠間焼もよく知られている。宍戸焼，笠間焼との関連等は今後解明すべき

課題といえよう。

註

（1）国士舘大学文学部考古学研究室　『益子の近代陶業遺跡』　1992年3月

参考文献

小林達雄　小川忠博　『縄文土器大観1』　小学館　1989年4月

瓦吹堅　「北茨城市の陶器窯跡と窯道具について」『北茨城史壇6』　北茨城市史編さん委貞会　1986年3月

茨城県立歴史館　「笠間焼について」『笠間焼200年のあゆみ』　1997年2月
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第4章　東　平　遺　跡

第1節　遺跡の概要

東平遺跡は，友部町の北西部，洞沼川右岸の標高42～55mほどの丘陵地の南斜面に所在している。調査区域

は，幅約140m，長さ約84m，面積5，896niであり，調査前の現況は山林である。

今回の調査によって，住居跡40軒（縄文時代早期1軒，古墳時代前期1軒，古墳時代後期1軒，平安時代37

軒），土坑95基（縄文時代7基，古墳時代1基，平安時代1基，時期不明86基），溝10条（平安時代2条，近世

1条，時期不明7条），不明遺構6基を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に20箱出土した。縄文時代早期の住居跡からは縄文土器片が出

土している。古墳時代前期の住居跡からは，弥生土器片と土師器が出土している。古墳時代後期の住居跡から

は土師器，平安時代の住居跡からは土師器・須恵器・金属製品が出土している。遺構外からは，弥生土器片・

古銭が出土している。

第2節　基本層序

調査区内（Bli8区）にテストピットを掘り，基本土層の観察を行った。（第122図）

第1層は，25～40cmの厚さの耕作土層で，黒褐色をしている。ローム粒子を少量含んでいる。

第2層は，5～30cmの厚さで，褐色をしている。今市・七本桜ロームに由来すると思われる赤褐色スコリア

粒子と黄白色スコリア粒子を極微量含んでいる。

第3層は，10～30cmの厚さで，明黄褐色をしたソフトローム層である。炭化粒子と火山ガラス粒子を極微量

含んでいる。

第4層は，10～20cmの厚さで，黄褐色をしたハードローム層である。炭化粒子と火山ガラス粒子を極微量含

んでいる。

第5層は，20～35cmの厚さで，オリーブ褐色をしたハードローム層である。炭化粒子と火山ガラス粒子を極

微量含んでいるb

第122図　東平遺跡基本土層図
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第6層は，5～30cmの厚さで，にぷい黄褐色

をしたハードロームと鹿沼パミスの混合土であ

る。鹿沼パミス大・小ブロックを多量，鹿沼パ

ミス中ブロック・粒子を中量含んでいる。

第7層は，15～45cmの厚さで，明黄褐色をし

た鹿沼パミスの純粋層である。

第8層は，10～15cmの厚さで，暗褐色のハー

ドローム層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。



第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

当遺跡からは，縄文時代の竪穴住居跡1軒（第41号住居跡），古墳時代の竪穴住居跡2軒（第1・10号住居

跡），平安時代の竪穴住居跡37軒が確認されている。以下，遺構番号順に記載する○

第1号住居跡（第123図）

位置　調査区北西部，A2j5区。

重複関係　本跡の北部が第10号土坑を，本跡の南東部が第23号土坑を掘り込んでいるので，いずれよりも本跡

が新しい。

規模と平面形　一辺3．50mの方形である。

主軸方向　N－220－E

壁　壁高は30～60cmで，外傾して立ち上がっている。

壁溝　壁下を全周している。上幅7～16cm，下幅4～14cm前後，深さ5～10cmで，断面形は嬢やかなU字状で

ある。

床　中央部にわずかに凹凸が見られるものの，全体的には平坦である。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P6は，長径20～40cm，短径15～38cmの円形及び楕円形で，深さ14～45cm

の柱穴である。Plは北東コーナー部，P6は北西コーナー部，P3・P4は南壁際に，P2は東壁中央部寄

りに，P5は西壁中央部に位置している。

竃　北壁中央部を壁外に35cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ105cm，幅80cmである。火

床面は，浅い皿状を呈し，赤変硬化している。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

竃土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・　3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量，

焼土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土中ブロック・小石微量

2　にぷい褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・焼土　4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量，焼土粒子

小ブロック微量，ローム小ブロック極微量　　　　　　　　　　　極微量

覆土　4層からなる自然堆積である。下層に竃からの流れの焼土等が堆積し，上層にはローム・焼土を含む黒褐

色土がレンズ状に堆積する。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量，焼土　3　褐

粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物　4　褐

微量

色　ローム小ブロック・ローム粒子・黒色小ブロック

少量，炭化物微量

色　ローム小ブロック・粒子中量，焼土粒子・砂質粘

土少量

遺物　土師器片39点が出土している。第124図1の土師器杯は，中央部の覆土下層から逆位で，出土している。

2の土師器壷，3の土師器手捏土器は，中央部の覆土下層から出土している。4の土師器嚢と，6の土師器

甑は横位で，竃東側の壁際の覆土下層から出土している。5の土師器嚢は，竃西袖の南の覆土下層から横位

で，出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から6世紀後半と考えられる。
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第123図　第1号住居跡実測図
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第124図　第1号住居跡出土遺物実測図
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第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 準 計測値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 ‘． 備　　　 考

第12 4図 杯 A　 1 2．2 丸底。体部 は内攣して立ち上が 口縁 部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒 ，長石 ，雲母 P 1 90％　 PL 68

1 土 師 等 B　　 4．7 り，口縁 部との境 は外方 に突 出 面へ ラ削 り後，ナデ。 内面横位 明赤褐色 底部木葉痕

する。口緑部 はやや内傾する。 のナデ。 普通 内 ・外面黒色処理

2

壷 ． B （6．4） 底部から体部にかけての破片。平 体部 内 ・外 面へ ラ削 り。体部 内 砂粒，′長石 ，石英 P 2　3 5％　 P L 6 8

土 師 器 C ［5．8］ 底。体部は内攣して立ち上がり，口

縁部との境の内面に稜をもつ。

面 に輪積 み痕 を残す。 澄 色 －

〕普通 ．．

3

手捏 土器

土 師 器

B （5．4） 丸底 。体 部は内攣 して立 ち上

り，口緑 部はやや外傾す る。

体部 内・外面 に指頭 によるナデ。 砂粒，．長石；石英，雲駁 スコリア

にぷい橙色

普通

P 6　80％　 P L 68

4

嚢 B （15．0） 底部 か ら体 部中位 にか けての 体部外面へ ラ削 り。 ．砂 粒，長石，石英 ，雲母 P4　 60％　 P L 68

土 師 器 C　　 6．6 破片。平底 。 赤色

普通

5

嚢 A　 2 0．8 平底。体 部は内攣 して立 ち上 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外 砂粒 ，長石，石英 P 3 100％　 P L 68

土 師 器 B　 3 5．2

C　　 7．4

が り，頚 部で 「く」の字状 に

屈 曲し，口緑 部は外反す る。

面へ ラ削 り。 明褐色

普 通

6

甑 A　 2 6．7 無底式。体 部は内攣気味 に立 口緑 部 内 ・外 面横 ナ デ。 体 部 砂粒 ，長石，石英，雲母 P 5　 95％　 P L 68

土 師 器 B　 2 7．9

C　　 8．5

ち上が り，体 部中位か ら直線

的 に外傾す る。 口癖 部は外傾

し，端 部がわずか に外反す る。

内 ・外面縦位 のへ ラ削 り。 にぷい黄橙色

普 通

第2号住居跡（第125・126図）

位置　調査区北西部，B2b6区。

重複関係　本跡の南部が第35号住居跡の北部を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。本跡の北部が第1号溝に

掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．10m，短軸3．80mの方形である。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は25－50cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　北東・北西・南東の各コーナー部分を除いた壁下に巡っている。上幅10～20cm，下幅5～13cm前後，深さ

5cmで，断面形は緩やかなU字状である。

床　全体的に平坦で，出入り口部から竃周辺にかけて踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は，径35～40cmの円形で，深さ15～21cmである。P4は長径80cm，短径

［70］cmの楕円形で，．深さ21cmである。いずれも各コーナーに寄った位置にあり，規模と配置から主柱穴と考

えられる。P5は長径50cm，短径37cmの楕円形で，深さ21cmである。出入口施設に伴うピットであると考えら

れる。P6は長径50cm，短径37cmの楕円形で，深さ46cmである。性格は不明である。

貯蔵穴　北西コーナー部に付設されている。長径110cm，短径90cmの楕円形で，深さ20cmである。

竃　北壁中央部を壁外に71cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ162cm，幅105cmである。

道春状態は良好で，天井部が遺存している。火床面は，浅い皿状をしている。煙道部は，火厚面から緩やか

な傾斜で立ち上がっている。土師器の嚢を支脚に転用している。

寵土層解説

1極暗褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量，

炭化物極微量

2　灰黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子微量，焼土小ブロック・

炭化粒子極微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子少量

4　極暗褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・

炭化物少量，ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土

粒子・KP粒子少量，炭化物微量

6　黒　褐　色　粘土粒子中量，炭化物微量，焼土小ブロック・粒

子極微量

7　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック・炭

化吻極微量
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第125図　第2号住居跡実測図
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覆土　上層の1・2層がレンズ状の自然堆積層で，3層以下は人為堆積層である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，ローム小プ　　　4　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，焼土小プロ

ロック・焼土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・粒子微量，　　5　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土小ブロック・粒子少量，

炭化材極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒子微量

3　極黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化

物微量

遺物　土師器片675点，須恵器片49点，石器4点，多量の炭化物が出土している。第127・128図1の土師器杯は，

竃の覆土下層から出土している。2の土師器杯は，貯蔵穴の覆土中から出土している。3の土師器高台付杯

は，貯蔵穴北部の覆土上層から出土している。4の土師器嚢は，転用支脚として竃の覆土下層から出土して

いる。5の土師器嚢は，竃の覆土下層から，6の土師器嚢は，貯蔵穴の南側の覆土下層から出土している。

8の蔽石は，北東コーナー部の覆土上層から出土している。7の砥石は，P3の南西側の覆土下層から出土

している。9の石製紡錘車は，P3の北東側の覆土下層から出土している。10の石製紡錘車は，北西コーナー

、部の床面から出土している。11の刀子は，P2の西側の覆土上層から出土している。炭化材は，竃付近を除い

て，中央部を中心として，覆土中層から下層にかけて多量に出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第126図　第3号住居跡遺物出土位置図
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第127図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）

第2号住居跡出土遺物観察表

10cm

i　　　；　　　！

図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第127図杯 A［14．4］底部から口緑部にかけての破口縁部から体部外面ロクロナ砂粒，長石，石英，雲母，P7　25％　PL68

1 土師器B　　7．4 片。平底。体部は内攣して立デ。体部内面へラ磨き。底部回スコリア 内面黒色処理

C　　8．6 ち上がり，口縁部に至る。転へラ切り後，回転へラ削り。にぷい黄橙色　普通

2

杯 A［12．2］底部から口緑部にかけての破口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，礫，P9　40％　PL68

土師器B　　3．8 片。平底。体部は内轡して立ち面へラ削り。体部内面へラ磨き。スコリア 内面黒色処理

C　　6．8 上がる。ロ緑部は外反し，口縁l底部回転へラ切り後，回転へラにぷい橙色

端部はわずかに外反する。削り。 普通

3

高台付坪B（2．5）底部から体部下位にかけての休部外面ロタロナデ。体部内面砂粒，長石，雲母 Pl145％　PL68

土師器D　　6．0 破片。平底に「ハ」の字状にヘラ磨き。高台貼り付け後，ナ明褐色

E　　O．5 開く高台が付く。体部は内攣

して立ち上がる。

デ。 普通

－115－



Ctl‾l‾lll‾

第128図　第2号住屁梯出土遺物実測図（2）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 127 図 嚢 A　 12 ．0 平 底 。体 部 は内 攣 して 立 ち上 が ロ緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 砂 粒 ， 長 石 ，石 英 ， 雲 母 P 12　 60 ％　 P L 6 9

4 土 師 器 B　 12 ．2

C　　 6．3

り，口緑 部 は外 反 し，端 部 は外 上

方 につまみ 上 げ られて いる。

面 へ ラ 削 り後 ， ナ デ 。 橙 色

普 通

底 部 木 葉 痕

5

嚢 A　 2 1．0 体 部 中位 か ら口 緑 部 に か け て 口縁 部 内 ・外 面横 ナ デ 。 体 部 外 砂 粒 ， 長 石 ， 石 英 ， 雲 母 P 13　70 ％　 P L 69

土 師 器 B （22 ．5） の破 片 。 体 部 は 内 攣 し て立 ち

上 が り， 頚 部 は 屈 曲 し， ロ綾

部 は外 反 す る 。 端 部 は外 上 方

につ ま み 上 げ られ て い る。

面 へ ラ削 り。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

6

嚢 B （7．3） 底 部 か ら体 部 下位 に か け て の 体 部 外 面 へ ラ削 り。 内面 へ ラ磨 砂 粒 ， 長 石 ， 石 英 ， 雲 母 P 15 10％　 P L 69

土 師 器 C　　 7，2 破 片 。 平 底 。体 部 は 直 線 的 に

立 ち上 が る。

き。 褐 色

普 通

底 部 木 葉痕

図 版 番 号 種　　　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （c m ） 幅 （c m ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 12 8 図 7 砥　　　　 石 10，2 6．4 3 ，2 2 4 1 凝 灰 岩 覆　　　　 土 Q 2　 P L 78

8 敲　　　　 石 8．6 7．4 5 ．3 4 59 砂　 岩 覆　　　　 土 Q I　 P L 7 8

図 版 番 号 種　　　　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ （c m ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g）

第1 28 図 9 紡　 錘　 車 4．9 1．0 0 ．8 3 0 泥　 岩 覆　　　　 土 Q 3　 P L 7 8

10 紡　 錘　 車 3．6 0 ．5 0 ．8 8 泥　 岩 覆　　　　 土 Q 4　 P L 7 8

図 版 番 号 種　　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重 量 （g）

第 12 8 図 1 1 刀　　　　 子 （1 1．7） 1．3 0 ，4 （10 ．0） 覆　　　　　 土 M I　 P L 79
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第3号住居跡（第129・130図）

位置　調査区中央部，B2e9区。

重複関係　本跡が第10号住居跡の南東部を掘り込んでいて，本跡が新しい。

規模と平面形　斜面に立地し，南壁は残存していないため，正確な規模は不明であるが，長軸5．18m，短軸4・83

mはどの方形と推定される。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は20～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　南東コーナー部から南西コーナー部を除いた壁下を巡っている。上幅22～26cm，下幅3～10cm，深さ6

～10cmで，断面形はU字状である。

床　全体的に平坦である。竃付近から中央部西側にかけて踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4の4か所は，長径54～69cm，短径48－65cmの円形で，深さ50～92cmで

ある。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径

29cmの円形で，深さ13cmの出入口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に60cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ158cm，幅110cmである○

火床面は浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。天井部の構築材の

一部が崩落し，竃の覆土に残存している。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・KP粒子微量，焼土小ブ

ロック・炭化物極微量

2　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

3　灰　褐　色　焼土粒子・粘土小ブロック少量，ローム小ブロッ

ク・ローム粒子・焼土中ブロック微量

4　灰　赤　色　焼土粒子・粘土小ブロック少量，焼土中ブロック

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物・

KP粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・－

微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子極微

量

6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土小ブロッ

ク微量，ローム小ブロック極微量

7　にぷい褐色　KP粒子中量，焼土粒子微量

焼土粒子極微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中

ブロック極微量

6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・

炭化物微量，焼土粒子極微量

遺物　土師器片84点，須恵器片1点，陶器片1点と多量の炭化材が出土している。第131図1の土師器杯は，

北西コーナー部付近の覆土下層から出土している。2の土師器嚢は，竃西側袖付近の覆土下層から出土して

いる。3の土師器嚢は，竃の覆土下層から出土している。4の砥石と5の刀子は，ともに中央部の西壁寄り

の覆土下層から出土している。炭化材は，竃寄，りの中央部と西壁側のP3とP4までの間に点在して，覆土

下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状や出土遺物から，9世紀後半から10世紀前半と考えられる。

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器 ． ．種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ．法 ．の　 特 一徹 胎土 「色調 ・焼成 ．備　　　 考

第131図 杯 － A　 －・14．3 平底 。体部 は内攣 して立 ち上 口緑 部か ら体 郡 外面 ロ クロナ 砂粒，雲母 P17 100％ PL69

1 土 師 器 B　　 4．2 が り，体部中位か ら直輝 的に デ。体 部内面へ ラ磨 き。‘底部回 明褐色 底部外面墨書「廿」

C　　 6．1 延 び，口緑部 に至 る。 転へ ラ切 り後，回転へ ラ削 り。・ 普通 内面黒色処理底部

外面へラ記号「ハ」
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第129図　第3号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第131図高台付坪A　13．5 平底に「ハ」の字状に開く高ロ緑部から休部外面ロクロナ砂粒，長石，石英，雲母P18　95％　PL69

2 土師器B　　4．3 台が付く。体部は内攣して立デ。体部内面へラ磨き。高台貼にぷい橙色

D　　7．6

E　l．4

ち上がり，ロ緑部に至る。り付け後，ナデ。 普通

3

嚢 A［24．7］頚部からロ緑部かけての破ロ緑部内・外面横ナデ。 砂粒，長石，石英，雲母P1910％　PL69

土師器B（7，7）片。頚部が「く」の字状に屈

曲する。ロ緑端部は外上方に

つまみ上げられている。

にぷい褐色

普通

図版番号種　　　別

計　　測　　値
石　質出　土　地　点 備　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第131図4砥　　　　石 5．3 3．5 2，0 64 凝灰岩覆　　　　土Q5　PL78
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第130図　第3号住居跡寵実測図

⊂］
第131匡l　第3号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト－t I1－　　1

0　　　　　　　　　　　　10cm

「一一1　十一一　　一i

0　　　　　　　　　5clu

L一一i　＿」

図版番号種　　　別
計　　測　　値

出　土　地　点備　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（C血）重量（g）

第131図5刀　　　　子（16．8）2．10．5（66．0）覆　　　　　土M3　PL79
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第4号住居跡（第132図）

位置　調査区中央部，B3j3区。

重複関係　本跡が第5号住居跡の南壁から中央部寄りの床を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　斜面に立地し，南壁が残存していないため，正確な規模や平面形は不明であるが，一辺〔3．80〕

mほどの方形と推定される。

主軸方向　N－730－E

壁　壁高は12～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　北壁中央部の壁下で確認されている。上幅21～25cm，下幅6～10cm，深さ9cmで，断面形はU字状であ

る。

床　北部から南部にかけて緩やかに傾斜し，南西コーナー部付近は撹乱されている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は，長径20～40cm，短径19～34cmの円形及び楕円形で，深さ10～35cm

である。いずれも，各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は長

径27cm，短径23cmの楕円形で，深さ30cmの，出入口施設に伴うピットである。P5は径30cmほどの円形で，深

さ12cmの掘り込みをもっている。性格は不明である。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。長径104cm，短径83cmの楕円形で，深さ43cmである。
1

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子微量，ローム小ブロック・焼土小プロ　2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量

ック・黒色土小ブロック極微量　　　　　　　　3　極暗褐色　KP粒子少量，ローム粒子微量，焼土粒子極微量

竃　東壁中央部と推定される位置に，壁外に23cmほど掘り込んで構築されている。遺存状態は極めて悪く，袖

部等の構築材は残存していない。規模は長さ81cmほど，幅60cmほどと推定される。火床面は，浅い皿状を呈

し，赤変硬化している。

竜土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量　　　　　　　　　　　3　暗赤褐色　焼土粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土小プロツ　4　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少

ク微量，黒色土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

覆土　2層からなる自然堆積である。中央部から南壁にかけての覆土は流失している。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　2　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片134点，須恵器片12点が出土している。第133図1の土師器杯は，竃の覆土中から出土している。

2の土師器高台付杯は，壁溝中央部付近の覆土下層から出土している。3の砥石はP2の西側の覆土下層か

ら，4の砥石は貯蔵穴の南側の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 老

第133図 杯 A ［13．0］ 底部から口緑部にかけての破 口緑部か ら体部外面ロクロナ 砂粒，雲母 P20 10％　 PL68

1 土 師 器 B　　 3．9 片。平底。体部は内攣して立 デ。体部内面へラ磨 き9 底部 橙色

C ［9．4］ ち上が り，口緑端部はわずか

に，外反する。

回転糸切 り。 普通

2

高台付塔 B （2．2） 底部から体部下位にかけての 体部外面ロクワナデ。体部内面 砂粒，雲母 P21 30。％ ．PL69

土 師 器 D　　 5．9 破片。平底た 「ハ」の字状に ヘラ磨き。高台貼 り・付け後，ナ にぷい橙色 内面黒色処理

E　　 O．8 開 く高台が付 く。体部は内攣

して立ち上がる。

デ。 普通
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第132図　第4・5号住居跡実測図
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第133図　第4号住居跡出土遺物実測図

図版番号 種　　　 別
計　 測　 値　 （cm ）

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長 さ（c m ） 幅 （c m ） 厚 さ （cm ） 重量 （g）

第133図 3 砥　　　 石 8．5 3．5 1．3 4 6 ホルン7ェルス 覆　　　　 土 Q 6　 P L 7 8

4 砥　　　　 石 （4．4） 4．2 2．2 2 7 凝 灰 岩 覆　　　　 土 Q 7　 P L 7 8

第5号住居跡（第132図）

位置　調査区中央部，B3j4区。

重複関係　第4号住居跡に中央部から南壁まで掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　第4号住居跡との重複のため，正確な規模や平面形は不明である。

主軸方向　N－870－E

壁　壁高は6～24cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

壁溝　第4号住居跡との重複部分を除く北壁の壁下で確認されている。上幅21～25cm，下幅6～10cm，深さ9cm

で，断面形は緩やかなU字状である。

床　北部から南部にかけて緩やかに傾斜し，竃付近から，中央部にかけて踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径19～26cm，短径13～23cmの円形及び楕円形で，深さ9～27cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径45cm，短径35cmの楕円形で，深さ12cmである。

貯蔵穴土屑解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，黒色土粒子微量

ナチ‘
0　　　　　　　　5cm

i＋，＋！

第134区l　第5号住居跡出土遺物
実測図

竃　東壁中央部を壁外に40clnほど掘り込み，砂質粘土で構築されてい

る。規模は長さ150cm，幅105cmである。火床面は浅い皿状をしてい

る。煙道部は，火床面から嬢やかな傾斜で立ち上がっている。
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竜土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子・山砂粒子少量，ローム粒子・焼土小ブ　2　にぷい赤褐色　焼土粒子微量，焼土小ブロック極微量

ロック・炭化粒子極微量

覆土　単一層でなる自然堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師器片73点が出土している。第134図1の土師器高台付杯は，北壁中央部の壁際の覆土下層から出土

している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ・ 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第134図 高台付杯 B　 （2．2） 底部から体部中位にかけての破 体部外面ロクロナデ。体部内面 砂粒，雲母 P22　30％　 PL69

1 土 師 器 片。高台は接合面から剥離してい ヘラ磨き。体部下端回転へラ削 にぷい橙色 内面黒色処理

る。体部は内攣して立ち上がる。 り。高台貼り付け。 普通

第6号住居跡（第135図）

位置　調査区中央部，B3j5区。

重複関係　第22号土坑に南西コーナー部を床まで掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　北東部が調査区域外に延びているため，正確な規模や平面形は不明である。一辺5mはどの方

形と推定される。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は15～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　第22号土坑との重複部分を除き，壁下を巡っている。上幅8～24cm，下幅3～14cm，深さ10cmで，断

面形はU字状である。

床　西部から東部にかけては緩やかに傾斜している。中央部から東部にかけて踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は，長径18～60cm，短径16～50cmの円形及び楕円形で，深さ13～60cm

である。いずれも，各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は

長径44cm，短径37cmの楕円形で，深さ45cmである。出入口施設に伴うピットである。

貯蔵穴　北西コーナー部に付設されている。長径70cm，短径52cmの楕円形で，深さ28cmである。

貯蔵穴土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・粒子微量，焼土中ブロック極微量
、

覆土　2層からなる自然堆積である。中央部から南壁にかけての覆土は流失している。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極微量
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遺物　土師器片182点，須恵器片3点，陶器片1点，土製品1点が出土している。第136図1の土師器高台付杯

は，貯蔵穴の東側の床面から出土している。2の土師器高台付杯は，北西のコーナー部の覆土上層から出土

している。3の土製紡錘車は，南側の覆土中から出土している。陶器片は撹乱により混入したものと思われ

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半から10世紀前半と考えられる。

旦47．8m

「＝二二二二二二三二二±二二二二二二二二二二二二二二「－

「＼一一、｛　　　「　　　一一V一二

第135図　第6号住居跡実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

上47．2m

「＝フ‾

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第13．6図高台付杯A　12．9 平底に「ハ」の字状に開く高口緑部から体部外面ロクロナ砂粒，長石，石英 P23100％PL69

1 土師器B　　4．6 台が付く。体部は内攣して立デ。休部内面へラ磨き。高台貼明赤褐色 内面黒色処理

D　　6．7

E　1．0

ち上がり，口緑部に至る。り付け後，ナデ。 普通 底部外面へラ記号

「l」
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10cm

i　　　；　　　！

第136図　第6号住居跡出土遺物実測図

図版番 号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

2

高台付杯 A　 14．4 高台部破損 。平底に 「ハ」の ロ緑 部 か ら休 部外 面 ロク ロナ 砂粒 ，長石，雲母，礫， P24　 80％　 P L 69

土 師 器 B （4．9） 字状 に開 く高台が付 く。体部 デ。体部内面へ ラ磨 き。 高台貼 スコ リア 内面黒色処理

E （0．5） は内攣 して立ち上が り，口緑

部 に至 る

り付け後，ナ デ。 橙 色

普 通

図版番 号 種　　　 別

計　　 測　　 値
材 ・質 出　 土　 地　 点 備　　　 考

径 （cm ） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g）

第136図 3 紡　 錘　 車 5．5 2．3 0．6 （4 9．0） 土　 製 覆　　　　 土 D P I　 P L 7 8

第7号住居跡（第137図）

位置　調査区南東部，C3b7区。

重複関係　第3号溝に北東コーナー部の壁を，第29号土坑に中央部の床を掘り込まれており，いずれよりも本

跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3．25m，短軸2．75mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－860－E

壁　壁高は10－35cmで，ほぼ垂直である。

壁溝　北壁・南壁の中央部の壁下で確認されている。上幅8～24cm，下幅3～14cm，深さ8cmで，断面形はU字

状である。

床　ほぼ平坦である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径17－23cm，短径13－15cmの円形及び楕円形で，深さ31－43cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長

径15cm，短径10cmの楕円形で，深さ9cmの出入口施設に伴うピットである。

竃　東壁の南東コーナー部寄りを壁外に60cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ73cm，幅

86cmである。袖部の芯材に粘板岩を用いている。火床面は，浅い皿状を呈し，赤変硬化している。煙道部は，

火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

竃土屑解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・　3　褐　　色　ローム粒子中量

炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，ローム小プロツ

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・　　　　　　　ク少量，ローム粒子・炭化物極微量

炭化物微量

－125－



中　可　　凸l

」生46．2m

第137図　第7号住居跡実測図
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覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小プロッタ微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片209点，須恵器片10点，陶器片1点が出土している。第138図1の土師器高台付杯，2～4の土

師器賓は，いずれも竃の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前半と考えられる。

第138図　第7号住居跡出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 138 図 高台付杯 A ［17．1］ 平底 に 「ハ」 の字状 に開 く高 ロ緑 部 か ら体部 外 面 ロ クロ ナ 砂粒 ，長石，石 英，雲母 P 27　 40％　 P L 69

1 土 師 器 B　　 6．0 台が付 く。体部 は内攣 して立 デ。休 部内面へ ラ磨 き。高台貼 にぷ い黄橙 色 内面黒色処理

D　　 6．2

E　　 O．7

ち上が り， 口縁部 に至る。 り付 け後 ，ナデ。 普通

2

嚢 A ［20．0］ 体部中位からロ緑部にかけての 口緑 部 内 ・外 面 横 ナデ 。休 部 砂粒，長石 ，石英 ，雲母 P 28 15％　 P L 70

土 師 器 B （1 3．5） 破 片。最大径は体部上位にある。

口緑部は複合 口緑を呈している。

内 ・外面へ ラ削 り。 にぷ い黄橙色

普通

3

莞 A ［24．4］ 体 部中位から口緑部にかけての 口縁 部内 ・外 面横ナデ。体部 内 砂粒，長石 ，石英 ，雲母 P 29 10％　 P L7 0

土 師 器 B （12．0） 破片。最大径は体部上位にある。

ロ緑部はわずかに外傾している。

面へ ラ削 り。 明黄褐色

普通

4

嚢 A ［24．0］ 体 部中位か らロ綾部 にか けて 口縁部 内 ・外 面 横 ナデ 。体 部 砂粒，長石 ，石英 ，雲母 P 30　 5 ％　 P L7 0

土 師 器 B （1 1．3） の破 片。頚部は 「く」 の字状 内 ・外面へ ラ削 り。輪積 み痕 を にぷい橙色

に屈 曲 し，口緑 部は外 反す る。 残す。 普通
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第8号住居跡（第139図）

位置　調査区南東部，C4dl区。

規模と平面形　大半が調査区城外にあり，北壁から北東コーナー部にかけての北部のみの確認のため，規模や

平面形は不明である。東西は約5mである。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は16～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　竃東袖から北東コーナー部手前までと，竃西袖から北西コーナー部まで，調査できた範囲内は，壁下を

巡っている。上幅15～24cm，下幅8～16cm，深さ4cmで，断面形はU字状である。

床　平坦である。

ピット　1か所（Pl）。Plは，長径30cm，短径（22）cmの楕円形で，深さ12cmである。北東コーナー部に寄っ

た位置から検出され，規模と位置から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部寄りの北壁際に付設されている。長径56cm，短径48cmの楕円形で，深さ18cmである。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　KP粒子中量，ローム粒子少量

竃　北壁中央部を壁外に67cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ140cm，幅123cmである。

袖部は，床面上に多量の山砂と少量の粘土を貼り付けて構築されている。火床面は，浅い皿状を呈し，赤変

硬化している。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

竜土層解説

1暗赤灰色　焼土粒子・山砂粒子少量，焼土小ブロック微量，　4　灰黄褐色　山砂粒子中量

ローム粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　5　暗赤灰色　焼土粒子少量，山砂粒子極微量

2　暗赤灰色　山砂粒子少量，焼土粒子極微量　　　　　　　　　6　灰黄褐色　山砂粒子少量，焼土粒子微量

3　極暗赤褐色　焼土粒子・山砂粒子少量，焼土小ブロック微量

覆土　6層からなる自然堆積である。6層は竃からの流れ込みである。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物極微量　　　4　黒　褐　色　KP粒子少量，ローム粒子微量，焼土粒子極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　KP粒子少量，ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量，炭化粒子・粘土粒子極微量　　　6　黒　褐　色　山砂粒子中量，焼土粒子少量

遺物　土師器片92点，須恵器片14点，鉄棒2点が出土している。第140図1の土師器高台付杯は，覆土中から出

土している。2の土師器高台付皿は，北西コーナー部寄りの北壁際の床面から出土している。1と2はとも

に内面黒色処理され，底部外面に「九」と墨書されている。3め須恵器杯は，竃の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第14 0図 高台付杯 A　 13．0 平壌 に 「ハ」の字状 に開 く高 口緑部 か ら体 部外 面 ロ タ ロナ 砂粒 ，長石，石英，雲母 P3 1 60％　 P L 70

・1 土 師 器 B　　 4．4 台 が付 く。体部は内攣 して立 デ。体部 内面へ ラ磨 き。高台貼 橙色 内面黒色処理

D　　 6．9

E　 l．2

ち上 が り，‘口縁部 に至 るd り付け後， ナデ。 普 通‘ 底部外面墨書「九」

2

高台付皿 A　 13．4 平底 に 「ハ」の字状 に開 く高 口緑 部 か ら体 部外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ，長石，石英，スコリア P33　 90％　 P L 70

土 師 器 B ． ．、2．2 ． 台が付 く。体 部は外傾 して立 デ。体部 内面へ ラ磨 き。 高台貼 にぷい褐 色 内面黒色処理

D　　 7．8 ち上が り，口緑 部に至 る。体 り付け後，ナ デ。体部下端 回転 普通 底部外面墨書「九」

E　　 O．7 部下位 に稜 を もつ。 ヘ ラ削 り。
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第139図　第8号住居跡実測図
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第140図　第8号住居跡出土遺物実測因

訝

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第140図杯A　15．0底部から口緑部にかけての破片。口縁部から体部外面ロタロナ砂粒，長石，石英P34　30％　PL71

3 須恵器B　　5．0

C　k6］

平底。体部は内攣気味に立ち上

がり，口緑部はわずかに外反する。

デ。 灰白色

普通

第9号住居跡（第141図）

位置　調査区南東部，C3d9区。

規模と平面形　大半が調査区域外にあり，北西コーナー部から東壁中央部にかけての北部のみの確認のため，

規模や平面形は不明である。東西は約3mである。

主軸方向　N－00

壁　壁高は28～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　竃東袖から北東コーナー部手前までを除いて，調査できた範囲内は，壁下を巡っている。上幅12～23cm，

下幅4～8cm，深さ12cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，全体的に硬質である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは，竃南方向で調査区城外との境界付近に位置し，径34cmほどの円形で，深

さ20cmである。北東コーナー部に寄った位置から検出されており，規模と位置から主柱穴と考えられる。P2

は北西コーナー部の北壁寄りに位置し，長径16cm，短径14cmの楕円形で，深さ23cmである。規模と位置から

補助柱穴の可能性がある。

寵　北壁中央部を壁外に16cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ77cm，幅97cmである。火

床面は，浅い皿状を呈し，赤変硬化している。煙道部は，火床面から横やかな傾斜で立ち上がっている。

寵土層解説

1　暗赤褐色　炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量　　　　　3　灰　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，KP粒子微量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量，ロー

ム小ブロック・炭化物極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微呈

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小プロッタ微量

4　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量
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第141図　第9号住居跡実測図

遺物　土師器片52点，須恵器片5点，

土製支脚片20点が出土している。

第142図1の土師器嚢は，竃の覆土

下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から

9世紀後半と考えられる。
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第142図　第9号住居跡出土遺物実測図
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第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第142図 題 A ［24．4］ 体部下位から口緑部にかけての 口緑部内 ・外面横ナデ。体部 砂粒，‘長石，石英，雲母 P35　30％　 －PL70

1 土・師 器 B （27．4） 破片。体部は内攣して立ち上が 内 ・外面上位に縦位のへ ラ削 橙色

り，頚部は「く」の字状に屈曲し，

口緑部は外反する。端部は外上

方につまみ上げられている。

り。体部外面下位から中位にか

けて，縦位のヘラ磨き。

普通

第10号住居跡（第143図）

位置　調査区南東部，B2eo区。

重複関係　第3号住居跡に中央部から南西コーナー部にかけての床を，第19号土坑に北壁を掘り込まれており，

本跡の方が古い。

規模と平面形一大半が，他の遺構との重複による掘り込みや壁の流失により，規模や平面形は不明である○

壁　壁高は30－38cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。北西コーナーから西壁中央までしか残存していない。

床　全体的に南方向に傾斜している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径34～36cm，短径26～34cmの円形及び楕円形で，深さ13～42cm

である。いずれのピットも，中央部から各コーナー部方向に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱

穴と考えられる。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　3　褐　　色　ローム小ブ百ウク少量，ローム粒子・KP粒子微

2　褐　　　色　KP粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　量

第143図　第10号住居跡実測図
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遺物　土師器片9点，弥生土器片54点，土製品1点が出土している。第144図1の土師器器台は，覆土中から

出土している。3の弥生土器壷，2の土師器台付嚢は，ともにPlの北側の覆土中層から出土している012

の土玉は，北西コーナー部の覆土中層から出土している。4～11は覆土中から出土している0

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。出土している弥生土器は十王台式であり，混

入の可能性が考えられる。

・・・てこ、∴

第144図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

も
Il

0　　　　　　　　　10cm O

L＿＿⊥　」　‾…　二二一二二」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第144図 器　 台 B　 （4．2） 脚部片。脚部は「ハ」の字状 台部外面縦位の8条のパケ目調砂粒，長石，石英 P36 10％　PL71

1 土師器 に開く。器受部中央に貫通孔

を穿つ。

整。器受部内面パケ目調整。 赤褐色

普通

2

台付襲 B　 （6．0） 台部から体部下端にかけての 台部外面縦位のパケ目調整。底砂粒，長石，石英 P38 10％　PL71

土師器 破片。台部は「ハ」の字状に

開く。

部内面パケ目調整。 赤褐色

普通

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第144園 広口壷 B　 （8．7） 頚部から底部にかけての破片。頚部は櫛歯状工具（5本）に砂粒，長石，石英，スコリアP37　35％　PL70

3 弥生土器 C　　6．2 よる縦区画により分割され，区画内には波状文が施されてい にぷい黄褐色

る。胴部は附加条二種（附加1条）の縄文が施され，羽状構

成をとる。底部には布目の痕跡を残す。

普通

図版番号 種　　　 別

計　　 測　　 値
出　土　地　点 備　　　　 考

径（C皿） 厚さ（cm）孔径（C皿）重量（g）

第144図12 土　　　　 玉 （3．6） （3．5） （0．5） （19．0） 覆　　　　　 土 DP2　PL78
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図版番号 券　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第144図 広 口 壷 胴部から頚部にかけての破片。破片上部は頚部であ り，櫛歯状工具 ・（6 本）による lT P2　PL77

4 弥 生 土 器 ‘縦区画と波状文が施されている。下部は胴部で附加条二種 （附加 1粂）の縄文が施

されている。内面は剥離 している。

5 ～7 広 口 壷

弥 生 土 器

胴部片。附加条二種 （附加 1条）の縄文が施されている。羽状構成である。 T P 3～5　P L77

8 ・9 広 口 壷 胴部片。附加条二種 （附加 1条）の縄文が施されている？羽状構成である。内面は T P 6 ・7　PL 77

弥 生 土 器 部分的に剥離している。

10 広 口 壷

弥 生 土 器

頚部片。櫛歯状工具 （3本）による縦区画と波状文が施されている。 T P 8　P L77

11 広 口壷 頚部片。櫛歯状工具 （6本）による縦区画が施されている。内面が部分的に剥離 し T P 9　P L77

弥 生 土 器 てる。胎土や縦区画の手法が 4 に極めて類似しており，同一個体の可能性が高い。

第11号住居跡（第145図）

位置　調査区南東部，C4e2区。

重複関係　第12号住居跡に東壁を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　大半が調査区域外にあり，北西コーナー部から東側にかけての部分のみの確認のため，規模や

平面形は不明である。

壁　壁高は20～32cmで，媛やかに外傾して立ち上がっている。

壁溝　調査できた範囲内は，壁下を巡っている。上幅20～34cm，下幅5～11cm，深さ6cmで，断面形はU字状

である。

床　平坦である。鹿沼パミス面を床面としている。

ピット　2か所（Pl・P2）。P2は，長径30cm，短径（14）cmの楕円形で，深さ44cmである．。北西コーナー部に

寄った位置から検出され，規模と位置から主柱穴と考えられる。Plは長径24cm，短径22cmの円形で，深さ

9cmの掘り込みをもつ。性格は不明である。

覆土　単一層で自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　KP粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片52点，須恵器片3点，陶器片1点が出土している。いずれも細片で図示できなかった。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀代と考えられる。

可　‘小

第145図　第11号住居跡実測図
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第12号住居跡（第146図）

位置　調査区南東部，C4d3区。

重複関係　第11号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　南部が調査区域外に延びているため，規模や平面形は不明である。

壁　西壁の壁高は32～52cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。東壁は残存していない。

壁溝　北西コーナー部を除いて，調査できた範囲内は，壁下を巡っている。上幅21～26cm，下幅6－10cm，深

さ8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦である。鹿沼パミス面を床面としている○

ピット1か所（Pl）。Plは，長径33cm，短径28cmの楕円形で，深さ26cmである。ほぼ中央部から検出され

ている。性格は不明である。

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　KP粒子少量，ローム粒子微量，焼土粒子極微

量

2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・KP粒子微量，焼土粒

子・炭化物極微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・KP粒子微量，焼土粒子極微量

4　暗　褐　色　KP粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・KP粒子少量，KP小ブロ

ック微量

遺物　土師器片257点，須恵器片27点，陶器片1点，鉄製品1点が出土している。第147図1の鎌は，覆土中か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀代と考えられる。

第146図　第12号住居跡実測図
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第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （C皿） 厚 さ （cm ） 重量 （g）

第 147図 1 鎌 （2．7） 3．6 0．6 （7．1） 覆　　　　　 土 M 5　 P L 7 9

0　　　　　5cm

」　＿⊥－＿＿＿＿」

第147図　第12号住居跡出土遺物実測図

1m

i　　　；　　　！

第148図　第13号住居跡実測図

第149図　第13号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

第13号住居跡（第148図）

位置　調査区南東部，C3e6区。

重複関係　第6号溝に北部の床を掘り込まれており，

本跡の方が古い。

規模と平面形　耕作による削平で竃のみの確認のた

め，規模や平面形は不明である。

竃　削平されていることと煙道が調査区城外のため，

規模や平面形は不明である。北壁を壁外に（54）cm

ほど掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は

長さ（63）cm，幅60cmである。火床面は，浅い皿状

を呈し，赤変硬化している。

寵土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量

3　黒　褐　色　焼土粒子・山砂粒子少量，焼土小ブロック・

炭化物極微量

遺物　覆土中から，土師器片30点，須恵器片2点が

出土している。第149図1の土師器襲，2の須恵器

杯は，ともに竃の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考

えられる。

＿‾‾．：‥茅〝：

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　十‥・　l

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 ・ 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第149図 嚢 A　19．7 体部上位から口緑部にかけて 口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英 P40 10％　PL70

1 土師器 B （7．7） の破片。口緑部は外反する。 面に輸積みの痕を残す。 明赤褐色

普通

2

杯 A ［14．6］ 底部からロ緑部にかけての破片。口縁部から休部外面ロクロナ砂粒，長石，礫，スコリア P41 35％　PL71

須恵器 B　　4．9 平底。体部は内攣気味に外傾し，デ。底部回転へラ切り後，回転灰色　 ＿

C ［7．9］ 口緑端部はわずかに外反する。 ヘラ削り。 普通
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第14号住居跡（第150・151図）

位置　調査区南東部，C3C5区。

重複関係　本跡が第15号住居跡と第95号土坑の覆土を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。第47号土坑に本跡

が掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南部が調査区城外にあり，規模や平面形は不明である。東西は約4mである。

主軸方向　N－860－E

壁　壁高は20～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　第47号土坑の東側付近の壁下に残存している。上幅10～13cm，下幅3～5cmである。断面形はU字状で

ある。

床　平坦である。第15号住居跡と重複部分は，貼床にされていたものと思われる。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は，長径21～43cm，短径19～23cmの円形及び楕円形で，深さ8～15cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長

径43cm，短径24cmの楕円形で，出入口施設に伴うピットである。P6は長径20cm，短径（13）cmの楕円形で，

深さ21cmの掘り込みをもっている。P7は径（20）cmの円形で，深さ25cmの掘り込みをもっている。P6と

P7は，ともに性格は不明である。

竃　東壁中央部を壁外に60cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ130cm，幅67cmである。遺

存状態は悪い。袖部は，北袖のみ残存している。火床面は浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から嬢や

かな傾斜で立ち上がっている。

竜土層解説

1黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土小ブロック・粒子微量，ロー

ム小ブロック極微量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒子・

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量

粘土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

2　黒　褐　色　粘土粒子少量，ローム粒子微量，焼土粒子極微

量

遺物　土師器片26点が出土している。第152図1の土師器杯は，第15号住居跡の竜北袖の西側の覆土下層から

出土している。2の土師器嚢は，第15号住居跡の竜北袖の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第152 図 杯 ・ B （1．8） 底部から体部下位にかけての 口緑部から体部外面ロクロナ 砂粒，長石，石英 P42 10％　 PL71

1 土 師 器 C ［6．3］ 破片。平底。体部は内攣気味

に立ち上がる。

デ。底部回転へラ切 り。 明赤褐色

普通

内面黒色処理

2

嚢

土 師 器

A ［19．4］ 体部中位から口緑部にかけての 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒，長石，石英，雲母 P43　 5％　 PL71

B （4．7） 破片。頚部は「く」の字状に屈曲し，

口緑部外面中位に稜をもつ。端部

は外上方につまみ上げられている。

輪積み痕を残す。 にぷい赤褐色

普通
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第150図　第14・15号住居跡実測図
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第151図　第14・15号住居跡竃実測図

Sl14

S115

0　　　　　　　　　　　　　1m

L－　1　　」

第152図　第14号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　－・　「一一　　一一」

第15号住居跡（第150・151回）

位置　調査区南東部，C3C5区。

重複関係　第14号住居跡に覆土を掘り込まれており，本跡の方が古い。第79・95号土坑を本跡が掘り込んでお

り，本跡が新しい。

規模と平面形　南部が調査区域外にあり，規模や平面形は不明である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は44～52cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　竃の両袖脇から，北東・北西各コーナー部にかけての壁下を巡っている。上幅17～28cm，下幅6～10cm，

深さ7～10cmである。断面形はU字状である。

床　平坦である。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は，長径18－38cm，短径15～28cmの円形及び楕円形で，深さ7～17cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は長

径18cm，短径15cmの楕円形である。性格は不明である。

竃　北壁中央部を壁外に94cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ151cm，幅97cmである。袖

部は，床面上に山砂と粘土を貼り付けて構築されており，礫を補強材として用いている。火床面は，浅い皿
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状を呈し，赤変硬化している。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

電土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　土極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量，ロー　　5　黒　　　色　焼土中ブロック・灰少量，焼土粒子微量，粘土粒

ム小ブロック・焼土中・小ブロック極微量　　　　　　　　　　　　　子　極微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量　　　6　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量，粘

覆土　3層からなる人為堆積である。1層は第14号住居跡の床面として貼られたものである。3層は竃の覆土

である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子・炭化物微量，ローム小ブロック・焼　3　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子微量，焼土小ブロック

土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極微呈

2　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化物極微量

遣物　土師器片917点，須恵器片65点，陶器片2点が出土している。第153図1の土師器高台付杯は，Plの底

面から出土している。2・3の土師器襲，4の須恵器杯は，ともに竃の覆土下層から出土している。5の須

恵器嚢は，竃の西袖南西側の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

」ミミミ

戸

10cm

一頭謬
軍配　　　　．．
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第153図　第15号住居跡出土遺物実測図
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第15号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （C血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第15 3図 高台付杯 A ［15．7］ 底部か ら口緑 部にかけての破 口緑 部 か ら体 部外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ，長石 ，石 英，雲母 P44　3 0％　 P L 71

1 土 師 器 B　　 5．9 片。平底 に直線 的に開 く高台 デ。体部内面へ ラ磨 き。高 台貼 スコリア 内面黒色処理

D　　 8．0

E　　 l．2

が付 く。体部 は内攣 して立ち

上が り，口緑 部に至る。．・

り付 け後，ナデ。 にぷい黄橙 色 ’・

普通

2

嚢 A ［2 2．0］ 体部中位から口緑部にかけての破 口緑 部内 ・外面横ナ デ。 砂粒 ，長石 ，石英，礫 P46　2 0％　 P L 71

土 師 器 B （12．3） 片。頚部は「く」の字状に屈曲し，口

緑部外面中位に稜をもつ。端部は

外上方につまみ上げられている。

明赤褐色

普通

3

嚢 A ［13．8］ 体部中位から口緑 部にかけての 口緑 部内 ・外面横ナ デ。 砂粒 ，長石 ，石英，雲母 P48．．20％　 P L 71

土 師 器 B （10′．6） 破片。頚部は「く」の字状に屈曲し，

口緑部外面中位に稜をもつ。端部

は外上方につまみ上げられている。

明赤褐色

普通

4

杯 A 12．8～ 13． 底部から口緑部にかけての破片。 口緑 部 か ら体 部外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ，長石，礫 ，スコリア P49 100％ P L 7 1

須 恵 器 B　　 5．2 平底。体部は内攣気味に外傾し， デ。底部回転へ ラ切 り後 ，回転 黄褐色 底部外面へラ記号

C　　 6．7 口緑端部はわずかに外反する。 へ ラ削 り。 普 通 「仰」

5

嚢 A ［3 0．6］ 体部上位から口緑 部にかけての 口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部内 砂粒 ，長石，雲母 P50　 5 ％　 P L 71

須 恵 器 B （10．2） 破片。口緑部は強く外反している。

口緑部外面中位に稜をもち，端部＿

は外上方につまみ上げられている。

面に指頭庄痕 を残す。 黄灰色

普 通

第16号住居跡（第154図）

位置　調査区中央部，C3d2区。

重複関係　東部では，覆土を第2号溝に掘り込まれており，本跡の方が古い。南部では，第46号土坑の覆土を

掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　東壁を第2号溝に掘り込まれており，規模や平面形は不明であるが，長軸4．10m，短軸

［3．35］mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は8～10cmで，外傾して立ち上がっている。傾斜部に立地しているため，自然条件による表土流出と

ともに，壁の相当部分が流失していると思われる。

床　東方向と南方向に緩やかに傾斜している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径23～38cm，短径20～36cmの円形及び楕円形で，深さ18～50cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。

篭　北壁中央部を壁外に42cm掘り込み，砂質粘土で構築している。規模は長さ130cm，幅116cmである。火床面

は，わずかに掘りくぼめた状態である。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている○

竃土層解説

1暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子少量

2　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土中・小ブロック・

粘土粒子少量，ローム粒子・砂粒微量

3　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒

子・砂粒少量，焼土中・小ブロック微量

4　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土小ブ

粒子・砂粒微量，KP大・中ブロック極微量

7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック・炭化粒

子・KP粒子少量，粘土粒子微量，砂粒極微量

8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，KP粒

子・粘土粒子微量

9　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子

微量

ロック少量，粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒微10　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小プロツ

量

5　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土　11褐
小ブロック・粘土粒子・砂粒微量

6　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・KP粒子少量，炭化
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ク・粘土粒子少量

色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，粘土

粒子微量



④

第154図　第16号住居跡実測図
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覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子・KP粒子微量，焼土粒子・KP小プ　2　暗　褐　色　ローム粒子・KP粒子微量

ロック極微量　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　ローム粒子微量，KP粒子極微量

遺物　土師器片206点，須恵器片11点が出土している。第155図1の土師器杯は，竃の覆土下層から出土してい

る。2の土師器嚢は，竃の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第155図　第16号住居跡出土遣物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表

丁．
0　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　　L　　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第155図 I不 A ［13．8］底部から口縁部にかけての破ロ緑部から休部外面ロクロナ砂粒，長石，石英 P5115％　PL71

1 土師器B　　4．7 片。平底。体部は内野気味にデ。休部内面へラ磨き。底部回にぷい黄褐色 内面黒色処理

C ［8．0］立ち上がり，ロ緑端部はわず

かに外反する。

転へラ切り。 普通

2

碧 A ［15月］休部中位から口緑部にかけて口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，雲母，P52 10％　PL71

土師器B （7．4）の破片。頚部は「く」の字状

に外反している。ロ緑部外面

中位に稜をもつ。端部は外上

方につまみ上げられている。

面へラ削り。 礫

にぷい橙色

普通

第17号住居跡（第156図）

位置　調査区中央部，C3e2区。

重複関係　中央部では，覆土を第2号溝に掘り込まれており，本跡の方が古い。本跡の北西コーナー部が，第

46号土坑の覆土を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　南東コーナー部は調査区域外に延びており，また両壁を第2号溝に掘り込まれているので，規

模や平面形は不明であるが，長軸3．30m，短軸2．70mほどの長方形と推定される。

主軸方向　N－106。－E

壁　壁高は20～24cmで，外傾して立ち上がっている。傾斜部に立地しているため，壁の相当部分が流失してい

ると思われる。

壁高　竜北袖脇から北西コーナー部にかけて巡っている。断面形はU字状である。

床　南方向に媛やかに傾斜している。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は，長径21～24cm，短径19～22cmの円形で，深さ14～22cmである。い

ずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は長径30cm，短

径28cmの円形で，深さ19cmの，出入口施設に伴うピットである。P5は長径23cm，短径20cmの円形で，深さ28

cmの掘り込みをもっている。性格は不明である。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径63cm，短径58cmの円形で，深さ7cmである。
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第156図　第17号住居跡実測図
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貯蔵穴土屑解説

1　暗　褐　色　焼土粒子・KP粒子極微量

竃　南部の一部が調査区域外にあるため，規模や平面形は不明である。東壁南東コーナー部寄りを壁外に50cm

掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ95cm，幅（76）cmである。火床面は，浅い皿状をしてい

る。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

埴土層解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

KP粒子少量，ローム粒子極微量

焼土小ブロック微量，ローム粒子・焼土粒子極微

1汗

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　KP粒子微量，ローム粒子・焼土粒子極微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，粘土粒子・KP粒子微量

3　黒　褐　色　KP粒子少量

遺物　土師器片89点，須恵器片15点，鉄製品2点が出土している。第157図2～4の土師器小皿と1の土師器杯

は，北西コーナー部の覆土上層から出土している。5の餃具は，P3の南側の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と思われる。

◎二：て

てこ：＝』＝＝♂　　［　　』　ク　『＝∃＝＝♂

5cm
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第157図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第157図埠 A　12．0 平底。休部は内攣気味に立ち口縁部から体部外面ロクロナ砂粒，長石，石英 P54　70％　PL71

1 土師器B　　4．8

C　　6．5

上がり，口緑端部はわずかに

外反する。

デ。底部回転糸切り。 にぷい黄褐色

普通

2

小　　皿A　　9．0 平底。体部は直線的に外傾し口縁部から体部内・外面ロクロ砂粒，長石，石英，雲母P55100％PL71

土師器B　l．6

C　　6．2

て立ち上がる。 ナデ。底部回転糸切り。 にぷい黄橙色

普通

3

小　　皿A　　9．2 平底。休部は直線的に外傾しロ緑部から体部内・外面ロクロ砂粒，長石，石英 P56　80％　PL71

土師器B　l．3

C　　6．8

て立ち上がる。 ナデ。底部回転糸切り。 にぷい橙色

普通

4

小　　皿A　lO．4 平底。体部は直線的に外傾し口緑部から体部内・外面ロクロ砂粒，長石，石英 P57　70％　PL71

土師器B　　l．8

C　　6．4

て立ち上がる。 ナデ。底部回転糸切り。 にぷい橙色

普通
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図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考
長さ （cm） 幅 ．（cm） 厚さ （cm） 重量 （g）

第157図 5 餃　　　 具 2．9 2．3 0．4 3．0 覆　　　　　 土 M 9　 P L79

第18号住居跡（第158図）

位置　調査区中央部，C3fl区。

重複関係　北東コーナー部を第2号溝に，西部を第48号土坑に掘り込まれており，いずれよりも本跡の方が古

い。

規模と平面形　東部が調査区域外に延びており，また南西コーナー部は撹乱のため，規模や平面形は不明であ

る。

主軸方向　N－50－E
l

壁　壁高は6～10cmで，垂直に立ち上がっている。傾斜部に立地しているため，壁の相当部分が流失している

と思われる。

床　南方向に緩やかに傾斜している。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，長径33cm，短径30cmの円形で，深さ32cmである。P2・P3は長径21～

32cm，短径18－23cmの円形で，深さ15～32cmである。いずれも北西コーナー部に寄った西壁際から検出され

ている。各ピットとも性格は不明である。

竃　北壁の北東コーナー部寄りと思われる位置を，壁外に51cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は

長さ56cm，幅79cmである。遺存状態は悪い。火床面は，床面と同じレベルの平坦面を使用している。煙道部

は，火床面から嬢やかな傾斜で立ち上がっている。

寵土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化

物・粘土粒子極微量

2　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・KP粒子少

量，ローム小ブロック・粒子極微量

3　黒　褐　色　KP粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，

ローム粒子極微量

4　暗　褐　色　粘土粒子中量，KP小ブロック少量

5　黒　　色　焼土小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量，ロ

ーム粒子極微量

6　黒　褐　色　焼土粒子・KP粒子少量，炭化物微量

覆土　単一層で自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片149点，須恵器片11点，土製品1点が出土している。第159図1の土師器杯は，竃西袖の南側の

覆土下層から出土している。2の土師器高台付杯は，中央部の西側の覆土下層から出土している。3の土師

器嚢と4の土師器甑，5の土製支脚は，竃の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第18号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第159図 杯 A　 12．0 平底。体部は内攣気味に立ち 口緑部か ら体部外面 ロクロナ 砂粒，長石，石英 P58　80％　 PL71

1 土 師 器 B　　 4．8 上がり，口緑端部はわずかに デ。底部回転へラ切 り。 にぷい黄褐色 内面黒色処理

C　　 6．5 外反する。 普通 体部外面墨書「不」
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第158図　第18号住居跡実測図
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第159図　第18号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第159図 高台付杯 B （2．7） 底部破片。平底に 「ハ」の字 高台貼 り付け後，ナデ。 砂粒，長石，石英，雲母 P59 10％

2 土 師 器 D ［7．8］

E　　 l．7

状に開く高台が付く。 橙色

普通

3

襲 A ［16．4］ 休部下位から口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 砂粒，長石，石英，礫 P60 15％　 PL71

土 師 器 B （14．0） 片。頚部は「く」の字状に外反する。

ロ縁部上位の外面に稜をもつ。

面横位のへラ削 り。 明赤褐色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第159図 甑 A ［23．5］ 体部か らロ緑部 にかけての破 体 部全 面に縦位のヘ ラ削 り。体 砂粒 ，長石，石英 P62　30％　 PL 72

4 土 師 器 B （25．0） 片。無底式。体 部は直線的に 部外 面上位 と内面上位か ら中位 にぷ い黄褐色

C ［18．2］ 立 ち上が り， 口緑 部に至る。 にかけて，輪積み痕 を残す。 普通

図版番号 種　　　　 別
計　　 測　　 値

材　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長さ （cm ） 幅 （cm ） 重量 （g）

第159図 5 支　　　 脚 （17．3） 13．5 （2150．0） 土　 製 覆　　　　 土 D P 3　 PL 78

第19号住居跡（第160図）

位置　調査区中央部，B2ho区。

重複関係　中央部の覆土を第5号溝に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　北西コーナー部から竃付近以外は，第5号溝に掘り込まれており，規模や平面形は不明である0

竃　北壁の北東コーナー部寄りと思われる位置を，壁外に60cm掘り込み，砂質粘土で構築されている0規模は

長さ92cm，幅80cmである。遣存状態は悪い0火床面は，床面と同じレベルの面を使用し，南東部の一部が赤

変硬化している。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている0

埴土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量，炭化粒子極微量　　　4　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・KP粒子微量

2　極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子極微量

3　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・KP粒子微量

遺物　土師器片44点，須恵器片1点が出土している0第161図1の土師器杯，2の土師器嚢は，ともに竃の覆土

下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

」L49．4m

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第160図　第19号住居跡実測図
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第161図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表

／

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　！

図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第161図杯A［14．4］体部下位から口緑部にかけて口緑部から体部外面ロタロナ砂粒 P6310％

1 土師器B（3．4）の破片。体部は内轡気味に立

ち上がる。

デ。体部内面へラ磨き。 にぷい褐色

普通

内面黒色処理

2

嚢A［22．0］体部中位から口縁部にかけて口緑部内・外面横ナデ。体都内砂粒，長石，石英，礫P6510％　PL72

土師器B（12．0）の破片。頚部は「く」の字状

に屈曲する。口縁部外面の中

位に稜をもつ。端部は外上方

につまみ上げられている。

面横位のヘラナデ。 明赤褐色

普通

第20号住居跡（第162図）

位置　調査区中央部，B2i9区。

重複関係　竃北部を第5号溝に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南東コーナー部周辺の壁が残存しておらず，正確な平面形は不明であるが，長軸3．95m，短軸

3．10mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は10～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。東壁中央部から南壁中央部までの壁は残存していな

い。

床　南方向に媛やかに傾斜している。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径25～32cm，短径25～27cmの円形及び楕円形で，深さ8～15cnl

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長

径25cm，短径17cmの楕円形で，深さ18cmの，出入口施設に伴うピットである。

竃　北部を第5号溝に掘り込まれているので，壁外への正確な掘り込みは不明であるが，北壁中央部を壁外に

55cmほど掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ97cm，幅149cmである。火床面は，床面をわずか

に掘りくぼめて使用している。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

埴土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子・KP粒子微量，焼土

粒子・炭化粒子極微量

2　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少

量，焼土小ブロック微量

3　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子

少量，焼土小ブロック・KP粒子微量

4　褐　　　色　炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブ

ロック・焼土粒子・KP粒子微量

5　極暗褐色　焼土粒子・粘土粒子・KP粒子微量，焼土小ブロ

ック極微量

覆土　単一層で自然堆積である。

土眉解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・KP小ブロック・KP粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
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第162園　第20号住居跡実測図
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第163図　第20号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片261点，須恵器片30点，鉄製品2点が出土している。第163図1の土師器杯は，P4の北側の床面

から出土している。2の須恵器甑は，北東コーナー部北壁寄りの覆土下層から出土している。3の須恵器甑

は，竃の覆土下層から出土している。4の鉄製紡錘車は，P4の西側で西壁寄りの床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第20号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm ） 。器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第163図 杯 A l 13．5 底部から口緑部にかけての破 口緑部か ら体部外面ロクロナ 砂粒，長石，石英 P66　50％　 PL72

1 土 師 器 B　　 3．6

C ： 7．4

片。平底。体部は内攣気味に

立ち上がる。

デ。底部回転へラ切 り。 にぷい褐色

普通

内面畢色処理

2

甑 A ［40．2］ 体部中位から口緑部にかけての 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，スコリア，雲母 P67 10％　 PL72

須 恵 器 B （15．0） 破片。体部は外傾して立ち上が

り，‘口緑部は強く外反する。

面上即 こ平行叩き目を残す。 にぷい褐色

普通

3

甑 A ［30．0］ 体部中位から口緑部にかけて 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，ス．コリア P68 10％　 PL7台

須 恵 器 B （12．6） の破片。体部は外傾して立ち

上が り，口緑部は強く外反す

る‘。口緑端部はわずかに外上

方につまみ上げられている。

面に平行叩き目を残す。 にぷい黄褐色

普通

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

出 土 地 点 備　　　　 考
長さ （cm）紡輪径（cm）紡輪厚さ（cm） 重量 （g）

第163図 4 鉄製紡錘車 （28．6） 5．2 0．4 （39．0） 覆　　　 土 M ll PL 79　竹製筒装着　 筒部分の長さ （8．5cm）

第21号住居跡（第164図）

位置　調査区中央部，B3jl区。

規模と平面形　南壁中央部や南東コーナー部周辺の壁が残存しておらず，正確な平面形は不明であるが，長軸

4．80m短軸4．65mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は35～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　撹乱部分は不明であるが，調査した範囲から推定して全周していると思われる。上幅18～48cm，下幅4

～22cm，深さ3～8cmである。断面形はU字状である。

床　平坦である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径36～52cm，短径32～51cmの円形及び楕円形で，深さ23～54cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は第

2竃南側に位置している。長径37cm，短径34cmの円形で，深さ42cmの掘り込みをもっている。性格は不明で

ある。

竃　2か所構築されている。第1竃は北壁の北西コーナー部寄りを壁外に43cm掘り込み，砂質粘土で構築され

ている。規模は長さ58cm，幅65cmである。火床面は，床面を掘りくぼめて使用している。煙道部は，火床面

から外傾して立ち上がっている。第2竃は北壁中央部を壁外に55cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。

規模は長さ55cm，幅81cmである。道春状態は悪い。火床面は，床面をわずかに掘りくぼめて使用している。

煙道部は，火床面から垂直に立ち上がっている。第2竃と床面の間に壁溝が巡っていることや残存状態から

みて，第1竃の方が，第2竃より新しい。
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第1寵土層解説

1黒　褐　色　KP粒子・山砂粒子少量，ローム小ブロック微量，　3　褐　　色　焼土粒子多量，KP粒子中量，ローム粒子微量

ローム粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　KP粒子多量，KP小ブロック中量，ローム粧

2　褐　灰　色　山砂粒子中量，KP粒子少量，ローム小プロツ　　　　　　　　子・焼土粒子・山砂粒子少量

ク・焼土小ブロック・炭化粒子微量

第2寵土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘土粒子・KP粒子微量，焼土中ブロック極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量，焼土小ブロック極微量　　　　　5　暗赤灰色　焼土粒子・灰粒子少量，焼土小ブロック・粘土粒

3　暗　褐　色　KP粒子中量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　子・KP粒子微量

4　極暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・

覆土　2層からなり人為堆積と思われる。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・KP粒子・KP小　2　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・KP粒

ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　子・KP小ブロック少量，ローム粒子・黒色土小

ブロック微量

遺物　土師器片286点，須恵器片26点，陶器片1点が出土している。第165図1の土師器杯は，西壁中央部際の

覆土下層から出土している。2の土師器高台付杯は，Plの西側の床面から出土している。3の土師器高台

付杯は，第1竃の南側の覆土下層から出土している。陶器片は，撹乱により混入したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第165図　第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

10cm

】　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第165図杯 A［14．2］底部からロ緑部にかけての破口緑部から体部外面ロクロナ砂粒 P7150％　PL72

1 土師器B　　4．8 片。平底。体部は内督して立ちデ。体部内面へラ磨き。体部下にぷい褐色 内面黒色処理

C　　6．6 上がり，口緑部はやや外反する。端へラ削り。底部回転へラ切り。普通

2

高台付i不A［12．0］平底に，「ハ」の字状に開く高ロ緑部から休部外面ロタロナ砂粒，スコリア，雲母P72　65％　PL72

土師器B　　4．9 台が付く。体部は内轡気味にデ。体部内面へラ磨き。体部下褐色 内面黒色処理

D　　6．2 立ち上がり，体部中位からは端へラ削り。底部回転へラ切り。普通 底部外面墨書「甘」

E　　O．8 直線的に延び，口緑部に至る。高台貼り付け後，ナデ。
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第165図 高台付杯 A　 13．6 平底に，直線的に開 く高台が付 口緑 部 か ら体 部外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ，ス コリア，雲母 P73 ．50％　 PL 72

3 土 師 器 B　　 3．8 く。体部は内攣気味に立ち上が デ。体部内面へ ラ磨 き。体 部下 にぷい褐 色 内面黒色処理

D　　 6．8 り，体部中位からわずかに外傾 端へ ラ削 り。底 部回転へ ラ切 り。 普 通 底部外面墨書「十」

E　　 O．9 ．して延び，口緑部に至る。 高台貼 り付 け後 ，ナデ。

第22号住居跡（第166図）

位置　調査区中央部，C2a9区。

規模と平面形　南東部が調査区域外に延びているので，正確な平面形は不明であるが，長軸4．20m，短軸4．05

mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は20～40cmで，垂直に立ち上がっている。南壁と東壁の上部は，斜面部に立地しているため流失し，

残存していない。

壁溝　竃の両袖脇から，北東コーナー部・西壁中央部にかけての壁下を巡っている。上幅12～27cm，下幅2～

16cm，深さ4～8cmである。断面形はU字状である。

床　南西コーナー部方向にわずかに傾斜している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は，長径26～36cm，短径24－32cmの円形及び楕円形で，深さ22～28cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は長

径28cm，短径24cmの円形で，深さ23cmの，出入口施設に伴うピットである。

竃　北壁中央部を壁外に60cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ144cm，幅125cmである。西袖

内側上部に天井部の一部と思われる砂質粘土が遺存している。火床面は，浅い皿状を呈し，赤変硬化してい

る。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

2　黒　褐　色　焼土小ブロック・．焼土粒子・粘土粒子・KP粒子微

量

3　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子微量

4　灰　赤　色　山砂粒子中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

5　赤　灰　色　粘土粒子・山砂粒子中量，焼土小ブロック・

焼土粒子・KP粒子少量

6　明　褐　色　KP粒子多量，ローム粒子中量

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，KP粒子微量　　　3　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中プロツ

2　極暗褐色　KP粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼　　　　　　　　ク・焼土粒子・粘土粒子・山砂粒子・砂礫少量

土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片87点，須恵器片8点が出土している。第167図1の土師器高台付杯は，竃の南側の覆土中層から

出土している。2の土師器壷，3の土師器嚢は，竃の覆土中層から出土している。4の土師器嚢は，竃東袖

の南側の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。
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第167図　第22号住居跡出土遺物実測図

第22号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第167図高台付坤こA　13．7 平底に，「ハ」の字状に開く口縁部から体部外面ロタロナ砂粒，長石，石英，雲母P74　90％　PL73

1 土師器B　　5．1 高台が付く。体部は内野してデ。体部内面へラ磨き。体部下橙色 内面黒色処理

D　　7．8

E　　O．8

立ち上がり，ロ緑部に至る。端へラ削り。底部回転へラ切り。

高台貼り付け後，ナデ。

普通

2

宝E B（10．2）底部から体部上位にかけての体部外面へラ削り。体部内面に砂粒，長石，石英，雲母P75　50％　PL72

土師器C　　6．0 破片。平底。体部は内轡して

立ち上がる。

輪積み痕を残す。 明赤褐色

普通

3

嚢A20．0～21．0体部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，礫P76　95％　PL72

土師器B　33．5

C　　6．7

頚部は「く」の字状に屈曲す

る。口緑部外面の中位に稜を

もつ。端部は，外上方に強く

つまみ上げられている。

面縦位のへラ削り。 明赤褐色

普通

4

要A［21．0］休部上位から口綾部にかけて口緑部内・外面横ナデ。体部外砂粒，長石，石英，雲母P7710％　PL73

土師器B（22．5）の破片。体部は内轡して立ち面縦位のヘラ削り。内面横位の橙色

上がり，頚部は「く」の字状

に屈曲する。端部は外上方に

強くつまみ上げられている。

ヘラ削り。 普通
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第23号住居跡（第168図）

位置　調査区中央部，C2do区。

重複関係　本跡の西壁が第25号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。本跡の南東コーナー部が第24号

住居跡に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3．45m，短軸3．30mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－20－E

壁　北西部の壁高は12～36cmで，垂直に立ち上がっている。その他の壁は，斜面部に立地しているため流失

し，残存状態が極めて悪い。

壁溝　竃の両袖脇から壁下をほぼ巡っている。上幅8～16cm，下幅4－8cm，深さ6cmである。断面形はU字

状である。

床　暗赤褐色のローム面を床面にしており，南方向にわずかに傾斜している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P，3は，長径38～48cm，短径32～（40）cmの円形及び楕円形で，深さ6～10

cmである。Plは南東コーナー部に，P2とP3は隣接して南西コーナー部に寄った位置から検出されている。

いずれも掘り込みが浅く，性格は不明である。P4は長径48cm，短径46cmの円形で，深さ18cmである0出入口

施設に伴うピットであると考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に85cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ130cm，幅103cmである。両袖

とも礫を補強材に使用している。火床面は，浅い皿状を呈し赤変硬化している。煙道部は，火床面から嬢や

かな傾斜で立ち上がっている。

竜土層解説

1極暗褐色　粘土粒子多量，ローム小ブロック・焼土小プロツ　4　極暗褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，焼土小ブロック・

ク・焼土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭化物・炭化粒子微量

2　極暗褐色　粘土粒子多量，焼土中ブロック少量，焼土小プロ　5　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子極微量

ック微量　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子微量，焼土小ブロック極微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子極微量

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック微量　　　　　2　極暗褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック極微量

遺物　土師器片198点，須恵器片9点，陶器片1点が出土している。第169図1の土師器杯は，Plの東側の覆土

下層から出土している。2の土師器嚢は，竃の覆土中層から出土している。3の土師器嚢と7の須恵器杯は，

竃の覆土下層から出土している。4の須恵器杯は，竃の南側の床面から出土している。5の須恵器杯は，P4

の付近の覆土下層から出土している。6の須恵器杯は，北西コーナー部の覆土上層から出土している0　8の

須恵器甑は，竃の南側の覆土上層から出土している。陶器片は撹乱により混入したものと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。
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第168図　第23号住居跡実測図
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第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ’胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第169図 杯 A　 13．4 平底。体部は内攣気味に立ち 口線部か ら体部外面ロクロナ 砂粒，長石，石英，雲母 P79　50％　 PL 73

1 土 師 器 B　　 4．0 上が り，口緑端部はわずかに デ。内面へラ磨き。体部下端へ 橙色 内面黒色処理

C　　 6．6 外反する。 ‘ラ削 り。‘底部回転ベラ切 り後，

ナデ。

普通 体部外面墨書

「西山」ヵ

2

嚢 A ［19．5］ 体部下位か ら口縁部にかけて 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英，雲母 P80　20％

土 師 器 B （20．5） の破片。体部は内轡 して立ち

上が り，頚部は 「く」の字状

に屈曲する。端部は外上方に

強 くつまみ上げられている。

面縦位のへラ削り。 橙色

普通

3

棄 A ［21．2］ 体部上位から口線部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，石英，雲母 P81 10％

土 師 器 B （11．2） 片。頚部は「く」の字状に屈曲する。

口縁部外面中位に稜をもつ。端部は

外上方につまみ上げられている。

面縦位のへラ削 り。 明赤褐色

普通

4

杯 A　 14．0 平底。体部は直線的に立ち上 口緑部から体部外面ロクロナ 砂粒，長石，石英，雲母 P82　85％　 PL73

須 恵 器 B　　 5．2 が り，口緑部はわずかに外反 デ。体部下端へラ削 り。底部回 にぷい黄橙色 底部外面へラ記号

C　　 7．0 する。 転へラ切り後，ナデ。 普通 「I」

5

杯 A　 13．5 平底。体部は直線的に立ち上 口緑部か ら体部外面ロクロナ 砂粒，長石，石英 P83　65％　 PL73

須 恵 器 B　　 5．2 が り，口緑端部はわずかに外 デ。回転へラ切 り後，ナデ。 灰色 底部外面へラ記号

C　　 7．3 反する。 普通 「I」

6

杯 A ［13．8］ 底部から口緑部にかけての破片。 口縁部か ら体部外面ロクロナ 砂粒，長石，石英 P84　45％　 PL73

須 恵 器 B　　 4．7 平底。体部は内攣気味に立ち上が デ。体部下端へラ削 り。底部へ 灰色

C ［6．4］ り，口縁端部はわずかに外反する。 ラ由り。 普通

7

杯 A ［15．8］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部か ら体部外面ロクロナ 砂粒，長石，石英，雲母 P85　30％　 PL73

須 恵 器 B （4．5） 体部は内攣気味に立ち上がり，口

緑端部はわずかに外反する。

デ。体部下端へラ削 り。 灰色

普通

8

甑 A ［28．0］ 体部か ら口緑部にかけて．の破 口緑部内 ・外面ロクロナデ。 砂粒，長石，雲母，スコリア P86　20％　 PL73

須 恵 器 B （14．5） 片。体部は外傾して立ち上が

り，口緑部に至る。

にぷい褐色

普通

第24号住居跡（第170図）

位置　調査区中央部，C2do区。

重複関係　本跡が第23号住居跡の南東コーナー部を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　東部が調査区城外に延びているため，規模と平面形は不明であるが，調査できた範囲の北壁は

3．10mである。

主軸方向　N－830－W

壁　壁高は18～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。斜面部に立地しているため，壁の相当部分が流失して

いると思われる。特に，南壁と西壁の上部は失われている。

壁溝　調査できた範囲では，竃から貯蔵穴1西側までと，北壁の壁下を巡っている。上幅18～24cm，下幅4～

10cm，深さ6cmである。断面形はU字状である。

床　暗赤褐色のローム面を床面にして使用しており，南方向に傾斜している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径32～51cm，短径27～48cmの円形及び楕円形で，深さ20～32cm

の掘り込みをもっている。PlとP4は，中央部から北東コーナー部寄り，P2とP3は中央部から南東コーナ

ー部寄りの位置から検出されている。いずれも性格は不明である。

貯蔵穴　2か所に付設されている。貯蔵穴1は，北西コーナー部に付設されている。径84cmの円形で，深さ18

cmである。貯蔵穴2は，竃南袖の南東側に付設されている。長径92cm，短径84cmの楕円形で，深さ54cmであ

る。
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第170図　第24号住居跡実測図
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第171図　第24号

住居跡出土遺物実測図

炉　中央部からP4の西寄りに位置し，長径30cm，短径24cmの楕円形で，床面を12cm

ほど掘りくぼめている。炉床は赤変硬化している。

竃　西壁中央部を壁外に44cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ71

cm，幅67cmである。遺存状態は悪い。火床面は，浅い皿状をしている。煙道部は，

火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

竜土層解説

1赤　黒　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，ロ　3　極暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土

ーム小ブロック・粒子極微量

2　極暗褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

粒子微量

覆土　単一層で自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック極微量

遺物　土師器片135点，須恵器片1点，鉄津1点が出土している。第171図1の土師器高台付杯は，貯蔵穴1の

東側の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前半と考えられる。確認された炉は，粘土を貼るなどして炉床とし

た形跡は認められず，鉄淳も流入したものと思われる。このため，鍛治炉の可能性は少ないと考えられる。

第24号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ．該　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第171図 高台付杯 B　 （3．0） 底部片。平底に，「ハ」の字 底部回転へラ切 り後，ナデ。高 砂粒，長石，石英，雲母 P87　 5％　 PL73

1 土 師 器 D　　 6．2

E　　 2．0

状に開く高台が付 く。 台貼 り付け後，ナデ。 浅黄橙色

普通

第25号住居跡（第172図）

位置　調査区南部，C2d9区。

重複関係　第23号住居跡の西壁が，本跡の東壁を掘り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と平面形　南西部が調査区域外に延びており，規模と平面形は不明である。北壁は3．00mを確認している。

主軸方向　N－880－E

壁　壁高は28～30cmで，垂直に立ち上がっている。

壁溝　調査できた範囲では，北壁と西壁の壁下を巡っている。上幅10～18cm，下幅2～4cm，深さ6cmである。

床　暗赤色ローム面を床面としており，南方向に傾斜している。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は，長径16～42cm，短径15～42cmの円形及び楕円形で，深さ14～38cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は，

P2の南西側の位置から検出されている。長径22cm，短径16cmの円形で，深さ34cmの掘り込みをもっている。

性格は不明である。

竜　東壁中央部から南東コーナー部寄りを壁外に53cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ110

cm，幅75cmである。遺存状態は悪い。火床面は，浅い皿状を呈し赤変硬化している。煙道部は，火床面から

緩やかな傾斜で立ち上がっている。
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第172図　第25号住居跡実測図

－165－

十

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿　　；　　二∃



埴土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック微量　3　暗　褐　色　KP粒子中量，ローム中ブロック極微量

2　暗　褐　色　焼土粒子・KP粒子少量，ローム粒子極微量

覆土　単一層で自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量，ローム小ブロック・焼土粒子極微量

遺物　土師器片181点，須恵器片7点，石製品1点，鉄津1点が出土している。第173図1の土師器杯と2の土

師器嚢は，北西コーナー部の覆土中層から出土している。3の砥石は，中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と考えられる。
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第173図　第25号住居跡出土遺物実測図
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第25号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第17 3図 高台付杯 A　 15．1 平底 に， 「ハ」 の字 状 に開 く 口緑 部 か ら体部 外 面 ロ タロ ナ 砂粒 ，長石 ，石英，雲母 P88　 95％　 P L 73

1 土 師 器 B　　 5．6 高台が付 く。体部 は内轡 して デ。体部内面へ ラ磨 き。高台貼 にぷ い黄橙色 内面黒色処理

D　　 7．4 立ち上が り， 口縁部 はわずか り付 け後，ナデ。底部 回転糸切 普通

E　　 O．5 に外反す る。 り。

2

嚢 A ［1 7．0］ 体部 は内攣 して立 ち上 が り， 口緑 部内 ・外面横ナデ。 口緑部 砂粒 ，長石 ，石 英 P89　 85％　 P L 73

土 師 器 B　 14．6 頚部は 「く」 の字状 に屈 曲す 外 面下位 か ら中位にか けて横位 橙色 底部外面へラ記号

C　 12．4 る。口緑部 は外反す る。 のヘ ラ削 り。 普通 「l」

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

石　 質 出　土　 地　 点 備　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚さ（cm ） 重量（g）

第173図 3 砥　　　 石 13．7 8．8 1．3 204 凝 灰 岩 覆　　　　 土 Q 8　 P L78

第26号住居跡（第174図）

位置　調査区西部，B2i2区。

重複関係　本跡が第31号住居跡の東壁を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸4．24m，短軸3．50mの長方形である。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は12～25cmで，外傾して立ち上がっている。

壁溝　竃東袖の東側の北壁と，竃西袖から西壁の壁下を巡っている。上幅10～18cm，下幅2～4cm，深さ6cmで

ある。

床　暗赤色ローム面を床面にして使用しており，南方向に傾斜している。中央部の南東側と西側が踏み固めら

れている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は，長径37～48cm，短径25～44cmの円形及び楕円形で，深さ15～20cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P6は，

径25cmほどの円形で，出入口施設に伴うピットと考えられる。P5は南東部の位置から検出されている。径17

cmほどの円形である。性格は不明である。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。長径58cm，短径51cmの楕円形で，深さ16cmである。

竜　北壁中央部から北東コーナー部寄りを壁外に77cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ136cm，

幅100cmである。火床面は，浅い皿状を呈し，赤変硬化している。煙道部は，火床面から傾斜して立ち上がっ

ている。

寵土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小

ブロック微量，炭化粒子極微量

2　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小

ブロック微量

3　暗赤褐色　焼土粒子・粘土小ブロック少量，焼土小ブロック

微量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・粘土小ブロック

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・KP粒

子微量

微量

5　極暗赤褐色　焼土粒子微量，焼土小ブロック極微量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土小ブロック

微量

7　黒　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック微量，ローム小ブロ

ック・焼土小ブロック極微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子微量
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遺物　土師器片339点，須恵器片38点，陶器片1点，鉄津1点が出土している。第175図1の土師器高台付杯は，

P4の東側の床面から出土している。2の土師器高台付皿は，北西コーナー部の覆土下層から出土している。

3の土師器賓は，貯蔵穴の北側の床面から出土している。陶器片は撹乱により混入したものと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第175区l　第26号住居跡出土遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

トー…　－l　　－－」

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第175図 高台付杯 A　 14．2 平底に，わずかに開く高台が 口緑部から体部外面ロクロナ 砂粒，長石，石英 P90　90％　 PL73

1 土 師器 B　　 4．5 付く。体部は直線的に立ち上 デ。体部内画へラ磨き。高台貼 明褐色 内面黒色処理

D　　 7．0

E　　 O．9

がり，口緑部に至る。 り付け後，ナデ。 普通

2

高台付皿 A　 13．6 平底に，わずかに開く高台が ロ緑部から休部外面ロタロナ 砂粒，長石，石英，雲母 P91 95％　 PL73

土 師器 B　　 3．0 付く。体部は外傾して立ち上 デ。体部内面へラ磨き。体部下 橙色 内面黒色処理

D　　 6．5 がり，ロ緑部に至る。端部は 端回転へラ削り。高台貼り付け 普通

E　　 O，8 わずかに外反する。 後，ナデ。

3

嚢 A ［27．6］ 底部から口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部内 砂粒，長石，石英 P92　65％　 PL74

土 師器 B　 27．3 片。休部は内攣して立ち上が 面横位のヘラ磨き。 にぷい赤褐色 外面赤彩

C ［11．7～

12．7］

り，頚部は 「く」の字状に屈

曲する。ロ緑端部は外上方に

つまみ上げられている。

普通 内面黒色処理
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第27号住居跡（第176図）

位置　調査区西部，B2i6区。

重複関係　第5号溝に中央部を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南東コーナー部が残存しておらず，規模や平面形は不明であるが，長軸3．50m，短軸2．80mの

隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－120－W

壁　壁高は18～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　北西コーナー部の壁下を巡っている。上幅18～26cm，下幅4～βcm，深さ6cmである。断面は緩やかな

U字状である。

床　ほぼ平坦である。北東コーナー部の東西80cm，南北90cmの範囲が，床面から8cmほど高い平坦部になって

おり，棚状の形態を呈している。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径21～60cm，短径18～46cmの円形及び楕円形で，深さ14～22cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径

25cmほどの円形で，深さ10cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に48cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ70cm，幅85cmである。遺存状態

は悪い。火床面は，浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から外傾して立ち上がっている○

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　KP粒子少量，焼土粒子・山砂粒子微量

2　暗　褐　色　KP粒子・山砂粒子少量，焼土粒子微量　　　　4　暗赤褐色　焼土粒子・山砂粒子少量，焼土小ブロック微量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子・KP粒子　3　暗　褐　色　ローム粒子・KP粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量

2　暗　褐　色　KP粒子少量，ローム粒子微量，焼土粒子・炭化　4　褐　　色　KP粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子

粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量，ローム小ブロック・KP小ブロック極微量

遺物　土師器片203点，須恵器片17点，鉄淳1点が出土している。第177図1の土師器高台付杯は，北東コーナ

ー部の覆土中層から出土している。2の土師器小皿は，P4の南側の床面から出土している。3の土師器杯

は，Plの北西側の覆土下層から出土している。4の土師器嚢は，竃の覆土上層から出土している○

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と考えられる。

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器 ．種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第177図 高台付杯 B　 （3．0） 底部片。平底に，「ハ」の字 底部内面へラ磨き。底部回転へ 砂粒，長石，石英，雲母 P93　30％　 PL74

1 土 師 器 D　　 7．3

E　 l．3

状に開く高台が付 く。体部は

内攣気味に立ち上がる。

ラ切り。高台貼 り付け後，ナデ。 にぷい黄橙色

普通

内面黒色処理

2

小　　 皿 A　　 9．2 平底。体部は直線的に立ち上 口緑部か ら体部外面ロクロナ 砂粒，長石，雲母 P94　70％　 PL74

土 師 器 B　　 l．7

C　　 5．4

が り，口緑端部はわずかに外

反する。

デ。底部回転糸切 り。 明赤褐色

普通
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第176図　第27号住居跡実測図
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第177図　第27号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第17 7図 杯 A　 13．2 体 部 は内 轡気 味 に 立 ち上 が 口緑 部 か ら休 部外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ，長石，石英，雲母 PlO l lOO％　 P L 74

3 土 師 器 B　　 4．1 る。 ロ緑端部 はわずかに外反 デ。休部内面へ ラ磨 き。底 部回 橙色

C　　 6．2 す る。 転糸切 り。 普通

4

嚢 A ［19．0］ 体部下位か ら口緑 部にかけて 口縁部内 ・外面横ナデ。 ロ緑 部 砂粒 ，長石，石英，雲母 P95　 30％　 P L 74

土 師 器 B （2 4．7） の破片。体部 は内攣 して立ち 外 面下位縦位のヘ ラ削 り。体 部 橙色

上が り，頸部 は 「く」の字状

に屈 曲す る。 口緑 端部は外上

方 につ まみ上 げ られてい る。

外 面上位縦位のヘ ラ削 り。 内面

横 位のへ ラ削 り。

普通

第28号住居跡（第178図）

位置　調査区西部，C2a7区。

重複関係　本跡が第52号土坑の覆土を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。第53号土坑とも重複している

が，新旧関係は不明である。

規模と平面形　南東・南西両コーナー部と南壁が残存しておらず，規模や平面形は不明である。

主軸方向　N－1020－E

壁　壁高は28－38cmで，垂直に立ち上がっている。

壁溝　北・東壁の中央部の壁下を巡っている。上幅22～38cm，下幅10～20cm，深さ5cmである。断面形は緩や

かなU字状である。

床　南方向にわずかに傾斜している。

ピット1か所。Plは長径40cm，短径34cmの楕円形で，深さ24cmである。出入口施設に伴うピットと考えら

れる。
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第178図　第28号住居跡実測図
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竜　東壁の南東コーナー部寄りを壁外に75cm掘り込み，砂質粘土で構築されている0規模は長さ112cm，幅77

cmである。遺存状態は悪い。火床面は，浅い皿状を呈し，赤変硬化している0煙道部は，火床面から嬢やか

な傾斜で立ち上がっている。

奄土層解説

1灰　褐　色　KP粒子少量，焼土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・KP粒子微量

覆土　4層からなる自然堆積である。

3　暗赤褐色　焼土小ブロック少量，焼土粒子・KP粒子微量

4　赤　　色　焼土ブロック多量
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土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量　　3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子徴　　4　暗　褐　色　KP粒子中量，ローム粒子・KP小ブロック少

量，しまりが強い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，炭化粒子微量

遺物　土師器片65点，須恵器片6点が出土している。第179図1の土師器高台付杯は，北西コーナー部の覆土

中層から出土している。2の土師器高台付杯は，中央部の西壁側の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半から10世紀前半と考えられる。

諺′1：＿＿．＿三二
第179図　第28号住居跡出土遺物実測図

第28号住居跡出土遺物観察表

0

ヒ二コ＿－」cm

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第179図 高台付珂こ A ［13．0］ 体部から口縁部にかけての破 ロ綾部か ら体部外面ロタロナ 砂粒，長石 P 139 10％

1 土 師 器 B （3．5） 片。体部は内攣して立ち上がり，

ロ縁端部はわずかに外反する。

デ。体部内面へラ磨 き。 にぷい橙色

普通

内面黒色処理

2

高台付坤こ B （1．6） 底部片。平底 に，「ハ」の字 底部内面へラ磨き。高台貼 り付 砂粒，長石，石英 P138 10％

土 師 器 D （6．6）

E　　 O．8

状に開く高台が付 く。 け後，ナデ。 橙色

普通

内面黒色処理

第29号住居跡（第180図）

位置　調査区西部，C2a5区。

重複関係　本跡が第30号住居跡の東壁を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　西・南壁と南東コーナー部の東壁が残存しておらず，規模や平面形は不明であるが，長軸2．80

m，短軸2．65mの方形と推定される。

主軸方向　N－62。－E

壁　壁高は26～40cmで，垂直に立ち上がっている。

壁溝　北東コーナー部から北壁中央部の壁下を巡っている。上幅14～20cm，下幅4～8cm，深さ1～6cmであ

る。断面形は嬢やかなU字状である。

床　南方向にわずかに傾斜している。第30号住居跡との重複部分は貼床されている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径28～32cm，短径22～32cmの円形及び楕円形で，深さ28－34cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。

竃　東壁中央部を壁外に75cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ80cm，幅92cmである。遺存状

態は悪い。火床面は，浅い皿状を呈し，赤変硬化している。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上が

っている。火床面の西側に，長径42cm，短径32cmの楕円形の掘り込みが確認されているが，性格は不明である。

埴土屑解説

1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量，焼土小ブロック・炭　3　黒　　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土小プロ

化物極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ック微量

2　黒　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
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第180図　第29号住居跡実測図
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第181図　第29号住居跡出土遺物実測図

覆土　単一層で自然堆積である。

土眉解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロッ

ク・小ブロック微量，焼土粒子・

炭化粒子極微量

遺物　土師器片69点，須恵器片3点が出土している。第181図1の土師器小皿は，P3の東側の覆土下層から出

土している。2の土師器杯は，竃の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と考えられる。

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第18 1図 皿 A ［9．2］ 平底。体部 は直線的に立 ち上 ロ綾 部 か ら体 部外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ，長石，雲母 P9 6　50％　 PL 74

1 土 師 器 B　 l．4

C　　 5．2

が り， 口緑部 に至る。 デ。底部回転糸切 り。 橙色

普通

2

杯 A ［13．4］ 休部か ら口綾 部にかけての破 口縁 部 か ら体 部外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ，長石，雲母 P97 15％

土 師 器 B （6．0） 片。体部は内攣 して立ち上が り， デ。休 部内面へ ラ磨 き。体部下 にぷ い橙 色 内面黒色処理

口縁端部はわずかに外反する。 端 回転へ ラ削 り。 普通

第30号住居跡（第182図）

位置　調査区西部，C2a4区。

重複関係　第29号住居跡に東壁を掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　南西コーナー部が調査区域外に延びており，北東コーナー部も第29号住居跡に掘り込まれてい

るため，正確な平面形は不明であるが，長軸3．75m，短軸3．15mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　壁高は40～62cmで，垂直に立ち上がっている。

壁溝　北西コーナー部から西壁と東壁中央部の壁下を巡っている。上幅20～32cm，下幅8～12cm，深さ4～6

cmである。断面形は嬢やかなU字状である。

床　中央部が踏み固められており，南方向にわずかに傾斜している。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは，南東コーナー部に位置し，長径43cm，短径40cmの円形で，深さ26cmであ

る。性格は不明である。P2は，南壁中央部の壁際に位置し，長径37cm，短径30cmの楕円形で，深さ36cmであ

る。出入口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に96cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ134cm，幅115cmである。火床

面は，浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

寵土層解説

1極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・粘土粒子極微量　　　　　　　　　　　微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・山砂粒子微量，炭化物極微量　　　　　4　灰　褐　色　山砂粒子中呈，焼土粒子少量

3　極暗赤褐色　焼土粒子少量，山砂粒子微量，焼土小ブロック極　5　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・灰微量

覆土　7層からなる人為堆積である。
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第182図　第30号住居跡実測図
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土層解説

1　褐

2　黒　褐

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量　　　　　5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒　6　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土粒

子・炭化粒子極微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子極微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子

炭化粒子極微呈

子・炭化粒子極微呈

7　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・

炭化粒子極微量

遺物　土師器片194点，須恵器片21点が出土している。第183図2の土師器杯は竃の覆土下層から出土している。

1の土師器杯は，竃西袖の西側の覆土下層から出土している。3の土師器嚢は，西壁中央部の壁際の床面か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第183図　第30号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土遺物観察表

10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第183図 ゴ不 A　14．0 平底。体部は内攣気味に立ち日録部から鹿部外面ロクロナ砂粒，長石，石英，雲母，P99　95％　PL74

1 土師器B　　4．2 上がり，口縁端部は強く外反デ。内面へラ磨き。体部下端回礫 内面黒色処理

C　　7．4 する。 転へラ削り。底部回転へラ切り。明黄褐色

普通

2

杯 A　14．0 平底。体部は内攣気味に立ち口緑部から体部外面ロタロナ砂粒，長石，石英，雲母，P98　95％　PL74

土師器B　　4．2 上がり，口縁端部は外反する。デ。体部内面へラ磨き。体部下礫 内面黒色処理

C　　7．4 端回転へラ削り。底部回転へラ

切り。

明黄褐色

普通

底部外面墨書「廿」

3

尭 A［16．0］体部中位から口緑部にかけてロ緑部内・外面横ナデ。 砂粒，石英 PlOO　5％　PL74

土師器B（8．6）の破片。休部は内野して立ち上

がり，頚部は「く」の字状に強く屈

曲する。ロ緑端部は外上方に

つまみ上げられている。

にぷい黄橙色

普通

－178－



第31号住居跡（第184図）

位置　調査区西部，B2hl区。

重複関係　第26号住居跡に東壁を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形南壁は残存しておらず，東壁も第26号住居跡との重複により確認できないので，規模や平面形

は不明である。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は14～22cmで，外傾して立ち上がっている○

床　南方向にわずかに傾斜しており，中央部から竃焚口部にかけて踏み固められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は，長径14～20cm，短径13～20cmの円形で，深さ11～22cmである。い

ずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は径50cmの円形

で，深さ8cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる。P6は竃東袖の南側から検出されている。長

径31cm，短径24cmの楕円形で，深さ30cmの掘り込みをもっている。性格は不明である。

竃　北壁中央部を壁外に113cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ149cm，幅125cmである。火

床面は，浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子微量，焼土小ブロッ

ク極微量

2　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量，ローム粒子・粘

土小ブロック微量，炭化粒子極微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土　単一層で自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・KP粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片21点，須恵器片5点が出土している。第185図1の土師器嚢，3の須恵器琳ま，竃の覆土下層か

ら出土している。2の土師器甑は，北東コーナー部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる○

第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

PlO3 10％ PL74第185図 嚢 A　 21．0 体部上位から口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英

1 土 師‘器・ B （8．5） 片。体部は内攣して立ち上がり，頚

部は「く」の字状に強く屈曲する。口

緑部外面中位に稜をもつ。端部は

外上方につまみ上げられている。

面上位縦位のヘラ削り。 にぷい橙色

普通

2

甑 A ［23．4］ 体部中位から口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英 P lO4 10％ PL74

土 師 器 B （15．6） 片。体部は直線的に立ち上がり，

口緑部は外反する。口緑端部は外

上方につまみ上げられている。

面平行叩 き。 にぷい黄褐色

普通

3

杯 A　 15．4 平底。体部は直線的に立ち上 口緑部か ら体部外面 ロクロナ 砂粒，長石，石英 P lO5　80％ PL74

須　 恵 器 B　　 5．7 がり，口緑端部は外反する。 デ。体部内面へラ磨き。底部回 暗灰黄色 底部外面へラ記号

C　　 7．2 転へラ切 り後，ナデ。 普通 「l」
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第184図　第31号住居跡実測図
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第185図　第31号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　10cm
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第32号住居跡（第186図）

位置　調査区西部，B2g3区。

重複関係　本跡が第33号住居跡の南西コーナー部を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　東壁の一部と南壁中央部が残存しておらず，正確な平面形は不明であるが，長軸3．40m，短軸

3．30mの隅丸方形と推定される。

主軸方向　N－70。－E

壁　壁高は26～44cmで，垂直に立ち上がっている。

壁溝　北壁と西壁の壁下を巡っている。上幅16～30cm，下幅4～8cm，深さ4－5cmである。断面形は緩やか

な　U字状である。

床　ほぼ平坦であり，中央部から南東コーナー部にかけて硬化している。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは，南東コーナー部に位置し，長径32cm，短径20cmの楕円形で，深さ28cmで

ある。P2は竃の西側に位置し，長径68cm，短径50cmの楕円形で，深さ23cmである。ともに規模と配置から主

柱穴と考えられる。．

竃　東壁中央部を壁外に96cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ100cm，幅73cmである。道春

状態は極めて悪い。火床面は，浅い皿状をしている。

埴土層解説

1極暗褐色　焼土粒子微量，ローム粒子極微量　　　　　　　　3　にぷい赤色　焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量　　　　　　　4　黒　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　墓

2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微　3　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量
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第186図　第32号住居跡実測図
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遺物　土師器片212点，須恵器片32点が出土している。第187図1の土

師器高台付杯は，中央部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀前半と考えられる。

第32号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　5cm

」＿⊥＿」

第187図　第32号住居跡出土遺物
実測図

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 187 園 高 台付 ま不 A　 14．8 平 底 に ， 「ハ 」 の 字 状 に 開 く 体 部 内 面 へ ラ 磨 き。 底 部 回転 へ 砂 粒 ， 雲 母 ， ス コ リア P lO7　8 0％　 P L 7 4

1 土 師 器 B　　 5．9

D　　 7．3

E　 l．0

高 台 が 付 く。 体 部 は 内 攣気 味

に 立 ち 上 が る。

ラ切 り。高 台 貼 り付 け後 ，ナ デ 。 にぷ い橙 色

普通

内面黒 色処 理

第33号住居跡（第188図）

位置　調査区西部，B2g3区。

重複関係　第32号住居跡に西部を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　西壁と南西コーナー部が残存しておらず，正確な平面形は不明であるが，一辺2．65mほどの隅

丸方形と推定される。

主軸方向　N－27。－E

壁　壁高は24～41cmで，垂直に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部から第1竃付近が踏み固められている。

ピット　1か所。Plは，中央部に位置し，径22cmの円形で，深さ24cmである。性格は不明である。

竜　2か所。第1竃は北壁中央部を壁外に76cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ110cm，幅110

cmである。遺存状態は悪い。袖部は，東側が部分的に残存している。火床面は，浅い皿状をしている。煙道

部は，火床面から横やかな傾斜で立ち上がっている。第2竃は，東壁南東コーナー部寄りを壁外に32cm掘り

込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ87cm，幅93cmである。遺存状態は悪い。袖部は，北側が残存

している。火床面は，浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。第1

竃と第2竃の新旧関係は不明である。第1竃付近の床がよく踏み固められているので，第1竃が長期間使用

されたと思われる。

第1寵土層解説
1褐　　　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク・焼土小ブロック極微量
2　暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土小ブロック微量　　　　　　　4　極暗褐色　ローム粒子少量・ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量，ローム小プロツ

第2寵土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・　4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微
焼土小ブロック・粘土粒子極微量　　　　　　　　　　　　　　　　量，炭化粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・粒子少量，炭　5　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・山砂粒子中量，焼土小プロ
化粒子微量，ローム小ブロック・焼土中ブロック　　　　　　　　　　ック少量

極微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・

炭化粒子極微量

6　暗赤褐色　焼土粒子・小ブロック中量，ローム小ブロック・

粘土粒子少量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
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第188図　第33号住居跡実測図
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覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量 2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微

量

遺物　土師器片99点，須恵器片8点，刀子2点が出土している。第189図1の土師器杯は，第2竃の手前の覆土

中層から出土している。2の土師器椀は，第2竃の北袖際の覆土上層から出土している。3の土師器嚢は，

第2竃の手前の床面から出土している。4の須恵器嚢は，第2竃の火床面から出土している。5の刀子は，

Plの東寄りの床面から出土している。6の刀子は，中央部の北東コーナー部寄りの覆土上層から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。
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第189図　第33号住居跡出土遣物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　5cm

L i＿　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第189図杯A［13．0］底部から口緑部にかけての破口緑部から体部外面ロクロナ砂粒，長石，石英，雲母，PlO8　40％　PL74

1土師器B（5．2）片。平底。体部は内攣気味にデ。体部内面へラ磨き。底部回スコリア

C［6．6］立ち上がり，口緑端部はわず

かに外反する。

転へラ切り。褐灰色

普通

2

椀A［19．6］体部下位から口緑部にかけての破口緑部から体部外面ロタロナ砂粒，雲母PlO9　35％　PL75

土師器B（7．8）片。休部は内攣気味に立ち上がり，

口緑端部はわずかに外反する。

デ。体部内面へラ磨き。にぷい灰橙色

普通

内面黒色処理
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図版番号

第189園

器　 種

嚢

計測値（cm ）

A ［22．4］

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・‘焼成 備　　　 考

体部上位から口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。口緑部 砂粒，長石，石英 PllO　5％ PL75

3 土 師 器 B （6．5） 片。体部は内攣して立ち上がり，頚

部は「く」の字状に強く屈曲する。口

緑部外面中位に稜をもつ。端部は

外上方につまみ上げられている。

下位横位のへラ削り。 にぷい橙色

普通

4

嚢 A ［23．4］ 体部上位から口緑部にかけての破 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英 P112　 5％ PL75

須 恵 器 B ［9．5］ 片。体部は内攣して立ち上がり腰

部は「く」の字状に強く屈曲する。口

縁部外面中位に稜をもつ。鹿部は

外上方につまみ上げられていろ。

面中位縦位のへラ削 り。 にぷい黄褐色

普通

図版番号 種　　　 別

計　　 測　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g）

第189図 5

6

刀　　　 子

刀　　　 子

14．2 1．2 0．5 28．0 覆　　　　　 土 M 16　PL 79

（10．3） 1．2 0．3 （8．4） 覆　　　　　 土 M 17　PL 79

第34号住居跡（第190図）

位置　調査区中央部，B2g6区。

重複関係　第35号住居跡に東部を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形東壁と南西コーナー部が残存しておらず，正確な平面形は不明であるが，長軸3・00m，短軸

2．20mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は16～32cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。南方向にわずかに傾斜している0

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は，長径17～22cm，短径12～17cmの円形及び楕円形で，深さ11～26cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P4は長

径21cm，短径13cmの楕円形で，深さ16cmである0出入口施設に伴うピットと考えられる。

竃北壁中央部を壁外に46cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ100cm，幅130cmである。火床面

は，浅い皿状をしている0煙道部は，火床面から外傾して立ち上がっている0覆土の2層と4層の間には，

幅20cm，長さ30cm，厚さ10cmの焼土塊が混入している0

竃土層解説

1極暗褐色：ニ票‡霊這笠土粒子’粘土粒子微量，ロ言霊霊宝孟；票書芸‡禁芸，。－ム粒子・粘土粒
2　灰赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　子微量

覆土　3層からなる。各層にロームブロックが含まれることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック中量・ローム粒子・KP中ブロ

ック‾・KP粒子少量，炭化物微量，焼土粒子極微

量

2　極暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・KP中

ブロック・KP粒子少量，ローム粒子・炭化物微

量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物土師器片173点，須恵器片2点が出土している。第191図1の須恵器杯と2の土師器杯は，ともに竃の覆

土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

－186－



第190図　第34号住居跡実測図
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第191図　第34号住居跡出土遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計 測値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 19 1図 杯 A　 14．8 平底。体部 は内攣 気味に立 ち ロ緑 部 か ら体 部外 面 ロク ロナ 砂粒，長石，石英 P l13　6 0％　 P L 75

1 土 師 器 B　　 5．9

C　　 7．3

上が り口緑部 に至る。 デ。底部回転へ ラ切 り。 にぷい褐色

普通

内面黒色処理

2

土不 A　 13．4 平底。体部 は直線 的に立ち上 口緑 部 か ら体 部外 面 ロ ク ロナ 砂粒 ，長石 P l15　70％ P L 75

須 恵 器 B　　 5．2 が り， 口緑部 に至 る。 デ。体部下端 回転へ ラ削 り。底 暗灰黄色

C　　 6．2 部回転へ ラ切 り。 普通

第35号住居跡（第192図）

位置　調査区中央部，B2g6区。

重複関係　本跡が第34号住居跡の東部を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　西壁中央部から南壁と南東コーナー部が残存しておらず，正確な規模と平面形は不明であるが，

長軸［3．70］m，短軸3．30mの隅丸長方形と推定される。

主軸方向　N－720－E

壁　壁高は20～30cmで，垂直に立ち上がっている。

床　南方向にわずかに傾斜している。第34号住居跡を掘り込んでいる部分には，貼床の痕跡が認められる。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，長径49cm，短径45cmの楕円形で，深さ45cmである。南西コーナー部に

寄った位置から検出されている。P2は長径66cm，短径62cmの楕円形で，深さ55cmである。北西コーナー際

の位置から検出されている。いずれも規模と配置から主柱穴と考えられる。P3は竃の西側の位置から検出

されている。長径45cm，短径40cmの楕円形で，深さ20cmである。性格は不明である。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されている。長径100cm，短径80cmの隅丸長方形で，深さ27cmである。

竃　東壁中央部を壁外に63cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ98cm，幅71cmである。遺存状

態は悪い。火床面は，浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から緩やかに傾斜して立ち上がっている。

竃土層解説

1　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・　2　極暗赤褐色　焼土小ブロック・粒子中量，ローム小ブロック少

焼土小ブロック・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量，ローム粒子・炭化物微量

覆土　2層からなる自然堆積である。

土屑解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化　2　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・

物・KP小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土小ブロック・山砂粒子少量
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遺物　土師器片32点，須恵器片1点，陶器片1点が出土している。第193図1の土師器杯は，貯蔵穴内の覆土

中層から出土している。2の土師器高台付杯は，P2の底面から出土している。陶器片は撹乱により混入し

たものと思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半から10世紀前半と考えられる0

第192図　第35号住居跡実測図
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第193区l　第35号住居跡出土遺物実測図

第35号住居跡出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第193図杯A［14．4］底部から口緑部にかけての破口緑部から体部外面ロタロナ砂粒，長石，石英 Pl16　40％　PL75

1 土師器B（5．1）片。平底。体部は内轡気味にデ。体部内面へラ磨き。底部回にぷい橙色 内面黒色処理

C［7月］立ち上がり，ロ緑部に至る。転へラ切り。 普通

2

高台何杯A　15．0平底に，「ハ」の字状に開く口緑部から休部外面ロタロナ砂粒，雲母，スコリアPl17　80％PL75

土師器B　　6．7高台が付く。休部は内轡気味デ。休部下端横位のへラ削り。にぷい黄褐色

D　　7．2

E　l．5

に立ち上がり，口緑端部はわ

ずかに外反する。

高台貼り付け後，ナデ。 普通

第36号住居跡（第194図）

位置　調査区西部，C2a3区。

重複関係　本跡が第93号土坑の覆土を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　大半が調査区域外に延びているため，正確な規模や平面形は不明であるが，北壁は約2m，東

壁は約1．5m確認している。

壁　第93号土坑と重複しているので，正確な規模は不明であるが，壁高は55－60cmで，外傾して立ち上がって

いる。

床　南方向にわずかに傾斜している。

竃　南部が調査区域外に延びているため，正確な規模や平面形は不明である。東壁中央部を壁外に112cm掘り

込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ133cmである。火床面は，浅い皿状をしていると推定される。

覆土　3層からなる自然堆積である。

第194図　第36号住居跡実測図

－190－

j＼



土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子微量，焼土小ブロック・

焼土粒子・炭化物極微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック微量，焼土小ブロック極微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土大ブロック・焼土小ブロッ

ク・粘土粒子少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片101点，須恵器片9点が出土している。いずれも細片で図示できなかった○

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀代と考えられる。

第38号住居跡（第195・196図）

位置　調査区北部，Bleo区。

重複関係　本跡が第39号住居跡の東部を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。第77号土坑に北東コーナー

部を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　北壁と西壁が残存しておらず，正確な平面形は不明である。

主軸方向　N－760－E

壁　壁高は16～28cmで，緩やかに傾斜して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径14～26cm，短径8～25cmの円形及び楕円形で，深さ12～42cm

である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられるo P5は長

径12cm，短径6cmの楕円形で，深さ12cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径58cm，短径52cmの円形で，深さ15cmである○

竃　東壁南東コーナー部を壁外に106cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ114cm，幅76cmであ

る。道春状態は悪い。火床面は，浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から緩やかに傾斜して立ち上がっ

ている。

竃土層解説

1黒　　色　炭化物少量，ローム小ブロック・粘土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量，ローム中ブ

ロック・粒子極微量

3　褐　　色　焼土粒子微量，焼土小ブロック極微量

4　褐　　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・粒子極微量

5　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量，焼土中ブロ

ック極微量

覆土　単一層で自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片16点，須恵器片2点が出土している。第197図1の土師器杯は，竃の覆土中層から出土している。

2の土師器高台付杯は，竃の覆土下層から出土している。
r

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と考えられる。

第38号住居跡出土遺物観察表

図．版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第19 7図 杯 A ［14．4］ 体部下位 か ら口綾 部にかけて 口緑 部 か ら体 部外 面 ロク ロナ 砂 粒，長石，石英 P 141 10％

1 土 師 器 B （4．6） の破片。体 部は内攣気味 に立

ち上が り，口縁 部に至 る。

デ。 にぷい橙色

普通

2

高台付杯 B （1．5） 底 部片。 平底 に， 「ハ」 の字 底部内面へ ラ磨 き。 高台貼 り付 砂粒，長石，石英 ，雲母 P 142 10％

土 師 器 D　　 5．3

E　　 O．6

状 に開 く高台が付 く。 け後，ナデ。 にぷい橙色

普通
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第195図　第38・39号住居跡実測図
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第196図　第38・39号住居跡竜実測図
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第197図　第38号住居跡出土遺物実測図
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第39号住居跡（第195・196図）

位置　調査区北部，Ble9区。

重複関係　第38号住居跡に東部を掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　東壁と南壁の一部が残存しておらず，正確な平面形は不明であるが，南北軸3・90mである。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は18～24cmで，外傾して立ち上がっている。

壁溝　北壁と西壁の壁下を巡っている。上幅12～24cm，下幅3～10cm，深さ4cmである。断面形は緩やかなU

字状である。

床　ほぼ平坦である。中央部から東部にかけて硬化している。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，長径16～26cm，短径12～21cmの円形及び楕円形で，深さ20～23cm
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である。いずれも各コーナー部に寄った位置から検出され，規模と配置から主柱穴と考えられる。P5は長

径20cm，短径14cmの楕円形で，深さ18cmである。出入口施設に伴うピットと考えられる0

貯蔵穴　北西コーナー部に付設されている。長径82cm，短径55cmの楕円形で，深さ35cmである。覆土は3層か

らなり，各層にロームブロックや焼土，炭化物が混入していることから人為堆積と考えられる。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少

量，炭化物微量，ローム粒子極微呈

2　極暗赤褐色　炭化物・山砂粒子中量，ローム小ブロック・焼土

小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子極微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒

子微量

竃　北壁の北西コーナー部寄りを壁外に112cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ138cm，幅80

cmである。遺存状態は悪い。火床面は，浅い皿状を呈し，赤変硬化している。煙道部は，火床面から緩やか

に傾斜して立ち上がっている。

寵土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子極微量

2　極暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子微量，ロ

ーム小ブロック極微量

3　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少

量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，焼土中ブロ

ック・粘土粒子微量

覆土　単一層で人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・KP粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片80点，須恵器片4点が出土している。第198図1の土師器杯は，Plの南西側の覆土下層から出

土している。2の土師器小皿は，貯蔵穴の東側の覆土下層から出土している。3の土師器小皿は，中央部の

覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から10世紀後半と考えられる。
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第198図　第39号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第19 8回 杯 A　 15．7 体 部下位 か らロ綾部 にか けて ロ緑 部か ら体 部 外 面 ロ タロ ナ 砂粒 ，長石 ，石英 P l18　 35％ P L 7 5

1 土 師 器 B　　 5．4 の破 片。体部は内攣 して立 ち

上が り，ロ緑部に至 る。

デ。体部 内面へ ラ磨 き。 にぷ い黄橙色

普通

内面黒色処理

2

小皿 A　 15．0 平 底。体部は直線的 に立 ち上 ロ縁 部か ら体 部 外 面 ロ タロ ナ 砂粒 ，長石 ，雲 母，スコリア P l19　 40％ P L7 5

土 師 器 B　　 6．7

C　　 7．2

が り，ロ縁端部に至 る。 デ。底 部回転糸切 り。 灰黄褐色

普通

3

小皿 A ［12．0］ 平 底。体 部 は直線的 に立 ち上 口 緑 部か ら体 部 外 面 ロ クロ ナ 砂粒 ，長石 ，石英 ，雲母 P 140　 40％

土 師 器 B　　 2．0 が り，ロ縁端部で内傾す る。 デ。底 部は外方へわずか に突 出 橙色

C （6．0） す る。底 部回転糸切 り。 普通
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第40号住居跡（第199図）

位置　調査区北部，Alio区。

重複関係　本跡が第5号不明遺構，第86・92・94号土坑の覆土を掘り込んでおり，いずれよりも本跡の方が新し

い。

規模と平面形　一辺3．30mほどの方形である。

主軸方向　N－280－E

壁　壁高は34～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

壁溝　西壁中央部から北西コーナー部にかけてと，南壁中央部の壁下を巡っている。上幅16～28cm，下幅5～

12cm，深さ12～15cmである。断面形はU字状である。

床　ほぼ平坦である。竃手前から南壁にかけての中央部が硬化している○

ピット1か所。Plは，南壁中央部寄りの位置から検出されている。径15cmの円形で，深さ17cmである。出入

口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部を壁外に70cm掘り込み，砂質粘土で構築されている。規模は長さ113cm，幅111cmである。火床面

は，浅い皿状をしている。煙道部は，火床面から外傾して立ち上がっている。

埴土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，

焼土小ブロック・粒子微量，炭化物・炭化粒子極

微量

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック

微量，粘性普通

3　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘

土粒子微量，ローム小ブロック極微量

4　暗赤褐色　山砂粒子少量，焼土小ブロック・粒子微量，ロー

ム粒子極微量

微量，粘性強い

3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，ローム中ブロック　4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片212点，須恵器片8点が出土している0第200図1の土師器杯は，西壁中央部の東側の覆土上層

から出土している。2の土師器蓋は，Pl1の東寄りの覆土上層から出土している。3の土師器嚢は，竃の覆土

下層から出土している。4の須恵器嚢は，中央部の覆土上層から出土している○

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と考えられる。

第40号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・．焼成 備　　　 考

第20 0図 ゴ不 A　 15．0 平底 。体 部は内攣 して立 ち上 口緑部 か ら体 部内 ・外面 ロクロ 砂粒，長石 ，石英，雲母， P121 85％ PL 75

1 土 師器 B　　 5．1 が り，口緑 部はわずか に外反 ナデ。体 部内面へ ラ磨 き。体部 ス コリア 内面黒色処理

C　　 7．4 す る。 外面 中 ・下位 へラ削 り。底部 回

転へ ラ切 り。

にぷい黄褐色

普通

2

蓋 A　 15．6 口緑 部か らつ まみ にか けての 天井部 回転へ ラ削 り。口緑部横 砂粒，長石 ，石 英，磯 ， P122　 55％ P L 75

土 師器 B　　 5．0

G　　 O．9

F　　 3．2

破片 。ボ タン状の扇平 なつ ま

みが付 く。天井部 は ドーム状

を している。

ナデ。 ス コリア＿

明赤褐色

普通

3

嚢 A ［23．3］ 体部下位から口緑部にかけての破 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。体 部 砂粒，長石 ，石英，雲母， P123　 35％

土 師器 B （29．0） 片。体部は内攣 して立ち上がり，

頸部は 「く」の字状に外反する。

口緑部中位に稜をもつ。端部は外

上方につまみ上げられている。

内 ・外面 中位 縦位へ ラ削 り。 ス コリア

橙色

普通
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第199匡l　第40号住居跡実測図
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第200図　第40号住居跡出土遺物実測図

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

4

嚢 A　 17．3 体部 中位 から口緑 部 にかけて 口緑部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ，長石，石英 P 12 5　20％

須 恵 器 B （13．3） の破 片。体部 は内攣して立ち上

がり，頚 部は緩やかに外傾 する。

ロ緑 部は外 反し，端部 は，外 上

方と下方につまみ出されている。

口緑 部中位に稜をもつ。

灰 色

普通

第41号住居跡（第201図）

位置　調査区北部，Bli8区。

重複関係　第76・87－89号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　南北軸3．15m，東西軸3．25mの不定形である。

主軸方向　N－350－E

壁　壁高は18～22cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦である。北壁中央部寄りの位置に，長径37cm，短径33cmの楕円形の赤変したくぼみを検出してい

る。

ピット13か所（Pl～P13）。P2，P4～P6，P8，P13は，長径20～43cm，短径14～34cmの円形および楕円

形で，深さ15－55cmであり，規模と配列から主柱穴と考えられる。その他は，長径13～35cm，短径12～32cm

の円形及び楕円形で，深さ6～42cmである。東部に位置するP3を除き，各ピットとも北部に位置する。いず

れも性格は不明である。
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炉　Zか所。第1炉は，中央部に位置している。長径52cm，短径36cmの楕円形で，床面を16cmほど掘りくぼめ

ている。中央部は，長径13cm，短径7cmの楕円形の平面で，赤変硬化している。第2炉は，第1炉の北側に

隣接している。長径53cm，短径39cmの楕円形で，床面を20cmほど掘りくぼめている。南部が，南北軸15cm，

東西軸45cmの不整楕円形に赤変硬化している。

第1炉土層解説

1　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック微量

第2炉土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子中量 2　暗　褐　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量　　　　2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　縄文土器片13点が出土している。第202図1の縄文土器片は，

2の縄文土器片は，第1炉の南側の覆土下層から出土している。

である。3の縄文土器片は，南西部の覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代早期と考えられる。

第201図　第41号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

「…　　・1－　」
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P2の北側の覆土下層から出土している。

4の縄文土器片は，確認面で出土したもの
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第202図　第41号住居跡出土遺物実測図

第41号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

図版番号券　　種 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 備　　　　　　考

第202図探　　　鉢胴部片。破片上部に隆帯が巡り，その上に半裁竹管状工具によるきざみが施されてTP23　PL77

1 縄文土器いる。地紋には貝殻条痕文が施されている。 繊維土器

2

深　　　鉢胴部片。破片上部に隆帯が巡り，その上に棒状工具による矢羽状の沈線が施されてTP24　PL77

縄文土器いる。地紋には貝殻条痕文が施されている。 繊維土器

3・4
探　　　鉢

縄文土器

胴部片。地紋に貝殻粂痕文が施されている。 TP25，26　PL77

繊維土器
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表7　東平遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位置

主 （長）軸

方　　 向
平面形　 －

規　 模 （m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　 考

（旧→新）’壁溝 主柱穴貯蔵穴ピット出入口炉・竃

1 A 2j5 N －220－E 方　 形 3．50×3．50 30～60 ，平坦 全周 6 － 6 － 竃 自然 土師器 （杯，嚢，壷，甑，手捏） SK lO，SK 23→SIl

2 B 2b6 N －230－W 方　 形 4．10×3．80 25～50 平坦 一部 3 1 6 1 竃 人為 土棺 帆高鍋冊 舶 片諸製拍車瀾 SI2→SD l，SI35→SI2

3 B 2 e9 N －10。－W ［方　 形］ 5．18×［4．83］20～35 平坦 一部 4 － 5 1 竃 自然・人為土師酎吼軋 舶断，陶断，甑 刀子 SIlO→SI3

4 B 3 j3 N －730－E ［方　 形］ 3．80 ×［3．80］12～20 緩斜 一部 3 1 5 1 竃 自然 土師器（杯，高台付吼 須恵器片，砥石 SI5→SI4

5 B 3 j4 N －870－E － － 6 ～24 媛斜 一部 4 1 4 － 竃 自然 土師器 （高台付杯） SI5→SI4

6 B 3 j5 N －7 0－W ［方　 形］ ［5．00 ×5．00］
し

15～35 緩斜 一部 3 1 4 1 － 自然 土師酎高帥軌 紙器片，陶紺 土繍鮮 SI6→SK22

7 C 3b7 N －860－E 隅丸長方形 3．25 ×2．75 10～35 平坦 一部 4 － 5 1 竃 自然 土師器（高台付軋 尭）須恵器片，陶器片 SI7→SD 3，SK29

8 C 4 dl N －3 0－E － － 16～50 平坦 一部 1 1 1 － 竃 自然 土師器凧 高台付軌 須恵器片，鉄津

9 C 3d9 N －0 。 － － 28～40 平坦 一部 1 － 2 － 竃 自然 土師器（動，須恵器片，土製支脚片

10 B 2eo － － － 30～38 緩斜 － 4 － 4 － －
自然 土師酎雛，帥 軌 弥生土酎壷は 玉 SIlO→SI3，SK 19

1 1 C 4 e2 － － － 20～32 平坦 一部 1 － 2 － －
自然 土師器片，須恵器片，陶器片 SIll→SI12

12 C 4 d3 － － － 32～52 平坦 一部 － － 1 － － 自然 土師器片，須恵器片，陶器片，鎌，刀子 SIll→SI12

13 C 3 e6 － － － － － － － － － － 竃 － 土師器 （嚢），須恵器 （杯） SI13→SD 6

14 C 3 C5 N －86。－E － － 20～30 平坦 一部 4 － 7 1 竃 自然 土師器 （杯，嚢） SI15，SK95→SI14，SK47

15 C 3 C5 N －4 0－W － － 44～52 平坦 一部 3 － 4 － 竃 人為 土師酎高台梱，軌 舶酎杯，軌 帖片 SI14→SI15

16 C 3 d2 N －7 0－W ［隅丸長方形］ 4．10 ×［3．35］ 8 ～10 緩斜 － 4 － 4 － 竃 自然 土師器 凧 動，須恵器片 SI16→SD 2，SK46→SI16

17 C 3 e2 N －1060－E ［長方形］ 3．30 ×2．70 20～24 綬斜 一部 ・3 1 5 1 竃 自然 土師器（机 、町 須恵器片，餃具，鎌 SI17→SD 2，SK46→SI17

18 C 3fl N －5 0－E － － 6 ～10 綬斜 － － － 3 － 竃 自然 土踊欄，高台価 鼠凱 獅駄 土蜘 SI18→SD 2，SK 48

19 B 2 hO － － － － － － － － － －
竃 － 土師器 凧 軌 須恵器片 SI19→SD 5

20 B 2i9 N －5 0－W ［隅丸長方形］ 3．95 ×3．10 10－30 緩斜 － 4 － 5 1 竃 自然 封帽 （吼 須恵器（甑），鉄製紡錘車 SI20→SD 5

2 1 B 3jl N －3 0－W ［隅丸方形］ 4．80 ×4．65 35～50 平坦 全周 4 － 5 －
・竃2 人為 土師器凧 高台付吼 須恵器片，陶器片

22 C 2a9 N －3 。－E ［隅丸方形］ 4．20 ×4．05 20～40 緩斜 一部 3 － 4 1 竃 自然 土師器（高台付吼 嚢，壷），須恵器片

23 C 2dO N －2 0－E ［隅丸方形］ 3．45 ×3．30 12～36 緩斜 一部 － － 4 1 ・ 竃 自然 土師器杯，動，須恵器鳳 凰 甑）SI25→SI23，SI23→S以

24 C 2 dO N －83。－W － － 18～30 緩斜 一部 － 2 4 － 炉・竃 自然 土師器（高台付嘲），須恵器片，鉄淳 SI23→SI24

25 C 2 d9 N －88。一E － － 28～30 緩斜 一部 3 － 4 － 竃 自然 土師器 （吼 軌 須恵器片，砥石 SI25→SI23

26 B 2i2 N －400－W 長方形 4．24 ×3．50 12～25 緩斜 一部 4 1 6 1 竃 自然 土帖（高台梱諸台価 軋舶凱 晰 瀾 SI31→SI26

27 B 2i6 N －12。－W ［隅丸長方形］ 3．50 ×2．80 18～30 平坦 一部 4 － 5 1 竃 自然 土師酎吼高台付机 、皿，軌 舶酢 蛸 SI27→SD 5

28 C 2 a7 N －1020－E － － 28～38 媛斜 一部 － － 1 1 竃 自然 土師器，高台付杯，須恵器片 SK52r SI28，SK53と重複

29 C 2a5 N －620－E ［方　 形］ 2．80 ×2．65 26～40 緩斜 一部 4 － 4 －
竃 自然 土師器 凧 小皿），須恵器片 SI30→SI29

30 C 2 a4 N －0 0 ［隅丸長方形］ 3．75 ×3．15 40～62 援斜 一部 － － 2 1 竃 人為 土師器 凧 動，須恵器片 SI30→SI29

3 1 B 2 hl N －430－W － － 14～22 緩斜 － 4 － 6 1 竃 自然 土師器 （嚢，甑），須恵器 （杯） SI31→SI26

32 B 2g 3 N －700－E ［隅丸方形］ 3．40 ×3．30 26～44 平坦 一部 2 － 2 － 竃 自然 土師器 （高台付嘲，須恵器片 SI33→SI32

33 B 2 g3 N －270－E－［隅丸方形］ 2．65 ×2．60 24～41 平坦 － － － 1 － 竃2 自然 土瞳 （杯，札 軌 須恵器（軌 刀子 SI33→SI32

34 B 2g 6 N －25。－W ［隅丸長方形］ 3．00 ×2．20 16～32 平坦 － 3 － 4 1 竃 人為 土師器 （軌 須恵器僻 ） SI34→SI35

35 B 2 g6 N －720－E ［隅丸長方形］［3．70］×3．30 20～30 緩斜 － 2 1 3 － 竃 自然 土師器帆 高台付取 舵 断，陶酎 SI34→SI35

36 C 2 a3 － － － 55～60 媛斜 － － － － － 竃 自然 土師器，須恵器片 SK 93→SI36

38 B l eo N －760－E － － 16～28 平坦 － 4 1 5 1 竃 自然 土師器 凧 高台付恥 ，須恵器片 SI39・－・SI38，SI38→SK77

39 B l e9 N －220－W － － 18～24 平坦 ．一部 4 1 5 1 竃 人為 土師器 （杯，小叫，須恵器片 SI39→SI38

40 A liO N －28。一E 方　 形 3．30 ×3．30 34～40 平坦 一部 － － 1 1 竃 人為 土師器凧 嚢，蓋），須恵器（嚢） SK鴫SK92，SK94，SX5⇒SI40

4 1 B li8 N －350－E 不 定形 3．25 ×3．15 18～22 平坦 6 13 炉2 自然 縄文土器片 SK76，SK87～SK89と重複
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2　土坑

当遺跡からは，土坑が95基検出されている。時期や性格は不明なものが多い。ここでは，形状や出土遺物が

特徴的な土坑について記述し，他は一覧表に記載する。

第9号土坑（第203図）

位置　調査区北部，B2j4区。

規模と平面形　長径2．12m，短径1．10mの楕円形で，

深さ17cmである。

長径方向　N－730－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。西部の底面に焼土が堆積して

いる。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土屑解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム

粒子・焼土小ブロック微量

遺物　縄文土器片2点が出土している。第204図1

の縄文土器片は，覆土中から出土している。

第203図　第9号土坑実測図

‘溌

第204図　第9号土坑

出土遺物実測図

所見　本跡は，出土遺物や遺構の形状から，縄文時代早期の炉穴と考えられる。

第9号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　1m

！；］

0　　　　　　　　5cm

！＋，；＋l

図 版 番 号 器　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第 20 4 図

1

深　　　 鉢

縄 文 土 器

胴 部 の 細 片 で ， 貝 殻 条 痕 文 の 痕 跡 が 内 ・外 面 と もわ ず か に認 め られ る 。 T P 27　 P L 7 7

胎 土 に 繊維 混 入

第24号土坑（第205図）

位置　調査区中央部，B2d9区。

重複関係　第18号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　北壁と東壁が残存していないため，正確な規

模や平面形は不明である。

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。東方向に緩やかに傾斜している。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土屑解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量

旦51．8m
2

第205図　第24号土坑実測図

遺物　土師器片11点が出土している。第206図1の土師器甑は，中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期で，性格は不明である。
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第206図　第24号土坑出土遺物実測図

第24号土坑出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第20 6図 甑 A ［26．4］ 体部か ら口緑部 にか けての破 ロ緑 部内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ，長 石，石英 P 126 10％　 P L 75

1 土 師 器 B （14．3） 片。体 部は直立 して立 ち上が 縦位 の平行 叩き。内面格子 目状 にぷい褐 色

り，口緑 部 は強 く外反 する。 の叩 き。 普通

ここ∴
旦48．4m　　＿

1　　　　　　　1m

－ささシーー』二ヒ＝∃

第207区l　第52号土坑実測図

－202－

第52号土坑（第207図）

位置　調査区中央部，C2a7区。

重複関係　第28号住居跡の床下から検出されてい

るので，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径0．92m，短径0．76mの楕円形で，

深さ10cmである。

長径方向　N－58。－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒

子・KP粒子微量

2　極暗褐色　焼土粒子・KP小ブロック・KP粒子微

量，ローム粒子極微量

遣物　土師器片122点が出土している。第208図1

の土師器賓は，中央部の底面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期

で，性格は不明である。



第52号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第20 8図 嚢 A　 2 3．4 体部 中位 か ら口縁部 にかけて 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外 砂粒，石英 ，長石 ，礫 P 127 15％　 P L 7 6

1 土 師 器 B （19．5） の破片。体 部は内管 して立 ち 面上位縦位のへ ラ削 り。体部内 暗オ リー ブ色

上が り，頚 部は 「く」の字状

に強 く屈 曲する。

面上位横位のへ ラ削 り。 普通

第62号土坑（第209図）

位置　調査区北部，B2b3区。

規模と平面形　長径2．10m，短径1．43mの楕

円形で，深さ167cmである。

長径方向　N－100－W

壁面　下位から中位までほぼ垂直に立ち上

がり，深さ95cmのところから上は外傾し

て立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，1・2層は自然堆積，

3・4層は人為堆積であると考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム小ブロック微量，ローム粒

子極微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，ロ

ーム中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒

子少量

4　褐　　　色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　縄文土器片9点が出土している。第

210図1・2の縄文土器片は，覆土中から

出土している。

所見　本跡は，出土遺物と遺構の形状から，

縄文時代早期の陥し穴と考えられる。

第62号土坑出土遣物観察表

第209図　第62号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第210図　第62号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　5cm

」　＿上二二」

図版番号 券　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第210図

1

深　　　 鉢

縄 文 土器

底部片。内・外面とも貝殻条痕文が施されている。 T P31 PL77

胎土に繊維混入

2
深　　　 鉢 胴部片。破片上部にきざみをもつ隆帯が巡っている。内 ・外面とも貝殻粂痕文が施 T P32　PL77

縄 文土 器 されている。 胎土に繊維混入

－203－



第69号土坑（第211図）

位置　調査区北部，Blbo区。

重複関係　第80号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　第80号土坑と重複しているため，正確な規模と平面形は不明であるが，長径［3．38］m，短径

1．09mの楕円形と推定され，深さ27cmである。

長径方向　N－53。－E

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子極

微呈

2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量・ローム粒子・焼土小プロ

ック微量，焼土粒子・炭化物極微量

3　極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒

子微量

遺物　縄文土器片10点が出土している。第212図1・2の縄文土器片は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代早期で，性格は不明である。

第211図　第69・80号土坑実測図

第212図　第69号土坑出土遺物実測図

－204－
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第69号土坑出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第2 12図 深　　　 鉢 口緑部 片。波状口緑 をもち，口唇 部には きざみが旅 されてい る。 T P 16　 P L 77

1 縄 文 土 器 波頂 部か ら， きざみ を有する隆帝 が垂 下 している。内 ・外 面 に貝殻 条痕 文が施 され 胎 土に繊維混入

ている。

2　′
深　　　 鉢

縄 文 土 器

胴部 片。外 面に貝殻波状 文が施 されている。 T P 3 6　 P L 77

胎 土に繊維混入

第71号土坑（第213図）

位置　調査区北部，Blb9区。

規模と平面形　長径1．55m，短径0．87mの楕円形で，深さ30cmで

ある。

長径方向　N－00

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。南部の底面に焼土が堆積している。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微

量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，ローム小ブロック極微量

遺物　縄文土器片1点が出土している。第214図1の縄文土器片

は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物と遺構の形状から，縄文時代早期の炉

穴と思われる。

第71号土坑出土遺物観察表

0　　　1m

」．＿⊥－．］

第213図　第71号土坑実測図

録転

第214図　第71号

土坑出土遺物実測図
0　　　　　　　5cm

」　」　」

図 版 番 号 器　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第2 14図

1

探　　　 鉢

縄 文 土 器

胴部片。外 面は貝 殻条痕文が施 されてお り，内面は部分 的に刺離 してい る。 T P 28　 P L 77

胎土 に繊維 混入

第76号土坑（第215図）

位置　調査区北部，Bla8区。

重複関係　第91号土坑の覆土を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　径約1．00mの円形で，深さ30cmである。第41号住居

跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

長径方向　N－800－W

壁面　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　3層からなる人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

1m

‾下＝香」仁＝土∃
第215図　第76号土坑実測図

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量　　3　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化粒

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化　　　　　　　　子極微量

粒子極微量

－205－



遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺構の形状から，縄文時代の炉穴と思われる。

T／　　Sl38

瀾

二血′‾田。

第216図第77号土坑実測図

第77号土坑（第216図）

位置　調査区北部，Bleo区。

重複関係　第38・39号住居跡の覆土を掘り込んでおり，本跡の方

が新しい。

規模と平面形　長径1．47m，短径1．25mの楕円形で，深さ70cmであ

る。

長径方向　N－350　－E

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。各層にロームブロック・焼土ブロック・炭

化粒子を含むことから，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，焼土小プ　3　極暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微

ロック極微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量

2　暗　褐　色　山砂粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子　4　褐　　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・黒色

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小ブロック少量

遺物　土師器片5点が出土している。第217図1の土師器高台付椀は，東部の覆土下層から出土している。2

°の土師器小皿は，西部の覆土中層から出土している。3の土師器高台付小皿は，南西部の底面から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，第38・39号住居跡との重複関係から，10世紀後半以降である。性格は不明である。

第217図　第77号土坑出土遺物実測図

第77号土坑出土遺物観察表

〒：≡1‡≡鶉

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第217図高台付椀A［17．8］平底に「ハ」の字状に開く高口緑部から休部外面ロクロナ砂粒，長石，石英，雲母P129　35％　PL76

1 土師器B　　7．0 台が付く。体部は内攣して立デ。体部内面へラ磨き。高台貼にぷい橙色 内面黒色処理

D　　8．4

E　　O．9

ち上がり，日録端部はわずか

に外反する。

り付け後，ナデ。 普通

2

小　皿A［9．4］平底。体部は直線的に外傾し日録部から体部内・外面ロクロ砂粒，長石，石英，雲母P130　40％PL76

土師器B　l．8

C［5．8］

て立ち上がる。 ナデ。底部回転糸切り。 橙色

普通

－206－



図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第217図 高台付小皿 A　　 8．7 平底 に 「ハ」 の字状に開 く高 ロ緑 部 か ら休 部外 面 ロタ ロナ 砂粒 ，長石 P 131 9 5％ PL 76

3 土 師 器 B　　 2．5 台が付 く。体 部は内攣 して立 デ。体部内面 へラ磨 き。高台貼 灰 白色 内面黒色処理

D　　 5．3

E　　 O．7

ち上が り，ロ緑 部に至る。 り付け後， ナデ。 普通

第78号土坑（第218図）

位置　調査区北部，Blb9区。

重複関係　第4号不明遺構と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．95m，短径1．00mの不定形で，深さ27cmである。

長軸方向　N－88。－E

壁面　媛やかに外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である。中央部の底面に焼土が堆積している。

覆土　3層からなる。各層に焼土ブロック・焼土粒子を含むことから，人為堆積である0

土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量・焼土小ブロック少量，焼土大プロ　2　極暗褐色　焼土粒子微量，ローム粒子極微量

ック微量　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

遺物　縄文土器片8点が出土している。第219図1の縄文土器片は，覆土中から出土している0

所見　本跡は，出土遺物と遺構の形状から，縄文時代早期の炉穴と思われる0

第218図　第78号土坑実測図

第78号土坑出土遺物観察表

壬．十1
0　　　　　　　1m

！；！

0　　　　　　　5cm

「l　！

第219図　第78号土坑出土遺物実測図

図 版 番 号 器　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第219図

1

探　　　 鉢

縄 文 土 器

胴部片。内 ・外面とも貝殻条痕文が施されている。 T P29　P L77

胎土に繊維混入

第80号土坑（第211図）

位置　調査区北部，Blbo区。

重複関係　第69号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径2．58m，短径1．00mの楕円形で，深さ24cmである。

長径方向　N－00

壁面　揺やかに外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である。中央部の底面に焼土が堆積している。

－207－

0　　　　　　　5cm

」＿二」二」

第220図　第80号土坑

出土遺物実測図



覆土　単一層で自然堆積である。

土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・骨粉微量，黒色粒子極微量

遺物　縄文土器片2点が出土している。第220図1縄文土器片は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物と遺構の形状から，縄文時代早期の炉穴と思われる。

第80号土坑出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第220図

1

深　　　 鉢

縄 文 土 器

胴下部片。遺存状態が悪いが，外面に貝殻条痕文の痕跡オ亨わずかに認められる。 T P 30　P L77

胎土に繊維混入

¢＼　　　　叫

0　　　　　　　1m

！i　！

第221図　第91号土坑実測図

第91号土坑（第221図）

位置　調査区北部，Bla8区。

重複関係　第76号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　北東部が第76号土坑と重複していたため，正確な規模

と平面形は不明であるが，長径（1．08）m，短径0．87mの楕円形と推定

され，深さ40cmである。

長径方向　〔N－760－W〕

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。中央部に焼土が堆積している。

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子極

微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子微量，ロ

遺物　出土していない。

ーム小ブロック極微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック少量

所見　本跡は，遺構の形状から，縄文時代の炉穴と思われる。

その他の土坑

84基検出された。（第222～227図）

－208－
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第222図　その他の土坑実測図（1）
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第223図　その他の土坑実測図（2）
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その他の土坑土層解説

第1号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量，炭化粒子極微量

2　暗褐色　ローム中ブロック微量，黒色
粒子極微量

3　褐　　色　ローム中ブロック少量
第2号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子少量

第3号土坑
1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ロー
ム粒子・黒色小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック少量

第4号土坑

1　極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少
量，ローム中ブロック極微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，黒色粒子微
量

第5号土坑

1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐　　色　黒色粒子微量

第6号土坑
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック極微量
3　褐　　色　黒色粒子極微量

第7号土坑
1　極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

3　暗褐色

第8号土坑
1　暗褐色
2　褐　　色

3　暗褐色

4　褐　　色

第10号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第11号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック少量，黒色粒子極微量

ローム小ブロック・粒子少量
ローム小ブロック中量，ロー

ム粒子少量
ローム小ブロック・粒子少

量，ローム中ブロック極微量

ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック中量，黒色粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック・黒色粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック微量

第12号土坑

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少

量，黒色小ブロック微量，ロ
ーム中ブロック極微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック・粒子少量，黒
色小ブロック微量

第13号土坑
1極暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土

粒子・炭化粒子微量，ローム
粒子極微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・炭化物少

量，焼土粒子微量，ローム粒
子極微量

3　褐　　色　ローム中ブロック中量，炭化
物極微量

第14号土坑

1　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

第15号土坑
1　極暗褐色　ローム粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子少量
第16号土坑

1　黒褐色　黒色小ブロック少量，ローム

小ブロック・焼土粒子微量，
ローム粒子極微量

2　黒褐色　黒色小ブロック多量，ローム
小ブロック少量，ローム粒子

極微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

第18号土坑

1　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック・黒色粒子極微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
第19号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量，黒色粒子微
量，焼土粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子・黒色粒子・KP

粒子微量，ローム小ブロック
極微量

3　褐　　色　KP粒子少量，ローム粒子微
量

第20号土坑
1　黒　　色　黒色小ブロック中量，ローム

小ブロック・粒子少量
第21号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量，黒色小ブロ

ック極微量
第22号土坑

1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ロー
ム中ブロック・ローム粒子・

炭化物・KP粒子少量，焼土
粒子微量

第23号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量，黒色粒子微
量

2　暗褐色　ローム粒子中量，黒色粒子微

量，焼土粒子極微量
第25号土坑

1極暗褐色　ローム小ブロック少量，ロー
ム粒子極微量

2　褐　　色　ローム小ブロック中量，ロー
ム粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック少量

第26号土坑

1　暗褐色　ローム小ブロック中量，ロー
ム粒子少量

第27号土坑
1　暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック微量

第28号土坑

1　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極
微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，黒色粒子極
微量

第29号土坑

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック微量，焼土粒子・炭化

粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック少量，ローム中ブロッ

ク微量，焼土粒子・炭化粒子
極微量

3　黒褐色　KP粒子中量，ローム粒子・
炭化粒子微量，ローム小ブロ

ック・焼土粒子極微量
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第30号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微

量，炭化粒子極微量
2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量，炭化粒子極微量
3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量，ローム中ブロッ

ク・焼土粒子・炭化粒子極微
量

4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック少量，ローム中ブロッ

ク極微量
第31号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック・黒色粒子極微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック微量，黒色粒子極微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック少量，焼土粒子・炭化
粒子極微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量，ローム中ブロッ
ク・黒色粒子極微量

第32号土坑
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック極微量
2　黒褐色　ローム粒子極微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

4　黒褐色　ローム粒子極微量

第33号土坑
1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロ

ック微量，焼土粒子・炭化粒子
極微量

第34号土坑

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック極微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック微量，ローム中ブロッ

ク極微量
第35号土坑

1　褐　　色

第37号土坑

1　暗褐色

第38号土坑

1　黒　　色

2　暗褐色

第39号土坑
1　黒褐色

ローム小ブロック中量，ロー

ム粒子少量，ローム中ブロッ
ク微量，焼土粒子極微量

ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量，ローム中ブロッ
ク・焼土粒子極微量

ローム粒子微量，ローム小ブ
ロック極微量

ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

ローム小ブロック・ローム粒

子・KP粒子少量，焼土粒
子・炭化粒子・KP小ブロッ

ク極微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック少量，炭化粒子・KP

粒子極微量
3　黒褐色　ローム粒子・KP粒子少量，

ローム中ブロック・ローム小

ブロック・炭化粒子・KP大
ブロック・KP小ブロック極

微量
第41号土坑

1　暗褐色　ローム粒子・KP粒子少量，

ローム小ブロック微量，炭化
粒子極微量

2　暗褐色　KP粒子中量，ローム粒子少
量，KP小ブロック微量，ロ

ーム中ブロック・ローム小ブ



ロック・炭化粒子極微量

第42号土坑
1褐　　色　KP粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子極微量

2　褐　　色　KP粒子中量，KP小ブロッ
ク少量，KP中ブロック微量，
ローム粒子極微量

第45号土坑

1　黒褐色　KP小ブロック・粒子少量，
ローム粒子極微量

2　暗褐色　KP小ブロック中量，KP粒

子少量，ローム粒子微量
第46号土坑

1　黒褐色　KP粒子少量，焼土粒子微量，
ローム中ブロック・焼土中ブ

ロック極微量
2　黒褐色　KP粒子微量，焼土粒子・K

P小ブロック極微量
第49号土坑

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ロー
ム粒子・KP小ブロック少

量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒
子・KP小ブロック少量

第50号土坑
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少

量，炭化物・KP粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒

子・KP粒子少量，炭化物微
量

3　褐　　色　ローム粒子・KP中ブロッ

ク・KP粒子少量
第51号土坑

1　暗褐色　ローム小ブロック・KP小ブ
ロック・KP粒子少量，ロー

ム粒子微量，炭化物極微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・KP小ブ
ロック・KP粒子少量，ロー

ム粒子・炭化物微量
第53号土坑

1褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微

量，焼土粒子極微量
2　暗褐色　ローム粒子・KP粒子少量，

炭化粒子極微量
3　褐　　色　KP粒子多量，ローム粒子少

量，焼土粒子・炭化粒子極微
量

4　暗褐色　KP粒子中量，ローム粒子少

量，炭化粒子極微量
第54号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

2　暗褐色　ローム粒子・KP粒子少量
第55号土坑

1　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子

少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

第56号土坑
1　黒　　色　炭化物中量，ローム粒子微量，

ローム小ブロック極微量
第57号土坑

1　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，黒色小ブロ

ック微量
第58号土坑

1　暗褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

第59号土坑
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量，ローム小ブ
ロック・焼土粒子・炭化粒子

極微量，

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック微量

第60号土坑

1　暗褐色

2　暗褐色

第61号土坑
1　黒褐色

2　暗褐色

第63号土坑
1　黒褐色

2　暗褐色

ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック極微量
ローム小ブロック・粒子少量

第64号土坑

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少

量，焼土小ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中

量，焼土小ブロック・粒子少
量，炭化物微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中
量，焼土粒子少量，炭化物微
量

第65号土坑
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒

子・焼土小ブロック・焼土粒

子少量

2　暗赤褐色　ローム中ブロック・小ブロッ
ク・粒子少量

3　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少
量

第66号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量・ローム小ブ
ロック極微量

2　褐　　色　ローム粒子極多量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブ

ロック・小ブロック極微量

第67号土坑
1　黒褐色　ローム粒子極微量

2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック微量

第68号土坑
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック極微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブ
ロック少量

3　黒褐色　ローム粒子微量，ローム小ブ

ロック極微量

第70号土坑
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック極微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

第72号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック・炭化粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック・小ブロック極微量

第73号土坑

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒
子・炭化物微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ロー
ム粒子少量

第74号土坑
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極

微量
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2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量，焼土粒子極微量
第75号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック・焼土粒子・炭化粒子

極微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック極微量

第79号土坑
1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量
第81号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量
2　r黒褐色　ローム粒子少量

第82号土坑・

1黒褐色　ローム小ブロック微量，ロー
ム粒子極微量

2　灰褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量，ローム大ブロッ

ク極微量
第83号土坑

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブ
ロック極微量

第84号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブ
ロック・焼土粒子・炭化粒子

極微量・
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量，ローム中ブロッ
ク極微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少

量，ローム中ブロック微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少

量，ローム中ブロック微量
51褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブ

ロック・小ブロック少量

第85号土坑
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子微量
第86号土坑

1　黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量

第87号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子極
微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子極
微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

第88号土坑
1　黒褐色

2　褐　　色

第89号土坑
1　暗褐色

2　黒褐色
3　暗褐色

第90号土坑
1　極暗褐色

2　褐　　色

ローム粒子微量，ローム中ブ
ロック極微量

ローム小ブロック・粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量
ローム粒子少量，ローム小ブ

ロック微量

ローム粒子微量，焼土粒子・

黒色粒子極微量
ローム粒子微量，焼土粒子極

微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子微
量，焼土粒子極微量・

4　暗褐色　ローム粒子中量
第92号土坑

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量
第93号土坑

1　黒褐色　ローム大ブロック極微量



表8　東平遺跡土坑一覧表

士魂

番号
位　 置

長 径 方 向 ，

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（料）深さ（cm）

1 A 2hl N －410－E 楕　 円 ‾形 ．1．55　× 1．05 12 緩斜 平坦 自然 石

2 A 2h2 ‘N －880－E 楕　 円 ．形 1．28　×　0．65 20 緩斜 皿状 自然

3 A 2i2 N 一一9 0－E ‘［楕 円 形 ］ 1．34　×（0．88） 30 緩斜 皿状 人為 縄文土器片，石 SK 3 －→SK 16

4 A 2g3 ．N －560－E ［楕 円 形 ］ 1．23　×　0．80 13 緩斜 平坦 ．自然 縄文土器片，土 師器 片，石 SK 17→SK 4→SK 5

5 A 2g3 N －140－W 楕　 円　 形 1．60　×　0．61 25 緩斜 凹凸 自然 石 SK 17→SK 4→SK 5

6 A 2h3 N －510－＿E 楕　 円　 形 0．71　×　0．63 12 緩斜 平坦 自然 縄 文土器片

7 A 2i4 N －530－E 楕　 円　 形 1．30　 ×‘0．85 25 媛斜 凹凸 自然 縄 文土器片，土 師器片

8 ＿ B 2j4 N ＿－ 0 0 円　　　 形 0．65　×　0．65 24 外傾 平坦 人為 土師器片，石

9 B 2j4 N －730－W 楕　 円　 形 2．12　 × 1．10 17 媛斜 平坦 r自然 縄 文土器片

10 ．A 2i5 ［N －130－E ］ ［楕 円 形 ］ （1．35）×　0．94 15 緩斜 凹凸 人為 弥生土器片 SK lO－→SI 2

11 A 2j6 N －500－E 楕　 円　 形 0．67　 －　0．60 19 緩斜 皿状 －

12 B 2a5 － － 0．97　 ×（0．37） 18 外傾 平 坦 人為

13 B 2a7 ［N －540－W ］ ［不 定 形 ］ 2．02　×（1．22） 40 緩斜 皿状 － 弥生土器片 SK 13→SK 14

14 B 2a7 N －63。－W ［楕 円 形 ］ 1．22　 ×　0．74 13 緩斜 平 坦 － SK 13→SK 14

15 ． B 2C6 N －610－E 円　　　 形 0．98　 ×　0．93 25 緩斜 凹凸 － 縄 文土器片

16 ．A 2i2 N －15 0－W 楕　 円　 形 1．37　×　0．90 40 緩斜 皿状 人為 縄 文土器 片 SK 3 →SK 16

17 A 2i3 ［N －550－E ］ ［楕 円 形 ］ （1．03）×　0．70 13 緩斜 平坦 － ．SK 17→SK 4 →SK 5

18 B 2d9 N －87 0－E ［不 定 形 ］ 2．72　× 1．47 13 緩斜 平坦 眉 然 弥生 土器 片，土師器片 SK18→SK24，SK18→SK37

19 B 2dO N 一一67 0－W 楕　 円　 形 2．83　× 1．57 28 緩斜 平坦 自然 弥生 土器 片，陶器片 SIlO→SK 19

20 B 3h4 ［N －300－W ］ 円　　　 形 0．53　×　0．52 35 外 傾 平坦 自然

21 B 3i4 ［N －68。－E ］丁 楕 円 形 ］ 4．10　×〔1．26〕 13 横斜 平坦 人為 弥生土器 片，土師器片 SK 36 と重複

22 B 3j6 N － 0 0 不 ＿定　 形 1．88　× 1．82 、 15 緩斜 平坦 人為 土 師器片 SI 6 →SK 22

23 A 2j5 － －
0．74 ‾× （0．60） 11 ・緩斜 l平坦 自然 SK 23－→SIl

24 B 2d9 － － － 12 媛斜 平坦 自然 土師器 （甑），土 師器片 SK 18→SK 24

25 C 3j6 N －18 0－E 楕　 円　 形 0．96　×　0．84 28 援斜 平坦 人為 弥生土器片 ，土師器片

26 B 3j7 ［N －30 0⊥W ］ ［楕 円 形 ］ （1．18）× 1．18 22 外傾 平坦 人為 弥生土器片 ，土師器片 SD 3 と重複

27 B 3j7 N －4 ‾0－E ［楕 円 形 ］ 0．88　長 （0．68） 13 緩斜 皿状 自然 SK 27→SD 3

28 C 3a7 ［N －54 0－W ］ ［楕 円 形 ］ （0．95）×　0．64 20 緩斜 平坦 人為 SD 3 → SK 28

29 C 3b7 N －640－W 楕　 円 ．形 1．03 ．×　0．93 27 外傾 平坦 自然 弥生土器片 ，土 師器片，石

30 C 3b8 N －750－E 楕　 円　 形 1．30　× 1．12 43 緩斜 平坦 自然 土師器片

31 C 3a9 ‥N －830－W 不　 定　 形 1．25　×　0．49 30 緩斜 平坦 人為 弥生土器片，土師器片，須恵器片，陶器片

32 C 3a9 N －0 0 円　　　 形 0．40　×　0．39 76 外傾 皿状 自然

33 C 3a9 N －390－W 楕　 円 ．形 1．08　×　0．98 18 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵容片

34 C 3ao N －300－E 楕　 円　 形 0．87　×　0．71 14 媛斜 平坦 人為

弥生土器片，土師器片，須恵器片

弥生土器片，土 師器片

弥生土器片，土師器片，須恵器片，陶器片

土師器片，陶器片

土 師器片

土 師器 片－，須恵器片

SK 35→SI 2．35 由2b7 ［N －＿42 0－W ］ ［楕 円 形 ］ （0．94）×　0．76 14． 緩斜 平坦 人為

36 B 3i4 N －．640－E ［楕 円 形 ］ 1．44　 衰（1．22） 43 緩斜 平坦 － SI21 と重複

37 B 2dd N －570－W 不　 定　 形 1．90　 ×　0．63 9 緩斜 平坦 － S K 18→SK 37

SD 4 →SK 39

38 B 2e9 N －510－E 円　　　 形 0．59　 ×　0．56＿ 13 緩斜 平坦 自然

39 C 4co N －490－W 楕　 円　 形 1．50　 × 1．34 57 外傾 平坦 人為

40 C4cl N －790－E 楕　 円　 形 0．84　×　0．73 62 外傾 平坦 － SD 4 と重複

SD 4 →SK 43

41 C4d2 N －800⊥E 方　　　 形 0．95　×　0．86 41 外傾 平 坦 人為

42 C4d3 N －44 0－E 不　 定　 形 0．75　×　0．55 20 緩斜 平坦 自然

43 C3C8 ． － 不　 定　 形 － － － － 人為

44 C4d2 N －850－E 不　 定　 形 0．68　×　0．50 22 外 傾 凹凸 － SI12 と重複

SK46→SI16→SI17→SD 2

45 C3ム
－ － （2．07）× 1．08 31 緩斜 平坦 人為

46 ，C 3d2 － － － － － － － 土 師器 片，須恵器片 ＿

47 C 3C5 － － 1．20　× （0．60） － － － － 石 SI14→SK 47

48 C 3fl N －45 0－E 楕　 円　 形 （1．13）×　0．7 10 緩斜 平坦 － SI18→SK 48
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土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁 面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸）（m ）深さ（cm ）

49 B 2 go N －27 0－W 楕　 円　 形 0．93　×　0．83 5 3 緩 斜 皿状 人為 石

50 B 2 h9 N －88。－W 不　 定　 形 1．15　×　0．78 3 3 緩 斜 皿状 自然 弥生土器片，土 師器片，陶器片 SK51→SK 50→SD 5

5 1 B 2 h9 ［N －48 0－E ］ ［不 定 形 ］ 0．78　× （0．72） 40 媛斜 平坦 自然 土 師器片 ，須恵器片 SK51→SK 50→SD 5

5 2 C 2 a7 N －58 0－E 楕　 円　 形 0．92　×　0．76 10 緩斜 平坦 自然 土 師器 （賓），土 師器 片 SK 52→SI28

5 3 C 2 a8 N －34 0．－W ［楕 円 形 ］ 0．89　× （0．46） 32 緩斜 皿状 自然 SI28→SK 53

5 4 C 2 e9 N －33 0－E 円　　　 形 0．85　×　0．80 4 0 外傾 凹凸 自然 土 師器片

55 B 2 b5 N －39 0－W 不　 定　 形 ［1．30］× 1」．7 13 緩斜 平坦 － SD l →SK 5 5

5 6 B 2 el N －10 0－E 不　 定　 形 1．35　×　0．92 12 媛斜 平坦 － SD 1 －→SK 5 6

5 7 B 2 C5 N －55 0－W 楕　 円　 形 1．63　× 1．38 13 緩斜 平坦 自然

58 B 2 b4 N － 7 0－W 楕　 円　 形 2．26　× 1．42 15 緩斜 平坦 自然 縄文土器片 ，弥生土器片

59 B 2 b3 N －38 。－W 楕　 円　 形 1．20　×　0．87 15 緩斜 平坦 自然

60 B 2j2 N －0 0 円　　　 形 0．67　×　0．65 18 緩斜 皿状 自然 縄文土器片 ，土師器片

61 B 2 C3 N －16 0－E 不　 定　 形 1．13　× 1．02 2 2 緩斜 凹凸 自然 縄文土器片 ，石

62 B 2 b3 N －10 0－W 楕　 円　 形 2．10　× 1．43 16 7 外傾 平坦 自然・人為 縄文土器片

63 B 2 C2 N －0 0 円　　　 形 1．45　× 1．42 1 1 外傾 平坦 自然

64 B 2 b2 N －22 0－W 楕　 円　 形 1．24　× 1．10 3 0 緩斜 皿状 自然 縄文土器片 SK 6 4→S K 6 5

65 B 2 b2 N －59 0－W 楕　 円　 形 0．82 ．×　0．70 1 6 緩斜 皿状 自然 SK 6 4→S K 65

66 B 2 dl N －24 。－W 楕　 円　 形 1．31　×　0．96 28 外債 平坦 自然

67 B 2cl N －47 0－E 楕　 円　 形 1．15　×　0．87 25 緩斜 平坦 自然 SK 6 8と重複

68 B Ico N －48 0－E 楕　 円　 形 1．28　×　0．93 24 緩斜 皿状 自然 縄 文土器片 SK 6 7と重複

69 B lb O ［N 一°53 0－E ］ ［楕 円 形 ］ ［3・38］× I・09 27 緩斜 凹凸 人為 縄 文土器片 SK 8 0と重複

70 B lao N －66 0－E 不　 定　 形 2．07　× 1．30 57 緩斜 凹凸 自然 縄 文土器片，石

7 1 B lb 9 N － 0 。 楕　 円　 形 1．55　×　0．87 30 緩斜 皿状 人為 縄 文土器片

72 B lb 9 N －50 0－E 楕　 円　 形 1．02　 ×　0．85 15 緩斜 皿状 人為 縄 文土器片

73 B lao N －59 0－W 楕　 円　 形 1．26　×　0．92 30 緩斜 皿状 自然 縄 文土器片，土 師器片 ，石

74 B lb8 N －44 0－E 楕　 円　 形 1．41　× 1．22 25 緩斜 皿状 自然 縄 文土器片

75 B la8 N －73。－W 楕　 円　 形 1．25　 × 1．00 85 内傾 平 坦 人為 縄 文土器片，弥生土器片

76 B la8 N －80 0－W 円　　　 形 1．00　 ×　0．93 30 緩斜 皿状 人為 SK91→SK76，SI41と重複

77 B leo N －35 0－E 楕　 円　 形 1．47　× 1．25 70 垂直 平坦 人為 土師器（高台付椀，小皿，高台付小皿），土師器片 SI3 9→SI38－→SK 7 7

7 8 B lb9 N －88 0－E 不　 定　 形 1．95　× 1．00 2 7 緩斜 凹凸 人為 縄 文土器 片 SX 4 と重複

79 C 3C5 ［N －70 0－E ］ ［楕 円 形 ］ （3．00）× 1．05 2 0 外傾 平坦 － 土 師器片 SK79→SI15，SK 95と重複

80 B lbO N － 0 0 楕　 円　 形 2．58　× 1．00 2 4 緩斜 凹凸 自然 縄文土器 片 SK 69 と重複

81 B le6 N －52 0－E 楕　 円　 形 1．15　×　0．83 2 0 綬斜 凹凸 自然 縄文土器 片

SK 85 と重複

82 B Ic5 － － （1．95）× 1．66 2 0 縁斜 凹凸 自然 縄文土器 片，土師器片

83 B ld6 N －21 0－W 楕　 円　 形 1．73　× 1．26 15 摸斜 凹凸 自然 縄文土器 片

84 B lf6 ［N －83 0－W ］ ［楕 円 形 ］ （1．15）×　0．83 8 0 内傾 平坦 人為 石

85 B lf6 ［N －10 0－E ］ ［楕 円 形 ］ 1．80　× （1．25） 20 緩斜 皿状 自然 縄采土器 片 SK 8 4 と重複

86 B ljO ［N －10 0－E ］ ［楕 円 形 ］ （1．60）× 1．30 18 緩斜 皿状 自然 縄文土器片

石

SI40 と重複

87 B lj9 － － 0．96　× （0．89） 26 綬斜 皿状 －
SI4 1と重複

88 B lj9 N －47 0－E 楕　 円　 形 1．18　×　0．89 2 0 横斜 皿状 － SI4 1と重複

89 B lj8 N －45 0－E 不　 定　 形 1．10　×　0．97 2 5 綬斜 凹凸 － 石 SI4 1と重複

SK 91→SK 76，SI41と重複

90 A li8 － － 1．75　×（0．82） 50 緩斜 皿状 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片，石

91 B l a8 N －76 0－W 楕 ‘円　 形 （1．08）×　0．87 40 外傾 皿状 自然

92 A lh：0 － － － － 緩斜 皿状 自然 SK 9 2－→SI4 0

93 C 2a3 － － － － － － － SK 9 3→SI3 6

9 4 A li9 ［N －16 0－E ］ ［楕 円 形 ］ 0．82　×（0．36） 65 緩斜 平坦 － SK 94→SX 5→SI40

9 5 C 3C5 ［料 －8 0－E ］ ［楕 円 形 ］ 0．77　 ×（0．58） 40 ’ 緩斜 皿状 －
SK95→SI15，SK74と重複
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3　溝

当遺跡からは，溝が10条検出されている。ここでは，溝の形状，規模，覆土の状態及び出土遺物等について

記載する。

第1号溝（付図2　第228図）

位置　調査区北部，B2a7～Bleo区。

重複関係　B2a6区で第2号住居跡を掘り込んで

おり，本跡の方が新しい。B2C3区で第55号土

坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と形状　B2a7区からBleo区まで直線状に

延びている。上幅0．70～1．30m，下幅0．20～0．48m，

深さは20～35cmで，確認長約32mである。底面は

平坦で，壁面は媛やかに外傾して立ち上がる。

断面形は弧状である。

主軸方向　N－400－E

覆土　2層からなる自然堆積である。

土眉解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量

旦53．4m

‾「くこ三つト

旦

、＼＼＼′

旦54．0m

。‾毎㌃

‾、、＿＿∴‾

0　　　　　　　1nl

l＿　l i

0　　　　　　5cm

』＝土＝∃

第228図　第1号溝断面・出土遺物実測図

2　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子微量

遺物　土師券片78点，須恵器片10点が出土している。第228図1の須恵器杯は，第54号土坑との重複付近の覆土

上層から出土している。

所見　本跡は，9世紀後半の時期の第2号住居跡を掘り込んでいるので，時期は9世紀後半以降と考えられる。

性格は不明である。

第1号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第2 28図 坪 A　 1 4．0 底 部か ら体部 にか け ての 破 ロ綾 部か ら体部内 ・外面 ロクロ 砂粒 ，長石，石英 P 132 65％　P L 76

1 須 恵 器 B　　 5．3 片。平底。体部 は直線 的に立 ナデ。底部回転へ ラ切 り。 褐灰 色 底部外面へラ記号

C　　 7．3 ち上が り， 口緑 部に至 る。 普 通 「キ」

第2号溝（付図2．第229図）

位置　調査区中央部，B3e2～C3e2区。

重複関係C3C2区で第16号住居跡，C3C3区で第46号土坑と第17　旦49．8m

号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と形状B3e2区から南側に向かい，斜面を下りながらC3e2　旦49．0m

区に直線状に延びている0上幅1・30～2・40m，下幅1・00～2・00m，深　　　＼　＿＿＿一＿／ノ／‾

さは30cm～53cmで，確認長約60mである0底面は平坦で，壁面は　旦46．8m　　2　2

緩やかに外傾して立ち上がる。断面形は弧状である。

主軸方向　N－14。一W

覆土　3層からなる自然堆積である。
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第229図　第2号溝断面実測図



土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量

2　褐　　色　KP粒子少量，ローム粒子微量

3　褐　　　色　KP粒子中量

遺物　流れ込みと思われる土師器片681点，須恵器片28点，陶器片10点，鉄製品10点，砥石1点が出土している○

所見　本跡は，10世紀後半の時期の第17号住居跡を掘り込んでいるので，時期は10世紀後半以降と考えられる。

本跡は傾斜地に位置しており，B3e2区の標高約50mとC3e2区の標高約44mの標高差を考えると，排水溝の

可能性もあると考えられる。

旦46．6m

lV‘≒一一一一‾

旦

「しノ「

0　　　　　　　1m

L i・！

第230図　第3号溝
断面実測図

第3号溝（付図2　第230図）

位置　調査区南部，B3j7～C3a7区。

重複関係　B3j7区で第26・27号土坑と重複している。第26号土坑に掘り込まれて

おり，本跡の方が古い。第27号土坑は，本跡が掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

C3a7区で第28号土坑と第7号住居跡の覆土を掘り込んでおり，本跡の方が新し

い。

規模と形状　B3j7区からC3a7区まで直線状に延びている。北端部は調査区城外に

延びており，南端部も第7号住居跡と重複しているため，正確な規模は不明であ

る。調査した範囲で，上幅0．43～0．80m，下幅0．13～0．33m，深さは21～22cmで，確認

長5．4mである。底面は平坦で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。断面形は弧状である○

主軸方向　N－30－E

覆土　3層からなる自然堆積である。

土屑解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微

量

2　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・小ブロック

微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒

子極微量

遺物　流れ込みと思われる土師器片73点と須恵器片8点が出土している。

所見　本跡は，10世紀前半の時期の第7号住居跡を掘り込んでいるので，時期は10世紀前半以降と考えられる。
J

性格は不明である。

旦45．2m

「了
旦44．8m

0　　　　　　　1m

！；！

第231図　第4号溝断面
実測図

第4号溝（付図2　第231図）

位置　調査区南部，C3C7区～C3co区。

重複関係　C3C7区で第43号土坑の覆土を掘り込んでおり，本跡の方が新し

い。C3co区で第39・40号土坑と重複している。第39号土坑が，本跡の覆土

を掘り込んでおり，本跡の方が古い。第40号土坑との新旧関係は不明である。

規模と形状　C3C7区からC3co区まで直線状に延びている。上幅0．43～

0．70m，下幅0．20～0．50m，深さは20～30cmで，確認長約36mである。底面は

凹凸で，壁面は健やかに外傾して立ち上がる。断面形は弧状である。

主軸方向　N－950－、E

覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子極微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量
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遺物　流れ込みと思われる土師器片162点，須恵器片15点，陶器片1点，鉄津2点が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第5号溝（付図2　第232図）

位置　調査区北部，B2i3区～B3hl区。

重複関係　B2i6区で第27号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。B2h9区で第50・51号土坑を掘り

込んでおり，本跡の方が新しい。B2ho区で第19号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい0

規模と形状　B2i3区から東側へ向かい，緩やかに斜面を下りB3hl区まで延びている。B2i3区で調査区城

外に延びているため，正確な規模は不明であるが，上幅0・60～1・60m，下幅0・24～1・30m，深さは20～35cmで，確

認長約42mである。底面は平坦で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる0断面形は弧状，逆台形と場所によっ

て異なる。

主軸方向　N－820－E

覆土　3層からなる人為堆棟である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・KP粒子少量，焼土粒子・炭化物微

叩‾

2　暗　褐　色　KP粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

3　褐　　色　KP粒子多量，ローム粒子中量，炭イヒ粒子・KP

小ブロック微量

遺物　土師器片333点，須恵器片19点，土師質土器片2点，陶器片5点，磁器1点，鉄製品1点，古銭1点が出土

している。第232図1の鎌と2の刀子は，第27号住居跡との重複付近の覆土上層から出土している0　3の古

銭「文久永賓」は，第19号住居跡との重複付近の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から近世と考えられる。性格は不明である。

旦50．6m

一「⊆蛮声〆

旦51．8m

旦52．0m

（－ノ／／
0　　　　　　1m

l　；　＿！

第232図　第5号溝断面・出土遺物実測図

第5号溝出土遺物観察表

0　　　　　　　　　5cm

l　　十　」

0　　　　　　　　　3cm

ト一一一一1－」

図版番号 種　　　 別

計　　 測　　 値
出　土　地　点 備　　　　 考

長さ（C皿） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

第232図

1
鎌 （4．5） 4，4 0．1 （7．5） 覆　　　　　 土 M 13　PL79

2 刀　　　　 子 （3．1） 1．4 0．5 （2．7） 覆　　　　　 土 M 15　PL79
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図版番号 銭　　　 銘
計　　 測　　 値

初　 鋳　 年　 代 （西暦） 備　　　　 考
径 （cm ） 孔径 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第232図

3
文 久 永 賓 2．6 0．7 0．1 3．3 文久 3 年 （18 63年） M 18　 覆土　 P L79

0　　　　　　　1m

！　；！

庵m
」　⊥‥＿！

第233図　第6号溝断面・出土遺物実測図

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

第6号溝（付図2　第233図）

位置　調査区南部，C3e5区～C3e8区。

重複関係　C3e6区で第13号住居跡を掘り込んで

おり，本跡の方が新しい。

規模と形状　C3e5区から直線的に東側へ向かい，

C3e8区まで延びている。C3e8区で調査区域外

に延びているため，正確な規模は不明であるが，

上幅0．56～1．13m，下幅0．26～0．94m，深さは10～

17cmで，確認長約10．2mである。底面は平坦で，

壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。断面形は

逆台形，弧状と場所によって異なる。

主軸方向　N－770－W

2　暗　褐　色　黒色粒子極微量

遺物　土師器片55点，須恵器片5点，土師質土器片2点，砥石1点が出土している。第233図1の土師器高台

付杯は，東部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から9世紀後半と思われる。性格は不明である。

第6号溝出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器 ．形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第233 園 高台付杯 B　 （2．5） 底部から体部下位にかけての破片。 体部外面 ロタロナデ。休 部内面 砂粒 ，長石，石英 ，雲母 P 134　45％　PL 76

1 土 師 器 D　　 6．5 平底に，「ハ」の字状に開く高台が ヘ ラ磨 き。高台貼 り付 け後 ，ナ 橙 色 内面黒色処置

E　　 O．8 付 く。休部は内攣して立ち上がる。 デ。 普 通 底部墨書 「十」

C
－46．0m

5　　5

‾－‾ヽ・、上　戸一一

ヽ、＿ノ

0　　　　　　　1m

l i　！

第234図　第7号溝断面実測図

第7号溝（付図2　第234図）

位置　調査区南部，C3b4区～C3h6区。

規模と形状　C3b4区から北へ1．8m延び，C3b5区で屈

曲して東へ向かい，緩やかな斜面を約5m下りC3b6

区まで延びる。規模は，上幅0．60～1．60m，下幅0．24～

1．30m，深さは20～32cmで，確認長約6．8mである。底面は

平坦で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。断面形

は弧状，逆台形と場所によって異なる。

主軸方向　N－190－E（南北方向），N－93。－E（東西

方向）
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覆土　5層からなる人為堆積である。

色
　
色

褐
褐

説

黒

暗

解層

　

1

　

2

土

ローム小ブロック・粒子少量，焼土粒子極微量　　3　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子極微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子・KP粒子少　4　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

量，焼土粒子微量，炭化物極微量　　　　　　5　暗　褐　色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　土師器片58点，須恵器片3点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられる。性格は不明である。

第8号溝（付図2　第235図）

位置　調査区中央部，C2b6区～C2b7区。

規模と形状　C2b6区から東側へ向かい，緩やかに傾斜を下りC2b7区まで延び

ている。西端部がC2b6区で調査区城外に延びているため，正確な規模は不明

であるが，上幅0．60～0．80m，下幅0．24～0．54m，深さは11～25cmで，確認長約3・4

mである。底面は南側が低く傾斜し，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。断面

形は，弧状である。

主軸方向　N－930－W

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化粒子極微　2　褐　　色　ローム粒子中量

量

旦48．4m

、＼幸ミコ二二二＞＿、

旦

、＼、．＿ノー、

0　　　1m

ヒ二二i＿二二一＿」

第235図　第8号溝断面
実測図

遺物　覆土中から，流れ込みと思われる土師器片17点，須恵器片1点が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第9号溝（付図2　第236図）

位置　調査区北部，Ble5区～Blg7区。

重複関係　Ble5区で第10号溝に掘り込まれており，本跡の方が古い。
旦55．2m

「〕′
規模と形状Ble5区から南側へ向かい，Blg7区まで延びている。北部のBle5区　旦

で第10号溝と重複しており，南部は調査区域外に延びているため，正確な規模は不

明であるが，上幅0．48－0．88m，下幅0．16～0．38m，深さは30～48cmで，確認長約6・6m

である。底面は平坦で，壁面は緩やかに外傾して立ち上がる。断面形は逆台形，Ⅴ

字形と場所によって異なる。

主軸方向　N－350－W

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量 2　極暗褐色　ローム粒子少量

遺物　流れ込みと思われる土師器片20点，須恵器片6点が出土している○

所見　本跡の時期と性格は不明である。
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第236図　第9号溝
断面実測図



0　　　1m

L一一　＿「－　」

第237図　第10号溝
断面実測図

第10号溝（付図2　第237図）

位置　調査区北部，BIc5区～Blf4区。

重複関係　BIc5区で本跡が第9号溝を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と形状　BIc5区から南西へ向かい，Blf4区まで延びている。北部の

Bld4区と西部のBlf4区が調査区域外に延びているため，正確な規模は不

明であるが，上幅0．94～1．60m，下幅0．10～0．30m，深さは42～80cmで，確認

長約13mである。底面は凹凸で，18か所のピットが不規則に点在している。

壁面は外傾して立ち上がる。断面形は逆台形，Ⅴ字形と場所によって異な

る。

主軸方向　N－160－E

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子微量　　　　　　3　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　4　暗　褐　色　ローム中ブロック・粒子微量

遺物　流れ込みと思われる土師器片15点，須恵器片2点が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

表9　東平遺跡溝一覧表

溝番号 位　　 置 方　　 向 断　 面
規　　　　　 模

壁 面 底 面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考 ・

新旧関係 （古→新）確認長（m）上幅 （m ） 下幅 （m ）深 さ （cm ）

1 B 2a7～B leo N －400－E 弧　 状 （32．0） 0．70～1．30 0．20～0．48 20～35 ．緩斜 平坦 自然 須恵器 （杯），土師器片 SI2→SD l，SD l→SK55

2 B 3e2～C 3e2 N －140－W 弧　 状 （60．0） 1．30～2．40 1．00～2．00 30～53 緩斜 平坦 自然 土師断，雛紺 帖片，鉄貼 晰 SI16，SI17，SK46→SD 2

3 B 3j7～C 3a7 N － 3 0－E 弧　 状 （5．4） 0．43～0．80 0．13～0．33 21～22 綬斜 平坦 自然 土師器片，須恵器片
SI7，SK27，SK28■SD吊D3→SK26，

SK26・S脚．と重複

4 C 3C7～C 3co N －95 0－E 弧　 状 （36．0） 0．43～0．70 0．20～0．50 20～30 緩斜 凹‘凸 人為
土師器片，須恵器

片，陶器片，鉄淳

SK43→SD 4，SD 4→SK39，－

SK39・SK40と重複

5 B 2i3～B 3hl N －820－E
弧　 状

逆 台形
（42．0） 0．60～1．60 0．24～ 1．30 20～35 緩斜 平坦 人為

土師断，柑猟 土師質土猟

陶断潤 ，粗品朗 （文久永賓）

SI19，SI27，

S K 50，SK 51→SD 5 ・

6 C 3e5－C 3e8 N －770－W
逆 台形

弧　 状
（10・2）‥0．56～1．13 0．26～0．94 10～17 ．媛斜 平坦 自然

土醜 （高台付吼 須恵器片，

土師質土器片，砥石了
SI13→SD 6

7 C 3b4～C 3h6
N －190－E

N －93 0－E

弧　 状

逆台形
（7．5） 0．60～ 1．60 0．24～1．30 20～32 綬斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

8 C 2b6～C2b7 N －93 0－W 弧　 状 （3．4） 0．60～0．80 0．24～0．54 11．～25．・緩斜 平坦 自然 土師器片，須恵器片

9 B le5～B lg7 N －35 0－W
逆台形

Ⅴ字形
（6．6） 0．48～0．88 0．16～0．38 30～48 媛斜 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SD 9 →S D lO

1l’0 B Ic5r B 封4 N －16。－E
逆台形

Ⅴ字形
（13．0） 0．94～1．60 0．10～0．30 42～80 外傾 凹凸 自然 土師器片，須恵器片 S D 9 →SD lO
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4　不明遺構

当遺跡からは，不明遺構が6基検出されている。以下，遺構の形状や特徴について記載する○

第1号不明遺構（第238図）

位置　調査区南部，C3C7区。

規模と平面形　南北軸約1．5m，東西軸約4．5mの不定形である。　　　　　　　　　　　　l

壁　壁高は10cmで，外傾して立ち上がっている。

底面　ほぼ平坦である。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，南壁際の東寄りから検出されている。長径43cm，短径22cmの楕円形で，

・深さ10cmである。P2は南壁中央部際の位置から検出されている。長径50cm，短径15cmの不整楕円形で，深

さ7cmである。P3は南西コーナー部付近の庸壁際の位置から検出されている。径約63cmの円形で，深さ43

cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　3層からなる自然堆積である。　‘

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

遺物　流れ込みと思われる土師器片52点，須恵器片7点，鉄淳1点が出土している。

所見　本跡の時期は不明である。

第238図　第1号不明遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第3号不明遺構（第239図）

位置　調査区西部，B2j3区。

規模と平面形　東部と南部が調査区城外に延びているため，規模や平面形は不明である○

壁　壁高は28cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。
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底面　南方向に傾斜している。中央部付近から南東方向へ溝状の掘り込みが，幅約2mで緩やかに傾斜して延

びている。

ピット　9か所（Pl～P9）。Plは，南西部の調査区域境界から検出されている。長径90cm，短径78cmの楕円

形で，深さ50cmである。P2は北西コーナー部の西壁寄りから検出されている。長径25cm，短径20cmの楕円

形で，深さ32cmである。P3は北西コーナー部の北壁際から検出されている。径［30］cmの円形で，深さ32cm

である。P4は北東部の調査区域境際から検出されている。径約32cmの円形で，深さ41cmである。P5はPl

の南東側から検出されている。長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さ36cmである。P6は溝状掘り込みの北西

部から検出されている。長径15cm，短径10cmの楕円形である。P7はP3の南側から検出されている。長径45

cm，短径20cmの不整楕円形で，深さ35cmである。P8はP7の南側から検出されている。長径75cm，短径35

cmの不整楕円形で，深さ35cmである。P9はP8の南側から検出されている。長径47cm，短径30cmの楕円形

で，深さ30cmである。9か所のピットは，いずれも性格は不明である。

第239図　第3号不明遺構・出土遺物実測図

2mL
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覆土　2層からなる人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・KP小ブロック・KP粒子中量，焼

土粒子・炭化粒子極微量

2　暗　褐　色　KP粒子多量，ローム粒子少量，KP大プロツ

ク・中ブロック・小ブロック微量，焼土粒子・炭

化粒子極微量

遺物　土師器片34点，須恵器片1点が出土している。第239図1の土師器高台付杯は，北部の覆土上層から出土

している。

所見　本跡の時期は，平安時代と考えられる。性格は不明である。

第3号不明遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第239園 高台付 杯 B　 （3．1） 底部から体部下位にかけての破片。 体 部外 面 ロクロナデ。体部 内面 砂粒 ，長石，石英，雲母 P135　20％ PL76

1 土 師 器 D　 ［7．2］ 平底に，「ハ」の字状に開く高台が ヘラ磨 き。高台貼 り付 け後 ，ナ にぷい橙 色

E　　 l．2 付 く。体部は内攣して立ち上がる。 デ。 普通

第4号不明遺構（第240図）

位置　調査区北部，Bla9区。

重複関係　第78号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　南北軸約5m，東西軸約3．5mの不定形である。

壁　壁高は25cmで，外傾して立ち上がっている。

底面　凹凸である。

ピット　6か所（Pl～P6）。Plは，北部東壁際から検出されている。長径73cm，短径45cmの楕円形であるo

P2は南壁南東コーナー部から検出されている。長径80cm，短径53cmの楕円形で，深さ43cmである。P3は西

壁南西コーナー部寄りから検出されている。長径58cm，短径45cmの楕円形で，深さ20cmである。P4は北壁

中央部から検出されている。長径55cm，短径45cmの楕円形で，深さ35cmである。P5は西壁北西コーナー部

寄りから検出されている。長径32cm，短径28cmの楕円形で，深さ16cmである。P6はP5の南側に隣接して検

出されている。径20cmの円形である。6か所のピットは，いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック少量

2　黒　　　色　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　黒　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量

遺物　縄文土器片68点が出土している。第241図1の縄文土器深鉢は，P5の覆土中層から出土している02の

縄文土器深鉢は，中央部の覆土上層から出土している。3の縄文土器深鉢は，P3の東側の覆土上層から出土

している。

所見　本跡の時期は，縄文時代と考えられる。性格は不明である。

第4号不明遺構出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

第241図

1 ・2

深　　　 鉢

縄 文 土 器

胴部片。内 ・外面とも貝殻条痕文が施されている。 T P33，、34　PL 77

胎土に繊維混入

3
深　　　 鉢 口緑部片。外面には地文として貝殻条痕文が施され，口唇部直下に半裁竹管状土具 T P35　P L 77

縄 文 土 器 による刺突文が巡っている。 胎土に繊維混入
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第240図　第4号不明遺構実測図

第241図　第4号不明遺構出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一‥　　l I

10cm

L＿＿＿＿ニー二」＿二二」

第5号不明遺構（第242図）

位置　調査区北部，Ali9区。

重複関係　第94号土坑の覆土を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。第40号住居跡に東部を掘り込まれており，

本跡の方が古い。

規模と平面形　東部が第40号住居跡との重複により残存しておらず，規模は不明である。

壁　壁高は10cmで，緩やかに外傾して立ち上がっている。
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底面　東方向に傾斜している。北東部には，南北軸（1．00）m，東西軸（1．10）m，深さ（40）cmの不定形の

掘り込みが確認されている。

覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量 2　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物　弥生土器片57点が出土している。第242図1の弥生土器壷は，北壁中央部の覆土上層から出土している。

2の弥生土器小形壷は，第94号土坑との重複付近の北壁の覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から弥生時代後期と思われる。

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒ二二－十一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

第242図　第5号不明遺構・出土遺物実測図

第5号不明遺構出土遺物観察表

－．－

i

0　　　　　　　　　　　　10cm

L l　　　」

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第242区l 広口壷 B （12．0）胴部中位から頚部にかけての破片。頚部は櫛歯状工具（5本）による砂粒，長石，石英，雲母 P136 10％　PL76

1 弥生土器 縦区画により分割され，区画内は波状文が施されている。胴部は附加にぷい橙色

条二種（附加1条）の縄文が施され，羽状構成をとる。 普通

2

小形壷 A ［9．0］ 体部下位から口緑部にかけて，附加条二種（附加1条）の縄砂粒，長石，石英 P137　80％　PL76

弥生土器 B　17．5

C　　6．2

文が施されており，羽状構成をとる。 にぷい赤褐色

普通

第6号不明遺構（第243図）

位置　調査区南部，C4d6区。

規模と平面形　北・南部が調査区城外に延びているため，規模や平面形は不明である。

壁　壁高は6cmで，立ち上がっている。

底面　ほぼ平坦である。
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ピッ．ト　4か所（Pl～P4）。Plは，北部の調査区域境界際中央部から検出されている。長径75cm，短径［45］

cmの楕円形で，深さ72cmである。P2はPlの東脇から検出されている。径［50］cmの円形で，深さ39cmで

ある。P3は中央部の西寄りから検出されている。径［56］cmの円形で，深さ55cmである。P4はP3の北脇

から検出されている。長径［60］cm，短径44cmの楕円形で，深さ40cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　黒色粒子・KP小ブロック・KP粒子少量　　　　3　暗　褐　色　赤色粘土粒子中量，KP粒子少量

2　暗　褐　色　KP小ブロック中量，KP粒子少量，黒色粒子微　4　褐　　色　ローム粒子中量，KP粒子少量

量

遺物　流れ込みと思われる土師器片3点，須恵器片2点が出土している。

所見　本跡の時期と性格は不明である。

第243図　第6号不明遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m」

第7号不明遺構（第244図）

位置　調査区南部，C4e6区。

規模と平面形　南部が調査区城外に延びているため，規模や平面形は不明である。

壁　壁高は12cmで，緩やかに外傾して立ち上がっている。

底面　ほぼ平坦である。東壁際に，長径95cm，短径45C品の楕円形の焼土ブロックと焼土粒子固まりが検出され

ている。
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覆土　5層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　黒色粒子中量，KP粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

2　褐　　色　KP粒子中量，KP小ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子・黒色粒子微量

3　極暗褐色　黒色粒子中量，KP粒子少量，焼土粒子・炭

化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック・粒子中量，KP粒子・黒色

粒子少量

5　黄　褐　色　KP粒子多量，KP小ブロック中量

遺物　流れ込みと思われる土師器片5点が出土して

いる。

所見　本跡の時期と性格は不明である。 0　　　　　　　　　　　　　　2m

「1－－1l　“一一1

第244図　第7号不明遺構実測図

5　遺構外出土遺物

当遺跡からは，遺構に伴わない弥生時代から近世までの土器や，金属製品等が出土している。ここでは，こ

れらの出土遺物のうち特徴的なものについて掲載する。（第245図）

第245図　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　 考

第2 4 5図 広　 口　 壷 ロ緑 部か ら頚部 にか けての破片。破 片上部 は，ロ緑 部 と頚部 の境 T P 18　 P L 77

1 弥 生 土 器 で あ り，軽 く押圧 された低 い隆帯 が 2 条 巡る。 下部 にかけ ては，

櫛状工具 （6 本）に よる縦区画 と，波 状文が施 されてい る。
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図版番号

第245図

券　　　 種

広　 口　 壷

器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　 考

頚部片。ともに櫛歯状工具 （5本）による3 条を単位 とする縦区 T PlO，11 PL77

2 ・3 弥 生 土 ・器 画により，無文帯が 2 分割さ‘れている。 2 は，区画内には波状文

が施されている。

4

広　 口　 壷 破片上部は，頚部と胴部の境であり，波状文が櫛状工具 ‘（6本） TP 17．PL77

弥 生 土 器 により施されている。下部は胴部にあたり，附加状二種 （附加 1

条）の縄文が施されている。

5

広　 ‾口　 壷 破片上部は，頸吾陀 胴部の境であ り，波状文が櫛状工具 （6本） T P19　P L77

弥 生 土 器 により施 されている。下部は胴部にあたり，羽状構成の附加条二

種 （附加 1条）の縄文が施されている。

6～10
広　 口　 壷 胴部片。附加条二嘩 （附加 1条）の縄文が，羽状構成で施されて T P12～15，20　PL77

弥 生 土 器 いる。

11
広　 口　 壷 破片上部は，胴部下位であり，附加条二種 （附加 1 条）の縄文が T P・21 ・PL77

弥 生 土 器 施されている。底部は，摩耗のため布 目等の痕跡は確認できない。

12
広　 ＿口　 壷 ‾破片上部は，胴部下位であり，一附加条一種の縄文が施されている。 TP22　PL77

弥 生 土 器 底部には，木葉痕が残存 している。

図版番号 銭　　　 銘
計　　 測　　 値

鋳　 造 風 間 ．（西暦） ・’備　　 ．考 ．

径 （cm ） 孔径 （cm ） ‘厚 さ（cm ） 重量 （g）

第24 5図

13

寛 永 通 賓 2．4 0．6 0．1 3．0 ー（169 7～174 7年） M 20　 表土　 3 期新寛永　 P L7 9

第4節　まとめ

今回の調査で東平遺跡から確認された遺構は，竪穴住居跡40軒（縄文時代早期1軒，古墳時代前期1軒，古

墳時代後期1軒，平安時代37軒），土坑95基（縄文時代7基，古墳時代後期1基，平安時代1基，時期不明86

基），溝10条（平安時代2条，近世1条，時期木明7条），不明遺構6基（縄文時代1基，弥生時代1基，時

期不明4基）である。ここでは，縄文時代から平安時代までの各時期別に遺構と遺物について述べ，まとめと

したい。

1　縄文時代

この時代の遺構としては，竪穴住居跡1軒，土坑7基，不明遺構1基を確認している。これらの遺構は，調

査区城北西部の標高54～55mの丘陵頂上部の平坦地に位置する。第41号住居跡，第9・62・71・76・78・80・

91号土坑，第4号不明遺構が該当する○土坑のうちF，第9・71・76・78・80L・91号土坑の6基は炉穴であり，

第62号土坑は陥し穴である〇第41号住居跡，第9・62・69・71・78・80号土坑，第4号不明遺構からは，茅山

下層式の土器片が出土しており縄文時代早期後葉と考えられるが，第76・91号土坑からは時期を判断できる遺

物は出土していないため，時期不明である。

第41号住居跡は，中央部に炉を2か所もっている。炉の作り替えがあったのか同時に並行して使用されたの

かは不明である。

炉穴6基の平面形は，楕円形のものが4基，円形と不定形が各1基である。長径方向は，第9・91号土坑が

北から西に振れ，第76号土坑のみが東に振れている。長径は，約2m以上のものが，第9・78・80号土坑で，

その他の3基は，1～1．55mである○深さは，6基とも50cm以下である。炉床の位置は，ほぼ中央にあるもの

が第76・78・80・91号土坑の4基，片寄った位置にあるものが第9・71号土坑である。第9号土坑は西部，第71

号土坑は南部に炉床をもっている。炉穴について近隣の遺跡では，友部町石山神遺跡で32基調査されている（去）
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2　弥生時代

この時代の遺構として，不明遺構1基を確認している。第5号不明遺構は調査区城北西部に位置している。

時期は，覆土から十王台式の弥生土器が出土しているので，弥生時代後期後半と考えられる。

この時期の多量の土器片が，当遺跡の調査区城東部の表土中から出土しており，他の時期の住居跡や土坑の

覆土中にも流入している。

土器の頚部文様帯は，スリット手法による縦区画を波状文で充填し，スリット間は無文とし，胴部には，附

加条二種（附加1条）の縄文が羽状構成で施されている。その他，数点の胴部片には附加条一種（附加2条）

の縄文が施され，底部に木葉痕が残されているものがあり，栃木県東部の二軒屋式系や上稲書式系の土器の影
l

響が入っていると考えられる。

土器片の出土状況から，渦沼川により近い調査区域外の丘陵東側斜面にも，この時代の遺構が存在するもの

と考えられる。

3　古墳時代

この時代の遺構としては，竪穴住居跡2軒，土坑1基を確認している。調査区城北西部の第1号住居跡，中

央部の傾斜地に立地する第10号住居跡と西側の第52号土坑が該当する。第10号住居跡は前期，第1号住居跡・

第52号土坑は後期に属するものと考えられる。

第10号住居跡は，壁の遺存状態が悪く，正確な規模や平面形が不明である。出土遺物は，土師器の器台と台

付嚢の破片などである。覆土中からは十王台式の弥生土器片も多数出土しているが，混入の可能性が考えられ

る。

古墳時代前期の土師器片は，前述の十王台式同様，調査区域東部の表土中から出土しており，出土状況から，

調査区域の東側に同時期の遺構が分布するものと考えられる．。

第1号住居跡は，一辺3．5mの方形であり，竃は北壁の東寄りに構築されている。この時代の典型的な竃と比

較して，煙道が極めて細長く作られているのが特徴的である。遺物としては，土師器（杯・壷・嚢・甑）が出土

している。底部に木葉痕を残す土師器杯が出土している。

4　平安時代

この時代の遺構としては，竪穴住居跡37軒，土坑1基を確認していろ。当遺跡の中心をなす時代である。第

2・38－40号住居跡，第77号土坑は北部の平坦地に立地しているが，ほとんどの住居跡は傾斜地で確認されて

いる。調査区城は，道路工事幅であるため，集落跡の全体像が明らかになっているわけではないが，調査区域

内における，9世紀から10世紀にかけて集落の変遷について検討を試みたい。（第246図）

（1）第1期（9世紀後半）

平坦地である調査区城の北西部から2軒，傾斜地である中央部から南東部にかけて19軒の住居跡を確認して

いる。北西部の第2・40号住居跡，中央部から南東部にかけての第5・8・9・13～16・18～24・26・30・

31・33・34号住居跡が該当する。

平面形は，方形または長方形を呈している。規模は，一辺が2．6～4．8mである。壁高は40cm以上あるのもの

が半数である。竃の位置は，東壁に構築されている第5号住居跡，西壁に構築されている第24号住居跡を除い

て，北壁に構築されている。東壁に竃をもつ住居跡の主軸方向は，N－870－Eである。酉壁に竃をもつ住居

跡の主軸方向は，N－830－Wである。北壁に竃をもつ住居跡の主軸方向は，N－430－W～N－280－Eの範囲
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である。貯蔵穴は，第2・5・8・24・26号住居跡から確認されている。北東コーナー部に位置するもの，北

西コーナー部に位置するものがともに2軒であり，第24号住居跡の第2号貯蔵穴と第26号住居跡は南西コーナ

ー部に位置している。

出土遺物は，土師器（杯・高台付杯・椀・嚢・甑・蓋），須恵器（杯・嚢・甑），土製支脚，石製紡錘車，

砥石，刀子，鉄製紡錘車などである。特に，第20号住居跡から出土している鉄製紡錘車は，軸に竹製と思われ

る鞘が装着したまま出土しており，鉄製紡錘車の機能を考える上でも貴重な資料と思われる。須恵器の杯は，

全体的に器高が高く，底径は小さい。底部に真一「l」のヘラ記号をもつものがある。土師器の杯や高台付杯

は，内面に磨きが施され，すべて黒色処理されている。底部は，回転へラ切りで切り離しで，「九」や「十」

等の墨書が施されている土器も出土している。嚢は，底部に木葉痕を残すものもある。

この時期は，遺構数が多く，調査区城内での分布状況も全域にわたっている。特に，傾斜地における住居跡

の位置は，標高と密接な関係がうかがえる。第26・31・32・34号住居跡は標高51－52mに，第5・20～22・30

号住居跡は標高48～49mに，第8・9・13・14・16・18・23・24号住居跡は標高43～46mに位置している。

上記のように，傾斜地に位置する住居跡は，3段階に区分した等高線上に分布している。同時期の遺構が，同

一等高線上に並んで位置する状況は大変興味深い。

（2）第2期（10世紀前半）

調査区域の中央部から2軒，南東部から1軒の住居跡を確認している。第7・24・32号住居跡が該当する。

第7・32号住居跡は，一辺が2．75～3．40mの方形及び長方形で，壁高は10～44cmである。主軸方向は，第7
1

号住居跡がN－860－E，第24号住居跡がN－830－W，第32号住居跡がN－700－Eである。第7・32号住居跡

は，東壁に竃をもち，第24号住居跡は，西壁に竃を確認している。この時期には，北壁に竃をもつ住居跡は認

められない。貯蔵穴は第24号住居跡のみで確認されており，北西コーナー部と竃の南東側の2か所に付設され

ている。第7・24号住居跡は標高45－46mに，第32号住居跡は標高52mに位置しており，両遺構の間には標高
ノ

差が約6mある。当該期の住居跡は少ないが，第28・35号住居跡は，出土遣物から9世紀後半から10世紀前半

の時期にあるものとしており，遺構の規模，竃の位置等で，第7・32号住居跡と共通点がある。第35号住居跡

は，第32号住居跡と同一標高にあり，第28号住居跡は，第7号住居跡より2m高い標高に位置しているが，第

28号住居跡は東西方向の延長上にある。

出土遺物は，土師器（杯・高台付杯・嚢），須恵器片等である。この時期以降，須恵器の出土が極めて少な

くなっている。高台付杯の体部内面に磨きが施され，黒色処理されている。体部が内攣して立ち上がり，底部

の切り離しは回転へラ切りである。高台はハの字状に開いている。

当該期の住居跡は遺構数は少ないものの，2段階に区分できる等高線上に位置しており，第1期と同様の様

相を呈している。

（3）第3期（10世紀後半）

調査区城の北西部から2軒の住居跡と1基の土坑，中央部から5軒の住居跡を確認している。北西部の第38・

39号住居跡と第77号土坑，中央部の第4・17・25・27・29号住居跡が該当する。

住居跡の規模や平面形は，一辺が3～4m前後の方形及び長方形である。壁高は20～40cmで，住居の掘り込

みは他の時期に比較して浅い。竃の位置は，第4・17・25・29・38号住居跡は東壁に，第27・39号住居跡は北

壁に構築されている。東壁に竃をもつ住居跡の主軸方向は，N－620～940－Eの範囲である。北壁に竃をもつ

住居跡の主軸方向は，第27号住居跡はN－120－Wであり，第39号住居跡はN－220－Wでああ。貯蔵穴は，第

4住居跡が北東コーナー部に，第17・38号住居跡が南東コーナー部に，第39号住居跡北西コーナー部に確認さ
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れている。

出土遺物は，土師器（杯・椀・高台付杯・小皿・嚢）が中心であり，須恵器は細片のみである。第17号住居

跡からは鉄製品の餃具が出土しており，1点のみの出土であるが極めて興味深い。高台付杯は，第2期と比較

すると，同様に体部内面に磨きや黒色処理が施されているが，口綾部がわずかに外反している。土師器小皿が

多く出土しているが，底部の切り離しはすべて回転糸切りである。

第38・39号住居跡は標高54m，第4・27・29号住居跡は標高48～50m，第17・25号住居跡は標高44～55mに

位置している。当該期の7軒の住居跡にも，同一等高線上に位置する特徴がみられる。

（4）まとめ

第1期は標高51～52m（4軒），48～49m（5軒），43～46m（7軒）の3段階，第2期は標高52m（1軒），

45～46m（2軒）の2段階，第3期は，標高54m（2軒），48－50m付近（3軒），44～45m付近（2軒）の3

段階に区分して，住居跡の分布を検討した。このように，傾斜地における住居跡の分布と等高線との間の興味

深い関係が，この時代を通してうかがえた。各期とも標高50m付近と標高47m付近では，住居跡の分布域に空

自地帯が認められ，この空自部分に集落形成にかかわる何らかの要素があると考えられるが不明である○

当遺跡は，丘陵地の斜面部に形成された集落跡として貴重な資料である。しかし，集落の一部分の調査であ

り全容は不明であること等，問題点もある。今後，斜面部に立地する集落跡の類例の増加や，当遺跡の周辺地

城における弥生・古墳時代の遺構についての調査に期待したい。
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第5章　　坂　ノ　上　塚　群

第1節　遺跡の概要

坂ノ上塚群は，友部町の南西山地東側，渦沼川右岸の標高49mほどの丘陵地頂上部に所在している。調査区

域は，東西約15m，南北約35m，面積495Idであり，現況は山林である。

調査区城の北東約1km地点には，宍戸城跡がある。この宍戸城跡から，掴沼川を渡り南西方向にのびる古道

として江戸街道がある。当遺跡は古道脇の丘陵頂上部に立地しており，丘陵を切り通してのびている古道によ

り，遺跡の西側部分が大きく削られている。遺跡の南東側は古峯A遺跡に隣接しており，北西側約200m地点

には東平遺跡がある。

今回の調査によって，近世の塚2基，塚の下層から古墳時代後期の住居跡1軒を確認した。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に2箱出土した。住居跡から，土師器26点が出土している0塚

の盛土からは，古銭（寛永通賓）が1点出土している。
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第248図　第1号住居跡調査区設定図
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第2節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

当遺跡からは，古墳時代lの竪穴住居跡1軒が確認されている。

第1号住居跡（第248・249図）

位置　調査区中央部，Ali6区。

規模と平面形　第1号塚の下層で確認された。本跡の東側は壁面が削平され，床面だけの確認であり，北側壁

は，安全対策上残してあった第1号塚盛土中のため確認できず，塚北西側の住居跡部分は不明であるが，長

軸（5．60）m，短軸（5．35）mの長方形であると思われる。

主軸方向　N－480－E

壁　壁高は30cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，全体的に踏み固められている。

竃　調査した範囲においては認められなかった。

ピット　5か所（Pl～P5）。P2・P去・P5の3か所は，長径30～58cm，短径28～42cmの円形及び楕円形

で，配置，規模等から柱穴と思われる。Plは長径36cm，短径34cmの円形，深さ28cmで，出入り口施設に

伴うピットと考えられる。P4は長径90cm，短径66cmの楕円形，深さ10cmで中央部西寄りに位置している

が，性格は不明である。

覆土　3層からなり，各層ともローム粒子，ロームブロックの含有が見られ人為堆積である。

土層解説

1黒　　　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒

子・炭化物極微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量，炭化物微量，

焼土粒子極微量

遺物　覆土中から，土師器片323点，須恵器片2点が出土している。第250～252図1の土師器杯は，P3の東

寄りの床面から出土している。4の土師器杯は，中央部の床面から出土している。2・6・8の土師器杯と

26の土師器甑は，中央部の覆土下層から出土している。3の土師器杯は，・中央部の覆土中層から出土してい

る。5の土師器杯は，P3の南側の覆土下層から，13の土師器杯は，P4の東側の覆土下層から出土してい

る。12の土師器杯は，中央部の北西側の覆土下層から出土している。14の土師器杯は，中央部の北側の覆土

中層から出土している。20の土師器壷は，P4の覆土下層から出土している。17の土師器相は，P3の南寄

りの覆土中層から出土しており，流入したものと考えられる。19の土師器壷は，P3の西側の覆土中層から

出土している。23の土師器嚢は，P2の南寄りの覆土中層から出土している。7・10の土師器杯は，P5の

西側の覆土下層から出土している。15・16の土師器杯は，P5の覆土中から検出されており，15は覆土上層，

16は覆土下層から出土している。18の土師器壷は，P5の北西寄りの床面から出土している。9の土師器杯

は，P5の南寄りの床面から出土している。11の土師器杯と24の土師器嚢と25の土師器甑は，P5の北東側

の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形状や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。
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第249図　第1号住居跡実測図
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第250図　第1号住居跡出土遺物実測図（1）
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第251図　第1号住居跡出土遺物実測図（2）

第1号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

⊆二二一十一‥二二二二＝∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　形　の．特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第250図 杯 A　14．6 丸底。体部は内攣して立ち上が 口緑部内・外面横ナデ後，横位 砂粒，長石，雲母，石英 Pl lOO％　PL80

1 土師器 B　　6．2 り，口縁部との境に突出した稜 の磨き。体部外面へラナデ後，赤色

がある。口緑部は外傾する。 横位の磨き。 普通

2

杯 A　14．0 丸底。体部は内攣して立ち上 口緑部内・外面横ナデ後，横位 石英，砂粒，長石，雲母 P2　60％　 PL80

土師器 B　　6．3 がり，口緑部との境に稜があの磨き。体部外面へラ削り後，赤褐色

る。口緑部は外反する。 横位の磨き。 普通

3

杯 A ［14．4］ 丸底。体部は内攣して立ち上 口緑部内・外面横ナデ。体部外 砂粒，長石，石英，雲母 P3　50％　 PL80

土師器 B　　6．7 がり，口緑部との境に稜があ

る。口緑部は外反する。

面へラ削り後，磨き。 明赤褐色

普通
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0　　　　　　　　　　　　10cm
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第252図　第1号住居跡出土遺物実測図（3）
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第250図 杯 A　 15．6 丸底。体部 は内攣 して立 ち上 口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部外 長石，砂粒，石英 P4　90％　 PL 80

4 土 師 器 B　　 7．2 が り， 口緑 部は外 傾する。 面へ ラ削 り後，磨 き。 明赤褐色

普通

5

杯 A　 14．4 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑部内 ・・外面横 ナデ。体 部外 砂粒 ，長石，石英 ，雲母 P5 100％　 PL 80

土 師 器 B　　 5．4 が り， 口緑部 との境に稜があ

る。 口緑部 は外傾 する。

面へ ラ削 り。 明赤褐色

普通

6

杯 A　 12．9 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部外 砂粒 ，長石，石英，嚢母 P6 100％　 PL 80

土 師 器 B　　 6．5 が り， 口緑部 との境に稜があ

る。 口緑部 は外 反する。

面へ ラ削 り， 内面へ ラ磨 き。 明赤褐色

密通

7

杯 A　 14．5 丸底。体融 ま内攣 して立ち上 口緑部内 ・外面横 ナデ。体 部外 砂粒，長石，石英，スコリア P7　90％　 PL 80

土 師 器 B　　 7．3 が り， ロ緑部 との境 に稜があ

る。 口緑部 は外傾 する。

面へ ラ削 り後，磨 き。 赤 色

普通

8

杯 A　 15．4 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。内面は 長石，石英 ，雲母，砂粒 ， P8　90％　 PL 80

土 師 器 B　　 6．7 が り， 口緑部 との境 に稜があ ナデ後磨 き。体 部外面へ ラ削 り。 ス コリア

る。 口緑部 は外 反する。 内面放射状の磨 き。 明赤褐色

普 通

9

杯 A　 13．0 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。外 面ナ 砂粒，長石 ，石英 P9　60％　 PL 80

土 師 器 B　　 6．1 が り， 口緑部 は直立する。 デ後磨 き。体部外面へ ラ削 り。 赤色

普 通

10

杯 A　 14．5 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ後 ，磨 き。 砂粒 ，．長石，石英，雲母 P lO　90％　 PL 80

土 師 器 B　　 7．0 が り， 口緑部 は外 反する。 体 融外面へ ラ削 り。 口緑部外 面

縦 位のへ ラ磨 き。

赤褐 色

普 通

11

杯 A　 14．5 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部外 砂粒 ，長石，石英，雲母 P ll lOO％ PL 80

土 師 器 B　　 5．9 が り， 口緑部 との境 に稜 があ

る。口緑部 は外 反する。

面 へラ削 り。 明赤褐色

普 通

1写

杯 A　 lO．5 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部外 石英 ，砂 粒，長石 P 12　80％　 PL 80

土 師 器 B　　 5．6 が り， 口緑部 との境 に稜 があ

る。口繹部 は内傾 する。

面 へラ削 り。 明赤褐 色

普 通

13

杯 A　 16．0 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部外 長石 ，石英，砂粒 P 13　40％　 PL 81

土 師 器 B　　 5．9 が り， 口緑部 との境 に稜 があ

る。口緑部 は外反 する。

面 へラ削 り後，磨 き。 赤褐色

普通

14

杯 A　 14．4 丸底。体部 は内攣 して立ち上 口緑 部内 ・外面横ナ デ。体 部外 砂粒 ，長石，雲母，石英 P14　50％　 PL 81

土 師 器 B　　 6．8 が り，口緑部 との境 に稜 があ

る。口緑部 は外反す る。

面 へラ削 り後，横ナデ。 明赤褐色

普通

15

椀 A　 11．2 丸底 。休部 は直線 的に立ち上 口緑 部内 ・外面横ナデ。体部 内 長石 ，石 英，雲母，砂粒 P15 100％ PL 81

土 師 器 B　　 6．2

C　　 6．0

が り，口緑部 は直立 する。底

部 は突出す る。

両横 ナデ。赤彩。 明赤褐色

普通

16

杯 A　 18．2 丸底 。体部 は内攣 して立 ち上 口緑 部内 ・外面横ナデ。体部外 砂粒 ，長石 ，石英，雲母 P16 100％ PL 81

土 師 器 B　　 6．1 が り，口緑部 との境 に稜 があ

る。口緑部 は外反す る。

面へ ラ削 り。内面ナデ。 礫

明赤褐色

普通

17

18

19

第25 1図

柑

土 師 器

士璽

B （8．8）

A ［12．9］

体 部はつぶれた球形 で，最大

径 は体 部上位 にあ る。

平底 。体 部は倒卵形 で，最大

体部外面 へラ削 り。内面 ナデ。

口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。体 部

長石，石英，砂粒，スコリア

にぷ い褐色

普通

長石，石英，．砂粒，スコリア

P17　50％　 PL 81

P 18　95％．PL 8 1

P 19　90％　 PL 8 1

P 20　40％　 PL 8 1

土 師 器

＝量チ璽

B　 14．6

C　　 5．7

A　 12．0

径 は体 部上位 にあ る。頚部 は

「く」 の字 状 に外 反 し， 口緑

部 は外傾 する。

平底。体部 は横長 の楕 円形で，

内 ・外面磨 き。

口緑部 内面横 ナデ後，磨 き。

礫

灰黄褐色

普通

砂粒，長石 ，石 英，雲母

土 師 器

七宝E

B　 13．2 体部 中位 に最大径が ある。頸 口緑部外面縦位 のヘ ラ磨 き。 明赤褐色

C ［5．5］

B ．－（8．8）

部 は 「く」 の字状 に外反 し，

口緑部 は外 傾す る。

丸底。体 部は横 の楕 円形で体

体部外面へ ラ削 り後，磨 き。

内面 ナデ後 ，縦位 の磨 き。

体部 内 ・外面へ ラ削 り後，横ナ

普通

長石，石英 ，砂粒

20 土 師 器 部 中位 ．に最大 径があ る。 デ。 明赤褐色

普通
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図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第251図 短 頚 壷 A ［10．5］ 丸底。体 部は内攣 して立 ち上 口緑 部内 ・外 面 横 ナ デ。体 部 砂粒，長石 ，石英 P21 60％　 PL 8 1

2 1 土 師 器 B （8．2） が り，口緑部 との境 に稜が あ 内 ・外面へ ラナデ後，内面は放 赤褐色

る。 口緑 部は外 反す る。 射状 の磨 き。 普通

22

短 頸 壷 A ［14．0］ 丸底。体 部は内攣 して立 ち上 口縁部 内 ・外面横 ナデ後，横位 石英，砂粒 ，長石 P22　40％　 PL 8 1

土 師 器 B （8．6） が り， ロ縁 部 との境 に稜が あ

る。 口緑 部は外 傾す る。

の磨 き。体部外 面へラ削 り。 暗赤褐色

普通

23

嚢 A　 17．4 平底。体 都は倒卵 形で，最大 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体 部外 長石，石英 ，砂粒 ，礫 P23　90％　 PL 8 1

土 師 器 B　 30．7

C　　 8．4

径 は体部上位 にある。頚部 は

ほ ぼ直立す る。

面縦位のヘ ラ削 り。 にぷい褐色

普通

24

嚢 B　 18．2 平底。体部 は内管 して立ち上 体部 外 面 へ ラナ デ後 縦位 の 磨 長石，雲母，砂粒，礫 P24　20％　 PL 82

土 師 器 C　　 7．4 が る。 き。内面ナデ。 明赤褐色（内），暗赤褐色 （外）

普通

第252図 璧 A　 27．0 無底式。体 部は球 形で，頚部 ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。体 部外 長石，石英，砂粒 P25　90％　 PL 82

2 5 土 師 器 B　 28．4

C ［9．4］

は直立す る。 口緑 部は外債す

る。

面へ ラナデ。 にぷい黄橙色

普 通

26

甑 A ［26．6］ 無底式。休部上半部 が直線的 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外 長石，石英，砂粒，雲母 P26　50％　 PL 82

土 師 器 B　 25．8

C　　 8．4

で，最大径 は体 部上位 にあ る。 面 へラ削 り。 橙色 （内），黒色 （外）

普 通

2　塚

当遺跡からは，近世の塚2基（第1号，第2号）が検出されている。第1号壌下層で，第1号住居跡が検出

されている。

第1号塚（第247・254図）

位置　調査区中央部，Alh6区。

規模と平面形　南北幅（7．0）m，東西幅8．5mの不整方形を示し，高さは1．7mである。

主軸方向　N－45。一W

構築状況　旧地表面を基底部にし，6層で構築されている。鉄分を含む赤茶色の大小の礫が各層に含まれている。

土屑解説（B－B′，C－C′，D－D′）

1褐　　　色　中礫中量，ローム粒子・KP粒子・小磯少量

2　褐　　色　ローム粒子・KP粒子・小礫少量，KP中ブロック・KP大ブロック・中礫微量

3　褐　　　色　ローム粒子・中礫中量，KP粒子・KP小・中ブロック・中礫微量

4　褐　　色　ローム粒子・小礫中量，KP粒子・中礫少量，大礫微量，KP小・大ブロック極

微量

5　褐　　　色　ローム粒子・小礫中量，KP粒子・KP小ブロック少量，中礫微量

6　褐　　　色　ローム粒子・KP粒子中量，KP小ブロック・小礫極微量

7　褐　　色　中礫中量，ローム粒子・小礫少量，ローム大ブロック・KP粒子・大礫微量，ロ

0　　　　　　3cm　　　　　　　　　－ム中ブロック・小ブロック極微量

1　1　」　　　　　8　にぷい褐色　KP粒子多量，ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小プロッタ・KP小

葉253遍忘言芸三言＿豆：＝∴∴∴　－＿∴一一一
KP粒子極微量

11褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，KP粒子微量
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遺物　第253図1の古銭は盛土から出土している。古銭の道春状態は良好で，文字も鮮明であり容易に判読す

ることができた。四文字とも小さく，穿が広いなどの特徴があり，『近世の出土銭Ⅱ』（兵庫埋蔵銭調査会19

98年2月）によれば，3期新寛永（1697〔元禄10〕～1747〔延享4〕）に分類できる『寛永通賓』である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から近世と考えられる。

第1号塚出土遺物観察表

図版番号 銭　　　 銘
計　　 測　　 値

初　 鋳　 年　 代 （西暦） 備　　　　 考
径 （cm ） 孔径（cm ） 厚 さ（cm ） 重さ（g）

第253図

1
寛 永 通 賓 2．3 0．7 0．1 2．12 元文 4年 （1739年） M l 塚覆土　 PL 82

第2号塚（第247・254図）（A－A′，E－E′）

位置　調査区中央部，Bla4区。

規模と形状　南北幅（9．0）m，東西幅（7．0）mの不整方形を示し，高さは1．6mである。

長軸方向　N－450－W

構築状況　旧地表面を基底部にし，13層で構築されている。

土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，KP粒子少

量，KP小ブロック極微量

2　褐　　　色　ローム粒子・KP中ブロック・KP粒子中量，ロ

ーム小ブロック・KP大・KP小ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・KP小ブロッ

ク・KP粒子少量，ローム大ブロック・KP大ブ

ロック極微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・KP中ブロック・KP粒子少量，ロ

ーム大ブロック・KP大ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・KP粒子少量，KP大ブロック微量，

炭化粒子極微量

6　褐　　　色　ローム粒子・KP粒子中量，ローム小ブロック・

子・KP小ブロック極微量

9　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，KP粒

子・KP小ブロック極微量

10　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，

KP粒子微量，ローム中ブロック・焼土粒子・K

P小ブロック極微量

11褐　　　色　KP粒子多量，ローム中ブロック・ローム粒子中

量，ローム小ブロック・KP小ブロック少量

12　褐　　　色　ローム粒子・KP粒子中量，KP小ブロック少量，

ローム中ブロック・ローム小ブロック・KP中ブ

ロック微量，ローム大ブロック・KP大ブロック

極微量

KP中ブロック少量，ローム中ブロック・KP小　13　褐　　　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・KP

ブロック微量，KP大ブロック極微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，KP粒

遺物　出土していない。

所見　本跡は，出土遺物がなく時期・性格等について不明である。

小ブロック・KP粒子少量，ローム大ブロック・

ローム粒子・KP大ブロック・KP中ブロック微

量

3　遺構外出土遺物

当遺跡からは，遺構に伴わない土製品1点（第255図）が出土している。

以下それを記載する。

0　　　　　　　5cm

［；＿」

第255図　遺構外出土遺物実測図
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遺構外出土遺物観察表

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

軒 土　 地　 点 備　　　 考
径 （cm ） 幅 （cm ） 厚さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量（g）

第255図

1
土　　　　 玉 3．3 3．4 － 0．8 （17．0）． 表　　　　　 土 D P I　 PL 82

第3節　まとめ

当遺跡からは，竪穴住居跡1軒，塚2基が検出されている。

塚は，調査区域の西側半分ほどが削平され，急傾斜の断崖を呈しており，その部分の調査はできなかった。

現存しているのは第1号塚で全体の60％ほど，第2号塚では全体の70％ほどと推測される。

遺物としては，第1号塚の盛土中から古銭（寛永通賓）が出土しており，時期は近世以降に構築されたと推

測される。第2号塚は，第1号塚の南西方向に近接して構築されているが，時期等を判断できる資料は得られ

なかった。

住居跡は，1軒のみの検出である。住居跡は第1号塚の調査中に検出された。調査区域の現況の関係で住居

跡全体を調査できなかったため，全体の形状を確認するに至らなかった。時期は，出土遺物から古墳時代後期

と判断される。出土遺物は，土師器がほとんどで，杯，壷，嚢，甑などである。これらの土器の内・外面は，

赤彩されたように赤色を帯びている。胎土も赤い色調であることから，酸化鉄を多く含む粘土を用い，赤く発

色させることを意図して，焼成された土器と考えられる。

当遺跡は，丘陵頂上部に立地する塚跡，住居跡として貴重な資料である。
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東平遺跡から出土した炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

東平遺跡は，渦沼川右岸の丘陵地に立地する。今回の調査により，縄文時代早期，弥生時代後期，古墳時代

後期，平安時代の遺構・遺物が検出されている。このうち，平安時代（9世紀代）の住居跡にはいわゆる焼失

家屋が認められ，住居構築材と考えられる炭化材が出土している。

今回の分析調査では，平安時代（9世紀代）の第2号住居跡から出土した，上屋材と考えられる炭化材の樹

種を明らかにし，用材に関する資料を得る。

1　試料

試料は，第2号住居跡から出土した上屋材と考えられる炭化材4点（ア～エ）である。各試料の詳細は，樹

種同定結果と共に表1に記した。

2　方法

木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し，実体顕微鏡および走査
＼

型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し，種類を同定する。

3　結果

炭化材は，広葉樹2種類（ムクロジ・エゴノキ属）に同定された（表1）。各種類の主な解剖学的特徴など

を以下に記す。

・ムクロジ（Sapindus mukorossI Gaertn．）　　　ムクロジ科ムクロジ属

環孔材で孔圏部は1列，孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減，塊状に複合する。道管は単穿孔を有し，壁

孔は交互状に酒己列，小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性，1～3細胞幅，1～40細胞

高。柔組織は周囲状～連合翼状，帯状およびターミナル状。

・エゴノキ属（S的篭の　　　　エゴノキ科

散孔材で，横断面では楕円形，2～4個が複合または単独で，年輪界付近で管径を減ずる。道管は階段穿孔

を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型，1～3細胞幅，1～20細胞高。

表1　炭化材の樹種同定結果

遺　　 構　　 名 時　 代・時　 期 試　 料　 名 用　 途　 な　 ど 樹　　 種

第 2 号住居跡 （S I 2 ） 平 安時代 （9 世 紀代 ） ア 住居構築材 （上屋材） ムクロジ

イ 住居構築材 （上屋材） ムクロジ

ウ 住居構築材 （上屋材） エゴノキ属

エ 住居構築材 （上屋材） ムクロジ

4　考察

上屋材と考えられる炭化材は，ムクロジ3点とエゴノキ属1点であった。これらの住居構築材は，これまで

行われた調査結果から，遺跡周辺に生育していたなかから，それぞれの部材に適した条件（強度・径・長さ・
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形状など）を満たすものを選択したと考えられている（高橋・植木，1994）。茨城県下でこれまでに行われて

きた調査では，沿海地に近い地域で暖温帯常緑広葉樹林の構成種であるアカガシ亜属やシイノキが多くなる傾

向があり，内陸になるほどクヌギ節やコナラ節等の落葉広葉樹が多くなる傾向がある0本遺跡周辺では，水戸

市白石遺跡などで，平安時代の住居構築材にアカガシ亜属などの常緑広葉樹が確認されている0

ムクロジが住居構築材に多数認められた例は，神奈川県川崎市風久保東泉寺上遺跡の弥生時代後期の例があ

る。今回と同様に沿海地に位置し，周辺の同時期の遺跡からはアカガシ亜属が多数出土しいている（パリノ・

サーヴェイ株式会社，1986）。また，埼玉県坂戸市中耕遺跡では，アカガシ亜属とムクロジが住居構築材に利

用されている（パリノ・サーヴェイ株式会社，1993）。このように・ムクロジが出土している遺跡またはその

周辺地城でアカガシ亜属などの常緑広葉樹が出土することは，ムクロジが暖温帯常緑広葉樹林の構成種である

ことからも調和的である。これらの結果から，本地城周辺では暖温帯常緑広葉樹林の構成種が育成するような

植生がみられ，そこから住居構築材を得ていたことが推定される0
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第2号住居跡炭化材出土状況
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図版1　炭化材

1．ムクロジ（Sト2イ）
2．エゴノキ属（Sト2ウ）
a：木口，b：柾目，C：板目
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寺　山　遺　跡 PLl



調査終了風景（東部）

調査終了風景（中央部・西部）



寺　山　遺　跡

第1号住居跡完掘状況

第1号住居跡遣物出土状況



PL4

第2号住居跡完掘状況

第2号住居跡遺物出土状況



第3号住居跡遺物出土状況



寺　山　遺　跡

第4号住居跡完掘状況

第4号住居跡遺物出土状況



第5号住居跡完掘状況

第5号住居跡遺物出土状況



PL8

第1号窯跡確認状況

第1号窯跡土層断面

第1号窯跡遺物出土状況



第1号窯跡遺物出土状況

第1号窯跡燃焼部

第1号窯跡掘り方



寺　山　遺　跡

第224号土坑遺物出土状況

第224号土坑土層断面

第224号土坑遺物出土状況



寺　山　遺　跡 PLll

第224号土坑完掘状況

第225号土坑遺物出土状況

第226号土坑遺物出土状況



第1号土坑完掘状況
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第72号土坑完掘状況

第136号土坑遣物出土状況 第151号土坑完掘状況


